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論文要旨 
 
題名 地域で生活する統合失調症をもつ人への看護師の交渉 
氏名 藤代 知美 
 
本研究の目的は、統合失調症をもつ対象者を中心とした看護を確立するために、
地域で生活する、あるいは地域での生活を予定している統合失調症をもつ人への看
護師の交渉を明らかにすることである。 
対象者の要望と看護師の方針の間にコンフリクトがある際に、合意を目指して実
践した交渉について、半構成的インタビューを実施した。15 名の研究参加者から語
られた 29 事例への交渉を分析対象とし、グラウンデッド・セオリーを用いて、継続
的比較分析を行った。 
分析の結果、①交渉相手に波長を合わせて歩み寄りつつも、相手が看護師の意見
を理解できるように直面化を図って現実との合意点を刷り合わせ、最終的に相手の
決定によって合意形成する【自己決定による合意への導き】、②相手の状態や関係性
を見極め、理屈や感情を駆使して、添うことと看護師の意見を強く押すことを巧み
に使い分け、相手を動機づけていく【巧みな押し引き】、③相手を動機づけるために、
相手や看護師、チームの状況を整え、全体が方向づけられるように調整・協力する
【方向づけ】、④相手をもてる力と困難の両側面から捉え、言葉にされない本音や苦
労、不安について、普段の関わりの中から意識的に拾い上げて本音を追究し、時間
をかけて可能性を見立てる【内に潜む可能性と本音の追究】、⑤相手の脆さと固さに
合わせ、相手が安心し、思いを成し遂げることができるように、思いと意志に寄り
添うことを徹底して整える【脆さと固さへの徹底的な寄り添い】、という 5 方略が
抽出された。5 方略には 13 交渉行動群〔波長を合わせて小さな合意を待つ〕〔現実
との折り合わせを提案する〕〔チャンスを捉えて直面化を促す〕〔巧みに乗せる〕〔い
ったん添う〕〔対峙する〕〔体験から動機づけて固める〕〔方針を共有する〕〔チーム
を調整する〕〔広く可能性を見立てる〕〔内に潜む本音を汲み取る〕〔脆い自我に寄り
添う〕〔枠を破っても意志に追従する〕が含まれた。 
以上の結果から、統合失調症をもつ人への看護師の交渉は、ケア提供者として寄
り添う関係性から対等な協働関係に発展すること、多元的なプロセスを踏むこと、
対象者の自我発達を促して自己決定に導く方略と認知機能に配慮して変化を促す方
略が用いられていることが考察された。そして、統合失調症をもつ人への看護師の
交渉は、一般的な交渉とは異なり、ケア提供者として寄り添う関係性をもつこと、
対象者の自己決定権と安全を保つ権利を両立させるために多様な方略を用いること
が特徴であることが考察された。 
  
Abstract 
 
Title:  The aspect of the psychiatric nurses’ negotiations with individuals with 
schizophrenia living in a community 
Name:  Tomomi Fujishiro 
 
The purpose of this study was to explore and describe the aspect of the psy-
chiatric nurses’ negotiations toward individuals with schizophrenia living in 
community or planning to move to such a community. The study included the 
data of 29 cases narrated by 15 nurses. The negotiation meant that it aims to 
agree when there is the conflict between nurses and clients. The data regarding 
negotiations by nurses was collected using a semi-structured interview. Data 
analysis was performed using a grounded theory.  
The results showed the presence of the following five strategies of negotia-
tions: (1) “Leading to agreement by self-determination” was related to adjusting 
to the clients’ needs，fulfill their feeling，trying to recognize with a real，and 
finally reaching an agreement by their self-determination. (2) “Cleverly push-
pull” was related to the nurses’ analysis of the condition and stability，utiliza-
tion of logic and emotion，the good use of fulfillment and advice，and eventual 
motivation of the clients. (3) “Orientation” was related to the condition of cli-
ents，nurses，and team members in the preparation for motivating the clients. 
(4) “Considering the client’s potential and true feelings” was related to the daily 
evaluation of their true feelings and the awareness of the possibility of such 
emotions. (5) “Fulfilling the wish of vulnerable and obstinate clients” was re-
lated to fulfilling their needs completely；this was to improve the state of prep-
aration for the negotiations so that they feel safe and their hopes could come 
true. In addition，13 action categories were included in the five strategies. 
These were  “matching clients’ wavelength and waiting the small agree-
ment，”“proposing an agreement with the reality，” “making an approach to 
confront when and opportunity arrives，” “changing their opinion cleverly，” 
“adjusting to them for a period，” “confronting each other，” “encouraging their 
experience for changing their perspective，” “sharing a policy in a team，”“ ad-
justing a team, ” “considering their true feeling，” “understanding the entire 
picture to determine their potential，” “placating their vulnerable ego，” and 
“satisfying their wish even if it involves break a rule.” 
From the above results，it is clear that the negotiation of fulfilling to clients 
developed into collaborative relationship，that the negotiations went through a 
process of transition，and that the strategy leading to their self-determination 
by improving clients’ ego function，and improving their change by considering 
their cognitive dysfunction were used.  
In addition，it is clear that nurses use various strategy to balance the rights 
of self-determination and security. 
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第 １ 章  序 論  
 
I．  背 景  
1 9 6 2 年 ケ ネ デ ィ 大 統 領 の 消 費 者 の 権 利 宣 言 に よ り 、世 の 中 は 消 費
者 主 義 の 時 代 に 入 っ た (中 山 ， 2 0 1 2 )。 消 費 者 の 権 利 と は 、 安 全 で あ
る 権 利 、 知 ら さ れ る 権 利 、 選 択 す る 権 利 、 意 見 を 反 映 さ せ る 権 利 で
あ り 、 医 療 に お い て も 1 9 8 0 年 代 か ら そ の 変 化 が 現 れ 始 め た 。  
1 9 8 0 年 以 前 に は 、患 者 の 養 生 法 に 関 し て は コ ン プ ラ イ ア ン ス と い
う 考 え が 主 流 で あ っ た 。 コ ン プ ラ イ ア ン ス と は 、 医 療 者 に 助 言 さ れ
た 養 生 法 に 患 者 が ど の 程 度 従 う か と い う 意 味 で あ り (黒 江 ， 2 0 0 2 )、
患 者 は 医 療 者 に 提 案 さ れ た 治 療 や ケ ア に 従 う 存 在 で あ る 。1 9 8 0 年 代 、
我 が 国 で は 1 9 9 0 年 代 よ り 、 患 者 が 治 療 計 画 の 決 定 に 積 極 的 に 参 加
す る と い う 意 味 の ア ド ヒ ア ラ ン ス と い う 言 葉 が 用 い ら れ る よ う に な
っ た (黒 江 ， 2 0 0 2 )。 W H O ( 2 0 0 3 )は 、 長 期 療 養 を す る 人 へ の ア ド ヒ ア
ラ ン ス を 「 合 意 に よ っ て 定 め た ヘ ル ス ケ ア 提 供 者 か ら の 提 案 と 人 々
の 行 動 が 一 致 す る 程 度 」 と 定 義 し 、 提 案 に 対 し て 患 者 の 合 意 が 求 め
ら れ る こ と が コ ン プ ラ イ ア ン ス と の 違 い で あ る と し た 。  
1 9 9 7 年 イ ギ リ ス で は 、薬 学 学 会 が コ ン コ ー ダ ン ス と い う 言 葉 を 用
い る よ う に な っ た 。 コ ン コ ー ダ ン ス は 、 医 療 専 門 職 と 患 者 の 間 で 明
確 な 意 見 の 一 致 を 持 つ こ と 、 患 者 も 医 療 専 門 職 も そ れ ぞ れ の 意 見 を
尊 重 す る こ と を 基 盤 と し て い る (安 保 ， 武 藤 ， 2 0 1 0 )。 患 者 の 意 見 を
尊 重 す る と い う 点 で は 、 ア ド ヒ ア ラ ン ス と 類 似 す る 。 し か し 、 ア ド
ヒ ア ラ ン ス は 、 地 域 で 暮 ら す 患 者 に は 医 療 が 必 要 で あ り 、 医 療 を 中
断 す る の は 患 者 の 前 向 き さ が 不 足 し て い る の だ と い う 過 剰 な 自 己 責
任 の 考 え に 陥 り が ち で あ る と 、 安 保 ( 2 0 0 9 )は 述 べ て い る 。 そ し て 、
自 立 し た 当 事 者 の 考 え に 寄 り 添 う と い う 意 味 の コ ン コ ー ダ ン ス が 現
実 的 で あ る と 述 べ て お り 、 近 年 わ が 国 で も コ ン コ ー ダ ン ス に 関 す る
報 告 が 増 え て い る (小 林 ，矢 内 ，村 山 ，2 0 1 2；中 安 ，谷 藤 ，2 0 1 2；濱 ，
高 園 ， 宮 地 ら ， 2 0 1 2 )。  
こ の よ う な 3 つ の 概 念 が 混 在 す る 中 、 B i s s o n n e t t e ( 2 0 0 8 ) は
R o d g e r s の 手 法 を 用 い 、ア ド ヒ ア ラ ン ス の 概 念 分 析 を 行 っ た 。R o d g -
e r s の 概 念 分 析 は 、 時 間 や 状 況 の 変 化 に 伴 う 概 念 の 変 化 に 着 目 し 、
関 連 す る 概 念 と 比 較 ・ 対 照 す る こ と で 概 念 の 特 性 を 明 ら か に し よ う
と す る 方 法 で あ る (上 村 ，本 田 ， 2 0 0 5 )。 B i s s o n n e t t e ( 2 0 0 8 )は 、ア ド
ヒ ア ラ ン ス の 属 性 に は 決 定 の 対 立 d e c i s i o n a l  c o n f l i c t 、予 測 可 能 性 、
個 人 的 経 験 、 パ ワ ー 、 合 意 、 普 及 が あ る こ と を 明 ら か に し た 。 し か
し 、 ア ド ヒ ア ラ ン ス と コ ン プ ラ イ ア ン ス の 間 に 、 患 者 中 心 と い う 意
味 で の 差 は な か っ た 。 ま た 安 保 ( 2 0 0 9 )は 、 急 性 期 か ら 回 復 期 の 段 階
を 経 て 、 援 助 者 の 姿 勢 は コ ン プ ラ イ ア ン ス 志 向 か ら 、 ア ド ヒ ア ラ ン
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ス 志 向 、 コ ン コ ー ダ ン ス 志 向 へ と 変 化 し て い く こ と 、 こ れ ら の 志 向
は 混 じ り あ っ て い る こ と が 多 い こ と を 説 明 し て い る 。 つ ま り 患 者 の
養 生 法 を 決 め る 際 の 患 者 の 関 与 度 の 違 い を 示 す こ れ ら 3 つ の 概 念 は 、
患 者 と の 関 わ り に お い て 流 動 的 に 用 い ら れ る も の で あ り 、 概 念 間 の
境 界 が あ い ま い で あ る と い う こ と が 分 か る 。  
2 0 0 7 年 W H O ( 2 0 0 7 )は 、 P e o p l e  c e n t e r e d  c a r e を 提 唱 し た 。 こ れ
は 、 患 者 は 患 者 で あ る 前 に 人 で あ り 、 健 康 を 自 分 で 守 る よ う に 権 限
を 与 え ら れ 、 健 康 を 促 進 さ れ る 必 要 が あ る と い う 考 え 方 を 基 に し て
い る 。 そ し て 患 者 中 心 の 医 療 を 行 う こ と で 、 ア ド ヒ ア ラ ン ス が 高 ま
り 、治 療 効 果 、患 者 満 足 度 、Q O L が 高 ま る と し た 。P e o p l e  c e n t e r e d  
c a r e に 類 似 す る 概 念 と し て 、パ ー ト ナ ー シ ッ プ が あ る 。 B i d m e a d  &  
C o w l y e ( 2 0 0 5 )は 、在 宅 で の パ ー ト ナ ー シ ッ プ に つ い て 概 念 分 析 を 行
い 、 誠 実 な 関 係 性 、 正 直 で オ ー プ ン な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と 傾 聴 、
賞 賛 と 促 進 、 相 互 作 用 、 共 感 、 相 手 の 経 験 を 分 か ち 合 い 尊 重 す る 、
目 標 と 計 画 と 境 界 を 共 に 交 渉 す る 、参 加 、サ ポ ー ト と ア ド ボ カ シ ー 、
情 報 提 供 、選 択 と 公 平 さ の 権 利 、の 11 属 性 を 特 定 し た 。H o o k ( 2 0 0 6 )
が 行 っ た パ ー ト ナ ー シ ッ プ の 概 念 分 析 で は 、 関 係 性 、 p o w e r  
s h a r e i n g  、交 渉 、の 3 つ が 属 性 と し て 明 ら か に さ れ た が 、看 護 師 が
身 に つ け る べ き ス キ ル が 明 ら か に な っ て い な い こ と が 指 摘 さ れ た 。  
S a h l s t e n ,  L a r s s o n， S j o s t r o m  e t  a l . ( 2 0 0 6 )は 、「 ケ ア へ の 患 者 の 参
加 」 と い う 概 念 の 意 味 を 明 ら か に す る た め に 、 グ ラ ウ ン デ ッ ド セ オ
リ ー を 用 い た 研 究 を 行 っ た 。そ の 結 果 、「 交 渉 に お け る 相 互 作 用 」が
コ ア カ テ ゴ リ ー と し て 抽 出 さ れ た 。 つ ま り 、 パ ー ト ナ ー シ ッ プ や 患
者 の ケ ア へ の 参 加 に お い て 、「交 渉 」が 重 要 な 概 念 で あ る こ と が 分 か
る 。  
一 方 、 精 神 科 看 護 に お い て は 、 急 性 期 に 患 者 の 判 断 能 力 が 著 し く
低 下 す る た め に 、 患 者 の 意 思 が 反 映 さ れ に く い と い う 時 代 が あ っ た
(小 山 ，2 0 1 3 )。近 年 の 研 究 で は 、患 者 が 治 療 や ケ ア の 決 定 に 参 加 し 、
合 意 を 交 わ す 、 と い う 意 味 の ア ド ヒ ア ラ ン ス 、 コ ン コ ー ダ ン ス が 重
要 な 概 念 と な っ て き て い る (板 原 ， 2 0 11；桑 水 流 ，大 橋 ， 2 0 11；小 林
ら ， 2 0 1 2；中 安 ら ， 2 0 1 2；濱 ら ， 2 0 1 2 )。ま た 別 の 視 点 か ら は 、エ ン
パ ワ メ ン ト 、 ス ト レ ン グ ス 、 リ カ バ リ ー な ど の 患 者 の 能 力 を 重 視 す
る 概 念 を 用 い た 研 究 が 多 数 な さ れ て い る ( 伊 勢 田 ， 相 川 ， 藤 本 ら ，
2 0 11；小 坂 ，2 0 1 2；松 岡 ，玉 木 ，初 田 ら ，2 0 1 2；初 田 ，石 垣 ，2 0 1 3 )。
リ カ バ リ ー は 、 病 気 を 持 ち な が ら か け が え の な い 命 を 生 き 、 社 会 に
生 活 し 、 再 起 し て 自 分 の 人 生 を 歩 む こ と を 意 味 し ( R a g i n s ， 2 0 0 2／
2 0 0 5 a )、地 域 で 生 活 す る 当 事 者 を 支 援 す る た め に は 欠 く こ と が で き
な い 概 念 で あ る 。 リ カ バ リ ー に は 、 希 望 、 エ ン パ ワ メ ン ト 、 自 己 責
任 、 生 活 の 中 の 有 意 義 な 役 割 、 と い う 4 つ の 段 階 が あ る 。 つ ま り 、
リ カ バ リ ー に お い て 支 援 者 は 、 対 象 者 を 保 護 す る の で は な く 、 彼 ら
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が 生 活 の か じ 取 り を 自 分 で 行 う こ と を サ ポ ー ト す る 。 そ の こ と に よ
っ て 、 対 象 者 は 自 分 で 自 分 の 責 任 を と る よ う に な り 、 人 に 対 し て 非
難 、 怒 り 、 失 望 を 抱 か な い よ う に な る と 言 わ れ て い る 。 つ ま り 、 自
分 が 受 け る 治 療 や ケ ア に つ い て 意 思 決 定 に 参 加 し て い く こ と は 、 対
象 者 が 自 分 自 身 の 人 生 を 取 り 戻 す た め に 有 益 で あ る の み な ら ず 、 看
護 師 を は じ め と す る 医 療 者 と の 関 係 性 の 構 築 に お い て も 有 用 で あ る
と 言 え る 。  
し か し 、 患 者 は 医 療 者 と 協 働 し 、 合 意 を 行 う 方 法 を 理 解 し て い る
わ け で は な い 。 多 く の 患 者 が 、 医 師 の 考 え に 意 義 を 唱 え た り 、 忠 告
に 逆 ら っ た り す る こ と で 、 自 分 が 面 倒 な 患 者 と 思 わ れ た り 、 医 師 と
の 関 係 が 悪 く な っ た り す る の を 恐 れ る こ と が 明 ら か に さ れ て い る
( G r o o p m a n  &  H a r t z b a n d， 2 0 11／ 2 0 1 3 )。 ま た 、 認 知 機 能 障 害 が あ
り 、 長 年 自 分 の 意 思 が 大 事 に さ れ な い 経 験 を し て き た 統 合 失 調 症 を
も つ 人 に は 、 医 療 者 と 交 渉 し 、 合 意 を 取 り 交 わ す こ と に 特 別 な 援 助
が 必 要 で あ る こ と も 分 か っ て い る ( L i b e r m a n，2 0 0 8 a／ 2 0 11；片 倉 ，
山 本 ，石 垣 ，2 0 0 7 )。し か し 我 が 国 で は 、地 域 で 生 活 す る 統 合 失 調 症
を も つ 人 が 、 自 分 が 受 け る ケ ア に 納 得 し て 合 意 し て い く た め に 、 看
護 師 が ど の よ う に 交 渉 し て い け ば い い の か 、 そ し て 何 を 指 標 と す れ
ば よ い の か 、 と い う こ と を 明 ら か に し た 研 究 は な い 。 そ こ で 、 両 者
の 間 で ど の よ う な 交 渉 が な さ れ て い る の か と い う こ と に つ い て 、 ま
ず は 看 護 師 の 視 点 で 明 ら か に す る こ と が 必 要 で あ る と 考 え た 。  
 
I I．  研 究 目 的  
地 域 で 生 活 す る 、 あ る い は 地 域 で の 生 活 を 予 定 し て い る 統 合 失 調
症 を も つ 人 へ の 看 護 師 の 交 渉 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し た 。  
 
I I I．  研 究 の 意 義  
看 護 師 が 統 合 失 調 症 を も つ 人 に 行 っ て い る 交 渉 の 全 容 を 明 ら か に
す る こ と で 、 納 得 の い く 合 意 を 交 わ す た め の 指 標 を 得 る こ と が で き
る 。 ま た 、 そ の 際 に 看 護 師 が 駆 使 し て い る 方 略 が 明 ら か に な る こ と
で 、 状 況 に 合 わ せ た 交 渉 を 行 う た め の 示 唆 を 得 る こ と が で き る と 考
え た 。そ し て 、看 護 師 が そ の よ う な ス キ ル を 身 に つ け る こ と に よ り 、
統 合 失 調 症 を も つ 人 の ア ド ヒ ア ラ ン ス が 高 ま り 、 再 発 を 減 少 さ せ 、
リ カ バ リ ー を 果 た す た め の 一 助 と な る と 考 え た 。  
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第 ２ 章  文 献 検 討  
本 章 で は 、概 念「 交 渉 」の 背 景 、「 交 渉 」の 概 念 分 析 の 結 果 、医 療
に お け る 「 交 渉 」 の 順 に 論 じ て い く 。  
 
I．  概 念 「 交 渉 」 の 背 景  
冷 戦 終 了 後 の 1 9 6 9 年 、 ニ ク ソ ン 大 統 領 が 大 統 領 演 説 に お い て 、
対 決 の 時 代 は 終 わ り 交 渉 の 時 代 に 入 っ た と 語 っ た こ と に よ り 、「交 渉 」
と い う 概 念 が ク ロ ー ズ ア ッ プ さ れ る よ う に な っ た (浦 野 ，信 夫 ，1 9 8 6 )。
概 念 「 交 渉 」 は 、 ビ ジ ネ ス 、 外 交 な ど で 用 い ら れ 、 交 渉 学 と い う 学
問 分 野 も 作 り 出 し た 。 ま た 現 在 で は 、 教 育 や 社 会 学 、 医 療 分 野 に お
い て も 、 交 渉 と い う 概 念 を 用 い た 研 究 が な さ れ て い る 。  
こ こ で は 、 文 化 ・ 学 問 分 野 ご と の 概 念 「 交 渉 」 の 背 景 、 理 論 的 背
景 に つ い て 論 じ る 。  
 
１ ．  文 化 ・ 学 問 分 野 ご と の 背 景  
経 済 の 分 野 で 交 渉 の 基 礎 を 築 い た ハ ー バ ー ド 流 交 渉 戦 略 を 紹 介 し
た 御 手 洗 ( 2 0 1 3 a )は 、「 交 渉 」 を 「 利 害 関 係 に あ っ て 利 益 や 損 益 が 存
在 す る 2 つ 、 も し く は そ れ 以 上 の グ ル ー プ が 平 和 的 に 駆 け 引 き を 行
い な が ら 、 勝 ち 負 け で は な く 、 互 い の 利 益 を 最 大 限 に 、 損 失 を 最 小
限 に す る 合 意 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン プ ロ セ ス 」で あ る と 述 べ て い る 。
し か し 日 本 人 は 、 交 渉 を 駆 け 引 き や 取 引 、 ま た は 謀 略 と 同 レ ベ ル の
も の と 考 え 、 卑 劣 な も の と し て 疎 ん じ る 文 化 風 土 が 存 在 し 、 お 互 い
の 腹 の 探 り 合 い を 行 う 交 渉 行 動 を さ け ず む 美 意 識 が あ る 。 こ の こ と
か ら 、 国 に よ っ て パ ー セ プ シ ョ ン ギ ャ ッ プ が あ る こ と が 指 摘 さ れ て
い る (御 手 洗 ， 2 0 1 3 a )。 例 え ば 、 We b s t e r s  N e w  Tw e n t i e t h  C e n t u r y  D i c -
t i o n a t y  ( We b s t e r ， N .  &  M c K e c h n i e， 1 9 7 9 )で は 、“ n e g o t i a t i o n ”を
「 ① 交 渉 す る こ と 。 特 に 、 仕 事 の 取 引  で 合 意 す る た め に 協 議 す る 、
議 論 す る 、取 引 を 行 う 。② 商 売 す る う え で 取 引 す る 。」と 説 明 し て い
る 。 同 様 に 、 動 詞 形 の “ n e g o t i a t e” を 「 ① 交 渉 を 獲 得 す る 。 も た ら
す 。② ビ ジ ネ ス の 方 法 を パ ス す る 。流 れ に 入 る 。価 値 を 手 に 入 れ る 。
③ 他 の 買 い 物 を す る 。 他 の 取 引 を 協 議 す る 。 ④ 協 定 、 契 約 な ど で 合
意 に た ど り つ く よ う に 議 論 を 行 う こ と 。」と 説 明 し て い る 。一 方 で 我
が 国 の 大 辞 泉 (松 村 ， 1 9 9 5 )で は 、 交 渉 を 「 ① 特 定 の 問 題 に つ い て 相
手 と 話 し 合 う こ と 、 掛 け 合 う こ と 。 ② 交 際 や 接 触 に よ っ て 生 じ る 関
係 、関 わ り あ い 。」と 記 載 し て い る 。こ の よ う に 辞 書 に お い て も 、日
本 に お い て は 議 論 や 協 議 の 意 味 あ い が 少 な い こ と が 分 か る 。  
鈴 木 ( 2 0 0 4 a )は 、日 本 の 文 化 に 即 し て 、交 渉 に お け る コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン を 説 明 し た 。 そ し て 、 交 渉 と は 自 分 の 視 点 や 利 益 よ り も 相 手
と の 関 係 を 重 視 し た 話 し 合 い 、 共 通 の 理 解 を 得 る た め に な さ れ る 情
報 、 意 見 、 ア イ デ ア の 交 換 を 行 う 「 対 話 」 の イ メ ー ジ で あ り 、 問 題
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解 決 の た め の 最 も 効 果 的 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ プ ロ セ ス で あ る と
定 義 し て い る 。  
教 育 の 分 野 で は 、「 相 互 交 渉 」「 社 会 的 相 互 交 渉 」「 対 人 相 互 交 渉 」
と い う 概 念 が 多 く 用 い ら れ て い る 。 重 度 ・ 重 複 障 害 児 の 対 人 相 互 交
渉 に つ い て 述 べ た 徳 永 ( 2 0 11 )は 、外 界 の 情 報 を ど の よ う に 取 り 込 み 、
ど の よ う に 判 断 し 、 ど の よ う に 行 動 を 形 成 す る か 、 と い う こ と を 検
討 す る こ と が 必 要 で あ る と 述 べ て い る 。 そ し て 、 子 ど も の 内 側 で 起
こ る こ の 過 程 に 基 づ い て 、 大 人 と の や り 取 り が 展 開 さ れ 、 表 出 過 程
で の 行 動 に 対 す る 大 人 か ら の 応 答 が フ ィ ー ド バ ッ ク さ れ て 子 供 に 戻
っ て い く 、 と 対 人 相 互 交 渉 の 構 造 を 説 明 し て い る 。 ま た 小 林 ( 1 9 8 9 )
は 、 授 業 場 面 に お け る 個 人 の 理 解 と そ の 間 に 生 じ る 相 互 交 渉 を 分 析
し 、 相 互 作 用 を 通 じ て 何 ら か の 変 化 を 起 こ す と い っ た 側 面 を と ら え
る こ と の 可 能 な 理 解 構 造 モ デ ル の 必 要 性 を 述 べ て い る 。 以 上 よ り 、
「 相 互 交 渉 」 と は 単 な る 相 互 作 用 で は な く 、 人 と 人 と の 相 互 作 用 を
通 し 、 結 果 と し て よ い 変 化 を 起 こ す こ と を 表 す 概 念 で あ る こ と が 読
み 取 れ る 。  
そ の 他 に 、文 化 同 士 の 相 互 作 用 の 諸 相 を 見 出 す「 文 化 交 渉 」(篠 原 ，
井 上 ，黄 ら ，2 0 1 0 )、ア イ デ ン テ ィ テ ィ ー に 含 ま れ る「 交 渉 」(佐 藤 ，
秦 ， 2 0 1 3 )で は 、関 係 、関 わ り 合 い と い う 意 味 で「 交 渉 」が 使 用 さ れ
て い る 。ま た 、ア サ ー シ ョ ン に 含 ま れ る「 説 得 交 渉 因 子 」 (西 田 ，奥
野 ，沢 宮 ， 2 0 0 9； 山 田 ，朝 野 ，物 部 ， 2 0 1 2 )で は 、協 議 、話 し 合 い と
い う 意 味 で 用 い ら れ て い る 。  
労 働 の 場 面 で は 、 労 使 交 渉 と い う 言 葉 が 存 在 す る 。 こ れ は 、 労 働
者 が 団 結 す る こ と で 、 使 用 者 と 対 等 な 立 場 に 立 ち 、 労 働 組 合 法 に よ
り 定 め ら れ た 交 渉 の 権 利 に よ り 、 双 方 が 対 決 し 、 戦 利 品 と し て 合 意
が 取 り 交 わ さ れ る も の で あ る (今 村 ， 2 0 0 8 )。 対 立 し た 立 場 間 で 行 わ
れ る と い う 面 で 、こ れ ま で に 述 べ た 交 渉 と は 少 し 意 味 合 い が 異 な る 。 
 
２ ．  理 論 的 背 景  
社 会 学 で は 、 心 理 学 的 理 論 、 ゲ ー ム 理 論 、 社 会 心 理 学 的 交 渉 モ デ
ル 、 ラ ン カ ラ ジ ャ ン の 理 論 、 教 育 学 で は 対 人 的 交 渉 方 略 モ デ ル を 用
い た 研 究 が 多 く あ る 。 以 下 に 、 そ の 概 要 を 順 に 説 明 す る 。  
心 理 学 的 理 論 で は 、 交 渉 を 行 う の は 個 人 で あ り 、 交 渉 者 個 人 間 に
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 存 在 し 、 要 求 ・ 譲 歩 が 行 わ れ 、 結 論 に い た る
と 考 え る 。 こ の 理 論 に お い て は 、 交 渉 の 結 果 は 、 一 定 の 個 人 的 な 変
数 に よ り 決 定 さ れ る 。 そ れ は 、 本 性 や 属 性 な ど の 個 人 的 パ ー ソ ナ リ
テ ィ ー 、 柔 軟 性 、 協 力 的 、 脅 威 の 認 知 、 約 束 な ど の 交 渉 者 の 態 度 ・
知 覚 、 期 待 、 知 覚 の 複 雑 さ 、 単 純 さ 、 認 知 の 一 貫 性 な ど の 認 知 過 程
で あ る 。 そ し て 、 パ ー ソ ナ リ テ ィ ー は そ れ が 働 く 場 と の 関 係 に お い
て 理 解 さ れ る と い う 前 提 を 持 つ 。 場 と は 、 交 渉 す る 相 手 の 立 場 、 目
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的 、 意 図 、 相 互 関 係 、 戦 略 、 及 び 行 動 に 対 す る 交 渉 者 の 認 知 及 び 期
待 で あ る (浦 野 ら ， 1 9 8 6 )。  
交 渉 の 最 も 一 般 的 な モ デ ル と し て 知 ら れ る の は ゲ ー ム 理 論 で あ る 。
ゲ ー ム 理 論 は 、 複 数 の 主 体 が 相 互 に 他 の 主 体 の 行 動 ・ 選 択 に よ っ て
自 ら の 利 得 ・ 利 益 が 変 化 さ せ ら れ る 、 と い う ゲ ー ム 的 状 況 を 分 析 す
る (鷲 田 ， 2 0 1 0 )。 分 析 す る た め に 、 主 体 が と り う る 行 動 に よ っ て 利
得 を 計 算 し 、マ ト リ ッ ク ス や ツ リ ー を 描 い て い く の が 特 徴 で あ る (浦
野 ら ， 1 9 8 6； 産 業 能 率 大 学 総 合 研 究 所 ， 2 0 11 a )。 こ の 理 論 は 、 個 人
の 特 性 と か 環 境 の 変 化 を 捨 象 し て 手 段 と 目 的 か ら な り 、 交 渉 は 戦 略
的 な 相 互 作 用 状 況 と み る (浦 野 ら ， 1 9 8 6 )。  
社 会 心 理 学 的 交 渉 モ デ ル は 、 よ り 総 合 的 な 理 論 の 構 築 を 目 指 し 、
交 渉 の 全 て の 側 面 を 体 系 的 に 考 察 し よ う と す る 。 こ の 理 論 で は 、 交
渉 過 程 は 時 間 の 流 れ で あ る と い う 観 点 か ら 、交 渉 過 程 を 前 提 、現 在 、
帰 結 の 段 階 に 区 分 す る 。 そ し て 交 渉 の 目 的 は 、 特 定 の 結 果 に 対 す る
当 事 者 の 選 好 か ら 成 り 立 ち 、 当 事 者 は そ れ ぞ れ 自 己 に 最 大 限 有 利 な
結 果 を も た ら す べ く 動 機 づ け ら れ て い る と 考 え る 。 動 機 づ け は 3 つ
に 区 分 さ れ る 。 1 つ 目 は 他 の 交 渉 者 の 結 果 を 全 く 考 慮 せ ず 、 自 己 の
利 得 の み を 追 求 す る 個 人 的 動 機 、 2 つ 目 は 交 渉 当 事 者 の 一 方 と 他 方
の 利 得 の 差 を 最 大 限 に し よ う と す る 競 争 的 動 機 、 3 つ 目 は 交 渉 当 事
者 に 共 通 の 利 得 を 最 大 限 に し よ う と す る 協 調 的 動 機 で あ る 。 交 渉 の
過 程 で は 、 交 渉 の 相 手 方 を 説 得 す る た め に 多 く の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ
ン が 行 わ れ 、交 渉 の た め の 準 備 、選 択 肢 と 効 用 の 交 差 、効 用 の 修 正 、
選 択 肢 の 修 正 が 行 わ れ る 。 影 響 す る 要 因 と し て は 、 文 化 的 差 異 、 当
事 者 間 の 態 度 、 交 渉 団 内 部 の 関 係 、 交 渉 者 の 身 分 と 背 景 、 パ ー ソ ナ
リ テ ィ ー が あ る 。最 後 に 、条 件 と し て 交 渉 の タ イ プ 、参 加 者 の 人 数 、
当 事 者 の 人 数 、 情 報 、 交 渉 へ の 圧 力 、 交 渉 の タ イ ミ ン グ が あ る と さ
れ て い る (浦 野 ら ， 1 9 8 6 )。  
ラ ン ガ ラ ジ ャ ン の 理 論 は 、 経 済 学 の 分 野 で 多 く 用 い ら れ て お り 、
交 渉 を 当 事 者 間 で 効 用 を 分 配 す る 過 程 と し て 捉 え 、 交 渉 の 結 果 は 効
用 の 分 配 と 考 え る 効 用 理 論 で あ る 。 こ の 理 論 の 特 徴 は 、 紛 争 の 最 終
的 な 解 決 は な く 、 あ く ま で も 暴 力 に 発 展 し な い よ う に 抑 制 し う る も
の で あ る と す る こ と で あ る 。 ま た 、 交 渉 者 は 必 ず し も 合 理 的 に 行 動
す る も の で は な い と の 前 提 に 立 ち 、 理 論 の 中 心 に 「 不 満 」 と い う 概
念 を 置 い て い る 。 そ し て 、 交 渉 を 現 実 の 時 間 の 流 れ で 起 こ る プ ロ セ
ス で あ る と 捉 え 、一 連 の 交 渉 も 個 々 の 時 点 に お い て は 一 局 面 と 捉 え 、
交 渉 は 1 回 的 で は な く 継 続 的 で あ る と 考 え る (浦 野 ら ， 1 9 8 6 )。  
S e l m a n の 対 人 的 交 渉 方 略 モ デ ル は 、 社 会 情 報 処 理 的 な ア プ ロ ー
チ と 構 造 的 ‐ 発 達 的 な ア プ ロ ー チ を 統 合 し た も の で あ る 。 社 会 情 報
処 理 に 関 し て は 、 対 人 思 考 ス タ イ ル を 他 者 変 化 志 向 と 自 己 変 化 志 向
の 2 つ で 表 し て い る 。 そ し て 、 発 達 レ ベ ル を 衝 動 的 レ ベ ル 、 一 方 的
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レ ベ ル 、 互 恵 的 レ ベ ル 、 協 調 的 レ ベ ル の 4 つ の 段 階 で 表 し 、 発 達 レ
ベ ル が 高 ま る と 社 会 的 適 応 に 導 く と し て い る 。 こ の モ デ ル を 用 い た
研 究 で は 、 児 童 に 対 し て ス キ ル 獲 得 訓 練 が 有 効 で あ る こ と や (岡 田 ，
古 橋 ， 2 0 0 9 )や 、 性 別 や 相 手 に よ り 用 い る 方 略 が 異 な る こ と (山 岸 ，
1 9 9 8 )が 明 ら か に さ れ て い る 。  
 
I I．  「 交 渉 」 の 概 念 分 析  
医 療 に お い て は 、 患 者 と 医 療 者 が 協 働 し て 治 療 内 容 を 決 め る こ と
に 関 し て 、 s h a r e d  d e c i s i o n  m a k i n g 、 意 思 決 定 、 な ど の 概 念 も 存 在
す る 。 こ れ ら の 概 念 と の 区 別 を 明 確 に す る た め に 、 概 念 の 特 性 と 属
性 を 明 ら か に す る Wa l k e r  &  Av a n t の 概 念 分 析 を 用 い て 概 念 分 析 を
行 っ た (上 村 ら ， 2 0 0 5； Wa l k e r  &  Av a n t， 2 0 0 5／ 2 0 0 8 )。こ こ で は 、
概 念 分 析 の 結 果 を 述 べ る 。  
 
１ .  対 象 文 献 の 選 択 及 び 分 析 方 法  
一 般 的 な 使 用 法 に つ い て は 、広 辞 苑 、大 辞 泉 、We b s t e r s  N e w  Tw e n -
t i e t h  C e n t u r y  D i c t i o n a t y 、 T h e  N e w  S h o r t e r  O x f o r d  E n g l i s h  D i c -
t i o n a r y  o n  H i s t o r i c a l  P r i n c i p l e s を 用 い た 。 教 育 心 理 学 、 社 会 学 に
関 係 す る 辞 書 に 「 交 渉 」 の 記 載 は な か っ た 。  
一 般 図 書 に つ い て は 、C i N i i  b o o k s に て キ ー ワ ー ド「 交 渉 」で 2 0 0 9
～ 2 0 1 3 年 の 図 書 を 検 索 し た 結 果 、3 3 1 件 の 文 献 が 検 索 さ れ た 。こ の
文 献 の タ イ ト ル や 出 版 社 名 か ら 、医 療 7 件 、外 交 6 5 件 、科 学 1 件 、
環 境 1 件 、 教 育 3 件 、 経 済 ・ 経 営 2 8 件 、 文 学 ・ 芸 術 9 件 、 交 渉 学
7 9 件 、 行 政 1 7 件 、 人 文 科 学 5 件 、 文 化 交 渉 5 7 件 、 法 学 ・ 司 法 5 3
件 、労 使 交 渉 6 件 、の 1 3 分 野 に 分 類 し た 。こ の 1 3 分 野 か ら 、文 学・
芸 術 と 、取 り 寄 せ る こ と が で き な か っ た 科 学 の 分 野 を 除 き 、残 り 11
分 野 の 図 書 を 対 象 と し た 。そ し て 、 11 文 献 の 図 書 の 中 か ら 、総 論 が
書 か れ て い る 文 献 を 分 野 ご と に 1 冊 以 上 選 択 し 、 そ の 参 考 文 献 な ど
2 件 も 含 め た 合 計 1 6 文 献 を 分 析 対 象 と し た 。  
教 育 学 で は 、 国 立 教 育 政 策 研 究 所 教 育 研 究 情 報 セ ン タ ー の 教 育 研
究 論 文 索 引 を 用 い 、 キ ー ワ ー ド 「 交 渉 」 に て 検 索 し た と こ ろ 11 6 件
検 索 さ れ た 。こ の う ち 、 C i N i i を は じ め と し て o n l i n e で 入 手 す る こ
と が で き た 3 0 件 を 対 象 文 献 と し た 。  
社 会 学 で は 、 学 術 研 究 デ ー タ ベ ー ス ・ リ ポ ジ ト リ 社 会 学 文 献 情 報
デ ー タ ベ ー ス に て 、 キ ー ワ ー ド 「 交 渉 」「 論 文 」 で 検 索 さ れ た 5 3 件
の う ち 、 重 複 し た 文 献 と 、 法 、 紛 争 、 国 、 労 使 関 係 を 除 く 8 件 を 対
象 と し た 。  
医 療 の 分 野 に お い て は 、 医 学 中 央 雑 誌 を 用 い て 、 キ ー ワ ー ド 「 交
渉 」で 検 索 し た 。「性 交 渉 」が 多 く 含 ま れ た た め 、「交 渉  n o t  性 交 渉 」
に て 検 索 し 、 な お か つ 抄 録 が o n l i n e で 入 手 で き た 2 3 9 件 の 抄 録 を
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対 象 と し た 。ま た 2 3 9 文 献 の う ち 、本 文 内 で 交 渉 を 中 心 的 に 扱 っ て
い る と 考 え ら れ た 3 8 文 献 と そ の 参 考 文 献 1 件 は 、 本 文 も 対 象 と し
た 。  
海 外 文 献 に 関 し て は 、 P u b－ m e d と E B S C O を 用 い て キ ー ワ ー ド
「 N e g o t i a t i o n  &  c o n c e p t  a n a l y s i s  &  t h e o r y 」 で 検 索 し た 。 重 複 し
た 文 献 、英 語 以 外 の 文 献 を 除 き 4 3 件 の 抄 録 を 対 象 と し た 。内 訳 は 、
医 療 関 連 2 2 件 、 医 療 以 外 の 環 境 、 外 交 、 経 済 、 法 学 、 交 渉 学 が 2 1
件 で あ っ た 。交 渉 に つ い て 中 心 的 に 述 べ ら れ て い る と 判 断 さ れ た 11
件 に つ い て は 本 文 も 対 象 と し た 。  
分 析 の 過 程 で 、 労 使 交 渉 で 用 い ら れ て い た “ 対 決 し 、 勝 利 を 勝 ち
取 る ” と い う 意 味 は 、 他 の 交 渉 と は 意 味 が 異 な る と 判 断 し 、 6 件 の
文 献 を 属 性 の 分 析 対 象 か ら 除 外 し た 。 そ の 結 果 、 3 3 1 文 献 を 対 象 と
し 、 属 性 と 先 行 要 件 、 帰 結 を 抽 出 し 、 コ ー デ ィ ン グ 、 カ テ ゴ リ ー 化
を 行 っ た 。  
 
２ .  結 果  
先 行 要 件 と し て ≪ 特 定 の 相 手 の 存 在 ≫ ≪ 要 望 ・ 希 望 ≫ ≪ コ ン フ リ
ク ト ≫ 、 属 性 と し て ≪ 継 続 的 プ ロ セ ス ≫ ≪ 方 略 ≫ ≪ 関 係 性 ≫ 、 帰 結
と し て ≪ 納 得 い く 合 意 ≫ ≪ 新 た な 価 値 観 ・ 方 法 ≫ ≪ 協 働 関 係 ≫ が 抽
出 で き た (図 １ )。以 下 に 、3 つ の 属 性 と 、先 行 要 件 、帰 結 の 順 に 説 明
す る 。  
な お 、 ≪  ≫ は 抽 出 さ れ た 先 行 要 件 、 属 性 、 帰 結 を 、 ＜  ＞ は そ
れ ら に 含 ま れ た カ テ ゴ リ ー を 示 す 。  
 
 
図  1  「 交 渉 」 の 概 念 図  
 
１ ）  属 性 ≪ 継 続 的 プ ロ セ ス ≫  
≪ 継 続 的 プ ロ セ ス ≫ に は 、 ＜ 相 互 理 解 ＞ ＜ 目 標 設 定 ＞ ＜ 議 論 ＞ ＜
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選 択 肢 の 修 正 ＞ と い う の ４ つ の カ テ ゴ リ ー が 含 ま れ た 。  
＜ 相 互 理 解 ＞ と は 、 対 話 で あ り 、 自 分 の 視 点 や 利 益 よ り も 相 手 と
の 関 係 を 重 視 し た 話 し 合 い の こ と で あ り 、 共 通 の 理 解 を 得 る た め に
な さ れ る 情 報 、意 見 、ア イ デ ア 、価 値 や 信 条 の 交 換 や 伝 達 で あ る (武
者 小 路 ， 1 9 6 7； 鈴 木 ， 2 0 0 4 a )。  
＜ 目 標 設 定 ＞ と は 、 二 者 間 で 交 渉 の 目 的 を 特 定 す る こ と で あ る 。
目 的 が 曖 昧 で あ っ た り 、 一 段 的 で あ っ た り す る 場 合 に は 、 利 益 の 対
立 よ り も 価 値 の 対 立 に 結 び つ き や す く な り 、 交 渉 に お い て 議 論 さ れ
る 問 題 の 範 囲 が 狭 い ほ ど 解 決 が 得 ら れ や す く な る と 言 わ れ て い る
(浦 野 ら ， 1 9 8 6 )。 ま た 、 外 交 の 場 面 で は 、 数 字 や 内 容 を 具 体 化 し た
交 渉 は 重 み が あ る の と 共 に 、 足 か せ に な る 可 能 性 が あ る ( 伊 奈 ，
2 0 1 2 a )。反 対 に 全 て が 曖 昧 な 場 合 は 訴 え か け る 力 が 弱 い 半 面 実 現 す
る 責 任 か ら 自 由 で あ る と 言 わ れ て い る (伊 奈 ， 2 0 1 2 a )。  
＜ 議 論 ＞ の 段 階 で は 、 主 張 を 展 開 し 、 相 手 の 理 解 を 求 め 、 説 得 す
る (伊 奈 ， 2 0 1 2 a； 佐 々 木 ， 2 0 1 2 a )。 こ の 時 、 後 述 す る 複 数 の 選 択 肢
の 用 意 や 許 容 範 囲 を 示 す こ と が 有 効 と な る (浦 野 ら ， 1 9 8 6 )。  
＜ 選 択 肢 の 修 正 ＞ と は 、 相 互 理 解 と 議 論 に よ り 、 自 分 が 持 っ て い
た 価 値 や 信 条 、選 択 肢 を 変 更 し た り 修 正 し た り す る こ と で あ る (武 者
小 路 ，1 9 6 7；浦 野 ら ，1 9 8 6 )。社 会 心 理 学 的 交 渉 モ デ ル で は 、選 択 肢
の 修 正 の 手 段 と し て は 、 脅 迫 と 約 束 、 既 成 事 実 、 選 択 肢 の 追 加 が あ
る と さ れ て い る (浦 野 ら ， 1 9 8 6 )。 ま た 、 こ れ は 譲 歩 や 妥 協 と 言 わ れ
る こ と も あ る (浦 野 ら ， 1 9 8 6；松 下 ， 2 0 11 )。し か し 鈴 木 ( 2 0 0 4 a )は 、
妥 協 は あ く ま で 到 達 し た い 目 標 の 半 分 で あ り 、 十 分 な 話 し 合 い が で
き て い な い 状 況 で あ る と 述 べ て い る 。  
前 述 し た ラ ン カ ラ ジ ャ ン の 理 論 (浦 野 ら ，1 9 8 6 )や 外 交 に お い て (伊
奈 ， 2 0 1 2 b )言 わ れ て い る よ う に 、 ＜ 相 互 理 解 ＞ ＜ 目 標 設 定 ＞ ＜ 議 論
＞ ＜ 選 択 肢 の 修 正 ＞ と い う プ ロ セ ス を 踏 む 交 渉 は 、 1 回 き り の も の
で は な く 、 継 続 的 な 一 連 の 作 業 で あ る 。  
 
２ ）  属 性 ≪ 方 略 ≫  
≪ 方 略 ≫ に は 、 ＜ 手 段 ＞ ＜ 交 渉 者 の 能 力 ＞ ＜ 交 渉 者 の パ ー ソ ナ リ
テ ィ ー ＞ ＜ 状 況 ＞ ＜ 関 わ る 人 ＞ と い う カ テ ゴ リ ー が 含 ま れ た 。 以 下
に そ れ ぞ れ の 説 明 を 行 う 。  
 
( 1 )  手 段  
交 渉 は 、 ど ち ら か が 勝 利 す る 競 合 的 、 分 配 的 、 ゼ ロ サ ム 型 な ど と
言 わ れ る 交 渉 と 、 ハ ー バ ー ド 流 交 渉 に 代 表 さ れ る 協 調 的 、 統 合 的 、
W I N - W I N 型 な ど と 言 わ れ る 交 渉 に 大 別 さ れ る (鈴 木 ， 2 0 0 4 a； 産 業
能 率 大 学 総 合 研 究 所 ， 2 0 11 b； 佐 々 木 ， 2 0 1 2 a； 御 手 洗 ， 2 0 1 3 b )。ま
た 、「 相 手 へ の 配 慮 」と「 自 分 へ の 配 慮 」の 2 面 に 注 目 す る と 、そ れ
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ぞ れ の 強 さ に よ っ て 、 回 避 、 服 従 、 強 制 、 妥 協 、 協 調 の 5 つ の ス ト
ラ テ ジ ー に 分 け ら れ る (鈴 木 ，2 0 0 4 a )。こ れ ら の ス ト ラ テ ジ ー は 、そ
の 場 で の 人 間 関 係 、 問 題 の 複 雑 さ 、 話 し 合 い に か け ら れ る 時 間 や 費
用 、 当 事 者 な ど の 関 係 に 合 わ せ 、 有 効 な ス ト ラ テ ジ ー を 選 ん で 使 わ
れ て い く 。 ま た 、 誠 意 を も っ て 話 し 合 い に 挑 め ば 相 手 は 言 い 分 を 理
解 し て く れ る と い う 、 日 本 人 に 多 い 情 緒 型 交 渉 ス タ イ ル が あ る こ と
も 指 摘 さ れ て い る (御 手 洗 ， 2 0 1 3 a )。  
ビ ジ ネ ス や 外 交 に お け る 実 際 的 な 戦 略 に つ い て 述 べ た 図 書 は 数 多
く 出 版 さ れ て い る (渋 谷 ，2 0 0 3；プ レ ジ デ ン ト 編 集 部 ，2 0 0 6；伊 奈 ，
2 0 1 2 a； 久 保 田 ， 2 0 1 2 )。そ の 中 で も ハ ー バ ー ド 流 交 渉 で は 、① 人 と
問 題 を 切 り 離 す こ と 、 ② 立 場 で な く 利 害 に 焦 点 を 当 て る こ と 、 ③ 複
数 の 選 択 肢 を 用 意 す る こ と 、 ④ 客 観 的 基 準 を 強 調 す る こ と 、 の 4 つ
を 戦 術 と し て 取 り 上 げ て い る ( F i s h e r  &  U r y ， 1 9 9 1／ 1 9 9 8 )。 ① 人 と
問 題 を 切 り 離 す と は 、 交 渉 は 人 と 人 と の 関 係 の 中 で な さ れ る も の で
あ り 、 友 好 関 係 を 保 ち な が ら も 、 問 題 を 関 係 性 と 切 り 離 し 、 状 況 を
正 確 に 認 識 し て い く 必 要 が あ る と い う こ と で あ り 、 感 情 が 作 用 し な
い よ う に 相 手 に 感 情 を 発 散 さ せ る と い う 戦 略 も 含 む 。 ② 立 場 で な く
利 害 に 焦 点 を 当 て る と は 、 相 手 の 主 張 の 背 後 に あ る 利 害 を 見 極 め 、
相 手 の 利 害 に 理 解 を 示 し た 上 で 、 自 分 の 利 害 に つ い て 具 体 的 に 伝 え
て 話 し 合 う と い う こ と で あ る 。 ③ 複 数 の 選 択 肢 を 用 意 す る と は 、 選
択 肢 を た く さ ん 出 し 合 っ た 後 で 、 選 択 肢 を 広 げ 、 異 な る レ ベ ル の 合
意 を 用 意 す る と い う も の で あ る 。 こ れ は 、 交 渉 に よ る 合 意 に 替 わ る
最 善 の 代 案 や 選 択 肢 B A N TA ( b e s t  a l t e r n a t i v e  t o  n e g o t i a t e d  a g r e e -
m e n t )、 お 互 い が 合 意 で き る 余 地 Z O PA ( z o n e  o f  p o s s i l e  a g r e e m e n t )
な ど と 言 わ れ る (産 業 能 率 大 学 総 合 研 究 所 ，2 0 11 a )。④ 客 観 的 な 基 準
を 強 調 す る と は 、 私 意 で 決 め る の で は な く 、 客 観 的 基 準 を 話 し 合 う
こ と で 合 意 を 目 指 す こ と で あ り 、 こ の こ と に よ り 、 友 好 的 効 果 的 に
合 意 を 導 き 出 す 。 こ れ ら の 戦 略 を 使 う こ と で 、 競 合 す る こ と な く 、
互 い の 利 益 を 最 大 限 に し た 合 意 を 得 る こ と が で き る 、 と 説 明 さ れ て
い る 。  
ま た 交 渉 に お い て 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ン は こ ち ら の 期 待 し て い
る 通 り に 相 手 方 を 動 か し 、 行 動 し て も ら う た め の マ ネ ジ メ ン ト 手 段
で あ る と 言 わ れ て お り (御 手 洗 ， 2 0 1 3 b )、話 し 方 、し ぐ さ 、表 情 、位
置 関 係 な ど の 効 果 的 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技 術 や 戦 略 に 関 す る 書 籍
も 多 い (谷 川 ，2 0 0 5；産 業 能 率 大 学 総 合 研 究 所 ，2 0 11 c；佐 々 木 ，2 0 1 2 a )。 
 
( 2 )  交 渉 者 の 能 力  
心 理 学 で は 、 交 渉 相 手 へ の 影 響 力 を も つ も の と し て 、 ① 説 得 者 の
働 き か け に よ っ て 受 け 手 が 何 ら か の 賞 を 得 る こ と が で き る 賞 影 響 力 、
② 身 体 的 、 精 神 的 苦 痛 を 与 え る こ と が で き る 罰 影 響 力 、 ③ 地 位 ・ 血
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統 や 賞 罰 を 多 く 持 つ 人 な ど に あ る 正 当 影 響 力 、 ④ 人 よ り も 豊 富 な 専
門 知 識 や 技 術 を 身 に つ け て い る こ と か ら 生 じ る 専 門 影 響 力 、 ⑤ 理 想
的 存 在 の 態 度 や 行 動 を 参 照 す る 結 果 生 じ る 参 照 影 響 力 、 ⑥ 受 け 手 の
態 度 や 行 動 を 変 化 さ せ る た め に 受 け 手 に 呈 示 す る こ と の で き る 情 報
や 論 理 的 議 論 に 基 づ い た 情 報 影 響 力 、 の 6 つ が あ る こ と が 明 ら か に
さ れ て い る (佐 々 木 ， 2 0 1 2 b )。  
そ の 他 に 心 理 学 に お い て は 、 交 渉 を 複 雑 な 意 思 決 定 課 題 と 捉 え る
認 知 ア プ ロ ー チ に よ る 研 究 が あ る 。 認 知 ア プ ロ ー チ で は 、 交 渉 課 題
や 相 手 に 対 す る 認 知 の 正 確 さ が 交 渉 過 程 に 及 ぼ す 効 果 が 検 討 さ れ て
い る 。 そ し て 、 人 は 常 に 合 理 的 な 判 断 を す る わ け で は な い こ と 、 お
互 い の 利 益 は 完 全 に 対 立 し て い る と 思 い こ む 固 定 和 幻 想 が あ る こ と 、
認 知 的 枠 組 み 、 の 3 つ が 交 渉 に 影 響 し て い る こ と が 明 ら か に さ れ て
い る (佐 々 木 ， 2 0 1 2 a )。ま た 、行 動 経 済 学 で は 、合 理 的 な 経 済 人 モ デ
ル か ら は 説 明 で き な い 非 合 理 的 な 行 動 が あ る と 説 明 さ れ て い る ( 産
業 能 率 大 学 総 合 研 究 所 ，2 0 11 d；御 手 洗 ，2 0 1 3 c )。そ れ は 、人 は 損 を
し た く な い と 思 っ て し ま う 、 人 は 先 の こ と を 考 え て い な い 、 人 は 目
印 に 惑 わ さ れ て し ま う 、人 は 状 況 に よ っ て 違 う よ う に 感 じ て し ま う 、
と い う 4 点 か ら 説 明 さ れ て い る 。 以 上 よ り 、 合 理 的 に 考 え 、 行 動 す
る 能 力 が 交 渉 に 影 響 す る と い う こ と が 分 か る 。  
ま た 、前 述 し た 対 人 的 交 渉 方 略 モ デ ル で は 、問 題 が 生 じ た 場 合 に 、
問 題 を ど の よ う に と ら え 、 ど の よ う に 解 決 す る の か と い う 社 会 情 報
処 理 能 力 と 、発 達 レ ベ ル に よ り 交 渉 の 方 法 が 異 な る と さ れ て い る (山
岸 ， 1 9 9 8； 長 峰 ， 1 9 9 9 )。  
 
( 3 )  交 渉 者 の パ ー ソ ナ リ テ ィ ー  
交 渉 に は 、交 渉 者 の 年 齢 や 身 分 、性 別 、性 格 が 影 響 を 与 え る (浦 野
ら ，1 9 8 6；山 岸 ，1 9 9 8；産 業 能 率 大 学 総 合 研 究 所 ，2 0 11 d；佐 々 木 ，
2 0 1 2 a )。  
性 格 に 関 し て は 、 競 合 的 交 渉 と 協 調 的 交 渉 の そ れ ぞ れ に 、 有 利 と
な る 性 格 傾 向 が あ る こ と が 明 ら か に さ れ て い る (佐 々 木 ，2 0 1 2 a )。そ
の 他 に 、 感 情 的 な 交 渉 者 か ど う か と い う こ と が 交 渉 に 影 響 を 与 え る
(武 者 小 路 ， 1 9 6 7；産 業 能 率 大 学 総 合 研 究 所 ， 2 0 11 d )。つ ま り 、交 渉
者 は 第 一 に 人 間 で あ り 、 相 手 方 も 感 情 の 持 主 た る 人 間 で あ る こ と を
認 識 し 、そ の 点 に 十 分 留 意 し て 交 渉 に 当 た ら な い と 失 敗 す る ( F i s h e r  
e t  a l .， 1 9 9 1／ 1 9 9 8 )。  
 
( 4 )  状 況  
状 況 に は 、 場 所 、 時 間 ・ 期 間 、 文 化 ・ 規 範 、 情 報 量 が 含 ま れ る 。
場 所 と は 、 慣 れ て 安 心 し て 交 渉 で き る 場 所 か 、 そ れ と も 不 慣 れ で 緊
張 す る 場 所 か ど う か と い う こ と で あ る ( 産 業 能 率 大 学 総 合 研 究 所 ，
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2 0 11 d )。 時 間 ・ 期 間 と は 、 交 渉 を 行 う 際 の 時 間 の 制 約 の 有 無 、 交 渉
の タ イ ミ ン グ や 期 間 の こ と で あ る (浦 野 ら ，1 9 8 6 )。文 化・規 範 と は 、
「 長 男 の 嫁 は 介 護 を す る も の で あ る 」 と い う よ う な 社 会 的 規 範 な ど
の こ と で あ る (春 日 井 ， 2 0 0 3； 中 川 ， 2 0 0 4 )。 情 報 量 と は 、 相 手 方 の
効 用 に つ い て 、当 事 者 双 方 が 有 し て い る 情 報 量 の こ と で あ る (産 業 能
率 大 学 総 合 研 究 所 ， 2 0 11 d )。  
 
( 5 )  関 わ る 人  
関 わ る 人 と い う の は 、 交 渉 に 参 加 す る 人 の 数 や 、 第 三 者 と し て 交
渉 に か か わ る 人 の 存 在 の こ と で あ る (浦 野 ら ， 1 9 8 6； 鈴 木 ， 2 0 0 4 a )  
介 護 の 場 面 で は 家 族 間 の 交 渉 に 医 療 者 が 入 り (春 日 井 ， 2 0 0 3 )、 医
療 に お い て は 患 者 と 医 療 者 の 間 に 医 療 ミ デ ィ エ ー タ ー が 入 り (高 田 ，
2 0 11 )、 双 方 の コ ン フ リ ク ト に 対 し て 交 渉 を 行 う 。  
 
３ ）  属 性 ≪ 関 係 性 ≫  
≪ 関 係 性 ≫ に は 、 ＜ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に よ る 相 互 理 解 ＞ ＜ 信 頼
関 係 に 基 づ く 協 力 関 係 ＞ と い う 内 容 が 含 ま れ た 。  
＜ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に よ る 相 互 理 解 ＞ と は 、 双 方 向 の コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン に よ っ て お 互 い を 理 解 す る と い う 内 容 で あ る (武 者 小 路 ，
1 9 6 7；浦 野 ら ，1 9 8 6；高 田 ，2 0 11；平 井 ，平 井 ，2 0 1 2 )。“ 相 互 理 解 ”
は ≪ 継 続 す る プ ロ セ ス ≫ に 含 ま れ る 一 局 面 で も あ り 、“ コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン ” は ≪ 方 略 ≫ に も 含 ま れ る 。 し か し 、 ＜ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
に よ る 相 互 理 解 ＞ と は 、 交 渉 の 結 果 を 導 き 出 す た め の 手 段 と し て の
み 用 い ら れ る も の で は な く 、 交 渉 の 全 プ ロ セ ス を 通 じ て 相 互 理 解 を
高 め 続 け て い く も の で あ っ た 。  
＜ 信 頼 関 係 に 基 づ く 協 力 関 係 ＞ で は 、 特 に 医 療 分 野 の 文 献 に 、 患
者 の 気 持 ち や ラ イ フ ス タ イ ル を 支 持 、 尊 重 し 、 信 頼 関 係 を 構 築 す る
と い う 内 容 が 認 め ら れ た ( M a d e l a - M n t l a，P o g g e n p o e l，&  G m e i n e r，
1 9 9 9；阿 部 ，2 0 11 )。ま た 先 に 述 べ た よ う に 、交 渉 に は 競 合 的 交 渉 と
協 調 的 交 渉 が あ る 。競 合 型 の 交 渉 で は 、情 報 の 欠 如 や 相 手 へ の 非 難 、
相 手 へ の 否 定 、 自 分 の 影 響 力 の 行 使 に よ り 、 不 信 感 に 基 づ く コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン が 展 開 さ れ る た め 、 決 裂 し た り 、 訴 訟 や 暴 力 に 発 展 し
て し ま う こ と も あ る 。 反 対 に 協 調 的 交 渉 で は 、 双 方 が 勝 利 者 に な る
よ う に 対 話 に よ る 交 渉 を 行 う 。 お 互 い が 協 力 し 合 い 、 信 頼 関 係 に 基
づ く コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ( 鈴 木 ， 2 0 0 4 b ) や 友 好 関 係 が 重 要 で あ る
( F i s h e r  e t  a l .，1 9 9 1／ 1 9 9 8 )。そ の た め に 、互 い に 偏 見 を な く し て 、
共 感 の 哲 学 を 身 に つ け た う え で 交 渉 に 挑 ん で 相 互 理 解 す る こ と 、 日
頃 か ら の ネ ッ ト ワ ー ク づ く り や フ ラ ン ク な 人 的 交 流 も 必 要 で あ る
(御 手 洗 ， 2 0 1 3 b )。  
つ ま り 、≪ 関 係 性 ≫ は 交 渉 の 全 プ ロ セ ス に お い て 高 め ら れ て い き 、
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交 渉 の プ ロ セ ス に 作 用 す る も の で あ り 、 最 終 的 に 協 働 関 係 の 構 築 に
至 る も の で あ る 。  
 
４ ）  先 行 用 件  
先 行 要 件 と し て は ≪ 特 定 の 相 手 の 存 在 ≫ ≪ 要 望 ・ 希 望 ≫ ≪ コ ン フ
リ ク ト ≫ が 抽 出 さ れ た 。 交 渉 を 行 う に は 、 ≪ 特 定 の 相 手 の 存 在 ≫ が
あ る 。 双 方 に は そ れ ぞ れ に 意 思 (石 浦 ， 佐 東 ， 益 守 ら ， 2 0 0 9 )や 要 望
(武 田 ， 氏 家 ， 大 倉 ら ， 2 0 0 9 ) 、 願 い ( 小 野 ， 2 0 0 4 )、 選 好 性 ( 浦 野 ら ，
1 9 8 6 )と い う ≪ 要 望・希 望 ≫ が あ り 、そ こ に ≪ コ ン フ リ ク ト ≫ が 存 在
す る 。  
コ ン フ リ ク ト と は 、 両 者 の 異 な る 意 向 、 ま た は 片 方 の 意 向 が 不 明
で あ る こ と (小 山 ， 小 林 ， 2 0 1 2 )や 、 少 な く と も ど ち ら か 一 方 の 不 満
や 脆 弱 性 (浦 野 ら ， 1 9 8 6 )で あ る 。鈴 木 ( 2 0 0 4 b )は 、コ ン フ リ ク ト そ の
も の が 問 題 な の で は な く 、 人 々 が コ ン フ リ ク ト に ど の よ う に 対 処 す
る か と い う こ と が 重 要 で あ る と 述 べ て い る 。 そ し て コ ン フ リ ク ト の
肯 定 的 側 面 と し て 、 自 分 を 知 り 相 手 を よ り 深 く 理 解 で き る 、 人 間 関
係 を 強 め る 、 話 し 合 う こ と で 問 題 に 気 付 き 対 処 で き る 、 組 織 内 変 化
と モ ラ ル の 向 上 が 促 さ れ る 、 新 し い 気 づ き や ア イ デ ア を 得 る こ と が
で き る 、 自 分 の 発 想 や ア イ デ ア に 自 信 が 持 て る 、 自 分 の 発 想 や ア イ
デ ア や そ の 価 値 に 信 頼 が 持 て る 、 自 分 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル
を 向 上 さ せ る 、 個 人 の 心 理 的 発 達 と 成 長 を 促 す 、 相 手 を エ ン パ ワ ー
す る 、 楽 し さ を 刺 激 す る 、 の 11 点 を 挙 げ て い る 。  
ま た コ ン フ リ ク ト は 、 医 師 と 患 者 の よ う な 人 間 と 人 間 の 間 だ け で
は な く 、 家 族 内 の 両 親 と 子 ど も 、 同 一 課 内 の 正 社 員 と パ ー ト の よ う
な 集 団 内 、 日 本 と ア メ リ カ 、 与 党 と 野 党 の よ う な 集 団 間 に も 存 在 す
る し 、 ケ ー キ を 食 べ る か 食 べ な い か 、 と い う よ う に 個 人 内 に も 存 在
す る (鈴 木 ， 2 0 0 4 b )。  
 
５ ）  帰 結  
帰 結 と し て は 、 ≪ 納 得 の い く 合 意 ≫ ≪ 新 た な 価 値 観 ・ 方 法 ≫ ≪ 協
働 関 係 ≫ が 抽 出 さ れ た 。  
交 渉 を 行 う そ れ ぞ れ 人 の 要 望 と 希 望 に 対 し 、 交 渉 の プ ロ セ ス を 経
た 結 果 、 双 方 の 価 値 や 信 条 が 変 化 し ( 武 者 小 路 ， 1 9 6 7 )、 コ ン プ ラ イ
ア ン ス が 増 進 す る ( M a d e l a - M n t l a  e t  a l .， 1 9 9 9 )、 と い う よ う に ≪ 新
た な 価 値 観 ・ 方 法 ≫ を 手 に 入 れ る 。 そ れ に よ り 、「 こ れ な ら で き る 、
頑 張 ろ う と 思 え る 合 意 」 (石 浦 ら ， 2 0 0 9 )や 、 暴 力 が お き な い (星 名 ，
樋 口 ，加 藤 ， 2 0 1 2 )、正 し い 情 報 を 提 供 す る (尾 崎 ， 2 0 1 2 )、国 境 を 越
え た 教 育 を 提 供 す る (大 森 ， 2 0 1 2 )と い っ た 当 初 の 要 望 や 希 望 を 達 成
す る ≪ 納 得 の い く 合 意 ≫ に た ど り 着 く こ と が で き る 。 ま た 交 渉 の プ
ロ セ ス の 中 で 、 パ ー ト ナ ー シ ッ プ ( B i d m e a d  e t  a l .， 2 0 0 5 )や 連 携 体
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制 (伊 藤 ， 福 原 ， 2 0 1 2 )と 言 わ れ る ≪ 協 働 関 係 ≫ が 確 立 さ れ る 。 文 化
に 合 致 し た 精 神 科 看 護 モ デ ル を 開 発 し た  M a d e l a - M n t l a  e t  
a l . ( 1 9 9 9 )は 、 こ れ を 「 内 面 的 に は 看 護 師 に 依 存 し て い る 自 立 」 と 説
明 し て い る 。  
 
I I I．  医 療 に お け る 交 渉 に つ い て  
医 療 の 場 で 行 わ れ る 交 渉 に 関 し て は 、 患 者 が 行 う 交 渉 に つ い て 説
明 さ れ た も の と 、 看 護 師 を は じ め と す る 医 療 者 が 行 う 交 渉 に つ い て
説 明 さ れ た も の が あ る 。 こ こ で は 、 本 研 究 の 対 象 と な る 統 合 失 調 症
を も つ 人 に 対 す る 交 渉 も 加 え 、 順 に 論 じ る 。  
 
１ ．  患 者 が 行 う 交 渉  
患 者 が 行 う 交 渉 に は 、 イ ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト に 関 わ る 交 渉 、
日 ご ろ の ケ ア の 中 で 看 護 師 と 行 う 交 渉 、 家 族 間 で 行 わ れ る 交 渉 の 3
つ が あ る 。 こ の 3 点 に つ い て 順 に 述 べ る 。  
 
１ ）  イ ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト に 関 わ る 交 渉  
患 者 中 心 の 医 療 が 推 進 さ れ 、 患 者 は 自 ら の 治 療 を 選 択 す る こ と が
で き る よ う に な っ た が 、ま だ 十 分 に 対 応 し き れ て い な い 現 実 が あ る 。
神 島 ， 野 地 ， 片 倉 ら ( 2 0 0 8 )は 、 3 3 4 名 の 脳 卒 中 患 者 を 対 象 と し 、 服
薬 行 動 に 関 す る 調 査 を 行 っ た 。 そ し て 、 薬 の 名 前 や 副 作 用 を 知 ら な
い 人 が 半 数 以 上 い た が 、 薬 に つ い て 医 療 者 に 相 談 し た こ と が な い 人
が 8 2 . 6％ い る こ と を 明 ら か に し た 。 ま た 、 G r o o p m a n  e t  a l . ( 2 0 11／
2 0 1 3 )は 、多 く の 患 者 は 、医 師 の 考 え に 意 義 を 唱 え た り 、忠 告 に 逆 ら
っ た り す る こ と で 、 自 分 が 面 倒 な 患 者 と 思 わ れ 、 医 師 と の 関 係 が 悪
く な る の を 恐 れ る と 述 べ て い る 。 ま た 平 井 ら ( 2 0 1 2 )は 、 患 者 は 自 分
の 身 体 を 医 師 に ゆ だ ね て お り 、 敵 に 命 を 人 質 に 取 ら れ て い る よ う な
関 係 か ら ス タ ー ト す る わ け で あ る か ら 、 一 般 の 交 渉 術 と 異 な る 手 段
と 方 法 が 必 要 と な る 、 と 自 ら の 体 験 記 の 中 で 述 べ て い る 。  
こ の よ う な 状 況 に 対 し 、 患 者 が 医 療 者 と 交 渉 す る 能 力 を 高 め よ う
と す る 活 動 が あ る 。N P O 法 人 さ さ え あ い 医 療 人 権 セ ン タ ー C O M L は 、
イ ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト を 患 者 に 普 及 す る た め に 「 新 ・ 医 者 に か
か る 1 0 箇 条 」を 作 成 し た 。こ れ に は 、① 伝 え た い こ と を メ モ し て 準
備 を す る 、 ② 対 話 の 始 ま り は あ い さ つ か ら 、 ③ よ り よ い 関 係 づ く り
は あ な た に も 責 任 が 、 な ど の 医 師 と 交 渉 す る 際 の 具 体 的 な 内 容 が 収
め ら れ て い る 。 ま た 、 健 康 の 情 報 に 関 す る 能 力 を ヘ ル ス リ テ ラ シ ー
と 呼 び 、 こ の 能 力 を 高 め る た め の シ ス テ ム の 整 備 が 進 め ら れ て い る
(中 山 ， 2 0 1 2 )。  
以 上 よ り 、 患 者 は 医 療 者 に 対 し 、 回 避 や 服 従 、 妥 協 と い っ た 方 法
で 交 渉 を 行 う 可 能 性 が あ る こ と が 分 か る 。 そ し て 、 患 者 が 医 療 者 と
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交 渉 を 行 う に は 、 特 別 な 方 略 が 必 要 で あ る こ と が 分 か る 。 し か し 、
患 者 が 看 護 師 と の 間 で ど の よ う な プ ロ セ ス を 経 な が ら 交 渉 を 行 う の
か 、 と い う こ と に つ い て 明 ら か に し た も の は な い 。  
 
２ ）  ケ ア の 中 で 展 開 さ れ る 看 護 師 と の 交 渉  
G l a s e r  &  S t r a u s s ( 1 9 6 5／ 1 9 8 8 )は 、 終 末 期 に あ る 患 者 が 、 自 分 の
病 名 を 知 っ た り 、 鎮 静 剤 を も ら っ た り す る た め に 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ
ョ ン を 拒 否 す る と い う 駆 け 引 き を し た り 、 自 殺 す る と 脅 し た り し て
交 渉 を 仕 掛 け て い る こ と を 明 ら か に し た 。 ま た 患 者 は 、 入 浴 や 食 事
の ケ ア を 後 伸 ば し に す る た め に 、「 も う そ ん な こ と は し な く て い い 」
と 看 護 師 に 言 っ て 、 看 護 師 の 気 持 ち を 動 か す 交 渉 を し て い た 。  
我 が 国 で は 、入 院 中 の 子 ど も と 看 護 師 の 交 渉 に 関 す る 研 究 が あ り 、
子 ど も が 治 療 を 受 け る 際 に 「 処 置 を 受 け る か ら 薬 の 量 を 最 低 限 に し
て 」な ど と 交 渉 し て い る こ と が 説 明 さ れ て い る (橋 本 ，杉 本 ，2 0 0 7 )。  
こ の よ う に 、 患 者 は 入 院 生 活 の 中 で 自 分 自 身 の 希 望 を か な え る た
め に 、多 様 な 方 法 で 看 護 師 に 交 渉 を し て い る こ と が 分 か る 。し か し 、
患 者 と 看 護 師 の 交 渉 に 焦 点 を 当 て て 、 そ の 全 容 を 明 ら か に し た 研 究
は な い 。  
 
３ ）  家 族 間 で 行 わ れ る 交 渉  
患 者 が 家 族 と の 間 で  ( S h y u，2 0 0 0 )、家 族 が 家 族 間 (山 本 ，1 9 9 5 )で
介 護 量 を 減 ら す た め に 行 っ て い る 交 渉 を 明 ら か に し た 研 究 が あ る 。
こ の よ う な 交 渉 で は 、沈 黙 、示 唆 、外 部 権 威 の 借 用 、同 意 を 求 め る・
対 決 、 独 占 状 態 と い っ た 方 略 が 用 い ら れ て い る こ と が 明 ら か に な っ
て い る (山 本 ，1 9 9 5 )。つ ま り 、医 療 を 受 け る 中 で 、患 者 や 家 族 は 様 々
な 人 を 相 手 に 交 渉 を 行 っ て い る こ と が 分 か る 。  
 
２ ．  看 護 師 が 行 う 交 渉  
看 護 師 は 様 々 な 相 手 と 交 渉 を 行 っ て い る 。 こ こ で は 、 医 療 コ ン フ
リ ク ト ・ マ ネ ジ メ ン ト と し て の 交 渉 、 他 職 種 間 の 交 渉 、 対 象 者 と の
間 で 行 う 交 渉 の 3 点 に つ い て 述 べ る 。  
 
１ ）  医 療 コ ン フ リ ク ト ・ マ ネ ジ メ ン ト と し て の 交 渉  
メ デ ィ エ ー タ ー と い う 第 三 者 の 中 立 機 能 を 担 保 で き る 者 が 、 ク レ
ー ム や 医 療 紛 争 の 際 に 、 当 事 者 間 の 対 話 を 促 進 す る こ と を 通 し て 認
知 の 変 容 を 促 し 、 納 得 の い く 創 造 的 な 合 意 と 関 係 再 構 築 を 支 援 す る
メ デ ィ エ ー シ ョ ン の 手 法 が 、看 護 管 理 で 活 用 さ れ て い る (中 西 ，2 0 0 9 )。
医 療 メ デ ィ エ ー シ ョ ン の 目 的 は 、 患 者 家 族 と 医 療 者 と の 間 の 信 頼 関
係 の 回 復 で あ る 。 患 者 ・ 家 族 の お か れ た 立 場 や 気 持 ち を わ か ろ う と
す る 姿 勢 が 必 須 で あ り 、 信 頼 関 係 が 損 な わ れ た と こ ろ か ら 始 ま る と
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い う 意 味 で は 、 医 療 メ デ ィ エ ー シ ョ ン は 、 医 療 に お け る 他 の 交 渉 よ
り も シ ビ ア で あ る と も 言 え よ う 。 こ の よ う な 場 面 で は 、 語 ら れ た ナ
ラ テ ィ ブ を そ の ま ま 受 け 止 め 、 表 面 上 の 主 張 や 意 見 と し て 捉 え 、 そ
の 背 景 に あ る 真 の 欲 求 は 何 か と い う こ と を 当 事 者 に 寄 り 添 い な が ら
聞 く こ と が 必 要 で あ る 。 そ し て 、 両 当 事 者 の 真 の 欲 求 を 確 認 し て 誠
実 に 対 応 す る こ と で 、 互 い の 気 持 ち が ふ れ あ い 、 認 識 あ わ せ が 自 然
と で き る よ う に な る と 言 わ れ て い る (中 西 ， 2 0 0 9 )。  
つ ま り 、 対 象 者 と の 間 で 信 頼 関 係 が 損 な わ れ る よ う な コ ン フ リ ク
ト が 生 じ た 際 も 、 合 意 形 成 す る た め に 対 象 者 に 寄 り 添 う 交 渉 が 有 用
で あ る こ と が 分 か る 。  
 
２ ）  他 職 種 と の 交 渉  
他 職 種 と の 交 渉 能 力 は 、 看 護 師 に と っ て 重 要 な も の で あ る 。  
齋 藤 ( 2 0 1 3 )は 、看 護 管 理 に お い て 交 渉 は 重 要 で あ り 、情 報 収 集 力 、
問 題 分 析 力 、 企 画 力 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 、 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ
ン 能 力 な ど の 総 合 力 を 高 め る こ と が 不 可 欠 で あ る と 述 べ て い る 。  
ま た 古 賀 ( 2 0 11 )は 、 看 護 師 の 自 律 性 の 構 成 概 念 を 明 ら か に す る た
め に 、 専 門 看 護 師 に イ ン タ ビ ュ ー を 行 っ た 。 そ の 結 果 、【 患 者 擁 護 】
【 他 者 と の 相 互 作 用 】【 専 門 職 と し て の 成 熟 】【 組 織 的 活 動 】 の 4 つ
の カ テ ゴ リ ー が あ る こ と が 明 ら か に な っ た 。 加 え て 、【 組 織 的 活 動 】
に は 〔 共 同 と 交 渉 〕 と い う サ ブ カ ゴ リ ー が 含 ま れ て い る こ と も 分 か
っ た 。 こ の よ う に 専 門 看 護 師 ・ 認 定 看 護 師 に は 、 組 織 へ の 交 渉 力 が
必 要 で あ る (本 田 ， 2 0 0 6； 林 田 ， 田 中 ， 吉 田 ら ， 2 0 1 3 )。 そ し て 、 林
田 ら ( 2 0 1 3 )は が ん 看 護 専 門 看 護 師 の 交 渉 力 を 育 成 す る た め に は 、 課
程 進 行 の 中 で 教 員 や 施 設 管 理 者 や 病 棟 と の 調 整 プ ロ セ ス を 通 し て 、
多 く の 交 渉 の 機 会 を 持 た せ る こ と が 重 要 で あ る と 考 察 し て い る 。 同
様 に 近 年 、 看 護 学 生 の 自 主 性 と 交 渉 能 力 を 養 う た め に 、 学 生 が 教 員
の 助 け を 得 な が ら 、実 習 の 調 整 を 行 う と い う 試 み も な さ れ て い る (平
松 ， 松 井 ， 宮 路 ら ， 2 0 0 7； 横 手 ， 竹 田 ， 井 上 ， 2 0 11 )。  
ま た 看 護 師 は 、 治 療 や ケ ア 内 容 に 対 す る 患 者 の 意 向 に つ い て 、 医
師 を 相 手 に し て 交 渉 を 行 う ( G r e g g  a n d  M a g i l v y ，2 0 0 4；白 鳥 ，2 0 1 3 )。
こ の 場 合 、 権 利 擁 護 の 意 味 が 強 く な る 。 看 護 師 の 医 師 と の 交 渉 場 面
で は 、 患 者 の 状 況 把 握 能 力 と 専 門 的 知 識 の 差 が 、 看 護 師 の 行 動 に 影
響 を 与 え る こ と も 明 ら か に さ れ て い る (小 田 原 ， 2 0 0 1 )。  
つ ま り 、 看 護 を 行 う 上 で 、 他 職 種 と の 交 渉 は 避 け ら れ な い も の で
あ る こ と が 分 か る 。  
 
３ ）  看 護 師 が 患 者 と 行 う 交 渉  
我 が 国 で は 、 看 護 師 が 患 者 と 行 う 交 渉 に つ い て な さ れ た 研 究 は 少
な く 、 小 児 看 護 に 関 す る も の が ほ と ん ど で あ っ た 。 江 本 ( 2 0 0 4 )は 、
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学 童 前 期 の 子 ど も が 繰 り 返 し 採 血 や 注 射 を 受 け る 時 、 看 護 師 の 対 応
が 子 ど も の 取 り 組 み に ど の よ う に 影 響 し て い る の か と い う こ と を 明
ら か に す る た め に 、 参 加 観 察 と イ ン タ ビ ュ ー を 行 っ た 。 そ し て 、 子
ど も が 自 分 の 希 望 を 表 現 す る 機 会 を 与 え ら れ 、 看 護 師 が そ れ に で き
る 限 り 答 え よ う と す る と き 、 子 ど も が 看 護 師 と 交 渉 し た り 調 整 し た
り す る 体 験 が で き る こ と を 明 ら か に し て い る 。 ま た 松 森 ， 二 宮 ， 蝦
名 ら ( 2 0 0 4 )は 、 検 査 ・ 処 置 を 受 け る 子 ど も へ の 説 明 と 納 得 に 関 す る
ケ ア の 中 に 、【 子 ど も と の 交 渉 】が あ る こ と を 明 ら か に し た 。そ し て 、
こ れ に は ＜ 交 渉 し た こ と を 守 る ＞ ＜ 協 力 を 得 る ＞ の 2 つ の 内 容 が 含
ま れ る こ と が 明 ら か に な っ た 。  
看 護 師 が 行 う 交 渉 そ の も の に 関 す る 研 究 は 、 我 が 国 で は 石 浦 ら
( 2 0 0 9 )の 研 究 の み で あ る 。 石 浦 ら は 、 交 渉 は 相 互 的 な 話 し 合 い で あ
り 、 責 任 を 分 か ち 合 い 、 パ ー ト ナ ー と し て 共 通 の 方 向 性 を 見 出 す も
の で あ る と 定 義 し た 。 そ し て 、 入 院 中 の 子 ど も と 交 渉 す る 看 護 師 の
技 術 を 質 的 に 分 析 し 、【 子 ど も と の 関 係 を 保 つ 】【 子 ど も の こ と を よ
り 知 る 】【 子 ど も と 交 渉 す る た め の 体 制 を 整 え る 】【 子 ど も の 力 を 引
き 出 す 】【子 ど も と 看 護 者 双 方 で 意 見 交 換 し 合 意 に 達 す る 】の 5 つ の
技 術 が あ る こ と を 明 ら か に し た 。  
T m o b r a n s k i ( 1 9 9 4 )  は 、「 看 護 師 － 患 者 の n e g o t i a t i o n」 と い う 概
念 を 中 心 に 据 え る い く つ か の 討 議 を ク リ テ ィ カ ル に レ ビ ュ ー し た 。
そ の 中 で 、P e p l a u の 人 間 関 係 の 看 護 論 ( P e p l a u，1 9 5 2／ 1 9 7 3 )は 、看
護 師 ‐ 患 者 関 係 の 他 の モ デ ル を 開 発 す る た め の 示 唆 と な る と 述 べ て
い る 。し か し 、P e p l a u の 看 護 論 で は 、看 護 師 ‐ 患 者 関 係 の プ ロ セ ス
が 説 明 さ れ て い る が 、 交 渉 と い う 視 点 か ら と ら え た プ ロ セ ス で は な
い 。  
つ ま り 我 が 国 で は 、 小 児 看 護 を 中 心 と し て 、 対 象 者 が 治 療 を 受 け
入 れ ら れ る よ う に 交 渉 の 技 術 が 用 い ら れ て い る こ と が 分 か っ た 。 し
か し 、 交 渉 そ の も の の モ デ ル 化 や 、 交 渉 に お け る 対 象 者 と の 関 係 性
を モ デ ル 化 し た も の は こ れ ま で に な い 。  
 
３ ．  統 合 失 調 症 を も つ 人 と 看 護 師 の 交 渉  
こ こ で は 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 と 看 護 師 の 間 で 行 わ れ る 交 渉 、 看
護 師 が 用 い る 方 略 に つ い て 、 先 行 研 究 を ま と め る 。  
 
１ ）  統 合 失 調 症 を も つ 人 と 看 護 師 の 間 で 行 わ れ る 交 渉  
我 が 国 の 精 神 科 訪 問 看 護 に 関 す る 研 究 で は 、 利 用 者 の 立 場 か ら 訪
問 看 護 を と ら え よ う と す る 研 究 が す す め ら れ 、 看 護 が ニ ー ズ と ず れ
て い る こ と や 、 利 用 目 的 や 終 了 の 目 安 が 分 か ら な い 利 用 者 が い る こ
と 、 訪 問 看 護 を 否 定 的 に 体 験 し た 人 が 医 療 者 に 逆 ら わ な い と い う 態
度 を 備 え て い た こ と が 報 告 さ れ 、 ア ド ヒ ア ラ ン ス を 高 め る こ と や 契
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約 を 結 ぶ こ と の 必 要 性 が 唱 え ら れ て い る (小 田 ，2 0 0 4；菅 原 ，2 0 0 7；
荒 木 ， 中 川 ， 宮 下 ら ， 2 0 1 0； 福 原 ， 森 田 ， 加 嶋 ら ， 2 0 1 0； 片 岡 ， 村
田 ， 森 ら 2 0 1 3； 藤 代 ， 2 0 1 5 )。 ま た 、 精 神 科 訪 問 看 護 満 足 度 と 主 観
的 Q O L の 間 に 相 関 が な い こ と が 明 ら か に し た 下 原 ( 2 0 1 2 )も 、利 用 者
の 希 望 や ニ ー ズ を 的 確 に と ら え 、 支 援 す る こ と が 重 要 で あ る と 述 べ
て い る 。  
長 期 入 院 を 経 て 退 院 に 至 る 人 の 自 己 決 定 の プ ロ セ ス を 明 ら か に し
た 小 山 ( 2 0 1 3 )は 、 退 院 の 意 向 が な く て も 話 し 合 い を 繰 り 返 し て 最 終
的 に 自 律 的 な 決 定 を 行 っ た ケ ー ス や 、 自 分 に 決 定 権 が な い と 感 じ 、
周 囲 に 判 断 を 委 ね て 退 院 し た ケ ー ス が あ る こ と を 明 ら か に し た 。 そ
し て 、 い き な り 大 き な 自 己 決 定 を 強 い る の で は な く 、 日 常 か ら 自 己
決 定 を 積 み 重 ね る 必 要 性 が あ る と 考 察 し て い る 。  
以 上 よ り 、 精 神 科 看 護 に お い て は 、 患 者 が 納 得 し た 合 意 を す る た
め の 看 護 が ま だ 十 分 に 確 立 さ れ て い な い こ と が わ か る 。  
統 合 失 調 症 を も つ 人 と の 交 渉 が 困 難 と な る 要 因 の 一 つ と し て 、 認
知 機 能 障 害 が 挙 げ ら れ て い る 。L i b e r m a n ( 2 0 0 8 a／ 2 0 11 )は 、「注 意 を
維 持 し に く い 、 社 会 的 ・ 情 緒 的 サ イ ン を 正 確 に 認 識 で き な い 、 言 語
記 憶 が 制 限 さ れ る 、 計 画 、 意 志 決 定 、 問 題 解 決 な ど が う ま く で き な
く な る な ど と い っ た 認 知 機 能 障 害 は 、 社 会 性 の 獲 得 、 就 業 、 セ ル フ
ケ ア 、 金 銭 管 理 、 治 療 へ の ア ド ヒ ア ラ ン ス な ど に つ い て の 障 害 に つ
な が る 」 と 述 べ て い る 。 他 に 、 治 療 に 対 す る ア ド ヒ ア ラ ン ス を 損 な
う 要 因 と し て 、 治 療 に 対 す る 主 観 的 に 不 快 と 感 じ る 反 応 や 、 疾 患 の
否 認 、 有 効 性 の 欠 如 ( L i b e r m a n， 2 0 0 8 b／ 2 0 11；  K e l v i n  &  F u n g，  
2 0 0 8 )、長 年 自 分 の 意 思 が 大 事 に さ れ な い 経 験 (片 倉 ら ，2 0 0 7 )、自 分
に 決 定 権 が な い と 感 じ て い る こ と (小 山 ， 2 0 1 3 )が あ る こ と が 分 か っ
て い る 。 つ ま り 、 ア ド ヒ ア ラ ン ス を 高 め 、 納 得 の い く 合 意 を 得 る た
め に 、 統 合 失 調 症 の 認 知 機 能 障 害 や 、 病 気 の 否 認 、 二 次 的 な ハ ン デ
ィ キ ャ ッ プ 、 病 気 に な っ て か ら の 経 験 に 配 慮 し た 特 別 な 援 助 が 必 要
で あ る こ と が 分 か る 。  
M a d e l a - M n t l a  e t  a l . ( 1 9 9 9 )は 、 文 化 に 合 わ せ た 精 神 科 看 護 モ デ ル
を 開 発 し 、 n e g o t i a t i o n を 中 心 的 な 概 念 と し た 。 そ の 中 で 、
n e g o t i a t i o n は 目 標 志 向 で あ り 、 精 神 科 看 護 師 と 患 者 と の 間 の ギ ブ
ア ン ド テ イ ク の 人 間 的 な 相 互 作 用 で あ り 、 本 質 的 に 患 者 の メ ン タ ル
ヘ ル ス を 維 持 ・ 増 進 し 、 回 復 を 促 進 す る と 定 義 さ れ て い る 。 ま た 、
患 者 の 内 的 環 境 に は 文 化 的 信 念 と 価 値 観 が あ り 、 内 的 ・ 外 的 資 源 を
活 用 す る た め に 、 患 者 は 看 護 師 と の 相 互 作 用 に 依 存 し 、 看 護 師 を 外
的 資 源 と し て 活 用 す る と 述 べ ら れ て い る 。 環 境 は 精 神 科 治 療 の コ ン
プ ラ イ ア ン ス を 促 進 し 、 メ ン タ ル ヘ ル ス を 維 持 ・ 増 進 し 、 回 復 を 促
進 す る 。さ ら に 、n e g o t i a t i o n の 過 程 で 看 護 師 と 患 者 が 成 長 す る と も
述 べ ら れ て い る 。  
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し か し 、 看 護 師 が ど の よ う な プ ロ セ ス を 踏 ん で 交 渉 を 行 っ て い る
の か 、 そ の 過 程 で ど の よ う な 方 略 を 用 い て い る の か 、 と い う こ と に
関 す る 研 究 は な い 。  
 
２ ）  統 合 失 調 症 を も つ 人 に 対 し て 看 護 師 が 用 い る 方 略  
前 述 し た コ ン コ ー ダ ン ス は 、 医 療 専 門 職 と 患 者 の 間 で 明 確 な 意 見
の 一 致 を 持 つ こ と 、 患 者 も 医 療 専 門 職 も そ れ ぞ れ の 意 見 を 尊 重 す る
こ と を 基 盤 と し て い る 。 安 保 ら ( 2 0 1 0 )は 、 イ ギ リ ス で 精 神 科 看 護 師
向 け に 開 発 さ れ た 技 術 集 を 日 本 人 の 文 化 特 性 に 合 わ せ 、 コ ン コ ー ダ
ン ス ス キ ル を 作 成 し た 。 こ れ は 、 コ ン コ ー ダ ン ス ・ ア セ ス メ ン ト 、
実 践 的 問 題 の 整 理 、 振 り 返 り 、 両 価 性 の 探 求 、 信 念 と 懸 念 に つ い て
の 会 話 、 先 を 見 据 え る 、 の 6 つ の 介 入 か ら 成 り 立 つ 。 こ れ ら 6 つ の
介 入 を 行 う た め に 用 い る 基 本 的 ス キ ル 、 関 わ り を 進 め る た め の ス キ
ル 、 鍵 と な る ス キ ル の 3 領 域 で 合 計 2 1 つ の ス キ ル が ま と め ら れ て
お り 、こ の ス キ ル を 用 い た 研 究 も 増 え て い る (小 林 ら ，2 0 1 2；中 安 ら ，
2 0 1 2； 濱 ら ， 2 0 1 2 )。  
片 倉 ら ( 2 0 0 7 )は 、 統 合 失 調 症 を 持 つ 利 用 者 へ の 効 果 的 な 訪 問 看 護
を 明 ら か に す る た め に 、 訪 問 看 護 師 に イ ン タ ビ ュ ー と 参 加 観 察 を お
こ な っ た 。 そ し て 、 長 年 自 分 の 意 思 が 大 事 に さ れ な い 経 験 か ら 、 利
用 者 が 意 思 表 出 を 諦 め て い る こ と を 看 護 師 が 読 み 取 り 、 看 護 師 が 意
図 的 に 日 常 の 自 分 を 使 い 、 身 近 な 人 と し て の 役 割 期 待 に 応 答 し て 、
患 者 の 意 思 表 出 を 図 っ て い る こ と を 明 ら か に し て い る 。 つ ま り 、 看
護 師 が 関 係 性 を 築 き な が ら 、 交 渉 の は じ め の ス テ ッ プ で あ る 自 分 の
意 思 を 伝 え る と い う 段 階 へ の 導 入 を 図 っ て い る こ と が 明 ら か に さ れ
て い る 。 ま た 、 退 院 後 の 生 活 の 居 場 所 の 自 己 決 定 に つ い て 質 的 研 究
を 行 っ た 大 熊 ( 2 0 0 8 )は 、 看 護 師 の 介 入 と し て ＜ 患 者 の 意 思 決 定 を 待
つ ＞ ＜ 患 者 の 精 神 症 状 の ア セ ス メ ン ト を し 、 そ れ に 応 じ た 看 護 ケ ア
を 行 う ＞ ＜ 関 係 機 関 と 家 族 の 調 整 ＞ が 行 わ れ て い る こ と を 明 ら か に
し た 。  
そ の 他 に 、 看 護 師 を は じ め と す る 医 療 者 が 患 者 に 交 渉 力 を 教 育 す
る と い う 関 わ り が あ る 。 L i b e r m a n ( 2 0 0 8 b／ 2 0 11 )は 疾 病 自 己 管 理 プ
ロ グ ラ ム を 開 発 し て い る 。 こ れ に は 、 服 薬 に つ い て 交 渉 す る 、 副 作
用 を 同 定 す る 、 服 薬 の 利 益 に つ い て 学 ぶ 、 服 薬 の 自 己 管 理 と 評 価 、
持 続 性 注 射 剤 の 利 益 、 の 5 つ の 技 能 領 域 が 含 ま れ る 。「 服 薬 に つ い
て 交 渉 す る 」 に は 、 気 持 ち の よ い 挨 拶 を す る 、 問 題 を 具 体 的 に 説 明
す る 、 い つ か ら 問 題 が あ る か 話 す 、 不 快 さ の 程 度 を 説 明 す る 、 助 言
や 指 示 を 復 唱 し 明 確 に す る 、 効 果 が 出 る ま で の 時 間 を 尋 ね る 、 援 助
に 対 す る 謝 意 を 表 す る 、 視 線 を 常 に 合 わ せ る 、 良 い 姿 勢 を 保 つ 、 は
っ き り と 聞 き と り や す い 声 で 示 す 、 と い う 教 育 目 標 が 示 さ れ て い
る 。 同 様 に 心 理 教 育 で は 、 病 気 の 経 過 と 回 復 ま で の プ ロ セ ス 、 薬 の
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作 用 と 副 作 用 、 再 発 を 減 ら す た め の 対 処 、 将 来 の 生 活 に つ い て 学
び 、 対 処 技 法 に つ い て 話 し 合 い 、 工 夫 を 延 ば し て い く (鈴 木 ， 伊
藤 ， 1 9 9 7 )。 そ の 中 で 、 医 師 な ど の 専 門 家 と 積 極 的 に や り 取 り を し
て 治 療 に 参 加 す る こ と に つ い て セ ッ シ ョ ン が 持 た れ て い る (土 屋 ，
坂 本 ， 内 野 ， 2 0 0 8 )。 そ の 他 に 、 Ta y ( 2 0 0 7 )に よ る C o n p l i a n c e  
T h e r a p y な ど 、 患 者 が 医 療 者 と 合 意 を 交 わ す た め の 教 育 方 法 が
様 々 に 開 発 さ れ て い る 。  
以 上 の よ う に 、看 護 師 が 患 者 と 協 調 す る た め の 看 護 師 側 の 方 略 や 、
患 者 の 交 渉 力 を 高 め る た め の 教 育 方 法 の 開 発 が 進 め ら れ て い る が 、
実 際 に ど の よ う な 関 係 性 の 中 で 、 ど の よ う な プ ロ セ ス を 踏 み な が ら
交 渉 が 行 わ れ る の か 、 と い う 交 渉 の 全 容 は 明 ら か に さ れ て い な い 。
対 象 者 が 看 護 師 と の 間 で 納 得 の い く 合 意 を 交 わ す た め に 、 統 合 失 調
症 を も つ 人 を 対 象 と し た 看 護 師 の 交 渉 の 全 容 を 明 ら か に す る 必 要 が
あ る と 考 え る 。  
 
I V .  用 語 の 定 義  
以 上 の 文 献 検 討 に よ り 、 医 療 の 場 、 特 に 精 神 科 看 護 に お い て は 、
対 象 者 が 意 思 を 明 確 に 表 現 で き な い こ と が あ る た め に 、 コ ン フ リ ク
ト が 顕 在 化 し な い 可 能 性 が あ る こ と が 分 か っ た 。  
そ こ で 本 研 究 で は 、 交 渉 を 「 双 方 の 要 望 ・ 希 望 に 顕 在 的 あ る い は
潜 在 的 コ ン フ リ ク ト が あ る 状 況 に お い て 、 双 方 に 新 た な 価 値 観 ・ 方
法 、 協 働 関 係 、 納 得 の い く 合 意 を 生 み 出 す こ と を 目 指 し 、 特 定 の 相
手 と の 間 で 、 関 係 性 を 基 盤 と し て 様 々 な 方 略 を 駆 使 す る 、 継 続 し た
プ ロ セ ス で あ る 」 と 定 義 す る 。  
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第 ３ 章  研 究 の 方 法 と 対 象  
本 章 で は 、 研 究 デ ザ イ ン 、 デ ー タ 収 集 期 間 、 研 究 参 加 者 、 デ ー タ
収 集 方 法 、 デ ー タ 分 析 方 法 、 倫 理 的 配 慮 に つ い て 順 に 説 明 す る 。  
 
I．  研 究 デ ザ イ ン  
統 合 失 調 症 を も つ 人 が 納 得 の い く 合 意 を 交 わ す こ と を 目 指 す 際 の
看 護 師 の 「 交 渉 」 に 注 目 し 、 そ の 全 容 を 明 ら か に し た 研 究 は ほ と ん
ど な い 。 そ こ で 本 研 究 で は 、 交 渉 の プ ロ セ ス や 、 交 渉 を 構 成 す る 方
略 と 関 係 性 と い っ た 「 交 渉 」 の 構 造 を 明 ら か に す る た め に 、 グ ラ ウ
ン デ ッ ド ・ セ オ リ ー ( G l a s e r， B . G .  &  S t r a u s s， A . L .， 1 9 6 7／ 1 9 9 6 )
を 用 い た 質 的 記 述 的 研 究 デ ザ イ ン を 用 い た 。  
 
I I．  デ ー タ 収 集 期 間  
デ ー タ 収 集 期 間 は 2 0 1 4 年 5 月 よ り 2 0 1 5 年 6 月 で あ る 。  
 
I I I．  研 究 参 加 者  
療 養 型 病 棟 を 除 く 精 神 科 病 棟 、 訪 問 看 護 、 包 括 型 地 域 生 活 支 援 、
外 来 、 デ イ ケ ア に お い て 、 地 域 で 生 活 す る 、 あ る い は 地 域 で の 生 活
を 予 定 し て い る 統 合 失 調 症 を も つ 人 に 関 わ っ た 経 験 を 有 す る 看 護 師
を 研 究 参 加 者 と し た 。  
ま た 、 先 に 述 べ た よ う に 、 交 渉 は 協 調 的 交 渉 を 目 指 す も の で あ る
た め 、 高 い 専 門 性 が 要 求 さ れ る 。 そ の た め 、 病 院 や 施 設 の 管 理 者 や
専 門 看 護 師 、 大 学 教 員 に 推 薦 さ れ た 看 護 師 を 研 究 参 加 者 と し た 。 ま
た 、 先 に イ ン タ ビ ュ ー を 行 っ た 研 究 参 加 者 か ら 推 薦 を 受 け た 看 護 師
も 含 め た 。  
デ ー タ 収 集 と 平 行 し て 分 析 を 行 う 継 続 的 比 較 分 析 に よ っ て 理 論 的
サ ン プ リ ン グ を 行 い 、 デ ー タ の 飽 和 を 確 認 し て デ ー タ 収 集 を 終 了 し
た 。  
 
I V．  デ ー タ 収 集 方 法  
１ ．  研 究 参 加 者 へ の ア ク セ ス  
協 力 施 設 な ら び に 参 加 者 へ の 依 頼 は 、 以 下 の 手 順 で 実 施 し た 。  
１ ）  病 院 や 施 設 の 管 理 者 や 大 学 教 員 に 文 書 を 用 い て (資 料 1 参 照 )
研 究 の 主 旨 を 説 明 し 、 研 究 協 力 へ の 承 諾 を も っ て 承 諾 書 に 署
名 を 得 た 。  
２ ）  承 諾 が 得 ら れ た 管 理 者 や 大 学 教 員 (以 後 、推 薦 者 と す る )に 研 究
参 加 者 の 推 薦 と 、研 究 協 力 説 明 用 文 書 (資 料 2 参 照 )の 手 渡 し を
依 頼 し た 。 推 薦 者 か ら 研 究 協 力 説 明 用 文 書 を 手 渡 す こ と が で
き な い 場 合 は 、 研 究 者 か ら 郵 便 あ る い は 電 子 メ ー ル に て 文 書
を 送 っ た 。  
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３ ）  研 究 者 か ら 研 究 の 説 明 を 行 う こ と に つ い て 了 承 が 得 ら れ た 研
究 協 力 の 候 補 者 に 、研 究 目 的 と 方 法 、イ ン タ ビ ュ ー 内 容 に つ い
て 文 書 (資 料 3 参 照 )を 用 い て 説 明 し 、研 究 協 力 へ の 同 意 を も っ
て 同 意 書 に 署 名 を 得 た 。  
 
２ ．  デ ー タ 収 集 方 法  
本 研 究 は 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 へ の 看 護 師 の 交 渉 の 全 容 を 明 ら か
に す る こ と を 目 的 と し て い る 。 そ の た め 、 看 護 師 と 統 合 失 調 症 を も
つ 人 と の 間 で 行 わ れ る 交 渉 を 縦 断 的 に 調 査 す る の で は な く 、 イ ン タ
ビ ュ ー に よ っ て よ り 多 く の デ ー タ を 得 る こ と に 重 点 を お い た 。  
イ ン タ ビ ュ ー は 1 名 の 研 究 参 加 者 に つ き 1～ 2 回 実 施 し 、 1 ~ 2 事
例 と の 交 渉 に つ い て イ ン タ ビ ュ ー を 行 っ た 。 イ ン タ ビ ュ ー は 1 回 に
つ き 1 時 間 を 目 安 と し 、研 究 参 加 者 の 疲 労 を 確 認 し な が ら 実 施 し た 。
イ ン タ ビ ュ ー 内 容 は 、 研 究 参 加 者 の 了 承 を 得 て I C レ コ ー ダ ー に 録
音 し た 。ま た 研 究 参 加 者 の 基 本 属 性 と し て 、年 齢 、看 護 師 経 験 年 数 、
精 神 科 経 験 年 数 、 学 歴 に つ い て デ ー タ 収 集 を 行 っ た (資 料 4 参 照 )。  
イ ン タ ビ ュ ー は 、 対 象 者 が 自 由 に 語 れ る よ う な 半 構 成 的 イ ン タ ビ
ュ ー ガ イ ド (資 料 4 参 照 )を 用 い て 実 施 し た 。 イ ン タ ビ ュ ー ガ イ ド の
内 容 は 、 ① ど の よ う な 意 向 の 差 が あ っ た の か 、 ② ど の よ う な 対 象 者
だ っ た か 、 ③ 対 象 者 を ど の よ う に 捉 え 、 ど の よ う な 状 況 で 、 何 を め
ざ し て 、 ど の よ う に 話 し 合 い 、 ど の よ う に 変 化 し て い っ た か 、 と い
う こ と を 含 め て 、 ど の よ う に 交 渉 は 進 め ら れ た の か 、 ④ そ れ ら の 過
程 で ど の よ う な こ と を 工 夫 し た の か 、 あ る い は 工 夫 を し た け ど 上 手
く い か な か っ た の は ど の よ う な こ と か 、 ⑤ そ れ ら の 過 程 で 利 用 者 と
の 関 係 性 は ど の よ う に 変 化 し た か 、 あ る い は 変 化 し な か っ た か 、 ⑥
ど の よ う な ポ リ シ ー が あ っ た か 、 の 6 点 で あ る 。  
ま た 、 イ ン タ ビ ュ ー ガ イ ド を 洗 練 化 し て デ ー タ の 信 用 性 を 高 め る
た め に 、 ま ず イ ン タ ビ ュ ー ガ イ ド を 用 い て プ レ テ ス ト を 行 い 、 指 導
教 員 と イ ン タ ビ ュ ー ガ イ ド を 洗 練 さ せ た 。 さ ら に 、 後 述 す る よ う に
デ ー タ の 信 用 性 を 確 保 す る た め に 、 上 手 く い か な か っ た 交 渉 に つ い
て 語 れ る 場 合 は 、 上 手 く い っ た 交 渉 と 上 手 く い か な か っ た 交 渉 の 2
事 例 に つ い て イ ン タ ビ ュ ー を 行 っ た 。 ま た イ ン タ ビ ュ ー の 技 術 に つ
い て は 、 逐 語 録 を 用 い て 指 導 教 員 か ら ス ー パ ー バ イ ズ を 受 け た 。  
 
V．  デ ー タ 分 析 方 法  
分 析 の 手 順 と 、 分 析 の 信 用 性 を 高 め る た め の 方 法 に つ い て 以 下 に
述 べ る 。  
１ ．  分 析 方 法  
分 析 は 、 グ ラ ウ ン デ ッ ド ・ セ オ リ ー ( G l a s e r  &  S t r a u s s， 1 9 6 7／
1 9 9 6 )を 用 い て 、以 下 の 手 順 で 継 続 的 比 較 分 析 を 実 施 し た 。な お 、研
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究 参 加 者 が う ま く い か な か っ た と 捉 え て 語 り 始 め た 事 例 も 、 語 り の
中 で 研 究 参 加 者 自 身 が 別 の 視 点 か ら 見 る と 上 手 く い っ た と 捉 え た こ
と 、 当 時 は こ の 方 法 し か な か っ た と 語 っ た こ と 、 す で に 次 の 交 渉 の
対 策 を 考 え て い た こ と か ら 、 全 て の 事 例 を 合 わ せ て 分 析 を 行 っ た 。  
１ ） ま ず 、 事 例 毎 に デ ー タ を 深 く 読 み 込 み 、 内 容 を 把 握 し た 。  
２ ） 研 究 目 的 に 照 ら し 合 わ せ て 意 味 の ま と ま り ご と に デ ー タ を 切 り
取 り 、 後 か ら 意 味 が 分 か る よ う に 代 名 詞 と 指 示 語 を 括 弧 で 補 っ
て ラ ベ ル と し た 。  
３ ） ラ ベ ル を 熟 読 し 、そ の 意 味 を ま と め て ラ ベ ル 名 と し た 。こ の 際 、
気 づ い た こ と や 考 え た こ と を メ モ に 残 し 、 理 論 的 サ ン プ リ ン グ
に 活 用 し た 。  
４ ） ラ ベ ル を 通 読 し 、 類 似 性 と 相 違 性 に 着 目 し て 似 た も の を 集 め 、
個 別 サ ブ カ テ ゴ リ ー 名 を 付 け た 。 具 体 性 が 失 わ れ な い よ う 、 こ
れ を も う 一 度 だ け 繰 り 返 し て 個 別 カ テ ゴ リ ー 名 を つ け た 。  
５ ） 1 5 事 例 分 の 個 別 カ テ ゴ リ ー を 集 め て 通 読 し 、類 似 性 と 相 違 性 に
着 目 し て 、 似 た も の を 集 め る こ と を 3 回 繰 り 返 し て 下 位 カ テ ゴ
リ ー と し た 。  
６ ） 1 6 事 例 目 以 降 は 、事 例 毎 に 分 析 を 行 っ た 後 、下 位 カ テ ゴ リ ー と
見 比 べ 、 類 似 す る も の は 下 位 カ テ ゴ リ ー 内 に 入 れ た 。 類 似 し た
も の が な い 場 合 は 、 新 た な 下 位 カ テ ゴ リ ー と し た 。  
７ ） 下 位 カ テ ゴ リ ー を 類 似 性 と 相 違 性 に 着 目 し て 似 た も の を 集 め る
こ と を 2 度 繰 り 返 し 、 1 3 サ ブ カ テ ゴ リ ー を 抽 出 し た 。  
８ ） 1 3 サ ブ カ テ ゴ リ ー を 見 比 べ 、交 渉 全 体 に お け る 関 係 性 を 考 え な
が ら 、 5 カ テ ゴ リ ー を 抽 出 し 、 ネ ー ミ ン グ し た 。  
９ ） 5 カ テ ゴ リ ー そ れ ぞ れ に 含 ま れ る 下 位 カ テ ゴ リ ー の キ ー ワ ー ド
か ら 、 カ テ ゴ リ ー の 関 連 性 を 明 ら か に し 、 概 念 図 を 作 成 し た 。  
 
２ ．  分 析 の 信 憑 性 確 保 の た め の 方 法  
分 析 の 信 憑 性 を 高 め る た め 、 以 下 の 方 法 を 取 っ た ( P o l i t  &  B e c k，
2 0 0 4／ 2 0 1 0 )。  
１ ）  ト ラ イ ア ン ギ ュ レ ー シ ョ ン  
デ ー タ 分 析 が 偏 ら な い た め に 、 調 査 者 ト ラ イ ア ン ギ ュ レ ー シ ョ ン
と し て 、 研 究 指 導 教 員 と と も に 分 析 を 行 っ た 。  
 
２ ）  メ ン バ ー チ ェ ッ キ ン グ  
分 析 終 了 後 、 研 究 参 加 者 に 研 究 結 果 を 提 示 し 、 研 究 結 果 に 対 す る
意 見 が 出 さ れ た 場 合 は 、 そ の 意 見 を 取 り 入 れ て 分 析 を 再 考 し た 。  
 
３ ）  エ ビ デ ン ス へ の 反 証 を 探 す  
上 手 く い か な か っ た 交 渉 に つ い て イ ン タ ビ ュ ー を 行 い 、 他 の デ ー
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タ と 共 に 分 析 を 行 う こ と で 、 理 論 的 サ ン プ リ ン グ や イ ン タ ビ ュ ー ガ
イ ド の 更 新 に 生 か し た 。  
 
V I I I .  倫 理 的 配 慮  
研 究 参 加 者 や 協 力 施 設 、 語 ら れ る 統 合 失 調 症 を も つ 人 の 人 権 を 擁
護 す る た め 、 以 下 の 手 順 に て 、 配 慮 を 行 っ た 。 な お 、 研 究 を 開 始 す
る に あ た り 、 高 知 県 立 大 学 研 究 倫 理 審 査 委 員 会 及 び 高 知 県 立 大 学 看
護 研 究 倫 理 審 査 委 員 会 の 承 認 を 得 た (承 認 番 号 :看 研 倫 1 4 - 3 2 号 )。  
 
１ ．  施 設 管 理 者 や 研 究 参 加 者 に 承 諾 ・ 同 意 を 求 め る た め の 方 法  
１ ）  施 設 管 理 者 に 対 す る 方 法  
施 設 管 理 者 に 研 究 の 目 的 と 方 法 、 依 頼 し た い 内 容 、 研 究 へ の 協 力
は 自 由 意 思 で あ る こ と 、 い つ で も 中 断 ・ 撤 回 で き る こ と 、 研 究 に 協
力 し な い こ と に よ っ て 不 利 益 を 受 け な い こ と 、 プ ラ イ バ シ ー 保 護 の
方 法 、 匿 名 性 の 保 持 の 方 法 、 研 究 に 参 加 す る こ と に よ る 利 益 と 不 利
益 、不 利 益 を 被 っ た 際 の 対 処 方 法 に つ い て 施 設 用 研 究 依 頼 書 (資 料 1
参 照 )を 用 い て 説 明 を 行 い 、承 諾 書 (資 料 5 参 照 )へ の 署 名 を も っ て 承
諾 が 得 ら れ た も の と し た 。 承 諾 が 得 ら れ た 施 設 管 理 者 に は 研 究 参 加
者 の 推 薦 と 、 研 究 協 力 依 頼 説 明 用 文 書 (資 料 2 参 照 )を 用 い て 研 究 者
が 説 明 を 行 う こ と に つ い て 打 診 す る こ と を 依 頼 し た 。 ま た 、 疑 問 に
思 っ た こ と に つ い て い つ で も 質 問 で き る よ う に 、 施 設 用 研 究 依 頼 書
に は 研 究 者 の 連 絡 先 を 記 載 し た 。  
 
２ ）  研 究 参 加 者 に 対 す る 方 法  
研 究 者 か ら の 説 明 を 受 け る こ と に 関 し て 了 承 が 得 ら れ た 候 補 者 に
コ ン タ ク ト を 取 り 、研 究 参 加 者 用 研 究 依 頼 書 (資 料 3 参 照 )を 用 い て 、
研 究 目 的 と 方 法 、 研 究 へ の 協 力 は 自 由 意 思 で あ る こ と 、 い つ で も 中
断 ・ 撤 回 で き る こ と 、 研 究 に 協 力 し な い こ と に よ っ て 不 利 益 を 受 け
な い こ と 、 プ ラ イ バ シ ー 保 護 の 方 法 、 匿 名 性 の 保 持 の 方 法 、 研 究 に
協 力 す る こ と に よ る 利 益 と 不 利 益 、 不 利 益 を 被 っ た 際 の 対 処 方 法 に
つ い て 説 明 を 行 い 、 同 意 書 (資 料 6 参 照 )へ の 署 名 を も っ て 同 意 が 得
ら れ た も の と し た 。 な お 、 病 院 ・ 施 設 管 理 者 や 大 学 教 員 か ら の 推 薦
が あ る こ と で 、 候 補 者 が 研 究 協 力 を 拒 否 し づ ら く な る こ と を 避 け る
た め 、 研 究 に 協 力 し た か 否 か に つ い て の 秘 密 を 保 持 す る こ と も 説 明
し た 。ま た 、疑 問 に 思 っ た こ と に つ い て い つ で も 質 問 で き る よ う に 、
研 究 参 加 者 用 研 究 依 頼 書 に は 研 究 者 の 連 絡 先 を 記 載 し (資 料 ３ 参 照 )、
口 頭 で 説 明 し た 。  
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２ ．  研 究 協 力 の 撤 回 が 自 由 に で き る た め の 配 慮  
１ ）  施 設 管 理 者 に 対 す る 配 慮  
研 究 協 力 へ の 承 諾 が い つ で も 撤 回 で き る よ う 、 研 究 の 説 明 を す る
際 に 承 諾 取 り 消 し 書 (資 料 7 参 照 )と 返 信 用 封 筒 を 渡 し 、 署 名 し た も
の が 研 究 者 の 手 元 に 届 い た 時 点 で 取 り 消 し が 成 立 す る こ と を 説 明 し
た 。 加 え て 、 研 究 の ま と め の 作 業 に 入 っ て か ら は 取 り 消 し が で き な
く な る た め 、 取 り 消 し を 受 け 付 け る こ と が で き る 日 付 を 、 研 究 依 頼
文 書 を 用 い て 説 明 し た 。  
 
２ ）  研 究 参 加 者 に 対 す る 配 慮  
研 究 参 加 へ の 同 意 が い つ で も 撤 回 で き る よ う 、 研 究 の 説 明 を す る
際 に 同 意 取 り 消 し 書 (資 料 8 参 照 )と 返 信 用 封 筒 を 渡 し 、 署 名 し た も
の が 研 究 者 の 手 元 に 届 い た 時 点 で 取 り 消 し が 成 立 す る こ と を 説 明 し
た 。 加 え て 、 研 究 の ま と め の 作 業 に 入 っ て か ら は 取 り 消 し が で き な
く な る た め 、 研 究 依 頼 文 書 を 用 い て 、 取 り 消 し を 受 け 付 け る こ と が
で き る 日 付 を 説 明 し た 。  
 
３ ．  研 究 参 加 者 の プ ラ イ バ シ ー 保 護 の た め の 配 慮  
１ ）  イ ン タ ビ ュ ー 中 で 語 ら れ る 統 合 失 調 症 を も つ 人 へ の 配 慮  
イ ン タ ビ ュ ー 中 で 語 ら れ る 統 合 失 調 症 を も つ 人 の プ ラ イ バ シ ー を
保 護 す る た め 、 個 人 名 や 年 齢 、 職 業 名 、 学 校 名 な ど の 個 人 が 特 定 さ
れ る 情 報 を 語 ら な い よ う 、 研 究 参 加 者 に 依 頼 し た 。  
 
２ ） 研 究 参 加 者 へ の 配 慮  
デ ー タ 収 集 に 際 し て は 、 研 究 参 加 者 の プ ラ イ バ シ ー が 守 ら れ る 個
室 に て 実 施 し 、同 意 が 得 ら れ た 場 合 の み I C レ コ ー ダ ー に 録 音 し た 。
ま た 、 イ ン タ ビ ュ ー 終 了 時 に は 、 イ ン タ ビ ュ ー の 中 で 分 析 に 使 っ て
ほ し く な い 内 容 が あ る か ど う か 確 認 を し た 。  
録 音 さ れ た も の を 逐 語 録 に す る 際 に は 、 研 究 参 加 者 自 身 と 、 語 ら
れ る 個 人 や 病 院 名 が 特 定 さ れ な い よ う に 配 慮 し 、 記 録 物 は コ ー ド 化
し て 保 管 し た 。 逐 語 録 の 作 成 や 個 人 レ ベ ル で の 分 析 の 際 に は 、 イ ン
タ ー ネ ッ ト に つ な が ら な い パ ソ コ ン を 使 用 し た 。ま た 、I C レ コ ー ダ
ー や 記 録 媒 体 、 印 刷 物 は 鍵 が か か る キ ャ ビ ネ ッ ト に 保 管 し 、 研 究 終
了 後 個 人 が 特 定 さ れ る デ ー タ は 速 や か に 廃 棄 し た 。 同 意 書 は デ ー タ
と は 別 に し 、 デ ー タ と 同 様 の 保 管 を 行 っ た 。  
 
４ ．  研 究 参 加 者 の 心 身 の 負 担 、 不 利 益 や 危 険 性 へ の 配 慮  
特 に 上 手 く い か な か っ た 交 渉 に 関 す る イ ン タ ビ ュ ー で は 、 苦 痛 や
戸 惑 い が 生 じ る 可 能 性 が あ る 。 そ の た め 、 イ ン タ ビ ュ ー 中 で も 中 断
で き る こ と 、 答 え た く な い 内 容 に は 答 え な く て も よ い こ と を あ ら か
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じ め 伝 え て お く と と も に 、 イ ン タ ビ ュ ー 中 は 研 究 参 加 者 の 表 情 や 口
調 に 注 意 を 払 っ た 。 ま た 、 こ の 研 究 は 、 行 っ た 看 護 を 評 価 す る も の
で は な い こ と を 保 証 し た 。  
イ ン タ ビ ュ ー に 答 え る こ と に よ っ て 苦 痛 や 戸 惑 い が 生 じ 、 イ ン タ
ビ ュ ー 後 も そ の 苦 痛 が 続 い た 場 合 の た め に 、 イ ン タ ビ ュ ー 終 了 後 に
相 談 が で き 、 必 要 時 は 専 門 家 へ 紹 介 で き る よ う に 研 究 参 加 者 が 研 究
者 に 連 絡 が 取 れ る よ う に し た 。  
 
５ ．  研 究 参 加 者 が 受 け る 利 益 や 看 護 上 の 貢 献  
本 研 究 に よ り 、 納 得 の い く 合 意 を 交 わ す た め に 看 護 師 が 駆 使 し て
い る 方 略 が 明 ら か に な り 、 状 況 に 合 わ せ た 交 渉 を 行 う た め の 示 唆 を
得 る こ と が で き る と 考 え た 。 ひ い て は 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 の ア ド
ヒ ア ラ ン ス が 高 ま り 、リ カ バ リ ー を 果 た す こ と に 貢 献 す る と 考 え た 。 
 
６ ．  研 究 結 果 の 公 表 の 際 の 匿 名 性 保 持 の た め の 配 慮  
本 研 究 は 、 博 士 論 文 と し て ま と め 、 専 門 領 域 の 学 会 、 学 術 雑 誌 に
公 表 す る こ と を 研 究 参 加 者 に 伝 え た 。論 文 公 表 の 際 の デ ー タ 提 示 は 、
固 有 名 詞 の 表 記 の み な ら ず 個 人 ・ 施 設 な ど が 特 定 さ れ ぬ よ う に 十 分
配 慮 を 行 っ た う え で 、 研 究 参 加 者 に 内 容 を 確 認 し 、 了 承 が 得 ら れ た
も の の み を 提 示 し た 。  
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第 ４ 章  結 果  
こ こ で は 、 研 究 参 加 者 と 語 ら れ た 交 渉 の 概 要 、 統 合 失 調 症 を 持 つ
人 へ の 看 護 師 の 交 渉 の 全 容 に つ い て 説 明 し 、 最 後 に 具 体 的 な 内 容 に
つ い て 順 に 述 べ る 。  
 
I .  研 究 参 加 者 と 語 ら れ た 交 渉 の 概 要  
研 究 参 加 者 は 、 東 北 地 方 か ら 九 州 地 方 に 在 住 す る 男 性 5 名 、 女 性
1 0 名 の 計 1 5 名 で あ り 、平 均 年 齢 は 4 5 . 5 歳 ( 3 4 歳 ～ 5 8 歳 )で あ っ た 。
看 護 師 (保 健 師 を 含 む )経 験 年 数 は 平 均 1 8 . 9 年 ( 8 年 ～ 3 6 年 )で あ り 、
そ の う ち 精 神 科 看 護 の 経 験 年 数 は 平 均 1 5 . 1 年 ( 5 年 ～ 3 6 年 )で あ る 。
学 歴 は 、 専 門 学 校 2 名 、 学 士 課 程 6 名 、 修 士 課 程 4 名 、 博 士 課 程 3
名 で あ る 。 精 神 看 護 専 門 看 護 師 は 6 名 で あ っ た 。  
次 に 、語 ら れ た 交 渉 事 に つ い て 説 明 す る 。各 研 究 参 加 者 が 1 ~ 2 名
の 患 者 や 利 用 者 と の 交 渉 に つ い て 語 っ た 。 交 渉 が 実 施 さ れ た 場 は 、
訪 問 看 護 1 0 事 例 、 病 棟 9 事 例 、 デ イ ケ ア 7 事 例 、 包 括 型 地 域 生 活
支 援 1 事 例 、外 来 1 事 例 、生 活 保 護 相 談 1 事 例 で あ っ た (表 1 参 照 )。  
 
表  1  交 渉 が 行 わ れ た 場  
 
 
研 究 参 加 者 が 行 っ た 交 渉 事 は 、ケ ア の 導 入 や 継 続 に 関 す る 交 渉 1 2
事 例 、 対 処 行 動 の 変 更 に 関 す る 交 渉 1 2 事 例 、 生 活 ス タ イ ル の 変 更
に 関 す る 交 渉 7 事 例 、 治 療 開 始 や 継 続 に 関 す る 交 渉 6 事 例 、 協 働 目
標 を 設 定 す る た め の 交 渉 4 事 例 、 退 院 を 促 す 交 渉 4 事 例 、 退 院 に 向
け た 生 活 の 調 整 に 関 す る 交 渉 4 事 例 、 就 労 支 援 や 促 進 に 関 す る 交 渉
4 事 例 、リ カ バ リ ー 促 進 の た め の 交 渉 3 事 例 で あ り 、 2 9 事 例 で 合 計
5 6 の 交 渉 事 が な さ れ て い た (表 2 参 照 )。  
イ ン タ ビ ュ ー は 1 事 例 に つ き 1 回 実 施 し 、 1 事 例 あ た り の イ ン タ
ビ ュ ー 時 間 は 平 均 4 2 . 9 分 ( 1 7 分 ～ 7 5 分 )で あ っ た 。  
 
 
 
 
 
28 
表  2  交 渉 内 容  
 
 
I I .   統 合 失 調 症 を も つ 人 へ の 看 護 師 の 交 渉 の 全 容  
分 析 の 結 果 、 5 カ テ ゴ リ ー【 自 己 決 定 に よ る 合 意 へ の 導 き 】【 巧 み
な 押 し 引 き 】【方 向 づ け 】【内 に 潜 む 可 能 性 と 本 音 の 追 究 】【脆 さ と 固
さ へ の 徹 底 的 な 寄 り 添 い 】 が 抽 出 さ れ た 。 こ れ ら を 「 交 渉 方 略 」 と
位 置 づ け た 。  
5 交 渉 方 略 に は 、 1 3 サ ブ カ テ ゴ リ ー〔 波 長 を 合 わ せ て 小 さ な 合 意
を 待 つ 〕〔 現 実 と の 折 り 合 わ せ を 提 案 す る 〕〔 チ ャ ン ス を 捉 え て 直 面
化 を 促 す 〕〔 巧 み に 乗 せ る 〕〔 い っ た ん 添 う 〕〔 対 峙 す る 〕〔 体 験 か ら
動 機 づ け て 固 め る 〕〔方 針 を 共 有 す る 〕〔チ ー ム を 調 整 す る 〕〔 内 に 潜
む 本 音 を 汲 み 取 る 〕〔 広 く 可 能 性 を 見 立 て る 〕〔脆 い 自 我 に 寄 り 添 う 〕
〔 枠 を 破 っ て も 意 志 に 追 従 す る 〕が 含 ま れ た 。こ れ ら に は 、 3 4 下 位
カ テ ゴ リ ー が 含 ま れ 、 3 4 下 位 カ テ ゴ リ ー を 「 交 渉 行 動 」、 1 3 サ ブ カ
テ ゴ リ ー を 「 交 渉 行 動 群 」 と 位 置 づ け た 。 交 渉 方 略 と 交 渉 行 動 群 の
定 義 は 、 表 4 に 示 し た と お り で あ る 。  
次 に 、 交 渉 行 動 に 含 ま れ た 意 味 を 用 い て 分 析 し た と こ ろ 、 図 2 の
よ う に 関 係 性 を 図 示 す る こ と が で き た 。 つ ま り 、 看 護 師 は 【 脆 さ と
固 さ へ の 徹 底 的 な 寄 り 添 い 】 方 略 に よ っ て 、 交 渉 を 進 め る た め に 交
渉 相 手 の 安 心 感 を 高 め 、【内 に 潜 む 可 能 性 と 本 音 の 追 究 】方 略 に て 交
渉 の 方 向 性 を 定 め て 交 渉 の 基 盤 づ く り を 行 っ て い た 。 そ し て 【 方 向
づ け 】 方 略 と 【 巧 み な 押 し 引 き 】 方 略 を 組 み 合 わ せ て 繰 り 返 し 用 い
て 交 渉 相 手 を 動 機 づ け 、 最 終 的 に 【 自 己 決 定 に よ る 合 意 へ の 導 き 】
方 略 を 用 い て 交 渉 を 成 立 さ せ て い た 。 こ れ ら は 一 方 向 性 の も の で は
な く 、 行 き つ 戻 り つ し な が ら 何 度 も 繰 り 返 さ れ 、 異 な る 内 容 の 合 意
が 積 み 重 ね ら れ て い た 。  
交 渉 方 略 と 交 渉 行 動 群 の 具 体 的 な 内 容 を 、 以 下 に 交 渉 行 動 を 用 い
て 説 明 す る 。  
 
 
 
交渉した内容 事例数
ケアの継続・導入 12
対処行動の変更 12
生活スタイルの変更 7
治療開始・継続 6
協働目標設定 4
退院促進 4
退院調整 4
就職支援・促進 4
リカバリー促進 3
合計 56
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表  3  統 合 失 調 症 を も つ 人 へ の 看 護 師 の 交 渉 方 略  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
交渉方略 交渉行動群 交渉行動
波長を合わせて小さな合意を目指す
自己表現と決定を待つ
話し合いを重ねて現実的な達成を提案する
折り合いをつけるために率直に意見し合う
チャンスを捉えて直面化を迫る
変化を生むために繰り返しアピールする
押したり引いたりする
なだめすかす
情に訴える
停滞から引っ張る
押さずに見守る
いったん方針を隠す
敢えて意向に沿い続ける
見極めて本音で迫る
敢えて毅然と関わる
体験を積み重ねて固める
気持ちを傾けるために仕掛ける
慎重に方針を編み出す
方針に乗れるよう周到に根回しする
チーム内を主導する
チームで協力し、補い合う
自己理解し、コントロールする
言葉にならない本音を拾い上げる
腰を据えて率直に思いを聴く
ニーズを読み取り安心させる
信頼感を獲得する
対象者の目線で捉える
可能性と困難を見極めて見通しを立てる
家族などの状況を推し量る
病による不安を丁寧に受容して固める
自尊心・安心感を脅かさないように追従する
リスクを覚悟で意向を優先する
ルールにとらわれずニーズを優先する
信じて意向を中核に据える
自己決定による
合意への導き
現実との折り合わせを
提案する
波長を合わせて小さな
合意を待つ
チャンスを捉えて
直面化を促す
巧みな押し引き 巧みに乗せる
いったん添う
対峙する
脆さと固さへの
徹底的な寄り添い
脆い自我に寄り添う
枠を破っても意志に
追従する
体験から動機づけて
固める
内に潜む可能性と
本音の追究
広く可能性を見立てる
内に潜む本音を汲み
取る
方向づけ
チームを調整する
方針を共有する
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表  4  統 合 失 調 症 を も つ 人 へ の 看 護 師 の 交 渉 方 略 ・ 交 渉 行 動 群 の
定 義  
 
 
方略 交渉行動群 定義
交渉成立に向けて，交渉相手に波長を合わせて看護師が歩
み寄りつつも，交渉相手が看護師の意見を理解できるよう
に直面化を図って合意点を刷り合わせ，最終的に交渉相手
の決定という形で合意形成すること．
波長を合わせて
小さな合意を待
つ
交渉相手に波長を合わせ，交渉相手が看護師を信頼し，看
護師の考えを理解できるように関わりつつ，交渉相手が納
得した形まで歩み寄って意思決定を待ち，小さな合意を交
わすこと．
現実との折り合
わせを提案する
互いの考えを率直にぶつけることを繰り返し，現実的で分
かりやすい目標に変換できるよう導くこと．
チャンスを捉え
て直面化を促す
交渉相手が看護師の意見を理解できるように，チャンスを
見定めて問いかけ，アピールすることで，直面化と看護師
の意見への理解を促すことを何度も繰り返すこと．
交渉成立に向けて，交渉相手の状態や関係性を見極め，理
屈や感情を駆使して，添うことと看護師の意見を強く押す
ことを巧みに使い分けて動機づけていくこと．
巧みに乗せる 状況を見極め，強く勧めることと勧めずに待つこと，理屈
と感情を巧みに使い分けることをして交渉相手を動機づけ
ていくこと．
いったん添う いったんは提案を保留し，交渉相手の意向に添うことで動
機づけていくこと．
対峙する 必要性を見極め，包み隠さずに本音で意見し，交渉相手を
動機づけること．
交渉成立に向けて交渉相手を動機づけるために，交渉相手
や看護師，チームの状況を整え，全体が方向づけられるよ
うに調整・協力すること．
体験から動機づ
けて固める
安心や可能性を感じられる体験，失敗により気づく体験を
はじめとし，多様な体験を積み重ねられるようにして，変
化に対する気持ちを固めること．
方針を共有する 交渉相手とチームの状況を整え，全体的に方向づけられる
ように調整・協力すること．
チームを調整す
る
自分自身とチームの状況を理解し，調整して方向づけるこ
と．
交渉を始めるにあたって，交渉相手をもてる力と困難の両
側面から捉え，言葉にされない本音や苦労，不安につい
て，普段の関わりの中から意識的に拾い上げて本音を追究
し，時間をかけて可能性を見立てること．
内に潜む本音を
汲み取る
言葉にされない本音や苦労，不安，看護師をはじめとする
周囲への信頼感を，普段の関わりの中から時間をかけて意
識的に拾い上げて推し量ること．
広く可能性を見
立てる
交渉相手と家族，チームなどについて，もてる力と困難の
両側面からとらえ，可能性を見極めて見通しを立てるこ
と．
交渉を始めるにあたって，交渉相手の脆弱さと固さに合わ
せ，相手が安心し，思いを成し遂げることができるように
徹底して寄り添って整えること．
脆い自我に寄り
添う
強い不安や傷つきやすさといった交渉相手の特性を踏ま
え，脅かさないように共感的に寄り添うこと．
枠を破っても意
志に追従する
たとえリスクや手間がかかっても，通常なら優先する枠組
みを度外視し，交渉相手の力，価値観，希望を信じ，相手
の強い意志を尊重すること．
脆さと固さへの徹底的
な寄り添い
内に潜む可能性と本音
の追究
自己決定による合意へ
の導き
巧みな押し引き
方向づけ
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図 2  統 合 失 調 症 を も つ 人 へ の 看 護 師 の 交 渉 の 概 念 図  
 
 
I I I .  【 自 己 決 定 に よ る 合 意 へ の 導 き 】 方 略  
【 自 己 決 定 に よ る 合 意 へ の 導 き 】 方 略 と は 、 交 渉 成 立 に 向 け て 、
交 渉 相 手 に 波 長 を 合 わ せ て 看 護 師 が 歩 み 寄 り つ つ も 、 交 渉 相 手 が 看
護 師 の 意 見 を 理 解 で き る よ う に 直 面 化 を 図 っ て 合 意 点 を 刷 り 合 わ せ 、
最 終 的 に 交 渉 相 手 の 決 定 と い う 形 で 合 意 形 成 す る こ と で あ る 。  
こ れ は 、〔 波 長 を 合 わ せ て 小 さ な 合 意 を 待 つ 〕〔 現 実 と の 折 り 合 わ
せ を 提 案 す る 〕〔チ ャ ン ス を 捉 え て 直 面 化 を 促 す 〕と い う 3 つ の 交 渉
行 動 群 を 含 ん だ (表 3 参 照 )。 以 下 に 、 交 渉 行 動 群 ご と に 交 渉 行 動 を
用 い て 内 容 を 説 明 す る 。  
な お 、【  】は 方 略 、〔  〕は 交 渉 行 動 群 、＜  ＞ は 交 渉 行 動 、［  ］
内 の 斜 体 は 具 体 的 な 逐 語 を 示 す 。 ま た 、 逐 語 内 の ｛  ｝ は 研 究 参 加
者 の 様 子 、 (  )は 研 究 者 が 補 っ た 言 葉 を 示 す 。  
 
１ .  〔 波 長 を 合 わ せ て 小 さ な 合 意 を 待 つ 〕 交 渉 行 動 群  
研 究 参 加 者 は 交 渉 に つ い て 語 る と き に 、交 渉 相 手 に 波 長 を 合 わ せ 、
交 渉 相 手 が 看 護 師 を 信 頼 し 、 看 護 師 の 考 え を 理 解 で き る よ う に 関 わ
り つ つ 、 交 渉 相 手 が 納 得 し た 形 ま で 歩 み 寄 っ て 意 思 決 定 を 待 ち 、 小
さ な 合 意 を 交 わ す 、 と い う 〔 波 長 を 合 わ せ て 小 さ な 合 意 を 待 つ 〕 交
渉 行 動 群 に つ い て 触 れ た 。  
こ れ は ＜ 波 長 を 合 わ せ て 小 さ な 合 意 を 目 指 す ＞ ＜ 自 己 表 現 と 決 定
を 待 つ ＞ と い う 2 つ の 交 渉 行 動 を 含 ん だ (表 3 参 照 )。 以 下 に 、 交 渉
行 動 ご と に 具 体 的 な 内 容 を 説 明 す る 。  
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１ ）  ＜ 波 長 を 合 わ せ て 小 さ な 合 意 を 目 指 す ＞ 交 渉 行 動  
＜ 波 長 を 合 わ せ て 小 さ な 合 意 を 目 指 す ＞ と は 、 交 渉 相 手 の 病 状 や
心 理 特 性 、 関 係 性 を 踏 ま え て 交 渉 相 手 の ニ ー ズ を 読 み 取 り 、 交 渉 相
手 に 合 わ せ た 説 明 や 意 見 を 行 い 、 相 手 が 受 け 入 れ ら れ る 小 さ な 合 意
を 目 指 し 続 け 、 交 渉 成 立 に 導 く こ と で あ る 。  
看 護 師 は 、 信 頼 関 係 が 構 築 で き て い な い 時 、 自 尊 心 が 高 い 交 渉 相
手 や 、 看 護 師 と の 距 離 感 が 難 し い 交 渉 相 手 の 場 合 は ニ ー ズ を 読 み 取
り 、 無 理 に 距 離 を 縮 め た り 、 説 明 や 意 見 を し た り し な か っ た 。 同 様
に 、 交 渉 相 手 の 病 状 が 悪 い 時 に は 、 無 理 に 説 明 を し て 理 解 を 促 す こ
と は せ ず 、 ニ ー ズ を 読 み 取 ろ う と 努 め て い た 。 い ず れ の カ テ ゴ リ ー
に も “ 交 渉 相 手 に 合 わ せ る ” と い う 内 容 が 含 ま れ て お り 、 看 護 師 は
交 渉 相 手 の 状 態 や 特 性 に 合 わ せ て 、 相 手 が 受 け 入 れ や す い 控 え 目 な
説 明 や 意 見 を 行 い 、受 け 入 れ ら れ た 内 容 に 歩 み 寄 っ て い た 。そ し て 、
交 渉 相 手 が 自 分 自 身 で 決 定 で き る よ う 導 き 、 合 意 を 交 わ し て い た 。
こ れ は 交 渉 の 終 盤 で 用 い ら れ る 方 略 で あ る が 、 そ の 時 々 に 交 渉 相 手
が 受 け 入 れ た 内 容 で の 合 意 で あ っ た 。 そ の た め 交 渉 は 繰 り 返 さ れ 、
新 た な 形 で の 自 己 決 定 、 合 意 へ と 導 か れ て い た 。 こ の よ う に 、 看 護
師 は ＜ 波 長 を 合 わ せ て 小 さ な 合 意 を 目 指 す ＞ と い う 〔 波 長 を 合 わ せ
て 小 さ な 合 意 を 待 つ 〕 交 渉 行 動 群 を 用 い て 交 渉 し て い た 。  
次 に 、外 来 看 護 師 で あ る 研 究 参 加 者 M に よ る 交 渉 を 説 明 す る 。研
究 参 加 者 M は 、交 渉 相 手 で あ る 患 者 の 思 い に 合 わ せ て 話 を 聴 き 、少
し だ け 状 況 を 変 え よ う と 交 渉 す る 中 で 、 ＜ 波 長 を 合 わ せ て 小 さ な 合
意 を 目 指 す ＞ こ と を 行 っ て い た 。 患 者 は 高 齢 の 女 性 で あ り 、 身 近 な
人 と の 間 で 困 り ご と が 起 こ る と 、た び た び 外 来 に 電 話 を か け て い た 。
研 究 参 加 者 M は 、患 者 は 困 っ て い る こ と を 理 解 し て も ら い 、努 力 を
認 め て 欲 し く て 電 話 を か け て く る の だ と ニ ー ズ を 捉 え た［ (人 の 言 う
こ と は )全 然｛ や や 強 く ｝聞 か な い 。「 困 っ て い る ん で す ぅ 。」っ て 言
っ た ら ね 、 ア ド バ イ ス 求 め て い る の か な っ て 思 う で し ょ 、 普 通 の 人
は 。(患 者 は )困 っ て い て 、「頑 張 っ て る ね 。」っ て 言 っ て も ら い た い だ
け な ん で す 。 そ れ が 彼 女 の 目 的 だ と 思 う の で 。 だ か ら 、 も う そ こ は
(「 頑 張 っ て い る ね 。」と )連 呼 で す よ 。 相 談 し て い る わ け じ ゃ な い と
思 っ て 聴 い て る の で 。］。そ し て 研 究 参 加 者 M は 、患 者 の 意 思 や 自 尊
心 、 年 齢 と い っ た 特 性 も 鑑 み 、 無 理 に 患 者 を 変 え よ う と し な か っ た
［ ア ド バ イ ス 聞 く 気 の な い 人 に し た と こ ろ で 仕 方 が な い じ ゃ な い で
す か 。 … ( 中 略 )… も う 年 齢 を 考 え た と き に 、 そ う そ う パ タ ー ン を 変
え て 負 荷 か け る っ て い う よ り は … (中 略 )… 敢 え て 、 鋭 く 「 (気 に な っ
て い る 人 と )距 離 を 取 っ て い き ま し ょ う 。」と か 、「こ ん な ふ う に や り
ま し ょ う 。」な ん て い う の は し な い で す よ ね 。そ こ が 多 分 彼 女 が 人 を
信 用 し き れ な い 、 距 離 が う ま く 取 れ な い 、 そ う い う と こ ろ が 本 質 的
に は 問 題 だ と 思 い ま す け ど 。 ま あ 敢 え て 触 ら な い し 。］。 そ し て 、 思
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い を 傾 聴 す る こ と を 重 視 し 、 十 分 に 傾 聴 し た 上 で 、 患 者 が 受 け 入 れ
ら れ そ う な 最 小 限 の 助 言 を 続 け ［「 そ れ は 嫌 な 思 い を し た ね 。」 っ て
言 い な が ら も 、「で も 、前 も (電 話 を )着 信 拒 否 す る っ て 言 っ て た け ど 、
何 で (電 話 が )か か っ て く る の ？ 。」と か っ て や り と り し な が ら 。聞 い
て 聞 い て 聞 い て 聞 い て 聞 い て 。 8 割 ～ 9 割 は 否 定 し な い 。 で も 、｛ さ
さ や く よ う な 手 振 り を し な が ら ｝「 そ れ 違 っ た ん じ ゃ な か っ た っ
け ？ 。」と か「 前 も 同 じ こ と を し て い た よ ね 。だ か ら 、こ う し た ほ う
が い い ん じ ゃ な い ？ 。」み た い な の を 誘 導 し て い く 感 じ で 。… (中 略 )
… 言 っ て も 聞 か な い だ ろ う な 、 で も 聞 く だ け じ ゃ 意 味 が な い だ ろ う
な 、っ て 思 う か ら 、小 出 し (に ア ド バ イ ス )で す よ ね 。］、助 言 を 受 け 入
れ る こ と の 判 断 は 患 者 に 任 せ た 。  
つ ま り 研 究 参 加 者 M は 、患 者 の 思 い に 合 わ せ て 話 を 聴 き 、少 し だ
け 状 況 を 変 え よ う と 交 渉 す る 中 で 、 ニ ー ズ を 見 極 め て 患 者 の 思 い を
傾 聴 し 、 ＜ 波 長 を 合 わ せ て 小 さ な 合 意 を 目 指 す ＞ こ と を し て 〔 波 長
を 合 わ せ て 小 さ な 合 意 を 待 つ 〕 交 渉 行 動 群 を 用 い て 交 渉 し た 。  
 
２ ）  ＜ 自 己 表 現 と 決 定 を 待 つ ＞ 交 渉 行 動  
＜ 自 己 表 現 と 決 定 を 待 つ ＞ と は 、 交 渉 相 手 が 自 分 自 身 や 看 護 師 へ
の 信 頼 感 を 育 む こ と が で き る よ う に 、 相 手 を 尊 重 し た 関 わ り を 続 け
る こ と に よ っ て 、 自 己 表 現 ・ 自 己 決 定 で き る よ う に な る の を 待 っ て
交 渉 成 立 へ 導 く こ と で あ る 。  
看 護 師 は 、 心 を 開 い て 信 頼 関 係 を 結 ぶ こ と が 難 し い 交 渉 相 手 に 対
し 、 夢 や 思 い に 時 間 を か け て 耳 を 傾 け 、 知 識 を 提 供 し た 。 そ し て 、
交 渉 相 手 が 自 分 で 選 ぶ こ と が で き る よ う に 、控 え 目 に 程 よ く 提 案 し 、
意 思 を 尊 重 し た 関 わ り を 行 っ て い た 。 こ の こ と に よ っ て 、 交 渉 相 手
に は 看 護 師 に 対 す る 信 頼 感 が 生 ま れ 、 同 時 に 安 心 感 を 得 、 自 分 の 思
い を 表 出 す る こ と が で き る よ う に な っ て い た 。 こ の よ う な 尊 重 さ れ
る 経 験 か ら 、 交 渉 相 手 は 考 え を 変 化 さ せ 、 動 機 づ け ら れ 、 自 分 に 合
っ た 選 択 肢 を 選 ん だ り 、 看 護 師 の 提 案 を 受 け 入 れ た り す る よ う に な
っ た 。 こ の よ う に 、 看 護 師 は ＜ 自 己 表 現 と 決 定 を 待 つ ＞ と い う 〔 波
長 を 合 わ せ て 小 さ な 合 意 を 待 つ 〕交 渉 行 動 群 を 用 い て 交 渉 し て い た 。 
次 に 、訪 問 看 護 師 で あ る 研 究 参 加 者 E に よ る 交 渉 を 説 明 す る 。研
究 参 加 者 E は 、思 い を 語 ら な い 交 渉 相 手 で あ る 利 用 者 と と も に 、再
入 院 を 防 ぐ た め の 計 画 を 立 て よ う と 交 渉 す る 中 で 、 ＜ 自 己 表 現 と 決
定 を 待 つ ＞ こ と を 行 っ て い た 。 交 渉 を 始 め た 頃 、 青 年 期 で あ る 利 用
者 は 、親 子 ほ ど の 年 齢 差 が あ る 研 究 参 加 者 E に 、考 え や 気 持 ち を 表
現 し な か っ た 。思 い が つ か め な い 研 究 参 加 者 E は 、利 用 者 に 毎 日 の
調 子 な ど を ノ ー ト に つ け る こ と を 提 案 し 、 対 等 な 関 わ り を 意 識 し な
が ら 、 ノ ー ト に 記 載 し た 内 容 を 題 材 に 思 い を 引 き 出 し 、 自 己 決 定 を
促 そ う と し た ［ ( 初 め の 頃 は ) ど ち ら か と い っ た ら 言 葉 の 量 が 、 私 が
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7 ( 割 ) で 向 こ う が 3 ( 割 ) ぐ ら い ( 利 用 者 は ) 元 々 話 す る の は 苦 手 で 嫌 い
な ん で す け ど 、 私 が 言 っ た 質 問 に 答 え る っ て い う 感 じ で 、 対 等 な 関
係 で は な い ん で す よ 。 私 も ど う に か 話 を 聞 き た い と か 、 自 分 が 意 図
的 に 話 が 聞 き た い と か 、 何 か 良 く し た い っ て い う の が あ る で し ょ 。
そ れ が 見 え る と 思 う の で 、 向 こ う は ち ょ っ と 引 く よ う な 感 じ で 。 だ
か ら 対 等 じ ゃ な く て 、訪 問 看 護 師 が 上 で 利 用 者 さ ん が 下 で 。… (中 略 )
… 相 手 と 話 し て い て 、 こ う し た ら い い っ て い う 答 え が あ っ て も 、 自
分 か ら は 答 え は 言 わ な い で お こ う (と 今 は 心 が け て い る )。相 手 か ら 、
「 そ れ は こ う で よ か っ た ん で す ね 。」と か 、「 こ う し て い き ま す 。」っ
て い う 言 葉 が 出 る ま で 待 つ よ う に 。］。 次 第 に 対 等 な 関 係 性 に な り 、
生 活 を 整 え る こ と や 、 症 状 コ ン ト ロ ー ル に つ い て 二 人 で 考 え 、 利 用
者 が 自 分 で 決 め ら れ る よ う に な っ た ［ み ん な 調 子 が 悪 か っ た ら 、 身
体 症 状 、 頭 痛 、 嘔 吐 、 下 痢 が 出 る で し ょ 。 そ れ も 自 分 (利 用 者 )で (ノ
ー ト に )書 い て い る ん で す よ 。 そ う し た ら 「 先 月 は (嘔 吐 が ) 2 回 あ っ
た け ど 、 今 月 は 1 回 だ ね 。 ど う し た ん だ ろ う 。」 (と 問 い か け る )。 そ
う す る と 、「 自 分 が 何 々 買 っ た か ら か な ？ 。」 と か 言 っ て 。 良 か っ た
と き の こ と は 、「 ど う し て か な ？ 。」っ て 考 え る の を 積 み 重 ね て 。「 じ
ゃ あ 次 は こ う し よ う 。」っ て い う の を 、そ の 子 (利 用 者 )が 言 っ て く れ
る よ う な 形 で 進 め る よ う に し て い る ん で す 。 … ( 中 略 )… 今 は 、 こ の
子 (利 用 者 )が 上 に な る こ と は な い ん で す け ど も 、 同 じ ぐ ら い 。 … (中
略 )… 自 分 の 言 葉 で 話 が で き る っ て い う の が 、 (関 係 性 を 量 る )指 標 と
し て あ る か な と 思 う ん で す け ど 、 (以 前 は )私 が 聞 い た ら 、「 そ う で す
ね 。」と か「 こ う で す 。」っ て 言 っ た の が 、… (中 略 )…「 僕 は こ の と き
は こ う 思 う ん で す 。」っ て 。自 分 の 思 い が 言 葉 に で き る と き っ て い う
の は 、 や っ ぱ り ( 関 係 性 が ) 対 等 に な っ て い る よ う な 気 が し て 。］。 こ
の よ う に し て 利 用 者 は 、再 入 院 を 防 ぐ た め の 計 画 を 研 究 参 加 者 E と
と も に 考 え 、 生 活 を コ ン ト ロ ー ル し て 再 入 院 を 防 ぐ こ と が で き た 。  
つ ま り 研 究 参 加 者 E は 、思 い を 語 ら な い 利 用 者 と と も に 、入 院 を
防 ぐ た め の 計 画 を 立 て よ う と 交 渉 す る 中 で 、 利 用 者 が 思 い を 語 る こ
と が で き る よ う に 、 自 分 の 意 図 を 表 に 出 さ ず 、 対 等 な 関 わ り を 意 識
し た ＜ 自 己 表 現 と 決 定 を 待 つ ＞ と い う 〔 波 長 を 合 わ せ て 小 さ な 合 意
を 待 つ 〕 交 渉 行 動 群 を 用 い て 交 渉 し た 。  
 
２ .  〔 現 実 と の 折 り 合 わ せ を 提 案 す る 〕 交 渉 行 動 群  
研 究 参 加 者 は 交 渉 を 語 る と き に 、 互 い の 考 え を 率 直 に ぶ つ け る こ
と を 繰 り 返 し 、 現 実 的 で 分 か り や す い 目 標 に 変 換 で き る よ う 導 く 、
と い う 〔 現 実 と の 折 り 合 わ せ を 提 案 す る 〕 交 渉 行 動 群 に つ い て 触 れ
た 。  
こ れ は 、 ＜ 話 し 合 い を 重 ね て 現 実 的 な 達 成 を 提 案 す る ＞ ＜ 折 り 合
い を つ け る た め に 率 直 に 意 見 し 合 う ＞ と い う 2 つ の 交 渉 行 動 を 含 ん
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だ (表 3 参 照 )。 以 下 に 、 交 渉 行 動 ご と に 具 体 的 な 内 容 を 説 明 す る 。  
 
１ ）  ＜ 話 し 合 い を 重 ね て 現 実 的 な 達 成 を 提 案 す る ＞ 交 渉 行 動  
＜ 話 し 合 い を 重 ね て 現 実 的 な 達 成 を 提 案 す る ＞ と は 、 お 互 い の 考
え を 繰 り 返 し 伝 え あ い 、 交 渉 相 手 が 掲 げ る 大 き な 希 望 や 課 題 を 、 現
実 的 で 分 か り や す い 小 さ な 目 標 に 変 換 し 、 具 現 化 し て い き 、 交 渉 成
立 に 導 く こ と で あ る 。  
交 渉 相 手 の 掲 げ る 目 標 が と て も 大 き く 、 現 実 的 に は 達 成 す る こ と
が 難 し い 場 合 、 看 護 師 は 交 渉 相 手 の 考 え や 夢 を 聞 き つ つ 、 よ り 良 い
生 活 を 送 る た め に 必 要 だ と 考 え る 提 案 を 繰 り 返 し 伝 え た 。 そ し て 看
護 師 は 、 交 渉 相 手 の 目 標 を 変 え る の で は な く 、 現 実 的 か つ 具 体 的 で
達 成 可 能 な 小 さ な 目 標 に 変 換 で き る よ う に 話 し 合 い を し 、 交 渉 相 手
が 納 得 で き る よ う に 導 き 、 後 押 し し た 。 あ る い は 交 渉 相 手 に は 対 処
で き な い 程 の 大 き な 目 標 で あ る 場 合 は 、 具 体 的 に 実 現 し て 示 し て い
っ た 。 こ の よ う に 、 看 護 師 は ＜ 話 し 合 い を 重 ね て 現 実 的 な 達 成 を 提
案 す る ＞ と い う 〔 現 実 と の 折 り 合 わ せ を 提 案 す る 〕 交 渉 行 動 群 を 用
い て 交 渉 し て い た 。  
次 に 、病 棟 看 護 師 で あ る 研 究 参 加 者 H に よ る 交 渉 を 説 明 す る 。研
究 参 加 者 H は 、退 院 を 拒 む 交 渉 相 手 で あ る 患 者 に 退 院 す る よ う 交 渉
す る 中 で 、 ＜ 話 し 合 い を 重 ね て 現 実 的 な 達 成 を 提 案 す る ＞ こ と を 行
っ た 。患 者 は 退 院 に 対 し て 否 定 的 で あ っ た も の の 、研 究 参 加 者 H に
勧 め ら れ 、 取 り あ え ず 退 院 支 援 グ ル ー プ に 参 加 す る よ う に な っ た 。
研 究 参 加 者 H は 、患 者 が グ ル ー プ ワ ー ク に 取 り 組 む 過 程 で 、悲 観 的
な 考 え を 聴 き つ つ 、自 分 自 身 の 考 え を 伝 え た［「 で も さ ぁ 、あ な た は
あ な た の 生 活 を す れ ば い い ん じ ゃ な い ？ 。 別 に 完 璧 に 生 き ろ な ん て
い う の は 誰 も 言 っ て な い し 、 と り あ え ず 地 域 で あ な た ら し く 生 き ら
れ れ ば い い ん じ ゃ な い の ？ 。」な ん て 言 っ た 覚 え は あ り ま す け ど ね 。］。
そ し て 患 者 は 、 悲 観 的 な 思 い を 持 ち な が ら も 全 て の グ ル ー プ ワ ー ク
に 参 加 し 、 退 院 に 対 し て 前 向 き な 気 持 ち を 持 て る よ う に な っ た 。 以
降 も 研 究 参 加 者 H は 、患 者 に 自 分 の 考 え を 伝 え な が ら 関 わ っ た［「 こ
う や っ た ほ う が 楽 か も よ 。」 っ て い う の は 言 っ た か な 。「 こ う い う 生
き 方 す る と 、き っ と あ な た は い い か も よ 。」み た い な (こ と を 言 っ た )。
「 こ う い う の 苦 手 で し ょ 。」と か っ て い う の は 言 っ た か も し れ な い け
ど ね 。 … (中 略 )… 「 あ な た が 今 、 こ う い う こ と を す る か ら (お 金 が な
く な っ た )。今 す る っ て い う こ と は 、多 分 家 に 帰 っ て も 絶 対 あ る ん だ
よ 。あ な た が 困 る か ら 、ち ょ っ と こ れ は 考 え よ う よ 。」っ て い う こ と
は 、や っ た な 。そ う い う こ と は 多 分 、何 度 も 何 度 も あ っ た 。］。ま た 、
患 者 か ら 、 実 現 す る こ と が 難 し そ う な 少 し 大 き な 目 標 が 聞 か れ た 時
は 、 自 分 の 考 え を 述 べ 、 ち ょ っ と 先 の 小 さ な 目 標 に 置 き 換 え る こ と
を 勧 め た ［ (患 者 が )「 俺 は こ う し た い 。」 っ て 明 確 に 言 う 時 も あ る 。
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… (中 略 )… (研 究 参 加 者 Ｈ が )「 ち ょ っ と そ れ は 、今 す ぐ は 無 理 じ ゃ な
い ？ 。」 み た い な や り と り は あ っ た よ ね 。「 ま だ 社 会 生 活 の 経 験 の 浅
い 今 の あ な た に は ち ょ っ と 無 理 か も し れ な い け れ ど も 、 少 し 先 の こ
の く ら い の 時 期 だ っ た ら 、 そ れ は い い か な 。」 と か 。“ で き な い よ ”
と か“ 駄 目 よ ”じ ゃ な く っ て 、「 も う ち ょ っ と 、あ な た は こ う な っ た
ら で き る ん じ ゃ な い ？ 。」と か 、「 も う ち ょ っ と 月 日 が た て ば 。」と か 、
「 も う ち ょ っ と お 金 が 貯 ま っ た ら 、こ れ が 買 え る ん じ ゃ な い ？ 。」っ
て い う よ う な 感 じ で 、 ち ょ っ と 先 の 目 標 。 す ご い 先 の 目 標 っ て な か
な か 難 し い け ど も 、 ち ょ っ と 先 の 目 標 っ て い う の は 多 分 患 者 さ ん に
も 分 か り や す い し 、“ で き る ん だ ” っ て い う 、｛ 少 し の 間 ｝ か な ？ ］。
こ の よ う に 患 者 と お 互 い の 考 え を 伝 え 合 い 、 現 実 的 な 目 標 を 共 に 考
え 出 す こ と を 何 度 も 行 い 、 退 院 す る こ と が で き た 。  
つ ま り 研 究 参 加 者 H は 、退 院 を 拒 む 患 者 に 退 院 す る よ う 交 渉 す る
中 で 、 退 院 す る こ と 、 そ し て 退 院 後 の 生 活 の 仕 方 に つ い て ＜ 話 し 合
い を 重 ね て 現 実 的 な 達 成 を 提 案 す る ＞ と い う 〔 現 実 と の 折 り 合 わ せ
を 提 案 す る 〕 交 渉 行 動 群 を 用 い て 交 渉 し た 。  
 
２ ）  ＜ 折 り 合 い を つ け る た め に 率 直 に 意 見 し 合 う ＞ 交 渉 行 動  
＜ 折 り 合 い を つ け る た め に 率 直 に 意 見 し 合 う ＞ と は 、 研 究 参 加 者
と 交 渉 相 手 、 家 族 、 チ ー ム が 何 度 も 意 見 を ぶ つ け 合 い 、 お 互 い の 意
向 や 提 案 に 対 す る 折 衷 案 を 探 し 出 し 、 力 を 合 わ せ て 共 に 計 画 を 立 て
て 交 渉 成 立 に 導 く こ と で あ る 。  
こ こ で も 看 護 師 は 、 交 渉 相 手 や 家 族 、 あ る い は 交 渉 仲 間 で あ る チ
ー ム メ ン バ ー と 何 度 も 考 え を 伝 え 合 っ て い た 。 そ し て 、 話 し 合 い を
繰 り 返 し 、 力 を 合 わ せ て 、 双 方 の 意 向 の 妥 協 点 あ る い は 折 衷 案 を 決
め 、 折 り 合 い を つ け て い た 。 ま た チ ー ム 内 で は 、 交 渉 相 手 と の 交 渉
を 進 め る た め に 話 し 合 い を 繰 り 返 し 、 力 を 合 わ せ て 対 策 を 考 え た 。
こ の よ う に 、 看 護 師 は ＜ 現 実 と の 折 り 合 い を つ け る た め に 率 直 に 意
見 し 合 う ＞ と い う 〔 現 実 と の 折 り 合 わ せ を 提 案 す る 〕 交 渉 行 動 群 を
用 い て 交 渉 し て い た 。  
次 に 、訪 問 看 護 師 で あ る 研 究 参 加 者 N に よ る 交 渉 を 説 明 す る 。研
究 参 加 者 N は 、引 き こ も り 状 態 に あ る 交 渉 相 手 の 利 用 者 と 、受 診 や
外 出 の 回 数 を 交 渉 す る 中 で 、 ＜ 折 り 合 い を つ け る た め に 率 直 に 意 見
し 合 う ＞ こ と を 行 っ た 。研 究 参 加 者 N は 、主 治 医 に 会 い た い と い う
利 用 者 の 思 い を 引 き 出 し 、 利 用 者 と 家 族 と 力 を 合 わ せ て 受 診 を 重 ね
て い た 。 し か し 、 日 常 生 活 が ま ま な ら な い 状 態 で 受 診 の 支 度 を す る
こ と や 、 妄 想 を も ち な が ら 外 出 す る こ と で 、 利 用 者 は 受 診 を 続 け る
こ と が 段 々 と し ん ど く な り 、 受 診 を や め る と 言 い 出 し た 。 研 究 参 加
者 N は 、利 用 者 が 引 き こ も り 状 態 に 戻 る こ と を 避 け る た め 、受 診 回
数 を 減 ら す 代 わ り に 簡 単 な 外 出 を 続 け る こ と で 、 折 り 合 い を つ け る
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こ と を 提 案 し た ［ (受 診 す る の に ) ち ょ っ と ば て ち ゃ っ て 。 ま あ し ば
ら く 頑 張 っ て 行 っ て た の で 、1 カ 月 に 1 回 と か 、2 カ 月 に 1 回 ぐ ら い
で も い い じ ゃ な い か っ て い う と こ ろ で 回 数 を 減 ら し て 。 行 け る 範 囲
で 行 く っ て い う こ と を 彼 女 と 設 定 し て 。 そ の 代 わ り 、 定 期 的 に 外 に
出 る っ て い う と こ ろ が 、 定 着 し つ つ あ っ た の で 、 そ れ に 関 し て は 、
「 一 緒 に お 出 掛 け は 続 け る よ 。」っ て い う こ と で (話 を し た )。］。こ の
こ と に よ っ て 、 利 用 者 は 引 き こ も り 状 態 に 戻 る こ と な く 、 外 出 と 受
診 を 維 持 す る こ と が で き た 。  
つ ま り 研 究 参 加 者 N は 、引 き こ も り 状 態 に あ る 利 用 者 と 受 診 や 外
出 の 回 数 を 交 渉 す る 中 で 、 ＜ 現 実 と の 折 り 合 い を つ け る た め に 率 直
に 意 見 し 合 う ＞ と い う 〔 現 実 と の 折 り 合 わ せ を 提 案 す る 〕 交 渉 行 動
群 を 用 い て 交 渉 し た 。  
 
３ .  〔 チ ャ ン ス を 捉 え て 直 面 化 を 促 す 〕 交 渉 行 動 群  
研 究 参 加 者 は 交 渉 に つ い て 語 る と き に 、 交 渉 相 手 が 看 護 師 の 意 見
を 理 解 で き る よ う に 、 チ ャ ン ス を 見 定 め て 問 い か け 、 ア ピ ー ル す る
こ と で 、 直 面 化 と 看 護 師 の 意 見 へ の 理 解 を 促 す こ と を 何 度 も 繰 り 返
す 、 と い う 〔 チ ャ ン ス を 捉 え て 直 面 化 を 促 す 〕 交 渉 行 動 群 に つ い て
触 れ た 。  
こ れ は 、 ＜ チ ャ ン ス を 捉 え て 直 面 化 を 迫 る ＞ ＜ 変 化 を 生 む た め に
繰 り 返 し ア ピ ー ル す る ＞ と い う の 2 つ の 交 渉 行 動 を 含 ん だ (表 3 参
照 )。 以 下 に 、 交 渉 行 動 ご と に 具 体 的 な 内 容 を 説 明 す る 。  
 
１ ）  ＜ チ ャ ン ス を 捉 え て 直 面 化 を 迫 る ＞ 交 渉 行 動  
＜ チ ャ ン ス を 捉 え て 直 面 化 を 迫 る ＞ と は 、 交 渉 相 手 が 意 見 を 取 り
入 れ や す い チ ャ ン ス を 捉 え て 問 い か け 、 現 実 へ の 直 面 化 を 図 り 、 気
持 ち が 変 わ る の を 促 し て 交 渉 成 立 へ 導 く こ と で あ る 。  
看 護 師 は 、 交 渉 相 手 が 困 っ た 時 、 環 境 が 変 わ っ た 時 を 気 持 ち が 変
化 し や す い チ ャ ン ス と 考 え た 。 そ し て 、 チ ャ ン ス が 訪 れ た 時 を 捉 え
て 問 題 へ の 直 面 化 を 図 り 、 気 づ き を 促 し て 交 渉 相 手 の 考 え を 変 え よ
う と し た 。 そ の た め に 看 護 師 は 、 実 際 の 出 来 事 と 結 び 付 け な が ら 問
い か け 、 意 見 や 説 明 、 助 言 を 行 っ た 。 ま た 交 渉 相 手 の 病 状 が 安 定 し
て い る 時 に も 、 考 え る 場 を 作 っ て い た 。 加 え て 、 交 渉 相 手 が 失 敗 す
る こ と が 予 測 さ れ る と き に は 、 あ ら か じ め 失 敗 が 予 測 さ れ る こ と を
説 明 し 、 失 敗 の 原 因 を 理 解 で き よ う に す る こ と も あ っ た 。 こ の よ う
に 、 個 々 の 状 況 に 合 わ せ た チ ャ ン ス を 見 定 め 、 ＜ チ ャ ン ス を 捉 え て
直 面 化 を 迫 る ＞ と い う 〔 チ ャ ン ス を 捉 え て 直 面 化 を 促 す 〕 交 渉 行 動
群 を 用 い て 交 渉 し て い た 。  
次 に 、訪 問 看 護 師 で あ る 研 究 参 加 者 G の 交 渉 を 説 明 す る 。研 究 参
加 者 G は 、交 渉 相 手 で あ る 利 用 者 が 生 活 に 困 ら な い 程 度 に 片 付 け を
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す る よ う 交 渉 す る 中 で 、 ＜ チ ャ ン ス を 捉 え て 直 面 化 を 迫 る ＞ こ と を
し て い た 。 利 用 者 は 一 人 暮 ら し を 始 め る こ と に な り 、 訪 問 看 護 の 利
用 を 勧 め ら れ た 。研 究 参 加 者 G は 、適 切 な 時 期 が 来 る ま で 、ひ ど く
散 ら か っ て い て も 片 付 け を 強 く 勧 め な い 方 針 で 交 渉 を 始 め た 。 こ の
よ う な 関 わ り を 続 け た 結 果 、 次 第 に 利 用 者 が 困 り ご と を 話 す よ う に
な っ た 。研 究 参 加 者 G は 、日 常 的 な 生 活 上 の 問 題 を 相 談 さ れ た 時 を
チ ャ ン ス と 捉 え 、 現 実 へ の 直 面 化 を 促 し た り 、 少 し ず つ ヘ ル パ ー な
ど の 利 用 を 勧 め た り し て い た ［ ( 通 所 先 で よ ご れ を 指 摘 さ れ た か ら 、
利 用 者 は )少 し 頑 張 っ て 、お 洋 服 買 っ て き て 、ち ょ っ と お 洗 濯 も し て 、
そ こ ら 辺 に 掛 け て と い う こ と も で き た け ど｛ や や 強 く ｝。で も 、ど こ
に そ れ を 片 付 け て い い か も 分 か ら な く な っ て 、 っ て い う お 話 を 生 活
面 の 困 り 感 と う ま く 結 び 付 い て は き て い た の で 。 … (中 略 ) … 通 所 先
で 起 こ っ た こ と の 受 け 止 め と か を 確 認 し た り す る 中 で 、 ご 本 人 か ら
そ の 話 題 が 出 た ら 、 ど ん な こ と に 気 を 付 け る よ う に し て い る の か 、
っ て い う の を お 聞 き で き る と 、 行 動 が 強 化 で き た り す る 可 能 性 が あ
る の で 。 そ の 近 辺 (訪 問 し た 日 の 近 辺 ) で 起 こ っ た 出 来 事 を こ う 下 敷
き に し つ つ 、本 人 の 反 応 を 見 つ つ (話 を し た )。… (中 略 )… う ま く そ こ
へ サ ー ビ ス 拡 大 に 乗 ら な い か な と 思 っ て 、忘 れ な い よ う に 折 に 触 れ 、
(ヘ ル パ ー 利 用 に つ い て )提 示 は さ せ て も ら っ て た ん で す 。］。 そ し て
つ い に 、利 用 者 が 近 所 か ら 指 摘 を 受 け た 時 、研 究 参 加 者 G は こ れ を
チ ャ ン ス と と ら え 、 自 分 が 望 む 生 活 を 続 け た い な ら 状 況 を 改 善 す る
必 要 が あ る こ と を 強 く 説 明 し た［ (家 で 住 み た い と い う 利 用 者 の 気 持
ち に )立 ち 戻 っ て 、「 そ こ で 生 活 し た い と い う お 気 持 ち が あ る ん だ っ
た ら ( 片 づ け な い と い け な い ) 。 ち ょ っ と 嫌 な こ と を 言 わ せ て も ら い
ま す け ど 、 も し も ご 近 所 が … (中 略 ) … こ こ に 住 ん で も ら っ た ら 困 る
っ て 言 っ た ら ち ょ っ と 困 り ま す よ ね 。」な ん て い う と こ も ち ょ っ と 言
わ せ て い た だ き 。］。そ し て 、片 付 け る た め に 支 援 の 利 用 を 勧 め た［ そ
の 辺 り を き っ か け に 、… (中 略 )… 1 週 間 に せ め て 一 回 ぐ ら い は 来 て く
だ さ っ て 、 一 緒 に お 片 付 け を し て く だ さ っ た り 、 い ろ ん な 相 談 を 引
き 受 け て く れ る よ う な 場 所 ( 支 援 ) も こ の 地 域 の 中 で あ っ た り す る の
で (と 再 び 説 明 し た )。 も し く は 、 そ の ゴ ミ の 中 に 何 か が あ っ て (気 に
な っ て 捨 て ら れ な い )と か い う 時 も 、一 緒 に 相 談 に の っ て く れ た り す
る と こ ろ も あ る ん で す よ ね (と 説 明 し た ) 。」。 こ の よ う に 勧 め る こ と
を 何 回 か 繰 り 返 し た の ち に 、 利 用 者 は よ う や く 訪 問 看 護 以 外 の 支 援
者 の 訪 問 を 受 け 入 れ た 。 す な わ ち 、 研 究 参 加 者 は 決 定 的 な チ ャ ン ス
が 訪 れ た 時 に 、 利 用 者 の 意 向 を 活 用 し な が ら 何 度 も 動 機 づ け 、 提 案
し て い た ［ ( 利 用 者 の 反 応 を 見 な が ら 押 し 引 き す る が ) 一 方 で ｛ や や
強 く ｝、決 定 的 な こ と が 起 こ れ ば 、 … ( 中 略 )…「 何 で 私 が こ こ ま で ち
ょ っ と 強 く 言 わ せ て も ら う か っ て 言 う と 、 だ っ て ○ ○ さ ん 、 ず っ と
こ こ で 生 活 し た い っ て ず っ と お っ し ゃ っ て い る で し ょ う 。 … (中 略 )
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… な ん て い う ふ う に ち ょ っ と つ な げ た り も し な が ら 。］。 こ の よ う に
し て 、 利 用 者 は 人 の 手 を 借 り な が ら 片 づ け が で き る よ う に な っ た 。  
つ ま り 研 究 参 加 者 G は 、利 用 者 が 生 活 に 困 ら な い 程 度 に 片 付 け る
よ う 交 渉 す る 中 で 、 普 段 は 強 く 促 す こ と は せ ず 、 利 用 者 が 周 囲 と の
関 係 の 中 で 困 っ た ＜ チ ャ ン ス を 捉 え て 直 面 化 を 迫 る ＞ と い う 〔 チ ャ
ン ス を 捉 え て 直 面 化 を 促 す 〕 交 渉 行 動 群 を 用 い て 交 渉 し た 。  
 
２ ）  ＜ 変 化 を 生 む た め に 繰 り 返 し ア ピ ー ル す る ＞ 交 渉 行 動  
＜ 変 化 を 生 む た め に 繰 り 返 し ア ピ ー ル す る ＞ と は 、 交 渉 相 手 の 気
持 ち が 変 化 す る よ う に 、 信 頼 感 を 育 ん で 活 用 し 、 看 護 師 が 提 案 す る
こ と の メ リ ッ ト を 、 相 手 を 尊 重 し な が ら 繰 り 返 し 強 く ア ピ ー ル し て
交 渉 成 立 に 導 く こ と で あ る 。  
看 護 師 は 、 交 渉 相 手 の 気 持 ち が 変 化 す る よ う に 普 段 か ら 信 頼 関 係
を 築 き 、 交 渉 に 活 用 し た 。 さ ら に 、 信 頼 関 係 を 深 め る た め に は 、 自
分 自 身 の 有 能 さ も ア ピ ー ル し 、交 渉 相 手 の 気 持 ち を つ か ん で い っ た 。
そ し て 、 自 ら が 提 案 す る 方 針 の 意 図 と メ リ ッ ト 、 期 限 を 強 く ア ピ ー
ル し 、 交 渉 相 手 の 考 え が 変 わ る よ う に 働 き か け た 。 こ の よ う に 看 護
師 は 、 ＜ 変 化 を 生 む た め に 繰 り 返 し ア ピ ー ル す る ＞ と い う 〔 チ ャ ン
ス を 捉 え て 直 面 化 を 促 す 〕 交 渉 行 動 群 を 用 い て 交 渉 し て い た 。  
次 に 、 デ イ ケ ア の 管 理 者 で あ る 研 究 参 加 者 A の 交 渉 を 説 明 す る 。
研 究 参 加 者 A は 、交 渉 相 手 で あ る 利 用 者 が 金 銭 管 理 に 関 す る 援 助 を
受 け る よ う に 交 渉 す る 中 で 、 ＜ 変 化 を 生 む た め に 繰 り 返 し ア ピ ー ル
す る ＞ こ と を し て い た 。 利 用 者 は 金 銭 管 理 が で き ず 、 経 済 的 に 破 綻
し て は 病 状 悪 化 を 繰 り 返 し て い た 。 人 と 仲 良 く す る た め に 金 銭 を 使
う 利 用 者 は 、 提 案 さ れ る 援 助 を 拒 み 続 け た 。 つ い に 生 活 へ の 支 障 が
生 じ た 時 、研 究 参 加 者 A は 社 会 福 祉 協 議 会 の 日 常 生 活 自 立 支 援 事 業
を 強 く 勧 め る こ と が 必 要 だ と 考 え た 。研 究 参 加 者 A は 、日 常 生 活 自
立 支 援 事 業 を 受 け て も 利 用 者 に イ ニ シ ア チ ブ が 残 る こ と 、 最 終 的 に
自 己 管 理 を 目 標 と す る こ と を 強 調 し た［「 (金 銭 を )全 て 取 り 上 げ ら れ
る の で は な い 。 あ な た 主 体 で や っ て い け る よ う に み ん な で 決 め て い
こ う 。 も う そ ん な こ と (金 銭 管 理 の こ と )人 に 言 わ れ な い よ う に し よ
う 。」っ て (伝 え た )。］。そ し て 、こ れ ま で に 行 っ た デ イ ケ ア や 訪 問 看
護 で の 金 銭 管 理 へ の 援 助 の 限 界 を 必 死 に 説 明 し 、 日 常 生 活 自 立 支 援
事 業 の メ リ ッ ト を 説 明 し た ［ (利 用 者 に 理 解 し て も ら う た め に ) も う
必 死 だ っ た 。「 デ イ ケ ア は あ な た の 金 銭 管 理 を す る た め の デ イ ケ ア で
は な く て 、 個 人 ワ ー ク や グ ル ー プ ワ ー ク を す る と こ ろ で あ っ て 、 キ
ャ ッ シ ュ カ ー ド ( で 金 銭 を お ろ す た め ) に 一 緒 に つ い て い く と こ ろ で
は な い 。 訪 問 看 護 は 1 時 間 の 枠 で バ イ タ ル 測 っ て 、 状 態 聞 い て 、 薬
の 確 認 を す る 。 ( だ か ら 訪 問 看 護 は ) あ な た の キ ャ ッ シ ュ カ ー ド に つ
い て い く シ ス テ ム で も な い ん だ よ 。 … (中 略 )… 訪 問 看 護 は 時 間 内 で
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す る か ら き つ く 言 う 。デ イ ケ ア は あ な た 一 人 優 遇 で き な い 。社 協 (社
会 福 祉 協 議 会 )は 来 て く れ る と 、怒 ら な い で 一 緒 に (銀 行 に )行 っ て お
金 を 下 ろ す こ と を 愛 情 い っ ぱ い で (し て く れ る ) 。 ず っ と や っ て も ら
っ た ら ( 自 分 で ) で き る ( よ う に な る ) か も し れ な い 。 … ( 中 略 ) … 社 協
(社 会 福 祉 協 議 会 )の 人 が も し 入 っ た ら 、マ ン ツ ー マ ン で で き る 。」(っ
て 説 明 し た 。 )］。 そ し て 、 利 用 者 は 日 常 生 活 自 立 支 援 事 業 の 利 用 の
仕 方 に つ い て 、研 究 参 加 者 A と 相 談 し な が ら 決 め 、利 用 す る こ と に
合 意 し た 。  
つ ま り 研 究 参 加 者 A は 、利 用 者 が 金 銭 管 理 に 関 す る 援 助 を 受 け る
よ う に 交 渉 す る 中 で 、 日 常 生 活 支 援 事 業 に つ い て ＜ 変 化 を 生 む た め
に 繰 り 返 し ア ピ ー ル す る ＞ と い う〔 チ ャ ン ス を 捉 え て 直 面 化 を 促 す 〕
交 渉 行 動 群 を 用 い て 交 渉 し て い た 。  
 
I V .  【 巧 み な 押 し 引 き 】 方 略  
【 巧 み な 押 し 引 き 】 方 略 と は 、 交 渉 成 立 に 向 け て 、 交 渉 相 手 の 状
態 や 関 係 性 を 見 極 め 、 理 屈 や 感 情 を 駆 使 し て 、 添 う こ と と 看 護 師 の
意 見 を 強 く 押 す こ と を 巧 み に 使 い 分 け て 動 機 づ け て い く こ と で あ る 。 
こ れ は 、〔巧 み に 乗 せ る 〕〔い っ た ん 添 う 〕〔 対 峙 す る 〕と い う 3 つ
の 交 渉 行 動 群 を 含 ん だ (表 3 参 照 )。 以 下 に 、 交 渉 行 動 群 ご と に 交 渉
行 動 を 用 い て 内 容 を 説 明 す る 。  
 
１ .  〔 巧 み に 乗 せ る 〕 交 渉 行 動 群  
研 究 参 加 者 は 交 渉 に つ い て 語 る と き に 、 状 況 を 見 極 め 、 強 く 勧 め
る こ と と 勧 め ず に 待 つ こ と 、 理 屈 と 感 情 を 巧 み に 使 い 分 け る こ と を
し て 交 渉 相 手 を 動 機 づ け て い く 、 と い う 〔 巧 み に 乗 せ る 〕 交 渉 行 動
群 に つ い て 触 れ た 。  
こ れ は 、 ＜ 押 し た り 引 い た り す る ＞ ＜ な だ め す か す ＞ ＜ 情 に 訴 え
る ＞ ＜ 停 滞 か ら 引 っ 張 る ＞ と い う 4 つ の 交 渉 行 動 を 含 ん だ (表 3 参
照 )。 以 下 に 、 交 渉 行 動 ご と に 具 体 的 な 内 容 を 説 明 す る 。  
 
１ ）  ＜ 押 し た り 引 い た り す る ＞ 交 渉 行 動  
＜ 押 し た り 引 い た り す る ＞ と は 、 交 渉 相 手 の や る 気 と 病 状 を 見 極
め 、 押 し た り 引 い た り し て 動 機 づ け る こ と で あ る 。  
看 護 師 は 、 交 渉 相 手 の 病 状 や 意 欲 に 合 わ せ て 、 勧 め る こ と と 勧 め
ず に 待 つ こ と 、 厳 し く 指 導 す る こ と と 優 し く 受 容 す る こ と を 巧 み に
使 い 分 け た 。 押 す 時 に は 、 退 院 へ の 話 を 前 に 進 め た り 、 ケ ア を 押 し
込 ん だ り 、 考 え が 変 わ る よ う に 厳 し く 指 導 し た り し た 。 反 対 に 、 病
状 が 不 安 定 な 時 や 、 や る 気 が 起 き て い な い 時 は 、 押 す タ イ ミ ン グ で
は な く 、 引 く タ イ ミ ン グ で あ る と 考 え 、 受 容 し 、 働 き か け ず に タ イ
ミ ン グ が 来 る の を 待 っ た 。 こ の よ う に 、 看 護 師 は ＜ 押 し た り 引 い た
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り す る ＞ と い う〔 巧 み に 乗 せ る 〕交 渉 行 動 群 を 用 い て 交 渉 し て い た 。  
次 に 、訪 問 看 護 師 で あ る 研 究 参 加 者 C の 交 渉 を 説 明 す る 。研 究 参
加 者 C は 、交 渉 相 手 で あ る 利 用 者 が ケ ア や 治 療 を 受 け 入 れ る よ う 交
渉 す る 中 で 、 ＜ 押 し た り 引 い た り す る ＞ こ と を 行 っ て い た 。 利 用 者
は 人 に 世 話 を さ れ る こ と を 好 ま ず 、研 究 参 加 者 C が 日 常 生 活 に 関 す
る ケ ア を す る こ と を 受 け 入 れ な か っ た 。 そ の た め 研 究 参 加 者 C は 、
利 用 者 が 受 け 入 れ る バ イ タ ル サ イ ン 測 定 だ け を 続 け 、 日 常 生 活 に 関
す る ケ ア は 折 を み て 勧 め 、 断 ら れ た ら 引 い て 待 つ こ と を 繰 り 返 し た
［ 勧 め て 一 回 断 ら れ た ら 深 入 り は し な い け れ ど も 、 体 調 が 悪 い 時 に
は 先 手 を 打 っ て こ っ ち か ら 一 応 勧 め る 。 … ( 中 略 )… 何 回 か だ け 言 っ
て み て お い て 、 本 人 の 気 が 変 わ る 瞬 間 を 待 つ っ て い う 感 じ で す ね ］。
研 究 参 加 者 C は 、次 第 に 利 用 者 が 頼 み ご と を す る よ う に な り 、し た
く な い こ と を 勧 め ら て も 追 い 返 さ な く な っ た こ と を 捉 え 、 自 分 の ペ
ー ス で ケ ア を 少 し ず つ 取 り 入 れ る よ う に し た ［ ( 買 い 物 を ) よ く 頼 ん
で く る よ う に は な っ て 。… (中 略 )… 敢 え て (訪 問 看 護 を 始 め て ) 2 年 ぐ
ら い た っ た 時 に 、 (利 用 者 が 嫌 が る こ と を ) や っ て み た ん で す け ど 、
も う (「 帰 っ て 」 と )言 わ な く な っ た ん で す よ 。 だ か ら (日 常 生 活 の ケ
ア を 勧 め て も )大 丈 夫 か な と 思 っ て 。そ こ か ら で す ね 、色 々 と 勝 手 に
(日 常 生 活 の ケ ア を し 始 め た )。… (中 略 )… 掃 除 な ん か は ね 、実 は 勝 手
に 目 の 前 で し て る ん で す よ｛ 笑 ｝。例 え ば 、検 温 の 時 に ア ル コ ー ル 綿
を バ ー ッ と い っ ぱ い 出 す じ ゃ な い で す か｛ 机 に 広 げ る し ぐ さ ｝。… (中
略 )… そ し て 、今 日 の 天 気 や 気 に な る こ と 、世 間 の ニ ュ ー ス な ん か を
勝 手 に (研 究 参 加 者 C が )喋 っ て 、 そ れ と 同 時 に ア ル コ ー ル 綿 で 勝 手
に 机 ふ く ん で す｛ 笑 ｝ … (中 略 )… 3 回 の (訪 問 の )う ち に 1 回 ぐ ら い に
抑 え て ま す け ど 。］。 ま た 利 用 者 は 、 暖 房 器 具 を 持 っ て な か っ た 。 研
究 参 加 者 C が 購 入 す る こ と を 勧 め た が 、利 用 者 は 頑 な に 拒 ん だ 。そ
の た め 、 毎 年 簡 単 に 勧 め る に 留 め 、 チ ャ ン ス が 来 る の を 待 っ た 。 す
る と 利 用 者 は 、 と て も 寒 い 日 に 暖 房 器 具 を 求 め て き た ［ 1 年 目 の 冬
は 2 回 ぐ ら い 勧 め て 、 本 人 が 嫌 が る か ら そ れ 以 上 せ ず 。 … (中 略 )…
1 2 月 ぐ ら い に す ご い 冷 え 込 ん だ 時 が あ っ て 、そ の 時 に「 暖 房 器 具 ち
ょ う だ い 。」っ て 言 っ て き た ん で す ね 。そ こ で 一 気 に 全 部 入 れ て 。も
う タ イ ミ ン グ 逃 し た ら ア ウ ト な ん で 。 他 の 人 か ら も ら っ て い た 暖 房
器 具 が あ っ た か ら 、 そ れ を 放 り 込 ん で 。 つ い で に ○ ○ も 、 勝 手 に 入
れ て｛ 笑 ｝。］。こ の よ う に 、研 究 参 加 者 C は 簡 単 に 勧 め て お い て 、気
持 ち が 変 わ る の を 待 つ こ と を 何 度 も 繰 り 返 し 、 日 常 生 活 に 関 す る ケ
ア を 入 れ る こ と が で き た 。  
つ ま り 研 究 参 加 者 C は 、利 用 者 が ケ ア や 治 療 を 受 け 入 れ る よ う 交
渉 す る 中 で 、 利 用 者 の 反 応 を 見 て 、 強 く 押 す こ と が で き る 時 機 を 計
り な が ら ＜ 押 し た り 引 い た り す る ＞ と い う 〔 巧 み に 乗 せ る 〕 交 渉 行
動 群 を 用 い て 交 渉 し た 。  
42 
 
２ ）  ＜ な だ め す か す ＞ 交 渉 行 動  
＜ な だ め す か す ＞ と は 、 優 し く な だ め な が ら 程 よ く 勧 め て 、 と り
あ え ず チ ャ レ ン ジ す る 気 持 ち に し て 動 機 づ け る こ と で あ る 。  
看 護 師 は 、「 だ ま さ れ た と 思 っ て や っ て み た ら ど う か 。」「い つ で も
い い か ら や る 気 に な っ た 時 に や ろ う 。」と い う よ う に 、柔 ら か く 、程
よ く 勧 め て 、 交 渉 相 手 の 気 持 ち を 収 め 、 と り あ え ず チ ャ レ ン ジ す る
気 持 ち に な る よ う に し た 。 ま た 、 交 渉 相 手 の 力 を 確 認 し て 褒 め 、 行
動 を 支 持 し 、 自 尊 心 を く す ぐ っ て 動 機 づ け を 強 め た 。 こ の よ う に 、
看 護 師 は ＜ な だ め す か す ＞ と い う 〔 巧 み に 乗 せ る 〕 交 渉 行 動 群 を 用
い て 交 渉 し た 。  
次 に 、デ イ ケ ア 管 理 者 で あ る 研 究 参 加 者 A の 交 渉 を 説 明 す る 。研
究 参 加 者 A は 、交 渉 相 手 で あ る 利 用 者 が 金 銭 管 理 に 関 す る 援 助 を 受
け る よ う に 交 渉 す る 中 で 、 ＜ な だ め す か す ＞ こ と を し て い た 。 研 究
参 加 者 A は 、利 用 者 が 援 助 を 受 け る 気 持 ち に 変 化 す る よ う に 、交 渉
相 手 の 自 尊 心 を 活 用 し な が ら 説 明 し た ［ (利 用 者 は ) カ ン フ ァ レ ン ス
の 度 に 、「 私 は で き る 。」 っ て 言 う の よ 。「 で き な い じ ゃ な い 。」 っ て
思 う け ど (言 わ な い )。 機 嫌 を 取 る こ と も な い ん だ け ど 、 今 は (自 尊 心
を )く す ぐ っ て く す ぐ っ て 。「 (金 銭 を )取 り 上 げ る ん じ ゃ な い よ 。自 分
で (金 銭 管 理 を )し て い く た め に 、マ ン ツ ー マ ン で (援 助 )し て も ら っ て 、
(最 終 的 に は )全 部 自 分 で や っ て い こ う 。」 っ て 言 っ た ら (今 は )や れ て
い る 。機 嫌 を 取 る の で は な く 、愛 情 を か け る 。怒 ら ず に く す ぐ る 。］。
こ の よ う に 研 究 参 加 者 A は 、理 屈 を 説 明 す る だ け で は な く 、利 用 者
が 動 機 づ け ら れ る よ う に 、 自 分 は で き る よ う に な る と い う 自 尊 心 を
く す ぐ り な が ら 話 し か け て な だ め た 。 そ の 結 果 、 利 用 者 は 金 銭 管 理
の 援 助 を 受 け 入 れ た 。  
つ ま り 研 究 参 加 者 A は 、利 用 者 が 金 銭 管 理 の 援 助 を 受 け る よ う に
交 渉 す る 中 で 、自 尊 心 を く す ぐ り な が ら ＜ な だ め す か す ＞ と い う〔 巧
み に 乗 せ る 〕 交 渉 行 動 群 を 用 い て 交 渉 し た 。  
 
３ ）  ＜ 情 に 訴 え る ＞ 交 渉 行 動  
＜ 情 に 訴 え る ＞ と は 、 理 性 で は な く 感 情 に 訴 え て 動 機 づ け る こ と
で あ る 。  
看 護 師 は 、 理 屈 で 説 明 す る の で は な く 、 交 渉 相 手 の つ ら さ 、 し ん
ど さ に 焦 点 を 当 て 、 交 渉 相 手 に 受 け 入 れ ら れ る よ う に 関 わ っ た 。 そ
し て 、心 配 し て い る こ と と 味 方 で あ る こ と を 、言 葉 と 態 度 で 示 し た 。
さ ら に 、 提 案 が 受 け 入 れ ら れ る よ う に 、 看 護 師 あ る い は 看 護 師 が 所
属 す る 部 署 の 管 理 者 が お 願 い す る と い う 、 感 情 に 働 き か け る こ と も
し た 。こ の よ う に 、看 護 師 は ＜ 情 に 訴 え る ＞ と い う〔 巧 み に 乗 せ る 〕
交 渉 行 動 群 を 用 い て 交 渉 し た 。  
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次 に 、訪 問 看 護 師 で あ る 研 究 参 加 者 C の 交 渉 を 説 明 す る 。研 究 参
加 者 C は 、交 渉 相 手 で あ る 利 用 者 に 、身 体 的 に 必 要 な ケ ア や 治 療 を
受 け 入 れ る よ う 交 渉 す る 中 で 、 ＜ 情 に 訴 え る ＞ こ と を 行 っ た 。 あ る
日 、研 究 参 加 者 C が 利 用 者 の 部 屋 の 掃 除 を し よ う と し た と こ ろ 、掃
除 機 が 壊 れ て い る こ と が 分 か っ た 。そ こ で 研 究 参 加 者 C は 、掃 除 機
を 新 調 す る よ う お 願 い し た ［「｛ 声 色 を 変 え て ｝ 掃 除 機 も ら っ て き て
あ げ る か ら 、そ れ で 一 回 吸 う し か な い ね 。」っ て 言 っ て 。丁 度 私 が 担
当 代 わ る 前 っ て い う の も あ っ て 、「担 当 代 わ る 前 に 、是 非 と も 掃 除 機
だ け は 吸 わ せ て ほ し い か ら ね 。」と か 何 と か 言 い な が ら 、勝 手 に 入 れ
て 、 勝 手 に 吸 っ て 。］。 結 果 的 に 、 利 用 者 は 新 調 し た 掃 除 機 を 使 っ て
自 分 で 掃 除 を す る よ う に な っ た 。 ま た 利 用 者 は 、 身 体 的 に つ ら い 時
は 受 診 は す る も の の 、 検 査 を 受 け る こ と は 受 け 入 れ な か っ た 。 研 究
参 加 者 C は 、利 用 者 が 体 調 を 崩 し た 日 に 訪 問 し 、検 査 を 受 け る よ う
に お 願 い し た［「 外 来 来 て な く て 心 配 し て い る し 、多 分 も う そ れ ○ ○
(病 名 )だ か ら 、病 院 で 採 血 だ け さ せ て 。」っ て 言 っ て 。「点 滴 ぐ ら い す
る か ら 。」っ て 話 を し て 。］。し か し 利 用 者 は 検 査 を 受 け る こ と を 受 け
入 れ な か っ た 。  
つ ま り 研 究 参 加 者 C は 、利 用 者 に 身 体 的 に 必 要 な ケ ア や 治 療 を 受
け 入 れ る よ う に 交 渉 す る 中 で 、 利 用 者 に お 願 い し て ＜ 情 に 訴 え る ＞
と い う 〔 巧 み に 乗 せ る 〕 交 渉 行 動 群 を 用 い て 交 渉 し た 。  
 
４ ）  ＜ 停 滞 か ら 引 っ 張 る ＞ 交 渉 行 動  
＜ 停 滞 か ら 引 っ 張 る ＞ と は 、 交 渉 相 手 や チ ー ム が 停 滞 し た り 、 迷
っ た り す る 時 に 、方 向 性 を 示 し 、引 っ 張 っ て 動 機 づ け る こ と で あ る 。  
看 護 師 は 、 発 達 課 題 に 反 し て 停 滞 し よ う と す る 交 渉 相 手 や 、 特 定
の こ と に 執 着 す る 交 渉 相 手 、 再 入 院 を 繰 り 返 す 交 渉 相 手 、 状 況 が 膠
着 し て い る チ ー ム に 対 し 、 方 向 性 を 示 し て 強 く 引 っ 張 っ て い た 。 こ
の 時 看 護 師 は 、 交 渉 相 手 が 強 く 抵 抗 し て い な い か ど う か を 見 極 め 、
強 く 引 っ 張 れ る こ と を 確 認 し た う え で 、 強 い 提 案 や 助 言 、 指 導 、 頻
繁 な 関 わ り を 行 っ て い た 。 ま た チ ー ム メ ン バ ー に 対 し て は 、 方 針 の
提 示 や 助 言 を 行 っ て い た 。 こ の よ う に 看 護 師 は 、 ＜ 停 滞 か ら 引 っ 張
る ＞ と い う 〔 巧 み に 乗 せ る 〕 交 渉 行 動 群 を 用 い て 交 渉 し て い た 。  
次 に 、デ イ ケ ア 看 護 師 で あ る 研 究 参 加 者 B の 交 渉 を 説 明 す る 。研
究 参 加 者 B は 、職 種 へ の こ だ わ り か ら 就 労 訓 練 に 移 行 で き な い 交 渉
相 手 で あ る 利 用 者 に 、 夢 を 追 い な が ら も 、 現 実 的 な 就 労 に 目 を 向 け
る よ う 交 渉 す る 中 で 、 ＜ 停 滞 か ら 引 っ 張 る ＞ こ と を 行 っ て い た 。 研
究 参 加 者 B は 、利 用 者 が 将 来 の 夢 に 向 か っ て 頑 張 る こ と は と て も 大
切 だ と 考 え て い た が 、 生 計 を 立 て る た め に 、 デ イ ケ ア を 卒 業 し て 現
実 的 な 次 の ス テ ッ プ に 進 む こ と に つ い て 話 を 持 ち か け た ［ ほ ん と に
こ ん な こ と 言 っ た ら 悪 い ん で す け ど 、 そ の 職 業 で 生 計 が 立 て れ る か
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｛ 強 く ｝ っ て 保 障 が な い 。 も し か し た ら な れ る か も し れ な い け ど 、
な れ る の は ほ ん と に 一 握 り だ と 思 う ん で す 。 … ( 中 略 )… 挫 折 を 味 わ
っ て も ま た 別 の 道 が あ る っ て い う の も 分 か っ て も ら い た い な 、 っ て
い う 所 も ち ょ っ と あ り な が ら 話 を 進 め て い き ま し た 。 … (中 略 ) … 彼
女 の 発 達 課 題 か ら 考 え て 、「 ず っ と (デ イ ケ ア に 通 う )で は な い よ ね 。」、
っ て 話 し 合 い を ま ず 始 め て い っ た ん で す ね 。］。 そ し て 研 究 参 加 者 B
は 、 見 捨 て ら れ 不 安 が 強 い 利 用 者 と 定 期 的 に 話 を す る 時 間 を 取 り 、
強 く 方 針 を 示 し た ［ 次 の ス テ ッ プ に も 行 っ て も ら い た い っ て い う 話
を し た と き に 、 自 分 だ け じ ゃ な く て 、 デ イ ケ ア の 周 囲 の 人 が ど う い
う 動 き を し て い る の か っ て い う の を ち ょ っ と 見 て も ら い た い 、 っ て
い う 話 も し な が ら 。 彼 女 よ り も 大 分 年 上 の 人 と か も っ と 若 い 人 が 、
就 労 に 行 っ た り し て い る と こ ろ に ち ょ っ と 目 を 向 け て ほ し い 、 っ て
い う 方 向 に 話 を も っ て い っ た り と か 。］。 ま た 、 利 用 者 の 夢 に 対 し て
は 、 挑 戦 で き そ う な も の へ の チ ャ レ ン ジ を 勧 め た ［ あ な た の 思 い は
全 く 捨 て る 必 要 性 は な い し 、… (中 略 )… (小 さ な こ と か ら チ ャ レ ン ジ
を )続 け て い っ た ら い い し 、 っ て い う こ と は 話 し な が ら ］。 そ し て 、
チ ャ レ ン ジ し て も 思 い 通 り に な ら な い こ と も あ る 中 で 、 チ ャ レ ン ジ
の 仕 方 に つ い て 話 し 合 っ た ［ 本 人 は ( チ ャ レ ン ジ し た ら )、 全 て 採 用
に な っ て ほ し い っ て い う 希 望 が も の す ご く あ っ た ん で 。 で も 、 そ こ
で 落 ち る っ て い う こ と も や っ ぱ り あ る か ら っ て ( 話 を し た ) 。 ○ ○ に
な り た い 、 け ど 落 ち る 。 な か な か う ま く い か な い っ て い う 中 で 、 両
方 ど う う ま く 使 っ て い く の か な っ て い う と こ ろ で 、 本 人 と は 話 し 合
い し な が ら 。］。 結 果 、 利 用 者 は 就 労 に 向 け た 活 動 を 始 め た 。  
つ ま り 研 究 参 加 者 B は 、職 種 へ の こ だ わ り か ら 就 労 訓 練 に 移 行 で
き な い 利 用 者 に 、 将 来 の 夢 は 追 い な が ら も 、 現 実 的 な 就 労 に 目 を 向
け る よ う 交 渉 す る 中 で 、 就 労 に 向 け た 活 動 に 向 け て ＜ 停 滞 か ら 引 っ
張 る ＞ と い う 〔 巧 み に 乗 せ る 〕 交 渉 行 動 群 を 用 い て 交 渉 し た 。  
 
２ .  〔 い っ た ん 添 う 〕 交 渉 行 動 群  
研 究 参 加 者 は 交 渉 に つ い て 語 る と き に 、い っ た ん は 提 案 を 保 留 し 、
交 渉 相 手 の 意 向 に 添 う こ と で 動 機 づ け て い く 、 と い う 〔 巧 み に 乗 せ
る 〕 交 渉 行 動 群 に つ い て 触 れ た 。  
こ れ は 、 ＜ 押 さ ず に 見 守 る ＞ ＜ い っ た ん 方 針 を 隠 す ＞ ＜ 敢 え て 意
向 に 添 い 続 け る ＞ と い う 3 つ の 交 渉 行 動 を 含 ん だ (表 3 参 照 )。 以 下
に 、 交 渉 行 動 ご と に 具 体 的 な 内 容 を 説 明 す る 。  
 
１ ）  ＜ 押 さ ず に 見 守 る ＞ 交 渉 行 動  
＜ 押 さ ず に 見 守 る ＞ と は 、交 渉 相 手 が 自 分 の 意 思 で チ ャ レ ン ジ す
る こ と や 、 反 対 に 何 も せ ず に 留 ま る こ と に 対 し て も 、 介 入 せ ず に じ
っ と 見 守 っ て 動 機 づ け ら れ る の を 待 つ こ と で あ る 。  
45 
看 護 師 は 、交 渉 相 手 が 自 ら の 意 思 で チ ャ レ ン ジ し て い る 時 、反 対
に チ ャ レ ン ジ せ ず に 立 ち 止 ま っ て し ま う 時 、 看 護 師 の 提 案 と は 反 対
の 形 で チ ャ レ ン ジ し て は 失 敗 す る 時 も 、介 入 せ ず に じ っ と 見 守 っ た 。
特 に 、 交 渉 相 手 が 立 ち 止 ま っ て し ま う 時 、 看 護 師 は 引 っ 張 り た く な
る 気 持 ち を 我 慢 し 、 や る 気 が 起 こ る タ イ ミ ン グ が 訪 れ る ま で 待 っ て
い た 。ま た 、交 渉 相 手 が 自 己 決 定 で き る よ う に 、一 歩 引 い て 待 っ た 。
こ の よ う に 看 護 師 は 、 ＜ 押 さ ず に 見 守 る ＞ と い う 〔 い っ た ん 添 う 〕
交 渉 行 動 群 を 用 い て 交 渉 し て い た 。  
次 に 、病 棟 管 理 者 で あ る 研 究 参 加 者 D の 交 渉 を 説 明 す る 。研 究 参
加 者 D は 、い ざ と な る と 退 院 を 拒 む 交 渉 相 手 で あ る 患 者 が 、退 院 で
き る よ う 交 渉 す る 中 で 、 ＜ 押 さ ず に 見 守 る ＞ こ と を 行 っ た 。 研 究 参
加 者 D ら の チ ー ム は 、退 院 し た い と い う 患 者 の 意 向 が 確 認 で き た た
め 、 退 院 先 の 住 ま い を 探 し 始 め た 。 し か し 、 退 院 の 話 が 進 む と 、 患
者 は こ れ ま で と 同 様 に 突 然 退 院 し な い と 言 い 始 め た 。 そ の 時 、 研 究
参 加 者 D は 押 さ ず に 待 つ こ と に 決 め た ［ (退 院 先 の ア パ ー ト を 見 学
に 行 っ た 後 、 ふ さ ぎ 込 ん だ か ら )ど う し よ う か な と 思 っ て 。 … (中 略 )
… こ れ は 押 し た ら い い ん だ ろ う か 、引 い た 方 が い い ん だ ろ う か っ て 。
や っ ぱ り そ こ は 押 さ な い で い い ん じ ゃ な い か っ て い う こ と に し た ん
で す よ ね 。そ こ は 僕 の 判 断 で し た け ど 、「 何 か 押 し て い い こ と は 、ど
う も な い よ う な 気 が す る よ 。」っ て (ス タ ッ フ に 話 し た )。ま ず 待 と う
よ っ て い う の で 、 あ の 時 は 待 っ た と 思 い ま す 。］。 こ の よ う に 、 患 者
は 何 度 も 退 院 準 備 を 中 断 し た が 、研 究 参 加 者 D は 押 し て も 上 手 く い
か な い と 考 え 、 逸 る 気 持 ち を 抑 え て 、 我 慢 す る 必 要 が あ る と 考 え た
［ 最 終 、意 思 決 定 も 含 め て 、“ こ う し な さ い ”っ て い う こ と は 言 わ な
か っ た の が よ か っ た な 、っ て い う 感 じ で す 。… (中 略 )… 待 ち ま す よ 。
押 し て も 多 分 失 敗 す る の が 分 か っ て い る か ら で す よ ね 。 多 分 、 ど っ
か で 患 者 さ ん の タ イ ミ ン グ っ て い う の は あ る ん だ と 思 う ん で す 。 …
(中 略 )… 気 持 ち と し て 、 や っ ぱ り み ん な 、 頑 張 っ て や っ て い る 人 は
応 援 し た く な っ ち ゃ う か ら 、 そ こ の と こ ろ で す よ ね 。 う ま く い き か
け た と こ ろ で 、 ち ょ っ と 患 者 さ ん が 立 ち 止 ま っ た 時 に 、 押 さ な い で
我 慢 し て い ら れ る か ど う か 。 そ れ 大 事 か な っ て や っ ぱ 思 い ま す 。］。
同 様 に 、研 究 参 加 者 D は 患 者 が 順 調 な 時 も 押 さ ず に 見 守 っ た［ 外 泊
か ら 帰 っ て き て 、 ち ょ っ と 心 配 だ っ た ん で す け ど 、 … ( 中 略 )… あ え
て 声 を 掛 け ず に 。 … ( 中 略 )… 言 い た か っ た ら な ん か 言 う だ ろ う な 、
と ( 思 っ て い た )。 だ か ら 、 姿 だ け 見 せ て お こ う と 。 ( 病 棟 で 患 者 が 、
研 究 参 加 者 Ｄ の 目 の 前 を )通 り 過 ぎ て 、 通 り 過 ぎ て 、 2 回 目 通 り 過 ぎ
る と き に ニ ヤ と 笑 い な が ら 「 大 丈 夫 で し た よ 。」 っ て (言 っ て 来 た ) 。
… (中 略 )… も う そ れ 以 上 、要 ら な い こ と は 何 も 言 わ な い (と 思 っ た )。］。
こ の よ う に し て 、 患 者 は 退 院 す る こ と が で き た 。  
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つ ま り 研 究 参 加 者 D は 、患 者 が 退 院 で き る よ う 交 渉 す る 中 で 、必
要 な こ と だ け 勧 め て お き 、 後 は 患 者 が 立 ち 止 ま っ て も 、 上 手 く い っ
て い て も ＜ 押 さ ず に 見 守 る ＞ と い う 〔 い っ た ん 添 う 〕 交 渉 行 動 群 を
用 い て 交 渉 し た 。  
 
２ ）  ＜ い っ た ん 方 針 を 隠 す ＞ 交 渉 行 動  
＜ い っ た ん 方 針 を 隠 す ＞ と は 、 看 護 師 の 方 針 を 、 交 渉 相 手 や 家 族
に 意 識 さ せ な い よ う に 隠 し 、 交 渉 相 手 に 合 わ せ て い る ふ り を す る こ
と で 徐 々 に 動 機 づ け る こ と で あ る 。  
看 護 師 は 、 た と え 退 院 や 通 所 の 見 通 し を 立 て て い て も 、 交 渉 相 手
に は 何 も 考 え て い な い ふ り を し て 方 針 を 隠 し 、 次 の ス テ ッ プ を 意 識
さ せ な い よ う に し た 。 こ れ は 、 交 渉 相 手 と 目 標 や 計 画 を 立 て る と き
に 行 わ れ て い た 。 こ の よ う に 看 護 師 は 、 ＜ い っ た ん 方 針 を 隠 す ＞ と
い う 〔 い っ た ん 添 う 〕 交 渉 行 動 群 を 用 い て 交 渉 し た 。  
次 に 、 病 棟 看 護 師 で あ る 研 究 参 加 者 F の 交 渉 に つ い て 説 明 す る 。
研 究 参 加 者 F は 、交 渉 相 手 で あ る 患 者 に 退 院 す る よ う 交 渉 す る 中 で 、
＜ い っ た ん 方 針 を 隠 す ＞ こ と を 行 っ た 。 患 者 と 家 族 は 退 院 に 消 極 的
で あ り 、 入 院 が 長 引 い て い た 。 患 者 が 病 院 に 適 応 し 、 病 院 が 生 活 の
場 に な り か け て い た た め 、 研 究 参 加 者 F は 早 く 家 に 戻 さ な く て は な
ら な い と 考 え た 。 そ こ で 、 ま ず 病 院 内 で 実 施 し て い る 退 院 準 備 プ ロ
グ ラ ム へ の 参 加 を 勧 め た 。 こ の 時 、 退 院 を 嫌 が る 患 者 に 、 プ ロ グ ラ
ム へ の 参 加 が 退 院 と 直 結 し な い こ と を 保 証 し た 。 そ し て 全 て の プ ロ
グ ラ ム が 終 わ っ た こ ろ に 、 退 院 の 話 を 持 ち か け た ［ 退 院 準 備 プ ロ グ
ラ ム を 受 け た ら す ぐ 退 院 し な き ゃ い け な い っ て い う ふ う に み ん な 思
う み た い で 。彼 女 も こ れ 見 て 、「退 院 で き な い 。」「い い (し な い )。」み
た い な 感 じ だ っ た と 思 う ん で す け ど 。「ま ぁ 取 り あ え ず 、い ろ ん な こ
と を 勉 強 し て 、な ん か ち ょ っ と 外 に も み ん な で 行 け る よ 。」ぐ ら い の
導 入 だ っ た と 思 う ん で す 。難 し い 話 す る と 、す ぐ に 逃 げ ち ゃ う の で 。
「 こ れ に 行 く と 、な ん か 隣 の シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー に 行 け た り と か 、
な ん か み ん な で 少 し 外 出 で き る ら し い よ 。」ぐ ら い (の 説 明 )で 。… (中
略 )… こ の プ ロ グ ラ ム に 参 加 を し て 、す ぐ 退 院 と い う こ と は 絶 対 に な
い か ら 、 と い う こ と を 保 証 し た と 思 い ま す 。 … ( 中 略 )… 退 院 支 援 プ
ロ グ ラ ム が 終 わ っ た と こ ろ で 、「 (退 院 支 援 プ ロ グ ラ ム が )終 わ っ た し 、
そ ろ そ ろ お 父 さ ん や お 母 さ ん と 相 談 し な が ら 、 退 院 を 目 指 そ う か 。」
っ て い う 話 を 、 確 か し た と 思 う ん で す ね 。］。 同 じ よ う に 、 な か な か
病 院 に 来 な い 家 族 に 対 し て も 、 退 院 を 推 し 進 め る こ と は せ ず 、 関 係
が 構 築 で き て か ら 退 院 の 話 を 持 ち か け た ［ ( 家 族 へ の )働 き か け の 中
で 意 識 し て い た の は 、お 母 さ ん に (退 院 を )押 さ な い 。ま ず は 、全 部 お
母 さ ん の こ と を 受 け 入 れ る っ て い う の が 一 つ で 。 … (中 略 ) … 「 退 院
に つ い て 、率 直 に ど う 思 っ て る か っ て い う の を 教 え て く だ さ い 。」っ
47 
て い う こ と を 、 関 係 が 少 し で き て き た な と 思 っ た と こ ろ で 聞 い た ん
で す ね 。］。 こ の よ う に し て 、 患 者 と 家 族 は 退 院 を 受 け 入 れ る こ と が
で き た 。  
つ ま り 研 究 参 加 者 F は 、退 院 す る よ う 交 渉 す る 中 で 、患 者 に 退 院
を 勧 め る と い う 方 針 は 立 っ て い た が 、 退 院 に つ い て は 触 れ ず に ＜ い
っ た ん 方 針 を 隠 す ＞ と い う 〔 い っ た ん 添 う 〕 交 渉 行 動 群 を 用 い て 交
渉 し た 。  
 
３ ）  ＜ 敢 え て 意 向 に 添 い 続 け る ＞ 交 渉 行 動  
＜ 敢 え て 意 向 に 沿 い 続 け る ＞ と は 、 交 渉 相 手 と の 関 係 を 維 持 ・ 構
築 で き る よ う に 、 看 護 師 側 の 方 針 を い っ た ん 保 留 し 、 交 渉 相 手 の 意
向 を 優 先 し て 関 わ り 、 動 機 づ け る こ と で あ る 。  
看 護 師 は 、 交 渉 相 手 と の 関 係 を 構 築 す る た め 、 看 護 師 と 関 わ り た
く な い と い う 交 渉 相 手 の 気 持 ち や 、 人 と の 距 離 感 を 尊 重 し た 。 そ し
て 、 交 渉 相 手 の 意 思 を 最 優 先 と し た 関 わ り で 、 控 え 目 に ゆ っ く り と
関 係 作 り を し な が ら 動 機 づ け て い た 。 ま た 、 将 来 に わ た っ た 関 係 性
を 維 持 す る た め に も 、 看 護 師 に 決 め ら れ る の で は な く 、 交 渉 相 手 が
自 分 自 身 で 決 定 し 、 自 己 責 任 を 負 う こ と が 大 切 だ と 考 え た 。 そ の た
め 、 た と え 看 護 師 の 意 向 と 異 な る こ と で あ っ て も 、 交 渉 相 手 が 自 己
決 定 す る こ と を 優 先 し た 。 こ の よ う に 、 看 護 師 は ＜ 敢 え て 意 向 に 添
い 続 け る ＞ と い う 〔 い っ た ん 添 う 〕 交 渉 行 動 群 を 用 い て 交 渉 し た 。  
次 に 、デ イ ケ ア 管 理 者 で あ る 研 究 参 加 者 A の 交 渉 を 説 明 す る 。研
究 参 加 者 A は 、交 渉 相 手 で あ る 利 用 者 が デ イ ケ ア メ ン バ ー と 上 手 く
関 わ れ る よ う に 交 渉 す る 中 で 、 ＜ 敢 え て 意 向 に 添 い 続 け る ＞ こ と を
行 っ た 。利 用 者 は 、デ イ ケ ア メ ン バ ー と 研 究 参 加 者 A ら に 妄 想 を 抱
い て 関 わ り を 拒 み 、 デ イ ケ ア に 通 え な く な っ た 。 研 究 参 加 者 A は 、
関 わ り を 拒 む 利 用 者 の 思 い を 尊 重 し 、直 接 的 に 関 わ る こ と を や め た 。
代 わ り に 、 外 来 カ ル テ を 見 た り 、 医 師 か ら 情 報 を 取 っ た り し て 敢 え
て 間 接 的 に 関 わ り 続 け た ［ デ イ ケ ア で 3 年 も い て 育 ん だ 友 情 と か を
壊 し て ほ し く な い で す よ ね 。 … (中 略 )… 2 年 間 は (利 用 者 が デ イ ケ ア
に )来 な く て も 、じ ー っ と 見 て 。間 で カ ル テ を 見 て 、先 生 に も 聞 い て 。
作 業 所 で も 他 の デ イ ケ ア で も 行 け て い た ら 全 然 O K な ん で す よ 。 親
と も そ の 間 (来 れ な い 間 )は 話 し た 。… (中 略 )… も う ア プ ロ ー チ は ず っ
と し て る 。ず ー っ と 絶 え 間 な く 。… (中 略 )… (外 来 で )話 し か け に 行 っ
て も 逃 げ る か ら 、手 紙 に し た り ね 。「お 盆 の 時 期 が 来 た け ど 、家 族 と
折 り 合 い よ く で き て る ？ 。」 と か 。 … ( 中 略 )… (デ イ ケ ア に )戻 っ て 来
ら れ る よ う に 環 境 を 整 え て 、「 み ん な 待 っ て る よ 。」 っ て 一 言 添 え て
る 。］。 こ の よ う に 、 直 接 的 な 関 わ り を 控 え て 間 接 的 な 関 わ り を 続 け
た 結 果 、 利 用 者 は 再 び デ イ ケ ア に 通 え る よ う に な っ た 。  
つ ま り 研 究 参 加 者 A は 、利 用 者 が デ イ ケ ア メ ン バ ー と 上 手 く 関 わ
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る こ と が で き る よ う に 交 渉 す る 中 で 、 関 わ り を 拒 む 利 用 者 に 対 し 、
直 接 的 な 関 わ り を や め 、 ＜ 敢 え て 意 向 に 添 い 続 け る ＞ と い う 〔 い っ
た ん 添 う 〕 交 渉 行 動 群 を 用 い て 交 渉 し た 。  
 
３ .  〔 対 峙 す る 〕 交 渉 行 動 群  
研 究 参 加 者 は 交 渉 に つ い て 語 る と き に 、 必 要 性 を 見 極 め 、 包 み 隠
さ ず に 本 音 で 意 見 し 、 交 渉 相 手 を 動 機 づ け る 、 と い う 〔 対 峙 す る 〕
交 渉 行 動 群 に つ い て 触 れ た 。  
こ れ は 、 ＜ 見 極 め て 本 音 で 迫 る ＞ ＜ 敢 え て 毅 然 と 関 わ る ＞ と い う
の 2 つ の 交 渉 行 動 を 含 ん だ (表 3 参 照 )。 以 下 に 、 交 渉 行 動 ご と に 具
体 的 な 内 容 を 説 明 す る 。  
 
１ ）  ＜ 見 極 め て 本 音 で 迫 る ＞ 交 渉 行 動  
＜ 見 極 め て 本 音 で 迫 る ＞ と は 、交 渉 相 手 の 特 性 や 関 係 性 を 見 極 め 、
本 音 を 引 き 出 す た め に 本 音 で 迫 り 、 動 機 づ け る こ と で あ る 。  
看 護 師 は 、 交 渉 相 手 と の 関 係 性 が 構 築 さ れ て い る こ と や 、 人 の 意
見 に 耳 を 傾 け ら れ る 力 を 見 極 め 、 聞 き づ ら い こ と を 聞 い た り 、 本 音
で 意 見 し た り 、厳 し く 指 導 し た り し て 、自 己 表 現 と 気 づ き を 促 し た 。
ま た 、 交 渉 相 手 の 本 音 が 分 か ら な い と き は 、 看 護 師 自 身 も 意 図 的 に
本 音 を 伝 え 、 本 音 で 体 当 た り し て 関 わ っ て い た 。 こ の よ う に 、 看 護
師 は ＜ 見 極 め て 本 音 で 迫 る ＞ と い う 〔 対 峙 す る 〕 交 渉 行 動 群 を 用 い
て 交 渉 し て い た 。  
次 に 、デ イ ケ ア 管 理 者 で あ る 研 究 参 加 者 L の 交 渉 を 説 明 す る 。研
究 参 加 者 L は 、交 渉 相 手 で あ る 利 用 者 に 、ト ラ ブ ル 相 手 と の 調 整 を
諦 め る よ う 交 渉 す る 中 で 、 ＜ 見 極 め て 本 音 で 迫 る ＞ こ と を 行 っ た 。
利 用 者 は 、 デ イ ケ ア メ ン バ ー と の 間 で 金 銭 的 な ト ラ ブ ル が 起 こ り 、
ト ラ ブ ル 相 手 へ の 処 分 を 求 め 続 け た 。 デ イ ケ ア と し て で き 得 る 調 整
を 全 て 行 っ た 研 究 参 加 者 L は 、 利 用 者 の 辛 さ は 理 解 で き る も の の 、
利 用 者 が こ れ 以 上 ど う に も な ら な い こ と に 気 づ き 、 前 に 進 む こ と が
で き る よ う に 本 音 で 関 わ っ た ［ す ご い (精 神 状 態 に ) 波 が あ る 時 に 、
… (中 略 ) … わ が ま ま な 、 か な り 勝 手 な 言 い 分 が あ っ た り す る ん だ け
ど 、 そ の 時 に そ れ を 全 部 聞 い て し ま う と 、 ま す ま す エ ス カ レ ー ト し
て い く か な 、 っ て (思 う ) 。 … (中 略 )… ( 利 用 者 が 「 ト ラ ブ ル 相 手 の も
の を 盗 ん で や る 。」と か「 死 ん で や る 。」と か 言 う 時 に )別 の と こ ろ に
連 れ て 行 っ て 、 ず っ と 説 得 と い う か 「 そ ん な 言 い 方 し て も も う し ょ
う が な い で し ょ う 。ど う に も な る も の で は な い で し ょ う 。」と い う 言
い 方 を し て 。(す る と 利 用 者 は )「 (研 究 参 加 者 L は )全 然 分 か っ て く れ
な い 。」と か 言 っ て 。 … (中 略 )… 後 で 、 言 い す ぎ た か な っ て 悩 む ん だ
け ど 、 か わ い そ う と い う だ け で は 、 や っ ぱ り 彼 は 立 ち 直 れ な い し 。
病 気 と い う の は あ る ん だ け ど 、 若 い 子 で は な か っ た の で 、 結 構 そ う
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い う ふ う な 形 で ず っ と 関 わ り を 持 っ て 。］。 ま た 、 こ の よ う な 関 わ り
は 、 利 用 者 と の 関 係 性 が 構 築 さ れ て い る と い う 判 断 か ら 生 ま れ た も
の で も あ っ た ［ 落 ち 着 い て い る 時 に は 言 わ な い ん だ け ど 、 何 か あ っ
た 時 に 、 (ト ラ ブ ル 相 手 に )裏 切 ら れ た っ て い う 傷 (が 再 び 出 て く る )。
も う 彼 と は 人 間 関 係 が で き て い る 、 と い う 思 い で 、 親 の 立 場 的 に な
っ て 厳 し く ｛ や や 強 く ｝、「 そ う い う 行 動 (ト ラ ブ ル 相 手 へ の 要 求 ) は
誰 か ら も 認 め ら れ な い 。」 と い う の を 結 構 言 っ て い た ん で す よ ね 。］。
こ の よ う な 関 わ り を 続 け 、 利 用 者 は 長 い 時 間 を か け て 、 次 第 に ト ラ
ブ ル 相 手 へ の 処 分 を 求 め る こ と を 諦 め た 。  
つ ま り 、研 究 参 加 者 L は 、ト ラ ブ ル 相 手 へ の 処 分 を 諦 め る よ う に 、
利 用 者 に 交 渉 す る 中 で 、 本 音 で 関 わ る こ と が で き る 関 係 性 で あ る か
＜ 見 極 め て 本 音 で 迫 る ＞ と い う 〔 対 峙 す る 〕 交 渉 行 動 群 を 用 い て 交
渉 し た 。  
 
２ ）  ＜ 敢 え て 毅 然 と 関 わ る ＞ 交 渉 行 動  
＜ 敢 え て 毅 然 と 関 わ る ＞ と は 、 交 渉 相 手 の 意 思 や 関 係 性 が ど の よ
う な も の で あ ろ う と も 、 社 会 や 施 設 の ル ー ル に そ ぐ わ な い こ と や 、
交 渉 相 手 の 健 康 を 阻 害 す る 危 機 的 な こ と に 関 し て は 、 交 渉 相 手 の 意
思 を 優 先 す る の で は な く 、 毅 然 と 関 わ っ て 気 づ き を 促 し 、 動 機 づ け
る こ と で あ る 。  
看 護 師 は 、 交 渉 相 手 か ら の 無 理 な 要 望 に は 、 で き な い こ と を 明 確
に 伝 え た り 、 意 見 を し た り し た 。 ま た 、 社 会 的 に 許 さ れ な い 行 為 の
場 合 は 、 た と え 信 頼 関 係 が 構 築 さ れ て い な く て も 、 毅 然 と し た 態 度
で 意 見 を し て 関 わ り 、 時 に は 交 渉 相 手 に 代 わ っ て 看 護 師 や 家 族 が 判
断 を し た 。 加 え て 、 看 護 師 と の 関 わ り を 拒 絶 す る 交 渉 相 手 で あ っ て
も 、 必 要 な 場 合 は 交 渉 相 手 が 断 る こ と が で き な い よ う に 関 わ り を 押
し 込 む こ と も し た 。 人 と の 関 わ り が 苦 手 で 頻 繁 な 訪 問 看 護 を 嫌 が る
交 渉 相 手 に は 、 敢 え て 頻 繁 な 訪 問 看 護 を 導 入 し た 。 こ の よ う に 、 看
護 師 は ＜ 敢 え て 毅 然 と 関 わ る ＞ と い う 〔 対 峙 す る 〕 交 渉 行 動 群 を 用
い て 交 渉 し て い た 。  
次 に 、訪 問 看 護 師 で あ る 研 究 参 加 者 C の 交 渉 を 説 明 す る 。研 究 参
加 者 C は 、交 渉 相 手 で あ る 利 用 者 に 暴 力 を や め る よ う に 交 渉 す る 中
で 、 ＜ 敢 え て 毅 然 と 関 わ る ＞ こ と を 行 っ て い た 。 研 究 参 加 者 C は 、
利 用 者 が 自 分 の 暴 力 は 正 当 な も の あ る と 認 識 し て い る こ と を 読 み 取
っ て い た 。 さ ら に 、 医 療 チ ー ム は 利 用 者 の こ と が 怖 く て は っ き り と
意 見 を 言 え な い 状 況 に な っ て お り 、 利 用 者 と 信 頼 関 係 が 構 築 で き て
い な い と 判 断 し た 。そ の た め 研 究 参 加 者 C は 、た と え 信 頼 関 係 が 構
築 さ れ て い な く て も 、 自 分 が 利 用 者 に 厳 し く 言 う 必 要 が あ る と 考 え
た［ み ん な (利 用 者 の こ と が )怖 い か ら 、本 人 に“ こ れ は し な い と い け
な い ”と か 言 う 人 が 少 な か っ た み た い で す 。… (中 略 )… 普 通 、き つ い
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こ と 言 わ れ る の っ て 、 初 対 面 の 人 じ ゃ 難 し い じ ゃ な い で す か 。 関 係
が あ る 人 の 間 で な さ れ る の が ベ ス ト な ん で す よ 。 で も 、 誰 も 本 人 と
の 関 係 築 け て な く て ね 。｛ 間 ｝特 に 初 回 の 時 は (信 頼 )関 係 築 け て な い
か ら 、 (き つ い こ と を 言 う の は )あ ま り 望 ま し く な い の は 分 か っ て い
た ん で す け ど 、誰 一 人 本 人 に は っ き り 、「あ な た は 何 が 問 題 で 、今 後
こ う い う こ と や っ て い た ら 、 こ う い う こ と が 起 こ り う る か ら こ れ を
や り な さ い 。」っ て 、言 い き っ て い る 人 が も う い な か っ た の で 。］。そ
こ で ま ず 、暴 力 を 繰 り 返 す 利 用 者 に 対 し 、研 究 参 加 者 C と 主 治 医 は 、
訪 問 看 護 を 退 院 の 条 件 と し 、 断 る こ と が で き な い よ う に 入 院 中 に 契
約 を 結 ん だ ［ 本 人 の 状 態 が あ ま り 変 わ り な く 、 １ カ 月 に 1 回 ぐ ら い
結 構 い ろ ん な 問 題 行 動 起 こ し て 。 入 院 し て て も 一 緒 (改 善 し な い ) だ
か ら っ て い う ん で 、 退 院 の 条 件 が 「 と り あ え ず 訪 問 看 護 を 受 け 、 外
来 は 週 に 1 回 来 な さ い 。」。 そ れ は 初 回 ( 入 院 の 時 )か ら そ う で 。 … (中
略 )… 大 物 に な れ ば な る ほ ど 、退 院 し た ら も う 絶 対 に 契 約 は 無 理 だ か
ら (入 院 中 に 訪 問 看 護 の 契 約 を す る ) 。］。 そ し て 、 暴 力 へ の 備 え を し
た う え で 、利 用 者 の 問 題 点 を は っ き り と 指 摘 し［ (こ れ ま で の 問 題 行
動 に つ い て 話 し て い た 時 に )「 一 回 、 (幻 覚 で )警 察 が 介 入 し た よ う な
こ と が あ っ た ん で し ょ 。」 っ て 言 っ た ら 、「 誰 だ 、 そ ん な こ と 言 っ た
の は 。」っ て ま た 怒 鳴 っ て 。「え ？ で も カ ル テ に 書 い て あ っ た か ら ね 。」
っ て 話 を し て 。 … (中 略 ) … も う 好 き な よ う に 言 わ せ て も ら っ た ん で
す よ 。複 数 で (対 応 し て )、殴 ら れ て も い い 体 制 を と っ て い た の で｛ 笑 ｝、
必 要 な こ と は 言 わ せ て い た だ く っ て い う の で 。］、 利 用 者 が 怒 鳴 っ て
も 動 じ る 態 度 を 見 せ ず ［ ( 訪 問 看 護 の 契 約 の 時 に ) ず う っ と 怒 っ て い
る ん で す け ど 、 そ れ は そ れ で 置 い と い た ん で す ね 。 別 に 殴 り か か っ
て 来 そ う に も な か っ た し 、 な ん か 怒 っ て る け ど 座 っ て い る か ら 。］、
利 用 者 が 常 識 か ら 外 れ た こ と を 言 っ た 時 に は 率 直 に お か し い と い う
反 応 を 示 し た［ (人 を 殴 っ た け ど 、法 に 触 れ る よ う な こ と は し て い な
い と 利 用 者 が 言 う の で )思 わ ず 、 く っ く っ ｛ 笑 う 素 振 り ｝、 て な る じ
ゃ な い で す か 。「 ず い ぶ ん ず れ て る け ど 。」、 っ て 思 っ た ら 、「 何 を バ
カ に し て る ん だ 。」っ て ま た 怒 る 。］。こ の よ う な や り 取 り を 続 け て い
る う ち に 、 利 用 者 は 最 終 的 に 訪 問 看 護 の 契 約 に 応 じ た 。 そ し て 長 い
間 交 渉 し 続 け た 結 果 、 利 用 者 は 暴 力 を 振 る わ な い こ と を 自 ら 決 心 す
る に 至 っ た 。  
つ ま り 研 究 参 加 者 C は 、利 用 者 が 暴 力 を 振 る わ な い よ う に 交 渉 す
る 中 で 、 た と え 関 係 性 が 築 け て な く て も 、 社 会 的 に 許 さ れ な い 暴 力
に 対 す る 考 え に は ＜ 敢 え て 毅 然 と 関 わ る ＞ と い う 〔 対 峙 す る 〕 交 渉
行 動 群 を 用 い て 交 渉 し た 。  
 
V .  【 方 向 づ け 】 方 略  
【 方 向 づ け 】 方 略 と は 、 交 渉 成 立 に 向 け て 交 渉 相 手 を 動 機 づ け る
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た め に 、 交 渉 相 手 や 看 護 師 、 チ ー ム の 状 況 を 整 え 、 全 体 が 方 向 づ け
ら れ る よ う に 調 整 ・ 協 力 す る こ と で あ る 。  
こ れ は 、〔体 験 か ら 動 機 づ け て 固 め る 〕〔 方 針 を 共 有 す る 〕〔チ ー ム
を 調 整 す る 〕と い う 3 つ の 交 渉 行 動 群 を 含 ん だ (表 3 参 照 )。以 下 に 、
交 渉 行 動 群 ご と に 交 渉 行 動 を 用 い て 内 容 を 説 明 す る 。  
 
１ .  〔 体 験 か ら 動 機 づ け て 固 め る 〕 交 渉 行 動 群  
研 究 参 加 者 は 交 渉 に つ い て 語 る と き に 、 安 心 や 可 能 性 を 感 じ ら れ
る 体 験 、 失 敗 に よ り 気 づ く 体 験 を は じ め と し 、 多 様 な 体 験 を 積 み 重
ね ら れ る よ う に し て 気 持 ち の 変 化 を 促 す 、 と い う 〔 体 験 か ら 動 機 づ
け て 固 め る 〕 交 渉 行 動 群 に つ い て 触 れ た 。  
こ れ は 、 ＜ 体 験 を 積 み 重 ね て 固 め る ＞ ＜ 気 持 ち を 傾 け る た め に 仕
掛 け る ＞ と い う 2 つ の 交 渉 行 動 を 含 ん だ (表 3 参 照 )。 以 下 に 、 交 渉
行 動 ご と に 具 体 的 な 内 容 を 説 明 す る 。  
 
１ ）  ＜ 体 験 を 積 み 重 ね て 固 め る ＞ 交 渉 行 動  
＜ 体 験 を 積 み 重 ね て 固 め る ＞ と は 、 安 心 や 可 能 性 を 感 じ ら れ る 体
験 、 失 敗 に よ り 気 づ く 体 験 を は じ め と し 、 多 様 な 体 験 を 積 み 重 ね て
変 化 へ の 気 持 を 固 め る こ と で あ る 。  
看 護 師 は 、 交 渉 相 手 が 動 機 づ け ら れ る よ う 、 仲 間 や 周 囲 の 人 に 受
け 入 れ ら れ 、 上 手 く い く 肯 定 的 な 体 験 を 何 度 も 積 め る よ う に し て 、
安 心 感 と 自 信 、 自 分 の 可 能 性 を 感 じ ら れ る よ う に し た 。 ま た 、 家 族
に 対 し て は 、 交 渉 相 手 と 安 心 し て 過 ご す こ と が で き る 場 を 繰 り 返 し
作 り 、 退 院 へ 気 持 ち が 傾 く よ う に し た 。 ま た 反 対 に 、 交 渉 相 手 が 失
敗 体 験 を 積 み 重 ね る こ と で 、 現 在 の 方 法 で は 失 敗 す る こ と に 気 づ く
よ う 体 験 す る 機 会 を 奪 わ ず 見 守 っ た 。 つ ま り 看 護 師 は 、 交 渉 相 手 ら
が 自 ら 体 験 す る こ と に 重 き を 置 い て い た 。 こ の よ う に 看 護 師 は 、 ＜
体 験 を 積 み 重 ね て 固 め る ＞ と い う 〔 体 験 か ら 動 機 づ け て 固 め る 〕 交
渉 行 動 群 を 用 い て 交 渉 し た 。  
次 に 、デ イ ケ ア 管 理 者 で あ る 研 究 参 加 者 O の 交 渉 を 説 明 す る 。研
究 参 加 者 O は 、交 渉 相 手 で あ る 利 用 者 が 入 院 を 繰 り 返 さ な い よ う に 、
将 来 の 目 標 を 引 き 出 そ う と 交 渉 す る 中 で 、 ＜ 体 験 を 積 み 重 ね て 固 め
る ＞ こ と を 行 っ た 。研 究 参 加 者 O は 、交 渉 相 手 で あ る 利 用 者 を 含 め
た デ イ ケ ア メ ン バ ー の 好 み の プ ロ グ ラ ム を 作 り 、 自 分 の 好 き な こ と
を 安 心 し て 語 り 合 え る よ う に し た ［ や り た い こ と ( に つ い て 話 す ) の
前 に 、自 分 が 好 き な こ と の 話 に 参 加 す る っ て い う の が 大 事 な ん で す 。
例 え ば ○ ○ に つ い て 、 好 き な 人 は 幾 ら で も 話 し た く な る わ け で す 。
そ っ ち が 大 事 な ん で す よ ね 。周 り の 人 と 響 き 合 う 内 容 が 出 て く る と 、
「 あ あ 、 (話 し て )良 か っ た 。」 っ て な る わ け で す 。 ･ ･ ･ ( 中 略 ) ･ ･ ･一 番
は 、 そ れ ( 自 分 の 好 き な こ と ) を し ゃ べ っ て も 馬 鹿 に さ れ な い っ て い
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う 空 間 を 作 る こ と で す か ね 。･ ･ ･ (中 略 ) ･ ･ ･好 き な こ と を 表 明 し あ え る
っ て い う こ と が 大 事 で 、 そ こ か ら や り た い こ と っ て い う の は 自 然
と ･･ ･ (中 略 ) ･ ･ ･出 て く る わ け で す 。］。こ の よ う に し て 利 用 者 は 、将 来
の 目 標 を 見 つ け て 取 り 組 む よ う に な っ た 。  
つ ま り 研 究 参 加 者 O は 、利 用 者 が 入 院 を 繰 り 返 さ な い た め に 、将
来 の 目 標 を 引 き 出 す よ う 交 渉 す る 中 で 、 仲 間 の 中 で 夢 を 語 り あ い 、
共 鳴 し 合 う よ う な ＜ 体 験 を 積 み 重 ね て 固 め る ＞ と い う 〔 体 験 か ら 動
機 づ け て 固 め る 〕 交 渉 行 動 群 を 用 い て 交 渉 し た 。  
 
２ ）  ＜ 気 持 ち を 傾 け る た め に 仕 掛 け る ＞ 交 渉 行 動  
＜ 気 持 ち を 傾 け る た め に 仕 掛 け る ＞ と は 、 交 渉 相 手 が 動 機 づ け ら
れ る よ う に 、 取 り 組 む こ と が で き る 体 制 を あ ら か じ め 整 え て 、 変 化
へ の 気 持 を 固 め る こ と で あ る 。  
看 護 師 は 、 交 渉 相 手 が 肯 定 的 成 功 体 験 か ら 学 び 、 将 来 の 目 標 や 夢
を 実 現 し て い け る よ う に 、チ ャ レ ン ジ し や す い プ ロ グ ラ ム を 準 備 し 、
選 択 肢 の 一 つ と し て 交 渉 相 手 に 提 示 し た 。 ま た 、 日 常 的 な 出 来 事 を
活 用 し て タ イ ム リ ー に 動 機 づ け る た め に 、 定 期 的 に 関 わ る こ と が で
き る 体 制 を あ ら か じ め 準 備 す る こ と も あ っ た 。 こ の よ う に 、 看 護 師
は ＜ 気 持 ち を 傾 け る た め に 仕 掛 け る ＞ と い う 〔 体 験 か ら 動 機 づ け て
固 め る 〕 交 渉 行 動 群 を 用 い て 交 渉 し た 。  
次 に 、 デ イ ケ ア の 管 理 者 で あ る 研 究 参 加 者 O の 交 渉 を 説 明 す る 。
研 究 参 加 者 O は 、交 渉 相 手 で あ る 利 用 者 が 入 院 を 繰 り 返 さ な い た め
に 、 将 来 の 目 標 を 引 き 出 そ う と 交 渉 す る 中 で 、 ＜ 気 持 ち を 傾 け る た
め に 仕 掛 け る ＞ こ と を 行 っ た 。研 究 参 加 者 O は 、交 渉 相 手 で あ る 利
用 者 を 含 め た デ イ ケ ア メ ン バ ー が 、 目 標 に 向 か っ て 取 り 組 む こ と が
で き る よ う に プ ロ グ ラ ム を 作 っ た ［ ( 病 院 の )外 に 出 る た め の プ ロ グ
ラ ム と い う か 、 仕 掛 け を 作 る 必 要 が あ る な と 思 っ た の で 、 … (中 略 )
… 一 つ は ○ ○ 料 理 勉 強 会 を 作 っ た ん で す 。 ○ ○ が 好 き な 人 た ち が 集
ま る よ う な 場 を 作 っ て 、僕 が 司 会 (を し て 話 し 合 っ た )。「 ど こ の お 店
に 行 き た い ？ 。」と か 聞 い て 。… (中 略 )… で 、(あ る レ ス ト ラ ン の マ ス
タ ー に )取 材 を す る こ と に し た ん で す 。］。利 用 者 は 仲 間 と の 経 験 を 重
ね 、研 究 参 加 者 O に 、見 学 し た レ ス ト ラ ン の 店 長 の よ う に な り た い
と 話 す よ う に な っ た 。研 究 参 加 者 O は 、こ の よ う な 状 況 に な る こ と
を あ ら か じ め 予 測 し て お り 、 利 用 者 や そ の 他 の デ イ ケ ア メ ン バ ー が
取 り 組 む こ と が で き る よ う な 新 た な 仕 掛 け を あ ら か じ め 準 備 し て お
い た［ 僕 は そ の 話 (職 場 体 験 の 話 )を (利 用 者 に )す る 2 週 間 前 に 、実 は
そ こ の レ ス ト ラ ン に 「 こ う い う 所 で 職 場 体 験 っ て で き る も ん で す
か ？ 。」っ て (聞 い て 準 備 し て い た )。］。そ し て 研 究 参 加 者 O は 、利 用
者 が 持 っ て い る 選 択 肢 も 尊 重 し な が ら こ れ を 選 択 肢 の 一 つ と し て 提
示 し た［ 彼 に 幾 つ か 提 案 し た 中 で 、「病 院 の 近 く に さ 、レ ス ト ラ ン が
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あ る ん だ け ど 、そ こ で ち ょ っ と ウ エ イ タ ー や っ て み な い ？ 。」っ て (い
う 提 案 し た )。そ し た ら す ぐ (利 用 者 が )動 い た 。･ ･ ･ (中 略 ) ･ ･ ･選 択 肢 を
増 や す と い う こ と で す ね 、 提 案 と い う よ り は 。 ･ ･ (中 略 ) ･ ･ ･そ も そ も
彼 が 持 っ て い る 選 択 肢 が 幾 つ か あ る 中 に 1 個 増 や す っ て い う 感 覚 な
ん で す 。 … ( 中 略 ) … 彼 に と っ て 多 分 強 力 な 選 択 肢 だ ろ う な っ て い う
の も も ち ろ ん あ る ん で す よ 。 だ け ど そ の 提 案 の 仕 方 っ て い う の は 、
“ こ れ を や る か や ら な い か ”じ ゃ な く て 、“こ う い う の も あ る け ど ど
う 思 う ？ ” な ん で す 。 彼 は 自 分 に と っ て の 重 要 な 強 力 な 選 択 肢 だ っ
て 思 っ た か ら 、 や っ て み た わ け で す よ ね 。］。 利 用 者 は こ の 選 択 肢 を
選 び 、 デ イ ケ ア ス タ ッ フ の 支 援 を 得 な が ら 将 来 の 目 標 に 向 か っ て レ
ス ト ラ ン で 働 く 練 習 を 重 ね た 。  
つ ま り 研 究 参 加 者 O は 、利 用 者 が 入 院 を 繰 り 返 さ な い よ う 、目 標
を 引 き 出 そ う と 交 渉 す る 中 で 、利 用 者 の 気 持 ち の 変 化 を 促 す た め に 、
＜ 気 持 ち を 傾 け る た め に 仕 掛 け る ＞ と い う 〔 体 験 か ら 動 機 づ け て 固
め る 〕 交 渉 行 動 群 を 用 い て 交 渉 し た 。  
 
２ .  〔 方 針 を 共 有 す る 〕 交 渉 行 動 群  
研 究 参 加 者 は 交 渉 に つ い て 語 る と き に 、 交 渉 相 手 と チ ー ム の 状 況
を 整 え 、全 体 的 に 方 向 づ け ら れ る よ う に 調 整・協 力 す る 、と い う〔 方
針 を 共 有 す る 〕 交 渉 行 動 群 に つ い て 触 れ た 。  
こ れ は 、 ＜ 慎 重 に 方 針 を 編 み 出 す ＞ ＜ 方 針 に 乗 れ る よ う 周 到 に 根
回 し す る ＞ と い う 2 つ の 交 渉 行 動 を 含 ん だ (表 3 参 照 )。 以 下 に 、 交
渉 行 動 ご と に 具 体 的 な 内 容 を 説 明 す る 。  
 
１ ）  ＜ 慎 重 に 方 針 を 編 み 出 す ＞ 交 渉 行 動  
＜ 慎 重 に 方 針 を 編 み 出 す ＞ と は 、 タ イ ミ ン グ を 捉 え て 、 改 め て 交
渉 相 手 を 違 う 角 度 か ら 捉 え 直 し 、 時 間 を か け て 慎 重 に 方 針 を 立 て 、
方 針 を 共 有 し て チ ー ム を 方 向 づ け る こ と で あ る 。  
看 護 師 は 、 交 渉 が 上 手 く い か な い 時 や 、 こ れ ま で と 異 な る こ と が
あ っ た 時 に 、 交 渉 が 上 手 く い か な い 理 由 を 明 ら か に す る た め に 、 交
渉 相 手 の 全 体 像 を 捉 え 直 し 、 交 渉 相 手 と の 関 係 性 、 ケ ア の 仕 方 、 方
針 の 適 切 性 を 評 価 し た 。 こ の 際 、 看 護 師 は 自 ら の 先 入 観 を 取 り 払 っ
て 、 見 方 を ア レ ン ジ し て 多 角 的 に 事 象 を 捉 え 直 し 、 方 針 を 定 め 直 し
て 交 渉 を 進 め て い た 。 こ の よ う に 看 護 師 は 、 ＜ 慎 重 に 方 針 を 編 み 出
す ＞ と い う 〔 方 針 を 共 有 す る 〕 交 渉 行 動 群 を 用 い て 交 渉 し た 。  
次 に 、 病 棟 看 護 師 で あ る 研 究 参 加 者 I の 交 渉 を 説 明 す る 。 研 究 参
加 者 I は 、 交 渉 相 手 で あ る 患 者 が 退 院 で き る よ う 交 渉 す る 中 で 、 ＜
慎 重 に 方 針 を 編 み 出 す ＞ こ と を 行 っ た 。 研 究 参 加 者 I は 、 患 者 が 一
人 暮 ら し を で き る よ う に 退 院 準 備 を 進 め 、 試 験 外 泊 の た め の 連 絡 手
段 を 整 え よ う と し た 。 し か し 、 患 者 は 連 絡 手 段 を 整 え る 手 続 き に チ
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ャ レ ン ジ し て は 中 断 す る こ と を 繰 り 返 し た 。 そ こ で 、 研 究 参 加 者 I
は 病 棟 管 理 者 に 相 談 を し た が 、 連 絡 体 制 が 整 わ な い 中 で の 外 泊 に は
許 可 が 下 り な か っ た 。 患 者 は 手 続 き を 行 う こ と が で き ず 、 入 院 期 間
だ け が 延 び て い っ た 。 ジ レ ン マ を 感 じ た 研 究 参 加 者 I は 、 自 分 自 身
の 価 値 観 を 見 つ め 直 し た ［ 本 人 な り の こ だ わ り と か 、 戸 惑 い と か 、
将 来 の 不 安 と か が あ っ た の か な と 思 っ て 、 ( 自 分 の 方 が ) 諦 め た み た
い な と こ ろ あ り ま す ね 。 … ( 中 略 ) … 彼 女 の 言 い 分 も あ っ て 。 ま あ そ
れ で も 社 会 的 に は 通 用 し な い こ と で は な い な 、み た い な と こ ろ で 。］。
そ し て 、 連 絡 手 段 を 整 え る の で は な く 、 整 わ な い 中 で の 支 援 体 制 を
考 え る こ と に し た［ 連 絡 も 取 れ な い よ う な 状 態 に な る の で 、… (中 略 )
… 本 人 は そ の 時 は (連 絡 手 段 を 整 え る 手 続 き に )「 行 く 。」っ て 言 う け
ど 、 や っ ぱ り い ざ と な っ た ら 「 で き な い 。」 と か 「 嫌 だ 。」 と か 言 う
の で 。 も う 本 人 が そ ん な に 嫌 っ て 言 う ん だ っ た ら 、 … ( 中 略 )… も う
保 健 所 と か 援 助 者 の ほ う で 、 ど う い う 支 え が で き る か っ て い う こ と
を 、 も う 一 回 検 討 し て 。］。 こ の よ う に し て 、 患 者 は 自 分 が 望 む 形 で
の 退 院 を す る こ と が で き た 。  
つ ま り 研 究 参 加 者 I は 、 患 者 が 退 院 で き る よ う 交 渉 す る 中 で 、 何
度 繰 り 返 し て も 患 者 の 意 向 が 変 わ ら な か っ た り 、 で き な か っ た り す
る た め 、 ＜ 慎 重 に 方 針 を 編 み 出 す ＞ と い う 〔 方 針 を 共 有 す る 〕 交 渉
行 動 群 を 用 い て 交 渉 し た 。  
 
２ ）  ＜ 方 針 に 乗 れ る よ う に 周 到 に 根 回 し す る ＞ 交 渉 行 動  
＜ 方 針 に 乗 れ る よ う に 周 到 に 根 回 し す る ＞ と は 、交 渉 相 手 が 気 持
ち を 変 え て い く 過 程 を 支 え る た め に 、 あ ら か じ め チ ー ム メ ン バ ー に
根 回 し を し て 備 え 、 交 渉 相 手 と チ ー ム を 方 向 づ け る こ と で あ る 。  
看 護 師 は 、 交 渉 相 手 が 失 敗 を 通 し て 学 ぶ 体 験 を 確 保 す る 際 に 、 家
族 や 関 係 す る チ ー ム メ ン バ ー に 協 力 体 制 を 依 頼 し 、 最 低 限 の 安 全 性
を 確 保 し た 。 他 に 、 交 渉 相 手 に 提 案 を す る 際 に は 、 気 持 ち が 変 化 す
る よ う に 、 チ ー ム メ ン バ ー と 口 裏 を 合 わ せ る 手 は ず を 整 え て お く こ
と も あ っ た 。 つ ま り 、 看 護 師 は 交 渉 相 手 の 気 持 ち が 変 化 す る こ と を
支 え る た め に 、 周 到 に チ ー ム メ ン バ ー と 協 力 す る 体 制 を 整 え 、 備 え
て い た 。 こ の よ う に 看 護 師 は 、 ＜ 方 針 に 乗 れ る よ う に 周 到 に 根 回 し
す る ＞ と い う 〔 方 針 を 共 有 す る 〕 交 渉 行 動 群 を 用 い て 交 渉 し た 。  
次 に 、訪 問 看 護 師 で あ る 研 究 参 加 者 M の 交 渉 を 説 明 す る 。研 究 参
加 者 M は 、交 渉 相 手 で あ る 利 用 者 が 、周 囲 に 受 け 入 れ ら れ る 安 全 な
方 法 で 自 分 の 目 標 を 達 成 す る よ う に 交 渉 す る 中 で 、 ＜ 方 針 に 乗 れ る
よ う に 周 到 に 根 回 し す る ＞ こ と を 行 っ た 。研 究 参 加 者 M は 、恋 人 を
作 り た い と い う 利 用 者 の 目 標 を 達 成 す る た め に 、 施 設 に 通 所 す る こ
と を 提 案 す る こ と に し た 。 そ し て 、 通 所 し や す い 利 用 者 に 最 も 適 し
た 施 設 を 探 し 出 し 、準 備 し た 。そ れ か ら 研 究 参 加 者 M は 、利 用 者 の
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不 安 を 聴 き な が ら 、通 所 す る こ と に つ い て 何 度 も 話 を し た 。そ し て 、
通 所 す る 施 設 を 提 案 す る 際 に は 、 主 治 医 と 口 裏 を 合 わ せ た 上 で 、 利
用 者 の 希 望 に 最 も 合 う 施 設 を 主 治 医 と 相 談 し て 探 し た か の よ う に 説
明 し た 。［ (通 所 先 を 決 め る 時 に は )「 今 、先 生 に も 相 談 し た よ 。」っ て
(説 明 し た ) 。 (本 当 は 医 師 に )相 談 し て な い け ど ( 利 用 者 に は そ の よ う
に 言 っ た )。で も 嘘 つ い た ら い け な い か ら 、一 応「 先 生 、 (通 所 す る の
は ) こ こ が い い と 思 っ て る ん で す 。 ま た ( 利 用 者 に ) 何 か 聞 か れ た ら 、
『 こ こ が い い ん じ ゃ な い か な 。』っ て ( 研 究 参 加 者 Ｍ に )話 し た っ て 言
っ て お い て く だ さ い よ 。」 と か っ て 言 い な が ら ］。 次 に 利 用 者 が 通 所
す る こ と を 決 め た 後 は 、 丁 寧 に ア セ ス メ ン ト し て 準 備 を 整 え 、 通 所
施 設 に も 根 回 し を し た［ (利 用 者 が )ポ ッ と (通 所 先 に )行 っ て 、相 手 (ス
タ ッ フ )に 声 を か け な い と い け な い じ ゃ な い で す か 。敢 え て 、も う 最
初 か ら 担 当 を 付 け て も ら っ た ん で す よ ね 。 で 、「『 あ 、 ○ ○ さ ん が 来
る っ て こ と で 聞 い て た よ 、 私 が 担 当 で す 。』 っ て (利 用 者 に 言 っ て 下
さ い )。 そ う い う つ か み す ご い 大 事 な ん で す よ 、 お 願 い し ま す 。」 と
か っ て 言 っ て 根 回 し し て お い て 。 で 、 声 を 掛 け て も ら う 。 必 ず 声 を
掛 け て も ら う 。］。そ の 結 果 、利 用 者 は 施 設 に 通 所 で き る よ う に な り 、
目 標 で あ る 恋 人 も で き た 。  
つ ま り 研 究 参 加 者 M は 、利 用 者 が 周 囲 に 受 け 入 れ ら れ る 安 全 な 方
法 で 自 分 の 目 標 を 達 成 す る よ う に 交 渉 す る 中 で 、 利 用 者 が 新 た な 場
に な じ む こ と が で き る よ う 事 前 に 他 職 種 に 働 き か け 、 ＜ 方 針 に 乗 れ
る よ う に 周 到 に 根 回 し す る ＞ と い う 〔 方 針 を 共 有 す る 〕 交 渉 行 動 群
を 用 い て 交 渉 し た 。  
 
３ .  〔 チ ー ム を 調 整 す る 〕 交 渉 行 動 群  
看 護 師 は 交 渉 に つ い て 語 る と き に 、 自 分 自 身 と チ ー ム の 状 況 を 理
解 し 、 調 整 し て 方 向 づ け る 、 と い う 〔 チ ー ム を 調 整 す る 〕 交 渉 行 動
群 に つ い て 触 れ た 。  
こ れ は 、 ＜ チ ー ム 内 を 主 導 す る ＞ ＜ チ ー ム で 協 力 し 、 補 い 合 う ＞
＜ 自 己 理 解 し 、 コ ン ト ロ ー ル す る ＞ と い う の 3 つ の 交 渉 行 動 を 含 ん
だ (表 3 参 照 )。 以 下 に 、 交 渉 行 動 ご と に 具 体 的 な 内 容 を 説 明 す る 。  
 
１ ）  ＜ チ ー ム 内 を 主 導 す る ＞ 交 渉 行 動  
＜ チ ー ム 内 を 主 導 す る ＞ と は 、チ ー ム や 家 族 内 で 、そ れ ぞ れ の 思
い や 情 報 の 橋 渡 し を し た り 、 必 要 に 応 じ て チ ー ム メ ン バ ー を 調 整 し
た り し て 、 チ ー ム 内 で リ ー ダ ー シ ッ プ を 取 っ て 方 向 づ け る こ と で あ
る 。  
看 護 師 は 、 チ ー ム 内 、 交 渉 相 手 と 家 族 、 交 渉 相 手 と 主 治 医 の 間 に
立 っ て 、 情 報 や お 互 い の 思 い の 橋 渡 し を し た 。 チ ー ム 内 の 橋 渡 し と
し て は 、 病 棟 看 護 師 と 他 職 種 と の 情 報 の 伝 達 、 交 渉 相 手 に 長 い 期 間
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関 わ っ て い る 看 護 師 か ら そ う で な い 看 護 師 へ の 交 渉 相 手 の 情 報 の 伝
達 が あ っ た 。 ま た 、 不 安 定 な 病 状 や 家 族 関 係 の た め に 、 自 ら の 思 い
を 上 手 く 言 葉 で 伝 え る こ と の で き な い 交 渉 相 手 の 思 い を 汲 み 取 り 、
家 族 に 橋 渡 し を し て い た 。 反 対 に 、 退 院 に 際 し て 交 渉 相 手 に 言 い 難
い 家 族 の 気 持 ち を 、 看 護 師 が 代 弁 と い う 形 で 交 渉 相 手 に 橋 渡 し を す
る こ と も あ っ た 。 さ ら に 、 必 要 に 応 じ て チ ー ム メ ン バ ー を 増 や し た
り 、 変 更 し た り 、 減 ら し た り す る な ど の 調 整 も 行 っ て い た 。 こ の よ
う に 看 護 師 は 、＜ チ ー ム 内 を 主 導 す る ＞ と い う〔 チ ー ム を 調 整 す る 〕
交 渉 行 動 群 を 用 い て 交 渉 し て い た 。  
次 に 、 訪 問 看 護 師 で あ る 研 究 参 加 者 N の 交 渉 に つ い て 説 明 す る 。
研 究 参 加 者 N は 、引 き こ も り 状 態 に あ る 交 渉 相 手 で あ る 利 用 者 が 受
診 や 通 所 を で き る よ う に 交 渉 す る 中 で 、 ＜ チ ー ム 内 を 主 導 す る ＞ こ
と を 行 っ た 。 利 用 者 は 長 年 受 診 も で き な い ま ま 引 き こ も っ て お り 、
薬 の 量 ば か り が 増 え 、 状 態 の 改 善 が み ら れ て い な か っ た 。 訪 問 看 護
に よ っ て よ う や く 受 診 に た ど り 着 く こ と が で き た 時 、 研 究 参 加 者 N
は 、 薬 に よ る 利 用 者 の し ん ど さ を 汲 み 取 り 、 代 弁 と し て 主 治 医 に 伝
え た［「 先 生 、受 診 に 来 た か ら 、 (そ の 代 わ り に )薬 を 減 ら し て い っ て
ほ し い ん だ 。」っ て (伝 え た )。彼 女 が こ う や っ て 頑 張 っ て る 報 酬 と し
て ね 、 目 に 見 え る も の と し て 、 ( 薬 を ) 減 ら し て ほ し い っ て い う こ と
を 条 件 に お 願 い を し て い っ て 。］。 そ の 後 病 状 は 改 善 し 、 利 用 者 自 ら
の 希 望 で 施 設 に 通 所 す る ま で に 至 っ た 。 し か し 、 妄 想 的 に な っ て 怒
り 出 す こ と が あ り 、 な か な か 通 所 を 継 続 す る こ と が で き な か っ た 。
研 究 参 加 者 N は 、通 所 へ の 援 助 を 繰 り 返 す 中 で 、身 体 的 不 調 か ら 妄
想 的 に な る と い う 利 用 者 の 困 難 を 読 み 取 っ た 。 そ し て 、 利 用 者 の 怒
り っ ぽ い 理 由 を 周 囲 の 人 に 伝 え 、 利 用 者 が 生 活 し や す い よ う に し た
［ (利 用 者 が )勝 手 に 怒 っ て い る っ て (周 囲 が )思 っ て い る 状 態 の 時 に 、
実 は 彼 女 の 中 に こ う い う し ん ど さ が あ る ん で す っ て い う 代 弁 を ( 研
究 参 加 者 N が 周 囲 に し た )。 … (中 略 )… 彼 女 が 怒 っ た り 、 暴 言 吐 い た
り っ て い う こ と を 、(周 囲 の 人 が )す ご く 理 解 し 始 め て 。そ う な る と 、
周 り が や っ ぱ り ぴ り ぴ り し な い の で 、 彼 女 自 身 も 余 裕 が 出 て く る か
ら 、穏 や か な 人 に な っ て い く ん で す よ ね 。私 た ち (こ れ を )“ 解 き ほ ぐ
し ”っ て 言 っ た り す る ん で す け れ ど も 。］。こ の よ う に し て 利 用 者 は 、
自 分 の 希 望 に 沿 っ て 施 設 に 通 所 し た り 、 外 出 す る こ と に チ ャ レ ン ジ
し た 。  
つ ま り 研 究 参 加 者 N は 、引 き こ も り 状 態 に あ る 利 用 者 が 通 院 や 通
所 で き る よ う 交 渉 す る 中 で 、 利 用 者 の 思 い を 汲 み 取 っ て チ ー ム メ ン
バ ー に 伝 え る ＜ チ ー ム 内 を 主 導 す る ＞ と い う 〔 チ ー ム を 調 整 す る 〕
交 渉 行 動 群 を 用 い て 交 渉 し た 。  
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２ ）  ＜ チ ー ム で 協 力 し 、 補 い 合 う ＞ 交 渉 行 動  
＜ チ ー ム で 協 力 し 、 補 い 合 う ＞ と は 、 チ ー ム 内 で 連 携 し て 役 割 分
担 し 、 お 互 い に 補 い 合 っ て 、 チ ー ム 全 体 を 方 向 づ け る こ と で あ る 。  
看 護 師 は 、 看 護 チ ー ム 、 非 専 門 職 を 含 む 多 職 種 チ ー ム 、 家 族 と 情
報 や 方 針 に つ い て 共 有 し た 。 そ し て 、 相 談 し て 足 並 み を そ ろ え 、 お
互 い の 専 門 性 や 特 徴 を 生 か し て 役 割 分 担 を 行 っ て 協 力 し て い た 。 役
割 分 担 は 、 目 標 の 変 化 に 伴 い 変 更 し た 。 ま た 、 こ れ に は 看 護 チ ー ム
か ら 専 門 看 護 師 と し て コ ン サ ル テ ー シ ョ ン を 依 頼 さ れ る こ と 、 交 渉
相 手 と の 関 わ り に お け る つ ら い 気 持 ち を 看 護 チ ー ム 内 で 共 有 し て 気
持 ち を 立 て 直 す こ と も 含 ま れ た 。 な お 、 こ こ で は 家 族 も チ ー ム メ ン
バ ー と し て 捉 え ら れ て い た 。 こ の よ う に 看 護 師 は 、 ＜ チ ー ム で 協 力
し 、 補 い 合 う ＞ と い う 〔 方 針 を 共 有 す る 〕 交 渉 行 動 群 を 用 い て 交 渉
し た 。  
次 に 、訪 問 看 護 師 で あ る 研 究 参 加 者 K の 交 渉 を 説 明 す る 。研 究 参
加 者 K は 、交 渉 相 手 で あ る 利 用 者 が 、食 事 も ま ま な ら な い 状 態 か ら
生 活 を 立 て 直 す こ と が で き る よ う に 交 渉 す る 中 で 、 ＜ チ ー ム で 協 力
し 、 補 い 合 う ＞ こ と を 行 っ た 。 利 用 者 は 、 イ ラ イ ラ す る と き に は 研
究 参 加 者 K に 暴 言 を 吐 い た り 、訪 問 看 護 を キ ャ ン セ ル し た り 、主 治
医 に 訪 問 看 護 を や め た い と 訴 え る こ と が あ っ た 。 そ の た め 、 研 究 参
加 者 K は 辛 い 思 い を し て い た 。利 用 者 は 訪 問 看 護 以 外 の ケ ア を 受 け
て お ら ず 、 食 事 す ら ま ま な ら な い 生 活 を 続 け て い た 。 そ の た め 、 研
究 参 加 者 K は 、 訪 問 看 護 で ケ ア を 続 け る 必 要 が あ る と 考 え て い た 。
そ こ で 研 究 参 加 者 K は 、訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン の 看 護 師 や 主 治 医 に
自 分 の 辛 い 思 い を 話 し 、 チ ー ム メ ン バ ー か ら 理 解 さ れ る こ と で 、 利
用 者 に 関 わ り 続 け る 気 持 ち を 維 持 し 続 け た ［ 腹 も 立 つ し 、 ガ ッ カ リ
し た り も あ っ た し 、怖 い 思 い も し た り も し た 。… (中 略 )… 正 直 、そ れ
(暴 言 )を 1 人 で 受 け 続 け る っ て い う の も き つ い ん で 。 当 然 (訪 問 看 護
ス テ ー シ ョ ン に )帰 っ て 来 て ね 、ち ょ っ と 仲 間 に 言 っ た り 、主 治 医 に
言 っ た り は し ま す け ど 。 … ( 中 略 ) … 幸 い 、 部 署 の 中 で 一 緒 に 訪 問 や
っ て る 人 た ち と ね 、 共 有 し あ っ た り と か 。 先 生 は 分 か っ て く れ る と
か 。］。 こ の よ う に チ ー ム メ ン バ ー に 情 緒 的 に 支 え ら れ る こ と で 、 研
究 参 加 者 K は 異 動 す る ま で 利 用 者 へ の 訪 問 を 続 け 、利 用 者 も 地 域 で
の 生 活 を 続 け る こ と が で き た 。      
つ ま り 研 究 参 加 者 K は 、利 用 者 が 生 活 を 立 て 直 す こ と が で き る よ
う に 交 渉 す る 中 で 、利 用 者 か ら 受 け る 辛 い 思 い や 揺 ら ぐ 意 思 に 対 し 、
＜ チ ー ム で 協 力 し 、 補 い 合 う ＞ と い う 〔 方 針 を 共 有 す る 〕 交 渉 行 動
群 を 用 い て 交 渉 し た 。  
 
３ ）  ＜ 自 己 理 解 し 、 コ ン ト ロ ー ル す る ＞ 交 渉 行 動  
＜ 自 己 理 解 し 、 コ ン ト ロ ー ル す る ＞ と は 、 方 針 に 沿 っ て 交 渉 で き
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る よ う 、 看 護 師 が 自 分 自 身 の 特 性 や 気 持 ち を 理 解 し 、 気 持 ち や 関 わ
り 方 を コ ン ト ロ ー ル し て 、 チ ー ム の 一 員 で あ る 自 分 を 調 整 し 、 方 向
づ け る こ と で あ る 。  
看 護 師 は 、 自 分 自 身 の 対 人 関 係 の 傾 向 や 、 人 に 与 え る 印 象 、 交 渉
相 手 に 対 す る 気 持 ち を 振 り 返 り な が ら 交 渉 を 行 っ て い た 。 特 に 、 交
渉 相 手 が 退 院 を 迷 っ て い る 時 に は 、 交 渉 相 手 と 共 に 迷 う こ と が な い
よ う 、 自 分 自 身 の 気 持 ち を 正 し て い た 。 ま た 、 こ れ ま で の 経 験 で 培
っ た 、 交 渉 相 手 の 強 み に 注 目 し て 意 思 を 尊 重 す る と い う 価 値 観 や 、
交 渉 相 手 へ の 効 果 的 な 関 わ り 方 、 心 理 面 の 読 み 取 り 方 に 関 す る 知 識
に 沿 っ て 、 自 ら の 気 持 ち を 立 て 直 し 、 コ ン ト ロ ー ル し な が ら 交 渉 を
行 っ て い た 。 こ の よ う に 看 護 師 は 、 ＜ 自 己 理 解 し 、 コ ン ト ロ ー ル す
る ＞ と い う 〔 チ ー ム を 調 整 す る 〕 交 渉 行 動 群 を 用 い て 交 渉 し た 。  
次 に 、訪 問 看 護 師 で あ る 研 究 参 加 者 K の 交 渉 を 説 明 す る 。研 究 参
加 者 K は 、暴 言 を 吐 く 交 渉 相 手 で あ る 利 用 者 が 、自 宅 で の 生 活 を 維
持 で き る よ う に 交 渉 す る 中 で 、 ＜ 自 己 理 解 し 、 コ ン ト ロ ー ル す る ＞
こ と を 行 っ た 。 利 用 者 は 、 笑 顔 で 訪 問 看 護 を 受 け る 時 も あ っ た が 、
イ ラ イ ラ し て 研 究 参 加 者 K を 責 め る こ と が あ っ た 。研 究 参 加 者 K は 、
利 用 者 に 責 め ら れ て 辛 い 気 持 ち を 自 覚 し 、 自 分 の 気 持 ち を 切 り 替 え
て い た ［ 内 心 面 白 く な い で す よ ね 。 例 え ば 攻 撃 さ れ た り と か 、 否 定
さ れ た り と か 。 そ う い う ふ う に 言 わ れ る と や っ ぱ り 腹 も 立 つ し 、 何
な ん だ と 思 う こ と も あ り ま す し 、 次 の 訪 問 前 に ち ょ っ と 嫌 だ な と 思
っ た り も や っ ぱ り あ り ま し た け ど ･ ･ ･ ( 中 略 ) ･ ･ ･そ の 場 に 応 じ て っ て
い う こ と で 、 今 に し て 思 う と 、 自 分 で 気 持 ち を 切 り 替 え る よ う に し
て た の か な と は 思 う ん で す ね 。］。 具 体 的 に は 、 あ ま り 深 く 考 え な い
よ う に 努 力 し た り ［ 考 え て も 仕 様 が な い か ら (訪 問 に )行 っ て 、 態 度
と か 表 情 に 合 わ せ て や ろ う か な と か 。 ど っ ち か っ て い う と 、 そ っ ち
の ほ う が 多 か っ た で す か ね 。 あ ん ま り 考 え て も 仕 様 が な い な と 思 っ
て 。］、看 護 師 と し て の 意 地 を 発 揮 し た り［ 変 な 意 地 は あ り ま し た ね 。
何 と し て も 続 け る っ て い う ふ う な 。 最 初 に 継 続 看 護 だ っ て い う の 教
わ っ て 。 要 は 訪 問 切 っ た ら 本 当 に も う そ れ ま で じ ゃ な い で す か 。 他
(の 支 援 ) に 何 か つ な が っ て れ ば い い ん で す け ど 、 訪 問 切 っ た ら 外 来
し か な い と い う 感 じ で 。 そ う い う 人 を い か に 続 け る か っ て い う と こ
ろ が や っ ぱ り 大 事 だ と 思 っ た の で 。］、 時 に は 利 用 者 の 話 を 聞 き 流 し
た り し た ［ そ れ ( ス タ ッ フ を 責 め る 話 ) が 度 々 繰 り 返 さ れ る と 、 意 識
し て 傾 聴 し よ う と し な く て も 、 お 話 し す る こ と は 分 か る か ら 。 ち ょ
っ と ま と も に 聴 き 続 け た ら つ ら い な っ て い う と き は 、 う な ず き な が
ら あ ま り 聞 い て な い っ て い う ふ う な こ と を 、 技 術 と は 言 え ま せ ん が
や っ た り し て 。］。こ の よ う に し て 研 究 参 加 者 K は 、異 動 す る ま で の
間 、 利 用 者 の 生 活 を 整 え る た め に 訪 問 看 護 を 続 け る こ と が で き 、 利
用 者 も 地 域 生 活 を 続 け る こ と が で き た 。  
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つ ま り 研 究 参 加 者 K は 、利 用 者 が 自 宅 で の 生 活 を 維 持 で き る よ う
に 交 渉 す る 中 で 、 利 用 者 と の 関 わ り で 辛 い 思 い を し て も ＜ 自 己 理 解
し 、 コ ン ト ロ ー ル す る ＞ と い う 〔 チ ー ム を 調 整 す る 〕 交 渉 行 動 群 を
用 い て 交 渉 し た 。  
 
V I .  【 内 に 潜 む 可 能 性 と 本 音 の 追 究 】 方 略  
【 内 に 潜 む 可 能 性 と 本 音 の 追 究 】 方 略 と は 、 交 渉 を 始 め る に あ た
っ て 、 交 渉 相 手 を も て る 力 と 困 難 の 両 側 面 か ら 捉 え 、 言 葉 に さ れ な
い 本 音 や 苦 労 、 不 安 に つ い て 、 普 段 の 関 わ り の 中 か ら 意 識 的 に 拾 い
上 げ て 本 音 を 追 究 し 、 時 間 を か け て 可 能 性 を 見 立 て る こ と で あ る 。  
こ れ は 、〔 内 に 潜 む 本 音 を 汲 み 取 る 〕〔 広 く 可 能 性 を 見 立 て る 〕 と
い う 2 つ の 交 渉 行 動 群 を 含 ん だ (表 3 参 照 )。 以 下 に 、 交 渉 行 動 群 ご
と に 交 渉 行 動 を 用 い て 内 容 を 説 明 す る 。  
 
１ .  〔 内 に 潜 む 本 音 を 汲 み 取 る 〕 交 渉 行 動 群  
研 究 参 加 者 は 交 渉 を 語 る と き に 、 言 葉 に さ れ な い 本 音 や 苦 労 、 不
安 、 看 護 師 を は じ め と す る 周 囲 へ の 信 頼 感 を 、 普 段 の 関 わ り の 中 か
ら 時 間 を か け て 意 識 的 に 拾 い 上 げ て 推 し 量 る 、 と い う 〔 内 に 潜 む 本
音 を 汲 み 取 る 〕 交 渉 行 動 群 に つ い て 触 れ た 。  
こ れ は 、 ＜ 言 葉 に な ら な い 本 音 を 拾 い 上 げ る ＞ ＜ 腰 を 据 え て 率 直
に 思 い を 聴 く ＞ ＜ ニ ー ズ を 読 み 取 り 安 心 さ せ る ＞ ＜ 信 頼 感 を 獲 得 す
る ＞ ＜ 対 象 者 の 目 線 で 捉 え る ＞ と い う 5 つ の 交 渉 行 動 を 含 ん だ (表 3
参 照 )。 以 下 に 、 カ 交 渉 行 動 ご と に 具 体 的 な 内 容 を 説 明 す る 。  
 
１ ）  ＜ 言 葉 に な ら な い 本 音 を 拾 い 上 げ る ＞ 交 渉 行 動  
＜ 言 葉 に な ら な い 本 音 を 拾 い 上 げ る ＞ と は 、 交 渉 相 手 の 本 音 を 汲
み 取 る た め に 、 言 葉 に な ら な い 苦 悩 や 不 安 、 諦 め 、 真 の 望 み と い っ
た 思 い を 、 普 段 の 関 わ り を 通 し て 時 間 を か け て 拾 い 上 げ る こ と で あ
る 。  
看 護 師 は 、 交 渉 相 手 の 生 育 歴 と 専 門 知 識 を 参 考 に し な が ら 、 病 状
に よ る 複 雑 な 表 現 、 思 い と 裏 腹 な 表 現 、 あ る い は 部 分 的 な 表 現 か ら
交 渉 相 手 の 本 音 を 推 し 量 っ て い た 。 こ れ は 、 普 段 の 関 わ り を 通 し て
時 間 を か け て 行 わ れ て お り 、 あ る 特 定 の エ ピ ソ ー ド か ら 急 激 に 理 解
が 深 ま る こ と も あ っ た 。そ し て 、交 渉 相 手 の 苦 悩 、不 安 、あ き ら め 、
真 の 希 望 を 理 解 し よ う と し 、 そ の 理 由 を 推 し 量 り 、 交 渉 相 手 の 理 解
を 深 め な が ら 交 渉 に 活 か し て い た 。 こ の よ う に 看 護 師 は 、 ＜ 言 葉 に
な ら な い 本 音 を 拾 い 上 げ る ＞ と い う 〔 内 に 潜 む 本 音 を 汲 み 取 る 〕 交
渉 行 動 群 を 用 い て 交 渉 し た 。  
次 に 、 デ イ ケ ア の 管 理 者 で あ る 研 究 参 加 者 A の 交 渉 を 説 明 す る 。
研 究 参 加 者 A は 、援 助 を 得 な が ら 金 銭 管 理 を す る よ う 、交 渉 相 手 で
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あ る 利 用 者 に 交 渉 す る 中 で 、 ＜ 言 葉 に な ら な い 本 音 を 拾 い 上 げ る ＞
こ と を 行 っ た 。研 究 参 加 者 A は 、利 用 者 は 看 護 師 に 全 て を さ ら け 出
し て は い な い と 考 え 、 時 間 を か け て 利 用 者 の 悪 化 の パ タ ー ン を 読 み
取 っ た［ 患 者 さ ん っ て い う の は 1 0 年 い て も 1 0 0 の う ち 2 0 し か (看 護
師 に 自 分 の こ と を )言 っ て な い 。 隠 さ れ た も の が 8 0 あ る か ら 、 そ れ
を 長 い 歴 史 で 汲 み 取 っ て み て い く 。 … (中 略 )… そ の 人 の 背 景 を 見 る
の は 1 年 で は で き な い 。1 0 年 い て も そ の 人 の 2 0％ し か 知 ら な い 。だ
か ら で き る だ け 一 人 の 職 員 が 長 く 関 わ れ る 職 場 づ く り を し て 、 時 間
を か け て み ん な で “ あ あ い う こ と で あ の 人 は 反 応 す る ” っ て い う の
を 分 か っ て 。］。そ し て 研 究 参 加 者 A は 、利 用 者 の 成 育 歴 や 普 段 の 関
わ り の 中 か ら 、 利 用 者 の 行 動 の 背 景 に あ る 言 葉 に な ら な い 思 い を 読
み 取 っ た［ (研 究 参 加 者 A が )「 社 協 (社 会 福 祉 協 議 会 )を 使 お う 。」、っ
て 退 院 す る 時 に 言 っ て も 、「社 協 は 嫌 。」っ て 。ど う し て か と 言 う と 、
お 金 を 持 っ て な い と 友 達 と 遊 べ な い か ら (だ と 研 究 参 加 者 A は 汲 み
取 っ た )。 … (中 略 ) … (苦 労 し て 育 っ た 人 の )特 性 だ ね 、 人 に 傅 く 。］。
そ し て 3 年 と い う 時 間 を か け て 、 利 用 者 が 困 っ て い る こ と 、 看 護 師
に 望 ん で い る こ と を 理 解 し 、 社 会 福 祉 協 議 会 が 実 施 し て い る 金 銭 管
理 支 援 事 業 の 利 用 を 利 用 す る に 至 っ た 。  
つ ま り 研 究 参 加 者 A は 、金 銭 管 理 が で き な い 利 用 者 に 、支 援 を 受
け る よ う に 交 渉 す る 中 で 、 ＜ 言 葉 に な ら な い 本 音 を 拾 い 上 げ る ＞ と
い う 〔 内 に 潜 む 本 音 を 汲 み 取 る 〕 交 渉 行 動 群 を 用 い て 交 渉 し た 。  
 
２ ）  ＜ 腰 を 据 え て 率 直 に 思 い を 聴 く ＞ 交 渉 行 動  
＜ 腰 を 据 え て 率 直 に 思 い を 聴 く ＞ と は 、 本 音 を 汲 み 取 る た め に 、
交 渉 相 手 の 思 い や 将 来 の 夢 に つ い て 、 尊 重 す る 姿 勢 で 腰 を 据 え て 率
直 に 丁 寧 に 聞 く こ と で あ る 。  
看 護 師 は 、 交 渉 相 手 の 認 識 や 思 い 、 希 望 、 夢 に 耳 を 傾 け た 。 そ し
て 、 交 渉 相 手 が 思 い を 話 し た り 、 知 り た い こ と を 聞 い た り で き る よ
う に 、 話 を 聴 く タ イ ミ ン グ を 計 っ て い た 。 そ し て 、 交 渉 相 手 を 尊 重
し 、 質 問 す る 意 図 を 説 明 す る な ど し て 、 腰 を 据 え て じ っ く り と 相 手
の 話 に 耳 を 傾 け た 。 こ れ は 、 相 手 が 初 め て 治 療 を 受 け る 場 合 、 隔 離
室 と い う 治 療 環 境 を 説 明 す る 際 に も 用 い ら れ て い た 。 こ の よ う に し
て 看 護 師 は 、 ＜ 腰 を 据 え て 率 直 に 思 い を 聴 く ＞ と い う 〔 内 に 潜 む 本
音 を 汲 み 取 る 〕 交 渉 行 動 群 を 用 い て 交 渉 し た 。  
次 に 、訪 問 看 護 師 で あ る 研 究 参 加 者 M の 交 渉 を 説 明 す る 。研 究 参
加 者 M は 、交 渉 相 手 で あ る 利 用 者 が 、周 囲 に 受 け 入 れ ら れ る 方 法 で
自 分 の 目 標 を 達 成 す る よ う に 交 渉 す る 中 で 、 ＜ 腰 を 据 え て 率 直 に 思
い を 聴 く ＞ こ と を 行 っ た 。研 究 参 加 者 M は 、訪 問 看 護 の 契 約 を 結 ぶ
際 に 、 訪 問 看 護 を 受 け る こ と や 入 退 院 を 繰 り 返 し て い る こ と に つ い
て 、 利 用 者 は ど の よ う に 思 っ て い る の か 、 今 後 は ど の よ う に し た い
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の か 、と い う こ と に つ い て 、改 め て 確 認 し た［「 先 生 か ら ね 、訪 問 っ
て い う こ と で オ ー ダ ー が 来 た ん だ け ど 何 で だ と 思 う ？ … (中 略 ) … 自
分 的 に は ど う な の ？ 、入 院 す る こ と 。」み た い な と こ ろ で 、あ え て こ
の 話 (研 究 参 加 者 M が 考 え て い る こ と )は し な い 。 (す る と 利 用 者 は )
「 い や 、私 だ っ て 本 当 は 家 で 暮 ら し た い で す 。」(と 言 っ た )。「 家 で 暮
ら し た い ん だ 。 何 し た い の ？ ど ん な こ と し た い の ？ 。」 み た い な (こ
と を 聞 い た )。… (中 略 )… 頻 回 の 入 院 を 繰 り 返 し て い る そ の 現 状 っ て
い う の を ど う 思 っ て る の か 、 そ の こ と で の 生 活 の デ メ リ ッ ト っ て ど
ん な と こ に あ る の か 、み た い な 話 を 改 め て 多 分 聞 い た と 思 い ま す 。］。
ま た 、 病 状 悪 化 を 防 ぐ た め の 方 法 を 考 え る 時 も 、 一 緒 に 考 え る 必 要
性 を 利 用 者 が 分 か る よ う に 説 明 し て か ら 、状 況 を 聞 い た［ (利 用 者 に
は )簡 単 な 構 造 じ ゃ な い と 分 か ら な い と こ ろ あ る じ ゃ な い で す か 。だ
か ら 、「 (利 用 者 の 夢 で あ る )恋 人 を つ く る た め に は 家 で 生 活 し な い と
い け な い 。 家 で 生 活 す る っ て い う こ と は 、 病 状 が 安 定 し な い と い け
な い 。だ か ら こ そ 、悪 く な る 理 由 一 緒 に 見 つ け よ う 」(と 説 明 し た )。
で 、「こ の 間 っ て 何 が あ っ た の ？ 自 分 で は パ タ ー ン が 分 か ら な く て も 、
私 (研 究 参 加 者 M )だ っ た ら 分 か る か も し れ な い じ ゃ な い 。 だ か ら い
ろ い ろ 教 え て 欲 し い ん だ け ど い い ？ 。」 っ て (言 っ た )… (中 略 )… 。 そ
う い う の は 割 と 丁 寧 に 聞 い て ま す ね 。 1 回 ご と に 、 自 分 が な ぜ そ れ
を 聞 き た い の か と い う 意 図 は 説 明 し て ま す 。 だ か ら 恋 人 と の こ と も
敢 え て (聞 く )。… (中 略 )…「 訪 問 に 来 て 、私 の こ と 話 す の は 分 か り ま
す け ど 、な ん で 、他 の こ と 根 掘 り 葉 掘 り 聞 く ん で す か ？ 。」っ て 言 う
人 が い ら っ し ゃ る と 思 う ん で す け ど 、「こ こ は 、こ こ の 事 と つ な が っ
て る し 、 聞 き た い ん だ け ど 、 も し 良 か っ た ら 言 っ て 。 言 い た く な か
っ た ら 別 に 言 わ な く て い い よ 。」 っ て い う の は い つ も 言 っ て い る の
で 。］。 こ の よ う な こ と を 通 し て 利 用 者 は 、 周 囲 に 受 け 入 れ ら れ る 方
法 で 、 入 院 も せ ず に 念 願 の 恋 人 を 作 る と い う 目 標 を 達 成 し た 。  
つ ま り 研 究 参 加 者 M は 、利 用 者 が 周 囲 に 受 け 入 れ ら れ る 方 法 で 自
分 の 目 標 を 達 成 す る よ う に 交 渉 す る 中 で 、 ＜ 腰 を 据 え て 率 直 に 思 い
を 聴 く ＞ と い う 〔 内 に 潜 む 本 音 を 汲 み 取 る 〕 交 渉 行 動 群 を 用 い て 交
渉 し た 。  
 
３ ）  ＜ ニ ー ズ を 読 み 取 り 安 心 さ せ る ＞ 交 渉 行 動  
＜ ニ ー ズ を 読 み 取 り 安 心 さ せ る ＞ と は 、 交 渉 相 手 の 本 音 を 汲 み 取
る た め に 、 交 渉 相 手 が 安 心 ・ 信 頼 で き る 状 況 や 、 内 に 潜 む ニ ー ズ を
読 み 取 り 安 心 さ せ る こ と で あ る 。  
看 護 師 は 、 交 渉 相 手 の 暴 言 や 拒 否 と い う 表 面 的 な 言 葉 に 惑 わ さ れ
る こ と な く 、 相 手 が 安 心 ・ 信 頼 で き る 状 況 を 読 み 取 り 、 交 渉 相 手 に
潜 む 真 の ニ ー ズ を 読 み 取 っ て 交 渉 に 活 か し 、 安 心 さ せ て い た 。 こ の
よ う に 看 護 師 は 、 ＜ ニ ー ズ を 読 み 取 り 安 心 さ せ る ＞ と い う 〔 内 に 潜
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む 本 音 を 汲 み 取 る 〕 交 渉 行 動 を 用 い て 交 渉 し た 。  
次 に 、訪 問 看 護 師 で あ る 研 究 参 加 者 K の 交 渉 を 説 明 す る 。研 究 参
加 者 K は 、交 渉 相 手 で あ る 利 用 者 が 、自 宅 で の 生 活 を 維 持 で き る よ
う に 交 渉 す る 中 で 、＜ ニ ー ズ を 読 み 取 り 安 心 さ せ る ＞ こ と を 行 っ た 。
利 用 者 は 不 安 定 な 時 に は 訪 問 を 辞 め た い と 主 治 医 に 訴 え た り 、 研 究
参 加 者 K を 追 い 帰 す こ と も あ っ た 。し か し 、研 究 参 加 者 K は 利 用 者
が 家 庭 で 生 活 で き る よ う に な る た め に は 、 訪 問 看 護 を 通 し て 関 わ り
続 け る 必 要 が あ る と 考 え た ［ 最 初 、 訪 問 の 導 入 っ て い う こ と で の 合
意 は 、 半 強 制 じ ゃ な い ん で す け ど ね 、 合 意 を さ せ ら れ て る ん で す け
ど 。 そ れ を 続 け て い く の は 訪 問 看 護 の 技 量 だ っ た の で 。 … ( 中 略 ) …
最 初 は (訪 問 看 護 を や め た い と い う 話 を )真 に 受 け て ま し た け ど 、 そ
れ じ ゃ あ し ょ う が な い 、 意 味 な い ん だ よ な と 思 っ て 。 ( 訪 問 看 護 を )
続 け る た め に は 、 今 度 行 っ た ら こ う し て 関 わ っ て み よ う か な と か 、
考 え た り も し ま し た 。］。ま た 研 究 参 加 者 K は 、利 用 者 が 訪 問 を キ ャ
ン セ ル す る 時 に も 、 利 用 者 の 表 面 的 な 言 葉 に と ら わ れ ず 、 そ の 背 後
に あ る 不 安 を 読 み 取 っ て 安 心 で き る よ う に 対 応 し た［「 今 日 の 訪 問 キ
ャ ン セ ル し た い 。調 子 が 悪 い 。」と 朝 一 で (電 話 が )か か っ て 来 る ん で
す 。 行 く 時 間 の 直 前 に な っ て 僕 が 電 話 す る と 、 実 は い ろ い ろ し ゃ べ
っ て く る ん で す 。「 朝 は 調 子 が 悪 か っ た 。で も 今 、し ゃ べ っ て た ら 気
分 が 落 ち 着 い て き ま し た 。」 (と 利 用 者 が 言 う の で )「 じ ゃ あ 訪 問 行 っ
て い い で す か 。」 (と 言 う と )「 い い で す よ 。」 (と 答 え る )っ て い う ふ う
な 。］。 こ の よ う に し て 利 用 者 は 、 自 宅 で の 生 活 を 維 持 す る こ と が で
き た 。  
つ ま り 研 究 参 加 者 K は 、利 用 者 が 自 宅 で 生 活 で き る よ う に 関 わ り
続 け よ う と 交 渉 す る 中 で 、 言 葉 に は 表 れ な い ニ ー ズ を 読 み 取 っ て 、
＜ ニ ー ズ を 読 み 取 り 安 心 さ せ る ＞ と い う〔 内 に 潜 む 本 音 を 汲 み 取 る 〕
交 渉 行 動 群 を 用 い て 交 渉 し た 。  
 
４ ）  ＜ 信 頼 感 を 獲 得 す る ＞ 交 渉 行 動  
＜ 信 頼 感 を 獲 得 す る ＞ と は 、 交 渉 相 手 の 本 音 を 汲 み 取 る た め に 、
相 手 か ら の 信 頼 感 や 相 手 が 信 頼 す る 人 を 、 相 手 の 言 動 か ら 慎 重 に 探
る こ と で あ る 。  
看 護 師 は 、 交 渉 相 手 に 関 わ り 始 め た こ ろ か ら 信 頼 し て 関 わ ら れ る
こ と も あ れ ば 、 表 面 的 に 柔 ら か に 交 わ さ れ る こ と 、 あ る い は 抵 抗 し
て 受 け 入 れ ら れ な い こ と が あ っ た 。 看 護 師 は 、 相 手 が 看 護 師 に よ っ
て 異 な る こ と を 言 っ て い な い か 、 看 護 師 に 頼 っ た り 甘 え た り す る か
ど う か 、 と い う こ と に よ っ て 、 相 手 か ら の 信 頼 感 を 量 り 、 交 渉 に 活
か し て い た 。こ の よ う に 看 護 師 は 、＜ 信 頼 感 を 獲 得 す る ＞ と い う〔 内
に 潜 む 本 音 を 汲 み 取 る 〕 交 渉 行 動 群 を 用 い て 交 渉 し た 。  
次 に 、訪 問 看 護 師 で あ る 研 究 参 加 者 E の 交 渉 を 説 明 す る 。研 究 参
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加 者 E は 、交 渉 相 手 で あ る 利 用 者 が 安 心 し て 過 ご せ る よ う に 、服 薬
と 就 職 に 関 し て 交 渉 す る 中 で 、＜ 信 頼 感 を 獲 得 す る ＞ こ と を 行 っ た 。
利 用 者 は 、 問 題 行 動 を 心 配 す る 家 族 の 希 望 で 訪 問 看 護 を 受 け る こ と
に な り 、 研 究 参 加 者 E の 訪 問 を 受 け 入 れ た 。 訪 問 看 護 で は 、 一 緒 に
散 歩 や た わ い の な い 話 を し て い た 。研 究 参 加 者 E は 、利 用 者 は 薬 の
副 作 用 が つ ら い よ う だ と 捉 え 、 関 わ っ て い た が 、 利 用 者 は 病 気 や 薬
に よ る 辛 さ に 関 す る こ と に な る と 思 い を 語 ら な か っ た ［ 会 話 が き ち
ん と 、 深 い と こ ろ に 入 っ て い か な い っ て い う 感 じ が あ り な が ら も 、
普 通 に 対 応 は し て く れ て い る 感 じ で す ね 。… (中 略 )… (薬 を )持 っ て き
て く れ て 、 2 人 で 見 て 、 こ れ が 飲 め て な い な と か い う 感 じ の 話 は で
き る ん で す よ 。… (中 略 )… や っ ぱ 薬 は 大 事 だ ね っ て (研 究 参 加 者 E が )
言 っ て 、「は い 」っ て 言 う ん だ け ど 、き ち ん と 納 得 で き て い る「 は い 」
で は な い ん で す よ ね 。… (中 略 )… (副 作 用 の 辛 さ も )本 人 は (表 現 )し ま
せ ん ね 。「ど う し て 薬 飲 ま な い と い け な い ん だ 」と も 言 わ な い ん で す
よ 。(話 が )広 が ら な か っ た ん で す よ ね 。］。そ し て 最 終 的 に 、訪 問 看 護
を 辞 め て 就 職 し た い と い う 利 用 者 の 希 望 に 合 わ せ て 、 訪 問 看 護 を 終
了 し た 。  
つ ま り 研 究 参 加 者 E は 、利 用 者 が 安 定 し て 過 ご せ る よ う に 服 薬 と
就 職 に 関 し て 交 渉 す る 中 で 、 利 用 者 と の 関 わ り を 通 し て 、 利 用 者 の
看 護 師 に 対 す る ＜ 信 頼 感 を 獲 得 す る ＞ と い う 〔 内 に 潜 む 本 音 を 汲 み
取 る 〕 交 渉 行 動 群 を 用 い て 交 渉 し た 。  
 
５ ）  ＜ 対 象 者 の 目 線 で 捉 え る ＞ 交 渉 行 動  
＜ 対 象 者 の 目 線 で 捉 え る ＞ と は 、 交 渉 相 手 の 本 音 を 汲 み 取 る た め
に 、 病 状 や 認 知 機 能 、 能 力 と 困 難 を 把 握 す る こ と に よ り 、 交 渉 相 手
の 目 線 に 立 っ て 、看 護 師 の 方 針 の 受 け 入 れ 状 況 を 捉 え る こ と で あ る 。 
看 護 師 は 、 交 渉 相 手 の 不 安 や 自 尊 心 、 価 値 観 、 人 と の 距 離 感 、 さ
ら に は 現 実 見 当 識 や 認 知 機 能 、 病 識 、 病 状 と そ の 経 過 を 把 握 し て い
た 。 こ れ に よ り 、 生 活 が 上 手 く 送 れ な い 理 由 や 、 看 護 師 か ら の 提 案
を 受 け 入 れ ら れ な い 理 由 を 交 渉 相 手 の 目 線 に 合 わ せ て 理 解 し 、 交 渉
に 活 か し て い た 。 こ の よ う に 看 護 師 は 、 ＜ 対 象 者 の 目 線 で 捉 え る ＞
と い う 〔 内 に 潜 む 本 音 を 汲 み 取 る 〕 交 渉 行 動 群 を 用 い て 交 渉 し た 。  
次 に 、訪 問 看 護 師 で あ る 研 究 参 加 者 C の 交 渉 を 説 明 す る 。研 究 参
加 者 C は 、交 渉 相 手 で あ る 利 用 者 が 暴 力 を 振 る わ な い よ う に 交 渉 す
る 中 で 、＜ 対 象 者 の 目 線 で 捉 え る ＞ こ と を 行 っ た 。研 究 参 加 者 C は 、
利 用 者 は 、 自 己 像 と 能 力 の バ ラ ン ス が 取 れ て い な い こ と に よ っ て 困
難 を 抱 え て い る こ と を 読 み 取 っ た［ 強 い 男 性 像 に あ こ が れ て い て ね 。
… (中 略 ) … た だ あ ん ま り 努 力 し な い ん で す よ 。 小 さ い 時 か ら 努 力 は
し な い け ど 、 自 分 は で き る と 思 う タ イ プ だ っ た み た い で 。 … (中 略 )
… で も 自 分 は ち ゃ ん と で き る し 、 偉 く な る ん だ っ て っ て 思 っ て 。 …
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(中 略 )… 言 語 I Q は 高 い ん で す け ど 、動 作 I Q が 低 い ん で す よ 。口 は 達
者 な ん で す け ど 、 実 は で き な い ん で す 。 で も 本 人 は 言 語 で は 分 か っ
て い る か ら 、「 僕 は で き る 、 僕 は で き る 。」 っ て 言 う け ど 、 実 際 は で
き な い ん で す よ 。 動 作 が 全 然 追 い つ か な い 。 ど う や ら そ れ を ず っ と
抱 え て い た っ て い う の は 分 か っ た ん で す け ど 。］。 そ の た め 、 利 用 者
は 自 尊 心 が 傷 つ き や す い と い う 生 き づ ら さ も も っ て い る こ と を 関 わ
り の 中 か ら 理 解 し た ［ (飲 み 屋 で お 金 を 使 い 果 た し た と い う 話 を ) 聞
い た ら 、笑 う し か な か っ た ん で す け ど 、笑 う と す ご い 怒 る ん で す よ 、
自 尊 心 高 い か ら 。］。 こ の こ と か ら 、 利 用 者 が 暴 力 を 振 る っ た り 、 威
嚇 し た り す る の は 、 困 難 感 が 出 る こ と や 、 自 尊 心 が 傷 つ く た め だ と
利 用 者 の 目 線 で 捉 え た ［ 実 は 精 神 状 態 の 悪 化 と い う よ り は 、 生 活 上
の 困 っ た も の が あ っ て 、 そ れ の 対 処 が 追 い つ い て な く て 、 … (中 略 )
… 困 っ た 時 に 、 若 干 の 興 奮 的 な 症 状 を 示 し つ つ 、 人 に 暴 力 を ふ る う
っ て 、 そ れ が 対 処 な ん で す よ 。］。 ま た 、 利 用 者 は 幻 聴 に し た が っ て
見 ず 知 ら ず の 人 を 殴 り 、 警 察 沙 汰 に な る こ と も あ っ た 。 利 用 者 に は
幻 聴 の 自 覚 が な く 、 暴 力 は 人 を 助 け る た め の 正 当 な も の で あ る と 捉
え て い る こ と も 研 究 参 加 者 C は 把 握 し た ［「 僕 は い じ め ら れ た 人 を
助 け た だ け だ 。 そ ん な 法 に 触 れ る よ う な こ と を す る 人 間 じ ゃ な い 。」
っ て 言 っ て て 。 … (中 略 ) … こ の 人 の 目 か ら み る と 、 社 会 的 に や ら な
い と い け な い こ と を し て い る 、 っ て 思 っ て る ん だ っ て 思 っ た 。］。 こ
の よ う に 研 究 参 加 者 C は 、利 用 者 が 暴 力 を 辞 め ら れ な い 理 由 は 、知
的 能 力 や 認 知 パ タ ー ン に よ る 生 活 上 の 困 難 が あ り 、 そ れ を 暴 力 で 対
処 す る の が 正 当 で あ る と い う 考 え 方 に あ る と 考 え て 交 渉 し た 。 こ の
よ う に 利 用 者 の 目 線 に 立 っ て 本 音 を 汲 み 取 り な が ら 長 い 間 交 渉 を 続
け 、 利 用 者 は 暴 力 に 対 す る 認 識 を 変 化 さ せ た 。  
つ ま り 研 究 参 加 者 C は 、利 用 者 が 暴 力 を 振 る わ な い よ う に 交 渉 す
る 中 で 、 利 用 者 の 能 力 や 病 状 を 把 握 し て ＜ 対 象 者 の 目 線 で 捉 え る ＞
と い う 〔 内 に 潜 む 本 音 を 汲 み 取 る 〕 交 渉 行 動 群 を 用 い て 交 渉 し た 。  
 
２ .  〔 広 く 可 能 性 を 見 立 て る 〕 交 渉 行 動 群  
研 究 参 加 者 は 、 交 渉 に つ い て 語 る と き に 、 交 渉 相 手 と 家 族 、 チ ー
ム な ど に つ い て 、 も て る 力 と 困 難 の 両 側 面 か ら と ら え 、 可 能 性 を 見
極 め て 見 通 し を 立 て る 、 と い う 〔 広 く 可 能 性 を 見 立 て る 〕 交 渉 行 動
群 に つ い て 触 れ た 。  
こ れ は 、 ＜ 可 能 性 と 困 難 を 見 極 め て 見 通 し を 立 て る ＞ ＜ 家 族 な ど
の 状 況 を 推 し 量 る ＞ と い う 2 つ の 交 渉 行 動 を 含 ん だ (表 3 参 照 )。 以
下 に 、 交 渉 行 動 ご と に 具 体 的 な 内 容 を 説 明 す る 。  
 
１ ）  ＜ 可 能 性 と 困 難 を 見 極 め て 見 通 し を 立 て る ＞ 交 渉 行 動  
＜ 可 能 性 と 困 難 を 見 極 め て 見 通 し を 立 て る ＞ と は 、 可 能 性 を 見 立
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て る た め に 、交 渉 相 手 の 困 難 と 、能 力 や 楽 し み か ら 可 能 性 を 見 極 め 、
見 通 し を 立 て る こ と で あ る 。  
看 護 師 は 、 交 渉 相 手 の 人 柄 、 能 力 、 楽 し み 、 人 付 き 合 い の 特 徴 、
病 気 の 理 解 力 と い っ た 交 渉 相 手 の 良 い 点 を 読 み 取 っ て い た 。反 対 に 、
困 難 も 理 解 し て い た 。 こ れ ら は 、 交 渉 相 手 の 生 活 史 や 病 歴 、 関 わ り
始 め か ら の 変 化 を 通 し て 理 解 さ れ て お り 、 客 観 的 な 理 解 で あ っ た 。
そ し て 、 看 護 師 の こ れ ま で の 経 験 と 照 ら し 合 わ せ な が ら 、 交 渉 相 手
の 可 能 性 を 見 立 て て い た 。 こ の よ う に し て 看 護 師 は 、 ＜ 可 能 性 と 困
難 を 見 極 め て 見 通 し を 立 て る ＞ と い う 〔 広 く 可 能 性 を 見 立 て る 〕 交
渉 行 動 群 を 用 い て 交 渉 し た 。  
次 に 、 病 棟 に 所 属 し 、 専 門 看 護 師 で も あ る 研 究 参 加 者 I の 交 渉 を
説 明 す る 。 研 究 参 加 者 I は 、 交 渉 相 手 で あ る 患 者 が 退 院 で き る よ う
交 渉 す る 中 で 、 ＜ 可 能 性 と 困 難 を 見 極 め て 見 通 し を 立 て る ＞ こ と を
行 っ た 。 研 究 参 加 者 I と ケ ー ス ワ ー カ ー は 、 ま ず 患 者 と 退 院 先 に つ
い て 相 談 し た 。 研 究 参 加 者 I ら は 、 施 設 へ の 入 所 を 勧 め た が 、 患 者
は 施 設 へ の 入 所 を 嫌 が っ た 。 研 究 参 加 者 I は 、 患 者 の 精 神 症 状 と こ
れ ま で に 培 っ た 能 力 か ら 、 患 者 の 意 向 に 沿 っ て 施 設 外 へ の 退 院 を 調
整 す る こ と に 決 め た ［ 初 回 入 院 だ っ た し 、 施 設 に 行 く よ り は 。 や っ
ぱ り ( 患 者 が ) 一 人 で 生 活 し た い っ て 言 う の と 、 も と も と の 精 神 症 状
が 、 施 設 で な い と い け な い よ う な 精 神 症 状 に な っ て は な く て 。 入 院
前 も な ん と か 社 会 で は 生 活 を し て い た の で 、 社 会 で い け な い こ と は
な い だ ろ う ( と 考 え た )。 本 人 の 希 望 が 強 い ん な ら 、 や っ ぱ り そ っ ち
で 動 く し か な い か な っ て い う と こ ろ で す ね 。］。 そ の 後 、 研 究 参 加 者
I は 、 試 験 外 泊 や 退 院 に 向 け て 、 患 者 と の 連 絡 手 段 を 整 え よ う と し
た 。 し か し 、 患 者 は 何 度 も 手 続 き を 中 断 し た 。 そ の た め 入 院 期 間 は
長 く な り 、 急 性 期 病 棟 か ら 療 養 病 棟 に 移 動 す る 可 能 性 が 浮 上 し た 。
研 究 参 加 者 I は 、 残 っ た 問 題 は 退 院 先 の 調 整 だ け で あ り 、 こ の 先 あ
ま り 長 い 時 間 は か か ら な い で あ ろ う こ と 、 病 棟 を 移 る こ と で 退 院 が
長 引 く 可 能 性 が あ る こ と 、 連 絡 手 段 が 整 わ な く て も 患 者 は 何 と か 生
活 で き る で あ ろ う こ と を 見 極 め 、 入 院 期 間 が 長 引 い て い て も 急 性 期
病 棟 か ら 移 ら ず に 、 患 者 の 意 向 に 沿 っ て 退 院 準 備 を 整 え る こ と を 決
め た ［ そ ん な に は 長 引 か な い し 、 退 院 先 さ え 見 つ け れ ば 退 院 が で き
る 人 な の で 。 も う ち ょ っ と の と こ ろ で 、 (病 棟 を )移 る デ メ リ ッ ト よ
り も ( 病 棟 を 移 ら な い 方 が い い )。 ま た 人 間 関 係 が 新 し く な っ て や ら
な い と い け な い し 。 も し か し た ら グ ル ー プ ホ ー ム と か 行 く と 、 そ の
ま ま 埋 も れ て し ま っ た り す る か も し れ な い し 。 あ と 、 病 棟 変 わ る と
ケ ー ス ワ ー カ ー も 変 わ っ た り と か し て 結 構 大 変 な の で 。 結 構 い ろ ん
な こ と を や ら な い と い け な い ケ ー ス な の で 、 こ こ ま で や っ て い る か
ら も う ち ょ っ と 最 後 ま で や る し か な い か な 、 み た い な 。 … ( 中 略 ) …
や っ ぱ り 、 そ れ で も ( 連 絡 手 段 が 整 わ な く て も ) や れ る か な み た い な
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感 じ も あ り ま し た の で 。］。 こ の よ う に し て 、 患 者 自 身 が 望 む 形 で の
退 院 を す る こ と が で き た 。  
つ ま り 研 究 参 加 者 I は 、 患 者 が 退 院 で き る よ う 交 渉 す る 中 で 、 連
絡 手 段 が 整 わ な く て も 単 身 生 活 が し た い と い う 患 者 の 思 い に 沿 い な
が ら 、 ＜ 可 能 性 と 困 難 を 見 極 め て 見 通 し を 立 て る ＞ と い う 〔 広 く 可
能 性 を 見 立 て る 〕 交 渉 行 動 群 を 用 い て 交 渉 し た 。  
 
２ ）  ＜ 家 族 な ど の 状 況 を 推 し 量 る ＞ 交 渉 行 動  
＜ 家 族 な ど の 状 況 を 推 し 量 る ＞ と は 、 可 能 性 を 見 立 て る た め に 、
交 渉 相 手 で あ り 、 交 渉 仲 間 で も あ る 家 族 の 力 量 と 、 チ ー ム や 病 院 の
特 性 な ど を 把 握 す る こ と で あ る 。  
看 護 師 は 、 家 族 が 交 渉 相 手 と 上 手 く 関 わ れ な く な っ て い な い か 、
相 手 を 抱 え 込 ん だ り 責 め た り し て い な い か 、 動 揺 し た り 気 力 を 失 っ
た り し て い な い か 、 と い う よ う な 家 族 の 状 態 と 、 交 渉 相 手 と 家 族 の
関 係 を 把 握 し て い た 。 そ し て 、 サ ポ ー ト 体 制 や サ ポ ー ト す る 家 族 間
の 関 係 性 に つ い て も 把 握 し て 交 渉 を 進 め て い た 。 さ ら に 、 チ ー ム や
病 院 な ど の 方 針 や 経 済 状 況 ま で も 考 え て 交 渉 し て い た 。 こ の よ う に
看 護 師 は ＜ 家 族 な ど の 状 況 を 推 し 量 る ＞ と い う 〔 広 く 可 能 性 を 見 立
て る 〕 交 渉 行 動 群 を 用 い て 交 渉 し た 。  
次 に 、病 棟 看 護 師 で あ る 研 究 参 加 者 F の 交 渉 を 説 明 す る 。研 究 参
加 者 F は 、交 渉 相 手 で あ る 患 者 に 退 院 す る よ う 交 渉 す る 中 で 、＜ 家
族 な ど の 状 況 を 推 し 量 る ＞ こ と を 行 っ た 。研 究 参 加 者 F は 、患 者 と
の 交 渉 を 行 い な が ら 、 家 族 に も 交 渉 を 行 っ て い た 。 母 親 は 協 力 的 で
は あ っ た が 、 強 く 押 さ れ る と 逃 げ る よ う な と こ ろ が あ っ た ［ お 母 さ
ん は 、 割 と 押 さ れ る と 引 い て っ て し ま う と い う か 、 強 い 当 た り だ と
ど う し て も 逃 げ て い っ て し ま う よ う な 方 だ っ た の で 。 私 が 担 当 す る
前 は ず っ と そ う だ っ た み た い で 。 看 護 師 が 連 絡 を と っ て も な か な か
来 て く れ な い と か 。 で 、 何 度 か 何 度 か 言 う と 、 仕 方 が な く 来 る み た
い な 状 況 で 。］。 特 に 、 退 院 の 話 を 始 め る と 引 い て し ま う こ と か ら 、
研 究 参 加 者 F は 家 族 関 係 を 理 解 し た［ 順 調 だ な と 思 っ て い た ん で す
け ど 、 退 院 っ て い う 言 葉 を 出 す と 、「 え っ ？ 。」 て い う 感 じ に な っ て
で す ね 。 … ( 中 略 ) … お 母 さ ん に 決 定 権 が な い ん だ な っ て い う の は 話
の 中 か ら 分 か っ て き て 。 や っ ぱ そ こ は 少 し お 父 さ ん と 話 を す る 必 要
が あ り そ う だ と (思 っ た )。… (中 略 )… (お 母 さ ん は )私 か ら 退 院 考 え て
い る っ て い う こ と を 聞 く と 、 お そ ら く お 父 さ ん に 言 っ て た ん だ と 思
う ん で す ね 。で 、お 母 さ ん は 、お 父 さ ん か ら「 そ ん な こ と は 無 理 だ 。」
み た い な 感 じ の こ と を 言 わ れ て 。 … (中 略 )… (お 母 さ ん は 、 研 究 参 加
者 Ｆ と お 父 さ ん の 間 に )挟 ま れ て い る 感 じ だ っ た 。］。そ し て 、家 族 の
構 造 を 意 識 し な が ら 、 患 者 を 含 め た 家 族 全 体 に 交 渉 し 続 け た ［ 一 番
不 安 が 強 か っ た お 母 さ ん が 少 し ず つ ね 、 そ う や っ て 約 束 し て 来 て く
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れ る よ う に な っ て い た の で 。 実 際 (患 者 を ) 大 き く サ ポ ー ト す る の は
お 母 さ ん か な と も 思 っ て い た の で 。 お 母 さ ん を サ ポ ー ト す る の が お
父 さ ん だ な と 思 っ て い た の で 。 家 族 の シ ス テ ム と し て は 、 お 父 さ ん
が 一 番 決 定 権 が あ っ て 、 本 人 に 一 番 関 わ る の は お 母 さ ん で 。 家 族 の
構 造 っ て い う の も 、 何 と な く 、 ず っ と 意 識 し な が ら は ( 関 わ っ て い
た )。］。 そ の 結 果 、 患 者 は 自 宅 に 退 院 す る こ と が で き た 。  
つ ま り 研 究 参 加 者 F は 、患 者 に 退 院 す る よ う 交 渉 す る 中 で 、＜ 家
族 な ど の 状 況 を 推 し 量 る ＞ と い う 〔 広 く 可 能 性 を 見 立 て る 〕 交 渉 行
動 群 を 用 い て 交 渉 し た 。  
 
V I I .  【 脆 さ と 固 さ へ の 徹 底 的 な 寄 り 添 い 】 方 略  
【 脆 さ と 固 さ へ の 徹 底 的 な 寄 り 添 い 】 と は 、 交 渉 を 始 め る に あ た
っ て 、 交 渉 相 手 の 脆 弱 さ と 固 さ に 合 わ せ 、 相 手 が 安 心 し 、 思 い を 成
し 遂 げ る こ と が で き る よ う に 徹 底 し て 寄 り 添 っ て 整 え る こ と で あ る 。 
こ れ は 、〔 脆 い 自 我 に 寄 り 添 う 〕〔 枠 を 破 っ て も 意 志 に 追 従 す る 〕
と い う の 2 つ の 交 渉 行 動 群 を 含 ん だ (表 3 参 照 )。 以 下 に 、 交 渉 行 動
群 ご と に 交 渉 行 動 を 用 い て 内 容 を 説 明 す る 。  
 
１ .  〔 脆 い 自 我 に 寄 り 添 う 〕 交 渉 行 動 群  
研 究 参 加 者 は 交 渉 に つ い て 語 る と き に 、 強 い 不 安 や 傷 つ き や す さ
と い っ た 交 渉 相 手 の 特 性 を 踏 ま え 、 脅 か さ な い よ う に 共 感 的 に 寄 り
添 う 、 と い う 〔 脆 い 自 我 に 寄 り 添 う 〕 交 渉 行 動 群 に つ い て 触 れ た 。  
こ れ は 、 ＜ 病 に よ る 不 安 を 丁 寧 に 受 容 し て 固 め る ＞ ＜ 自 尊 心 ・ 安
心 感 を 脅 か さ な い よ う に 追 従 す る ＞ と い う の 2 つ の 交 渉 行 動 を 含 ん
だ (表 3 参 照 )。 以 下 に 、 交 渉 行 動 ご と に 具 体 的 な 内 容 を 説 明 す る 。  
 
１ ）  ＜ 病 に よ る 不 安 を 丁 寧 に 受 容 し て 固 め る ＞ 交 渉 行 動  
＜ 病 に よ る 不 安 を 丁 寧 に 受 容 し て 固 め る ＞ と は 、 交 渉 相 手 の 脆 い
自 我 に 寄 り 添 う た め に 、 精 神 疾 患 に 起 因 す る 交 渉 相 手 の 不 安 や 苦 悩
を 受 け 止 め 、 時 間 を か け て 丁 寧 に 共 感 的 ・ 支 持 的 に 関 わ っ て 安 心 感
を 固 め る こ と で あ る 。  
看 護 師 は 、 交 渉 相 手 と そ の 家 族 の 生 活 上 の 困 難 や 、 症 状 に よ る 苦
悩 と 不 安 を 受 け 止 め 、 共 感 的 ・ 支 持 的 に 関 わ っ た 。 ま た 、 交 渉 が 進
み 、 退 院 や 就 労 へ の 移 行 が 進 む こ と に よ っ て 生 じ る 心 の 揺 ら ぎ も 受
け 止 め て い た 。 こ れ ら は チ ー ム 全 体 で 協 力 し な が ら 、 時 間 を か け て
丁 寧 に 徹 底 的 に 行 わ れ た 。 こ の よ う に 看 護 師 は 、 ＜ 病 に よ る 不 安 を
丁 寧 に 受 容 し て 固 め る ＞ と い う 〔 脆 い 自 我 に 寄 り 添 う 〕 交 渉 行 動 群
を 用 い て 交 渉 し た 。  
次 に 、 包 括 型 地 域 生 活 支 援 (以 下 、 A C T と す る )の 看 護 師 で あ る 研
究 参 加 者 N の 交 渉 を 説 明 す る 。研 究 参 加 者 N は 、交 渉 相 手 で あ る 利
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用 者 が 家 族 と 離 れ て 生 活 で き る よ う 交 渉 す る 中 で 、 ＜ 病 に よ る 不 安
を 丁 寧 に 受 容 し て 固 め る ＞ こ と を 行 っ た 。 精 神 症 状 が 安 定 し て い な
い に も 関 わ ら ず 、 急 に 一 人 暮 ら し を す る よ う に な っ た 利 用 者 を 、 研
究 参 加 者 N の チ ー ム は 2 4 時 間 体 制 で 支 え た ［ や っ ぱ り 最 初 は 抱 え
な け れ ば い け な か っ た ん で す ね 。… (中 略 )…「 取 り あ え ず 、こ う い う
形 (ア パ ー ト を 借 り る )で セ ッ テ ィ ン グ し た か ら 、や っ て い こ う 。」っ
て 言 っ て 。 そ の 代 わ り 、 無 理 を 強 い る の は 分 か っ て い る か ら 、 彼 が
生 活 に 慣 れ る ま で は 、 男 性 ス タ ッ フ が 泊 ま り が け で や っ て い っ て た
ん で す 。 昼 間 は 女 性 も 行 っ て 、 2 4 時 間 体 制 ぐ ら い で 。 彼 が そ こ で 生
活 、 安 心 で き る よ う に な る ま で か な り の 時 間 を 割 き ま し た 。 訪 問 看
護 と し て は 、 ち ょ っ と 不 可 能 か も し れ な い ん で す け れ ど も 、 こ れ Ａ
Ｃ Ｔ な の で 。 そ れ ぐ ら い 病 理 の 深 い 人 で も あ っ た の で 乗 っ け て い っ
た ん で す ね 。 本 当 に 病 院 に 行 っ て た ら 、 絶 対 ず っ と 保 護 室 っ て い う
よ う な 人 だ っ た の で 、 一 人 暮 ら し を す る 中 で 、 私 た ち そ れ ぐ ら い や
っ ぱ り マ ン パ ワ ー を 割 か な き ゃ い け な か っ た 。］。こ う し て 利 用 者 は 、
一 人 で 生 活 が で き る よ う に な っ た 。 し か し 、 あ る 出 来 事 か ら 、 利 用
者 は 研 究 参 加 者 N の チ ー ム に 見 捨 て ら れ た と 感 じ る よ う に な り 、訪
問 を 拒 否 し 、病 状 が 悪 化 し た 。研 究 参 加 者 N は 、や は り 人 に よ る 手
当 て が 必 要 だ と 考 え 、 頻 繁 に 訪 問 を 繰 り 返 し た ［ 私 は 手 当 し か な い
と 思 っ て い た の で 。… (中 略 )… そ う い う 時 間 (一 緒 に 散 歩 に 行 く よ う
な 時 間 )を 積 み 重 ね る し か な い か な っ て 、正 直 思 っ て ま し た ね 。］。こ
の よ う な 関 わ り が 続 き 、 利 用 者 は 家 庭 で の 生 活 を 安 定 さ せ る こ と が
で き た 。  
つ ま り 研 究 参 加 者 N は 、利 用 者 が 家 族 と 離 れ て 生 活 す る こ と が で
き る よ う 交 渉 す る 中 で 、 不 安 定 な 利 用 者 と 共 に す ご し 、 不 安 に 寄 り
添 っ て ＜ 病 に よ る 不 安 を 丁 寧 に 受 容 し て 固 め る ＞ と い う 〔 脆 い 自 我
に 寄 り 添 う 〕 交 渉 行 動 群 を 用 い て 交 渉 し た 。  
 
２ ）  ＜ 自 尊 心 ・ 安 心 感 を 脅 か さ な い よ う に 追 従 す る ＞ 交 渉 行 動  
＜ 自 尊 心 ・ 安 心 感 を 脅 か さ な い よ う に 追 従 す る ＞ と は 、交 渉 相 手
の 脆 い 自 我 に 寄 り 添 う た め に 、 交 渉 相 手 の 能 力 や 性 格 に 合 わ せ 、 自
尊 心 や 安 心 感 を 傷 つ け ず 、 焦 ら ず ゆ っ く り と 時 間 を か け て 追 従 す る
こ と で あ る 。  
看 護 師 は 、非 難 さ れ て い る と 感 じ や す い 性 格 、自 尊 心 の 高 さ と い
っ た 交 渉 相 手 の 脆 弱 性 に 合 わ せ 、 相 手 が 受 け 入 れ や す い よ う に 肯 定
的 に 関 わ っ た 。 ま た 、 自 分 自 身 の 気 持 ち を 表 現 す る 能 力 や 相 手 の 希
望 に も 着 目 し 、 無 理 に 関 わ っ て 相 手 を 脅 か さ な い よ う に 、 焦 ら ず ゆ
っ く り と 時 間 を か け て 保 護 的 に 関 わ っ た 。 こ の よ う に 看 護 師 は 、 ＜
自 尊 心 ・ 安 心 感 を 脅 か さ な い よ う に 追 従 す る ＞ と い う 〔 脆 い 自 我 に
寄 り 添 う 〕 交 渉 行 動 群 を 用 い て 交 渉 し た 。  
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次 に 、訪 問 看 護 師 で あ る 研 究 参 加 者 G の 交 渉 を 説 明 す る 。研 究 参
加 者 G は 、家 の 片 づ け が で き な い 交 渉 相 手 で あ る 利 用 者 が 、生 活 に
困 ら な い 程 度 に 片 付 け ら れ る よ う 交 渉 す る 中 で 、 ＜ 自 尊 心 ・ 安 心 感
を 脅 か さ な い よ う に 追 従 す る ＞ こ と を 行 っ た 。 利 用 者 の 自 宅 は 、 非
常 に 不 衛 生 な 状 況 で あ っ た 。し か し 研 究 参 加 者 G ら の チ ー ム は 、そ
れ ま で の 経 過 を 理 解 し 、 保 護 的 な 関 わ り を 続 け 、 訪 問 看 護 で は 変 化
を 迫 ら な い よ う に し 、 利 用 者 の 希 望 す る こ と を 実 施 し 続 け た ［ 生 活
歴 と か 、 発 症 の 経 過 な ん か も あ る の で 、 ス タ ッ フ も そ ん な に 「 臭 い
じ ゃ な い か 、汚 い じ ゃ な い か 。」っ て い う こ と に は な ら ず 、割 と 保 護
的 に 関 わ っ て い た 経 過 が あ っ て 。… (中 略 )… も う 外 (通 所 施 設 )で 頑 張
っ て 帰 っ て き て い る の に 、 家 で あ ん ま り っ て い う の も 。 い く ら ご 本
人 が 望 ん だ 生 活 の た め と は い え 、 あ ん ま り 変 化 を 望 ん で も 、 と い う
の も あ っ て 、ち ょ っ と 引 い て 様 子 を 見 た り 。… (中 略 )…「 今 日 ど う し
ま し ょ う か 。今 か ら 掃 除 し ま し ょ う か 。」っ て (研 究 参 加 者 G が )言 う
と 、「 今 日 は し ん ど い の で 、 お 掃 除 は い い で す 。」 っ て い う こ と に な
れ ば 、も う 掃 除 は し な い 、で き な い 。］。他 に 、利 用 者 と の 関 係 性 や 、
利 用 者 の 能 力 に 合 わ せ て 、 無 理 に 変 化 を 求 め な い よ う に 徐 々 に 関 わ
っ た ［ 飲 ん だ 薬 袋 を 部 屋 中 に ザ ー ッ と ば ら ま い て い る よ う な 状 態 な
の で 。「薬 は 忘 れ ず に 飲 め て こ の 袋 の 状 態 な ん で す か ね 。」と か 、「ど
ん な 感 じ で (飲 ん で い る )？ 。」と か 、薬 の 話 題 が 一 緒 に で き る よ う に
な っ て 。最 終 的 に は 、… (中 略 )…「 今 、飲 ん で な い も の に 関 し て は 、
預 か っ て い っ て 処 分 し て い い で す か 。」、 み た い な お 話 も し て 。 で 、
預 か っ て い っ て 処 分 っ て 言 い な が ら 、ち ょ っ と ど の ぐ ら い (飲 め て い
た の か )、ス テ ー シ ョ ン で ち ょ っ と 拝 見 し た り と か 。… (中 略 )…「 (こ
れ ま で の こ と を )ど う 思 い ま す か 。」 っ て い う こ と は あ ん ま り 詰 め て
は 聞 い て は な い ん で す 。 あ ま り 言 語 化 が 多 い 方 で は な い の で 。］。 こ
の よ う に し て 利 用 者 は 、 少 し ず つ 片 づ け の 援 助 を 受 け 入 れ る よ う に
な っ た 。  
つ ま り 研 究 参 加 者 G は 、家 の 片 づ け が で き な い 利 用 者 が 、生 活 に
困 ら な い 程 度 に 片 付 け ら れ る よ う 交 渉 す る 中 で 、 急 激 に 変 化 を 求 め
ず に ＜ 自 尊 心 ・ 安 心 感 を 脅 か さ な い よ う に 追 従 す る ＞ と い う 〔 脆 い
自 我 に 寄 り 添 う 〕 交 渉 行 動 群 を 用 い て 交 渉 し た 。  
 
２ .  〔 枠 を 破 っ て も 意 志 に 追 従 す る 〕 交 渉 行 動 群  
研 究 参 加 者 は 交 渉 を 語 る と き に 、 た と え リ ス ク や 手 間 が か か っ て
も 、 通 常 な ら 優 先 す る 枠 組 み を 度 外 視 し 、 交 渉 相 手 の 力 、 価 値 観 、
希 望 を 信 じ 、 相 手 の 強 い 意 志 を 尊 重 す る 、 と い う 〔 枠 を 破 っ て も 意
志 に 追 従 す る 〕 交 渉 行 動 群 に つ い て 触 れ た 。  
こ れ は 、 ＜ リ ス ク を 覚 悟 で 意 向 を 優 先 す る ＞ ＜ ル ー ル に と ら わ れ
ず ニ ー ズ を 優 先 す る ＞ ＜ 信 じ て 意 向 を 中 核 に 据 え る ＞ と い う 3 つ の
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交 渉 行 動 を 含 ん だ (表 3 参 照 )。 以 下 に 、 交 渉 行 動 ご と に 具 体 的 な 内
容 を 説 明 す る 。  
 
１ ）  ＜ リ ス ク を 覚 悟 で 意 向 を 優 先 す る ＞ 交 渉 行 動  
＜ リ ス ク を 覚 悟 で 意 向 を 優 先 す る ＞ と は 、交 渉 相 手 の 意 志 に 追 従
す る た め に 、 手 間 と リ ス ク を 覚 悟 し 、 可 能 な 限 り 交 渉 相 手 の 希 望 を
優 先 す る こ と で あ る 。  
看 護 師 は 、 交 渉 相 手 の 意 向 を 尊 重 し た 場 合 に 、 上 手 く い か ず に 病
状 が 悪 く な る リ ス ク や 、 看 護 を 行 う う え で の 手 間 が 増 え る こ と が 予
測 さ れ て い て も 、 覚 悟 し て 交 渉 相 手 の 意 向 を 優 先 し 、 徹 底 的 に 寄 り
添 っ た 。 こ の よ う に 看 護 師 は 、 ＜ リ ス ク を 覚 悟 で 意 向 を 優 先 す る ＞
と い う 〔 枠 を 破 っ て も 意 志 に 追 従 す る 〕 交 渉 行 動 群 を 用 い て 交 渉 し
た 。  
次 に 病 棟 看 護 師 で あ る 研 究 参 加 者 I の 交 渉 を 説 明 す る 。 研 究 参 加
者 I は 、 単 身 生 活 の 準 備 を す る 交 渉 相 手 で あ る 患 者 が 退 院 で き る よ
う 交 渉 す る 中 で 、＜ リ ス ク を 覚 悟 で 意 向 を 優 先 す る ＞ こ と を 行 っ た 。
研 究 参 加 者 I は 、 試 験 外 泊 を す る た め に 患 者 と の 連 絡 手 段 を 整 え よ
う と し た 。 し か し 患 者 は 、 連 絡 手 段 を 整 え る 手 続 き に チ ャ レ ン ジ し
て は 中 断 す る こ と を 繰 り 返 し た 。 研 究 参 加 者 I は 病 棟 管 理 者 に 相 談
を し た が 、連 絡 体 制 が 整 わ な い 中 で の 外 泊 に は 許 可 が 下 り な か っ た 。
患 者 は 手 続 き を 行 う こ と が で き ず 、 入 院 期 間 だ け が 延 び て い た 。 研
究 参 加 者 I は 、 自 分 自 身 の 価 値 観 を 見 直 し 、 手 間 や リ ス ク を 背 負 う
こ と に な る が 、方 向 転 換 す る こ と を チ ー ム メ ン バ ー に 提 案 し た［「 本
人 が 連 絡 手 段 を 整 え ら れ な い し 、 整 え た く な い し 、 外 泊 も せ ず に 帰
る っ て 言 う な ら も う 、 そ こ で 動 き ま し ょ う か 。 ズ レ は こ っ ち の 価 値
観 か も し れ な い し 。も う 本 人 何 と か や っ て い く っ て 言 っ て い る か ら 、
そ の や っ て み よ う か 。」っ て (ケ ー ス ワ ー カ ー に 言 っ た )。か な り 、博
打 み た い な と こ ろ が あ る け ど っ て (言 っ た )｛ 苦 笑 ｝。］。こ の よ う に し
て 、 患 者 は 意 向 通 り の 退 院 を す る こ と が で き た 。  
つ ま り 研 究 参 加 者 I は 、 単 身 生 活 の 準 備 を す る 患 者 が 退 院 で き る
よ う 交 渉 す る 中 で 、 自 分 自 身 の 価 値 観 を 見 直 し て ＜ リ ス ク を 覚 悟 し
て 意 向 を 優 先 す る ＞ と い う 〔 枠 を 破 っ て も 意 志 に 追 従 す る 〕 交 渉 行
動 群 を 用 い て 交 渉 し た 。  
 
２ ）  ＜ ル ー ル に と ら わ れ ず ニ ー ズ を 優 先 す る ＞ 交 渉 行 動  
＜ ル ー ル に と ら わ れ ず ニ ー ズ を 優 先 す る ＞ と は 、 交 渉 相 手 の 意 志
に 追 従 す る た め に 、 可 能 な 限 り 枠 に と ら わ れ ず に 交 渉 相 手 の ニ ー ズ
を 優 先 す る こ と で あ る 。  
看 護 師 は 、 病 院 や 病 棟 の 方 針 や ル ー ル よ り も 、 交 渉 相 手 の ニ ー ズ
を 優 先 し て 交 渉 す る こ と が あ っ た 。そ れ は 主 治 医 か ら の 指 示 内 容 や 、
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退 院 促 進 す る と い う 病 院 の 方 針 、 病 棟 に 入 院 で き る 期 間 、 訪 問 看 護
や デ イ ケ ア で の ル ー ル 、 隔 離 室 へ 入 室 す る 際 の 手 順 で あ っ た 。 看 護
師 は 、 ル ー ル は い っ た ん 置 い て お き 、 交 渉 相 手 の ニ ー ズ に 対 応 す る
こ と を 優 先 し て 特 別 な 対 応 を し て い た 。 こ の よ う に 看 護 師 は 、 ＜ ル
ー ル に と ら わ れ ず ニ ー ズ を 優 先 す る ＞ と い う 〔 枠 を 破 っ て も 意 志 に
追 従 す る 〕 交 渉 行 動 群 を 用 い て 交 渉 し た 。  
次 に 、急 性 期 病 棟 の 看 護 師 で あ る 研 究 参 加 者 J の 交 渉 を 説 明 す る 。
研 究 参 加 者 J は 、 交 渉 相 手 で あ る 患 者 が 、 初 め て の 隔 離 室 へ の 入 院
に 同 意 で き る よ う 交 渉 す る 中 で 、 ＜ ル ー ル に と ら わ れ ず ニ ー ズ を 優
先 す る ＞ こ と を 行 っ た 。 研 究 参 加 者 J は 、 患 者 が 隔 離 室 で の 治 療 の
必 要 性 や 入 院 治 療 の 見 通 し を 理 解 で き る よ う に 、 病 棟 内 の ル ー ル の
ギ リ ギ リ の と こ ろ ま で 時 間 を か け て 丁 寧 に 説 明 し 、 訴 え を 聞 く こ と
を 行 っ た ［ 入 室 す る 前 室 で 、 ご 本 人 の お 話 を 聞 く 時 間 は 保 障 し て ま
す ね 。 拒 否 す る 理 由 を や っ ぱ り し っ か り 聞 い て 。 … (中 略 ) … や っ ぱ
り 隔 離 室 だ か ら 、 早 急 に 直 ち に 入 室 っ て い う こ と で は な く て 、 そ の
中 で も 本 人 が ど う い う ふ う に 捉 え て る の か っ て い う ん で す か ね 。 も
の す ご く 嫌 な の は 分 か る の で 、「 確 か に こ こ は 嫌 か も し れ ま せ ん ね 。」
っ て 、 一 呼 吸 置 く 時 間 っ て い う の は 。 本 当 言 っ た ら 指 示 が あ る 分 、
早 急 に 刺 激 を 遮 断 し な き ゃ い け な い っ て い う よ う な ル ー ル だ と 思 う
ん で す け ど 。 そ の 中 で も 少 し 聞 く 時 間 っ て い う の を 持 て た ら 極 力 持
つ っ て い う ん で す か 。そ う い っ た の は 、自 分 は 心 が け て お り ま す ね 。］。
こ の よ う に し て 患 者 は 隔 離 室 に 入 院 し 、 隔 離 室 で 話 を 聴 い て く れ た
こ と に 感 謝 し な が ら 退 院 し た 。  
つ ま り 研 究 参 加 者 J は 、 初 め て 隔 離 室 に 入 院 に な る 患 者 が 、 入 院
治 療 に 同 意 で き る よ う に 交 渉 す る 中 で 、 速 や か に 隔 離 を 行 う と い う
＜ ル ー ル に と ら わ れ ず ニ ー ズ を 優 先 す る ＞ と い う 〔 枠 を 破 っ て も 意
志 に 追 従 す る 〕 交 渉 行 動 群 を 用 い て 交 渉 し た 。  
 
３ ）  ＜ 信 じ て 意 向 を 中 核 に 据 え る ＞ 交 渉 行 動  
＜ 信 じ て 意 向 を 中 核 に 据 え る ＞ と は 、交 渉 相 手 の 意 志 に 追 従 す る
た め に 、 交 渉 相 手 の 希 望 や 価 値 観 、 生 き 方 を 中 核 に 据 え る こ と で あ
る 。  
看 護 師 は 、自 分 自 身 の 価 値 観 を 押 し 付 け な い よ う に 、交 渉 相 手 の
意 向 を 中 核 に 据 え て 方 針 を 出 し て い た 。 中 核 に 据 え る の は 、 交 渉 相
手 が 表 明 す る 希 望 や 将 来 の 目 標 、 そ し て 相 手 の 強 み で あ っ た 。 そ し
て 、 看 護 師 は 交 渉 相 手 の 能 力 を 信 じ 、 可 能 な 限 り 希 望 を 尊 重 し た 。
こ の よ う に 看 護 師 は 、 ＜ 信 じ て 意 向 を 中 核 に 据 え る ＞ と い う 〔 枠 を
破 っ て も 意 志 に 追 従 す る 〕 交 渉 行 動 群 を 用 い て 交 渉 し た 。  
次 に 、訪 問 看 護 師 で あ る 研 究 参 加 者 N の 交 渉 を 説 明 す る 。研 究 参
加 者 N は 、関 わ り を 拒 絶 す る 交 渉 相 手 で あ る 利 用 者 が 、安 定 し て 過
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ご せ る よ う に な る た め に 、 利 用 者 の 意 向 を 引 き 出 そ う と 交 渉 す る 中
で 、 ＜ 信 じ て 意 向 を 中 核 に 据 え る ＞ こ と を 行 っ た 。 訪 問 看 護 を 始 め
た こ ろ 、利 用 者 は 研 究 参 加 者 N と 話 す こ と も な く 、背 中 を 向 け て 暴
言 を 吐 い て い た 。次 第 に 、利 用 者 は 研 究 参 加 者 N に 手 伝 っ て ほ し い
こ と を 言 う よ う に な っ た た め 、研 究 参 加 者 N は 、覚 悟 を 決 め て 徹 底
的 に 利 用 者 の 意 向 に 添 っ た ［ 彼 女 と し て は 手 伝 っ て ほ し い こ と と か
を (研 究 参 加 者 N に 言 っ て )、 揺 れ な が ら 試 し て い た と 思 う ん で す け
れ ど も 、 そ う い う こ と を 仕 掛 け て く る 。 そ れ に 対 し て 、 自 分 が ど う
覚 悟 を 決 め て 、 そ こ に 乗 っ か っ て 、 ど こ ま で や る か っ て い う の が 、
関 係 が 構 築 で き る 段 階 な の か な と 思 っ て い て 。 だ か ら 、 (利 用 者 が )
「 先 生 (主 治 医 )の 所 に 連 れ て 行 っ て く れ る っ て 言 っ た じ ゃ な い 。」っ
て 言 っ た こ と に 関 し て は 、 こ れ は 絶 対 叶 え な き ゃ い け な い ニ ー ズ だ
と 思 っ た ん で 、 調 整 を い っ ぱ い し て 。］。 ま た 、 利 用 者 と の 関 係 性 が
悪 化 し た 時 も 、 関 係 性 を 再 構 築 す る た め に 、 他 者 と の 交 渉 は 他 の 看
護 師 に 任 せ て 、 利 用 者 に 添 い 続 け た ［ 私 が 一 番 ご 本 人 さ ん と 関 係 取
れ て る っ て い う よ う に み ん な (チ ー ム メ ン バ ー ) が 見 て く れ て い た の
で 。 本 人 さ ん と の 関 係 修 復 と か 、 そ の 話 (退 院 に 向 け た 話 ) っ て い う
の は 、 私 が す ご く 間 を 取 っ て し た ん で す け れ ど も 。 本 人 さ ん の 思 い
と 周 囲 の 思 い が 、 す ご く 衝 突 す る タ イ プ だ っ た の で 、 そ こ を 調 整 す
る 人 っ て い う の は 、な か な か 私 で は 難 し く て (他 の 看 護 師 に 任 せ た )。
私 は や っ ぱ り 本 人 さ ん に 添 う っ て い う こ と を 徹 底 的 に し た い し 、 し
な き ゃ い け な い 。 こ れ だ け 病 理 の 深 い 人 は 、 し な き ゃ い け な い と 思
っ て い た の で 。 そ こ に ち ょ っ と 徹 し さ せ て い た だ い て 。］。 こ の よ う
に し て 、 利 用 者 は 自 身 の 目 標 に 向 か っ て 生 活 を す る よ う に な っ た 。  
つ ま り 研 究 参 加 者 N は 、関 わ り を 拒 絶 す る 利 用 者 が 安 定 し て 過 ご
せ る よ う に な る た め に 、利 用 者 の 意 向 を 引 き 出 そ う と 交 渉 す る 中 で 、
利 用 者 と の 関 係 構 築 に 重 点 を 置 き 、 覚 悟 を 決 め 、 ＜ 信 じ て 意 向 を 中
核 に 据 え る ＞ と い う 〔 枠 を 破 っ て も 意 志 に 追 従 す る 〕 交 渉 行 動 群 を
用 い て 交 渉 し た 。  
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第 ５ 章  考 察  
地 域 で 生 活 す る 統 合 失 調 症 を も つ 人 へ の 看 護 師 の 交 渉 に つ い て 分
析 し た と こ ろ 、 5 方 略 、 1 3 交 渉 行 動 群 が 抽 出 さ れ た 。 本 章 で は 、 地
域 で 生 活 す る 統 合 失 調 症 を も つ 人 に 看 護 師 が 交 渉 を 行 う 際 の 両 者 の
関 係 性 、 交 渉 の プ ロ セ ス 、 看 護 師 が 用 い る 交 渉 行 動 群 に つ い て 考 察
す る 。そ し て 最 後 に 、統 合 失 調 症 を も つ 人 へ の 看 護 師 の 交 渉 の 特 徴 、
概 念 「 交 渉 」 の 活 用 可 能 性 に つ い て 論 じ る 。  
 
I .  交 渉 す る 看 護 師 と 対 象 者 と の 関 係 性  
統 合 失 調 症 を も つ 人 へ の 看 護 師 の 交 渉 に は 、 5 つ の 方 略 【 自 己 決
定 に よ る 合 意 へ の 導 き 】【巧 み な 押 し 引 き 】【方 向 づ け 】【内 に 潜 む 可
能 性 と 本 音 の 追 究 】【脆 さ と 固 さ へ の 徹 底 的 な 寄 り 添 い 】が あ る こ と
が 明 ら か に な っ た 。 こ れ ら の 局 面 か ら は 、 そ れ ぞ れ 対 象 者 と 看 護 師
の 関 係 性 を 読 み 取 る こ と が で き た 。 以 下 に 、 各 方 略 を 用 い る 際 の 対
象 者 と 看 護 師 の 関 係 性 に つ い て 継 時 的 に 説 明 し 、 統 合 失 調 症 を 持 つ
人 へ の 看 護 師 の 交 渉 に お け る 関 係 性 の 特 徴 に つ い て 論 じ る 。  
 
1 .  各 方 略 を 用 い る 際 の 対 象 者 と 看 護 師 の 関 係 性 の 継 時 的 変 化  
【 脆 さ と 固 さ へ の 徹 底 的 な 寄 り 添 い 】方 略 は 、対 象 者 が 安 心 で き 、
思 い を 成 し 遂 げ ら れ る よ う に 、 添 う こ と を 徹 底 す る 。 看 護 師 は 、 意
向 の 不 一 致 に 対 し て 積 極 的 に 関 わ る の で は な く 、 対 象 者 を 保 護 す る
ケ ア 提 供 者 と し て の 関 係 に あ る 。【内 に 潜 む 可 能 性 と 本 音 の 追 究 】方
略 は 、 普 段 の 関 わ り の 中 か ら 時 間 を か け て 本 音 を 追 及 し 、 可 能 性 を
見 立 て る 。 こ れ は 、 合 意 に 向 け て 取 り 組 み 始 め る が 、 対 象 者 に 直 接
的 に 働 き か け る の で は な く 、 表 出 さ れ て い る 内 容 か ら 対 象 者 を 理 解
し よ う と す る 保 護 的 な 関 係 性 で あ る と 考 え る 。  
次 に 、【 方 向 づ け 】 方 略 は 、 対 象 者 と チ ー ム を 動 機 づ け る た め に 、
個 々 の 状 況 を 整 え 、 か つ 全 体 的 に 方 向 づ け ら れ る よ う に 調 整 ・ 協 力
す る 。 こ の 方 略 か ら は 、 や や 対 象 者 を リ ー ド し な が ら 協 働 し て 取 り
組 む 関 係 で あ る こ と が 読 み 取 れ る 。同 様 に 、【巧 み な 押 し 引 き 】方 略
は 、 対 象 者 の 状 態 や 関 係 性 を 見 極 め 、 理 屈 や 感 情 を 駆 使 し て 、 添 う
こ と と 看 護 師 の 意 見 を 強 く 押 す こ と を 巧 み に 使 い 分 け て 動 機 づ け て
い く 方 略 で あ り 、 こ れ も 対 象 者 を や や リ ー ド し な が ら 共 に 課 題 に 取
り 組 む 協 働 関 係 で あ る と 考 え ら れ る 。  
最 後 に 、【自 己 決 定 に よ る 合 意 へ の 導 き 】方 略 は 、対 象 者 に 波 長 を
合 わ せ て 歩 み 寄 り つ つ も 、 対 象 者 が 看 護 師 の 意 見 を 理 解 で き る よ う
に 直 面 化 を 図 っ て 現 実 と の 合 意 点 を 刷 り 合 わ せ 、 最 終 的 に 対 象 者 の
決 定 に よ っ て 合 意 形 成 す る 。 こ れ は 、 看 護 師 と 対 象 者 が お 互 い に 歩
み 寄 り 、 譲 歩 し 合 っ て い る こ と か ら 、 お 互 い に 対 等 な 協 働 関 係 で あ
る と 捉 え る こ と が で き る 。  
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次 に 、交 渉 す る 対 象 者 と 看 護 師 の 関 係 性 に つ い て 、P e p l a u ( 1 9 5 2／
1 9 7 3 )の 人 間 関 係 の 看 護 論 と 、 G o t t l i e b， F e e l e y， a n d  D a l t o n  ( 2 0 0 5
／ 2 0 0 7 )の 協 働 的 パ ー ト ナ ー シ ッ プ の 螺 旋 モ デ ル の 2 つ と 比 較 す る 。 
人 間 関 係 の 看 護 論 を 示 し た P e p l a u ( 1 9 5 2／ 1 9 7 3 )は 、看 護 師 － 患 者
関 係 を 、「 方 向 づ け の 局 面 」「 同 一 化 の 局 面 」「 開 拓 利 用 の 局 面 」「 問
題 解 決 の 局 面 」 の 4 つ の 局 面 か ら な る と し た 。  
「 方 向 づ け の 局 面 」 で は 、 看 護 師 は 対 象 者 に 関 心 を 寄 せ 、 対 象 者
の 感 情 を 受 け 止 め る 。 そ し て 、 対 象 者 が 看 護 師 に 期 待 し て い る こ と
を 理 解 し て 反 応 す る こ と で 、 対 象 者 が 方 向 づ け ら れ る 。 次 の 「 同 一
化 の 局 面 」 で は 、 対 象 者 は 自 分 の ニ ー ド に 答 え て く れ そ う な 人 を 選
ん で 反 応 す る よ う に な る 。 看 護 師 は 、 対 象 者 の 感 情 表 現 を 促 し 、 母
親 の よ う な や さ し さ で も っ て 必 要 な 看 護 全 て を 提 供 す る 。 こ の こ と
に よ っ て 、 対 象 者 は 看 護 師 と 同 一 化 し 、 病 の 体 験 を 受 け 入 れ て い く
こ と が 進 む と 説 明 さ れ て い る 。 つ ま り 、 こ れ ら 2 つ の 人 間 関 係 の 局
面 は 、 対 象 者 に 関 心 を 寄 せ 、 受 け 止 め 、 脅 か さ な い よ う に 保 護 的 に
寄 り 添 う 関 係 性 で あ り 、交 渉 の【 脆 さ と 固 さ へ の 徹 底 的 な 寄 り 添 い 】
方 略 と 、【内 に 潜 む 可 能 性 と 本 音 の 追 究 】方 略 を 用 い る 際 の 関 係 性 に
相 当 す る 。  
次 に 、「開 拓 利 用 の 局 面 」と は 、そ の 場 の 状 況 に お け る 人 間 関 係 を
認 識 し 、 理 解 で き る 看 護 師 と 同 一 化 が 進 む よ う に な る こ と で 、 自 分
に 与 え ら れ る サ ー ビ ス を 十 分 に 利 用 す る 局 面 で あ る 。 そ し て 対 象 者
は 、 自 分 の 見 解 に し た が っ て 種 々 の 方 法 で 両 者 の 関 係 か ら 十 分 な 価
値 を 引 き 出 そ う と 試 み る と 説 明 さ れ て い る 。 こ れ は 、 看 護 師 が や や
リ ー ド す る 協 働 関 係 で あ り 、 交 渉 の 【 方 向 づ け 】 方 略 と 【 巧 み な 押
し 引 き 】 方 略 を 用 い る 際 の 関 係 性 に 類 似 す る 。  
最 後 に 、「問 題 解 決 の 局 面 」で は 、看 護 師 と の 同 一 化 か ら 抜 け 出 し 、
独 り 立 ち す る 能 力 を 強 め て い く 。 こ れ は 、 対 象 者 と 看 護 師 が 対 等 な
協 働 関 係 で あ る 。 よ っ て 、 交 渉 の 【 自 己 決 定 に よ る 合 意 へ の 導 き 】
方 略 を 用 い る 際 の 関 係 性 に あ た る と 考 え る 。  
つ ま り 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 へ の 交 渉 は 、 対 象 者 と の 関 係 性 を 変
化 さ せ な が ら プ ロ セ ス を 踏 ん で 進 め ら れ て い る と 考 察 さ れ た ( 表 5
参 照 )。  
次 に 、 G o t t l i e b  e t  a l . ( 2 0 0 5／ 2 0 0 7 )  の 協 働 的 パ ー ト ナ ー シ ッ プ の
螺 旋 モ デ ル と 比 較 す る 。 協 働 的 パ ー ト ナ ー シ ッ プ と は 、 パ ー ト ナ ー
の 積 極 的 な 参 加 と 合 意 を 元 に 進 む 流 動 的 な 過 程 を 通 し て 、 患 者 中 心
の 目 標 を 追 及 す る こ と を 意 味 す る 。こ れ は 、「① 協 働 の あ り 方 を 探 索
し な が ら 相 互 理 解 を 深 め る 」「② 目 標 を 設 定 す る 」「③ 実 施 す る 」「④
再 吟 味 す る 」 の 4 つ の 段 階 か ら な る 。  
「 ① 協 働 の あ り 方 を 探 索 し な が ら 相 互 理 解 を 深 め る 」 段 階 と は 、
情 報 を 交 換 し 、 信 頼 関 係 を 築 い て 問 題 を 打 ち 明 け る こ と に よ っ て 達
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成 さ れ る 段 階 で あ る 。こ れ は 、対 象 者 を 理 解 し て 看 護 師 が 歩 み 寄 り 、
対 象 者 も 看 護 師 の 意 見 を 理 解 で き る よ う に 働 き か け る 、 と い う 交 渉
の 【 自 己 決 定 に よ る 合 意 へ の 導 き 】 方 略 に 相 当 す る と 考 え ら れ る 。
「 ② 目 標 を 設 定 す る 」段 階 は 、具 体 的 で 実 現 可 能 な 目 標 を 明 確 に し 、
こ れ に 優 先 順 位 を つ け て い く 段 階 で あ る 。 こ の 話 し 合 い の 段 階 で 、
対 象 者 が 目 標 を は っ き り と 明 確 な も の に す る こ と を 促 す た め に 、 観
察 、 積 極 的 な 聞 き 取 り 、 意 図 的 な 質 問 、 言 動 の 解 釈 、 検 証 、 言 い 換
え な ど の 様 々 な 方 略 が 用 い ら れ る と 説 明 さ れ て い る 。 こ れ は 、 多 様
な 技 を 使 い 、 体 験 か ら 動 機 づ け ら れ る よ う 働 き か け る 交 渉 の 【 巧 み
な 押 し 引 き 】 方 略 と 【 方 向 づ け 】 方 略 に 類 似 す る 。 次 の 「 ③ 実 施 す
る 」段 階 は 、交 渉 に は 見 ら れ な か っ た 。最 後 に 、「 ④ 再 吟 味 す る 」段
階 は 、 計 画 が ど の 程 度 順 調 に 進 ん で い る の か 、 ど の 程 度 上 手 く い っ
た の か と い う こ と に つ い て 、 対 象 者 と 看 護 師 が 共 に 考 え る 再 吟 味 す
る 段 階 で あ る 。 こ れ も と も に 考 え る 作 業 を し て お り 、 交 渉 の 【 自 己
決 定 に よ る 合 意 へ の 導 き 】 方 略 に 含 ま れ る と 考 え ら れ る 。  
し か し 、【脆 さ と 固 さ へ の 徹 底 的 な 寄 り 添 い 】方 略 と【 内 に 潜 む 可
能 性 と 本 音 の 追 究 】 方 略 に 相 当 す る 段 階 は 、 協 働 的 パ ー ト ナ ー シ ッ
プ の 螺 旋 モ デ ル に は な か っ た (表 5 参 照 )。つ ま り 、【脆 さ と 固 さ へ の
徹 底 的 な 寄 り 添 い 】 方 略 と 【 内 に 潜 む 可 能 性 と 本 音 の 追 究 】 方 略 が
用 い ら れ る 際 の 関 係 性 は 、 協 働 関 係 で は な く 、 上 述 し た よ う に ケ ア
提 供 者 と し て の 関 係 性 で あ り 、 交 渉 に 先 立 っ て 行 わ れ て い る と 考 え
ら れ る 。  
 
表  5  交 渉 の 過 程 に お け る 関 係 性 の 比 較  
 
 
以 上 よ り 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 へ の 看 護 師 の 交 渉 は 、 交 渉 の 基 盤
と し て 【 脆 さ と 固 さ へ の 徹 底 的 な 寄 り 添 い 】 方 略 と 【 内 に 潜 む 可 能
性 と 本 音 の 追 究 】 方 略 に よ っ て 、 ケ ア 提 供 者 と し て の 関 係 で 信 頼 関
係 の 構 築 を 図 り 、次 に【 方 向 づ け 】方 略 と【 巧 み な 押 し 引 き 】方 略 、
関係性 時間軸
統合失調症をもつ人への
看護師の交渉
人間関係の看護論
(Peplau,1952/1973)
協働的パートナーシップの螺旋
モデル(Gottlieb et al.,2005/2007)
【自己決定による
合意への導き】
問題解決の局面
【巧みな押し引き】
【方向づけ】
【内に潜む可能性と
本音の追究】
【脆さと固さへの
徹底的な寄り添い】
再吟味する段階
目標を設定する段階
協働のあり方を探索しながら相互理
解を深める段階開拓利用の局面
同一化の局面
方向づけの局面
協働関係
ケア提供
者としての
関係
76 
【 自 己 決 定 に よ る 合 意 へ の 導 き 】 方 略 で 、 協 働 関 係 へ と 移 行 し て 交
渉 成 立 し て い る と 考 察 さ れ た 。  
 
2 .  統 合 失 調 症 を も つ 人 と の 交 渉 に お け る 関 係 性 の 特 徴  
以 上 の こ と を 踏 ま え 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 と の 交 渉 に お け る 関 係
性 の 特 徴 に つ い て 考 察 す る 。  
統 合 失 調 症 を も つ 人 と 行 う 交 渉 に は 、 関 係 性 の 発 展 的 変 化 が あ る
と 考 え ら れ た 。【 脆 さ と 固 さ へ の 徹 底 的 な 寄 り 添 い 】方 略 と【 内 に 潜
む 可 能 性 と 本 音 の 追 究 】 方 略 を 用 い る 際 は 、 対 象 者 の 不 安 や 苦 悩 を
理 解 し 、 対 象 者 に 寄 り 添 う ケ ア 提 供 者 と し て の 関 係 性 で あ る と 考 え
ら れ た 。P e p l a u ( 1 9 5 2／ 1 9 7 3 )の 言 葉 を 借 り る と 、母 親 の よ う な や さ
し さ で 保 護 的 に 関 わ る 関 係 性 で あ る 。ま た 、【内 に 潜 む 可 能 性 と 本 音
の 追 究 】方 略 で は 、看 護 師 は 対 象 者 の 困 難 だ け で な く 、人 柄 、能 力 、
楽 し み 、 人 付 き 合 い の 特 徴 、 病 気 の 理 解 力 と い っ た も て る 力 も 捉 え
て い た 。 こ の よ う な ス ト レ ン グ ス に 注 目 す る こ と に よ っ て 、 対 象 者
は 援 助 者 に 関 心 を 示 さ れ て い る と 感 じ 、 援 助 者 に 対 す る 信 頼 感 を 得
て い く と 言 わ れ て い る (伊 藤 ， 2 0 1 2 )。 つ ま り 、 こ れ ら の 方 略 を 用 い
な が ら 、 信 頼 関 係 構 築 の 土 台 が 築 か れ て い る と 考 え ら れ る 。 ビ ジ ネ
ス に お け る 交 渉 で も 、 交 渉 に よ い 影 響 を も た ら す た め に 、 交 渉 相 手
と の フ ラ ン ク な 関 係 作 り や 共 通 点 を 感 じ さ せ る よ う な コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン 術 が 用 い ら れ る ( 産 業 能 率 大 学 総 合 研 究 所 ， 2 0 11 e ； 佐 々 木 ，
2 0 1 2 b )。 し か し 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 へ の 交 渉 か ら 考 察 さ れ る よ う
な ケ ア 提 供 者 と し て の 関 係 性 は 、 ビ ジ ネ ス に お け る 交 渉 に は な い 。  
ま た 、 対 象 者 の 意 思 決 定 を 支 え る 看 護 や 入 院 中 の 子 ど も と 交 渉 に
関 す る 先 行 研 究 で は 、 看 護 師 が 対 象 者 と の 関 係 性 を 保 つ 技 術 を 用 い
る こ と が 明 ら か に さ れ て い る が (野 嶋 ，阿 部 ，中 野 ら ，2 0 0 0；石 浦 ら ，
2 0 0 9 )、 本 研 究 で は 関 係 性 を 保 つ 方 略 は 抽 出 さ れ な か っ た 。【 脆 さ と
固 さ へ の 徹 底 的 な 寄 り 添 い 】方 略 と【 内 に 潜 む 可 能 性 と 本 音 の 追 究 】
方 略 の 中 に 、 信 頼 関 係 構 築 の 基 盤 と な る ケ ア が 内 包 さ れ て い る と 考
え ら れ る 。  
つ ま り 、 ケ ア 提 供 者 と し て の 関 係 性 は 、 看 護 に お け る 交 渉 に 特 徴
的 で あ る と と も に 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 へ の 交 渉 で は 、 そ れ が 交 渉
方 略 に 内 包 さ れ た こ と が 本 研 究 の 特 徴 で あ る 。  
加 え て 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 へ の 看 護 師 の 交 渉 の 中 に 、 看 護 師 の
提 案 に 対 象 者 が 従 う よ う 働 き か け る コ ン プ ラ イ ア ン ス 志 向 の 関 わ り
が な か っ た 。 安 保 ( 2 0 0 9 )は 、 対 象 者 と 医 療 者 の 関 係 性 を コ ン プ ラ イ
ア ン ス 、 ア ド ヒ ア ラ ン ス 、 コ ン コ ー ダ ン ス と い う 概 念 を 用 い て 説 明
し 、 急 性 期 か ら 回 復 期 の 段 階 を 経 て 、 援 助 者 の 姿 勢 は 順 に 変 化 す る
と 述 べ て い る 。 本 研 究 は 、 地 域 で の 生 活 を 前 提 と し て い る 急 性 期 に
は な い 人 を 対 象 と し た 交 渉 を 明 ら か に し て い る 。 さ ら に 、 看 護 師 が
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対 象 者 と 交 渉 す る こ と が 前 提 と な っ て い る た め 、 コ ン プ ラ イ ア ン ス
志 向 の 関 係 性 が み ら れ な か っ た と 考 え ら れ る 。 し か し 、 た だ 単 に そ
の よ う な 状 況 が 研 究 対 象 か ら 除 外 さ れ て い る と い う だ け で は な い 。
看 護 師 は 、【自 己 決 定 に よ る 合 意 へ の 導 き 】方 略 を 用 い て 、対 象 者 に
あ わ せ な が ら 小 さ な 合 意 を 積 み 重 ね て い た 。 つ ま り 看 護 師 が 多 く を
譲 歩 し た 合 意 か ら 始 め 、 小 さ な 合 意 を 積 み 重 ね て 交 渉 を 繰 り 返 す こ
と に よ っ て 、 コ ン プ ラ イ ア ン ス 志 向 の 関 係 性 を 回 避 し 、 協 働 関 係 を
築 い て い る と 考 え る 。  
以 上 よ り 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 に 看 護 師 が 交 渉 す る 際 の 関 係 性 の
特 徴 と し て 、 対 象 者 の 安 心 感 を 育 み 、 可 能 性 を 見 立 て る 際 に 、 ケ ア
提 供 者 と し て の 関 係 で 交 渉 す る こ と 、 小 さ な 合 意 を 積 み 重 ね る こ と
で コ ン プ ラ イ ア ン ス 志 向 の 関 係 性 が 回 避 さ れ て い る こ と が 統 合 失 調
症 を も つ 人 へ の 交 渉 の 特 徴 で あ る こ と が 考 察 さ れ た 。  
 
I I .  交 渉 の プ ロ セ ス  
前 項 で 示 し た よ う に 、 本 研 究 で 明 ら か に な っ た 5 つ の 方 略 を 、 対
象 者 と 看 護 師 の 関 係 性 と い う 面 か ら 考 察 し た と こ ろ 、 対 象 者 が 安 心
で き 、対 象 者 の 意 向 が 活 か さ れ る よ う に 添 う こ と を 徹 底 す る こ と で 、
交 渉 を 進 め る た め の 対 象 者 の 安 心 感 を 高 め る 【 脆 さ と 固 さ へ の 徹 底
的 な 寄 り 添 い 】方 略 が は じ め に 用 い ら れ て い る と 考 え ら れ た 。次 に 、
徹 底 的 に 寄 り 添 い な が ら 、 時 間 を か け て 本 音 を 追 究 し 、 可 能 性 を 見
立 て て 交 渉 に 活 か す 【 内 に 潜 む 可 能 性 と 本 音 の 追 究 】 方 略 を 用 い て
い た 。 そ し て 、 こ こ で 理 解 さ れ た こ と を 基 盤 と し 、 対 象 者 を 動 機 づ
け る た め に 、 対 象 者 や 看 護 師 、 チ ー ム の 状 況 を 整 え 、 全 体 が 方 向 づ
け ら れ る よ う に 調 整 ・ 協 力 す る 【 方 向 づ け 】 方 略 と 、 対 象 者 の 状 態
や 関 係 性 を 見 極 め 、 理 屈 や 感 情 を 駆 使 し て 、 添 う こ と と 看 護 師 の 意
見 を 強 く 押 す こ と を 巧 み に 使 い 分 け て 動 機 づ け る【 巧 み な 押 し 引 き 】
方 略 が 、 組 み 合 わ せ ら れ な が ら 繰 り 返 し 用 い ら れ て い た 。 そ し て 最
後 に 、 対 象 者 に 波 長 を 合 わ せ て 歩 み 寄 り つ つ も 、 対 象 者 が 看 護 師 の
意 見 を 理 解 で き る よ う に 直 面 化 を 図 っ て 、 現 実 と の 合 意 点 を 刷 り 合
わ せ 、 最 終 的 に 対 象 者 の 決 定 に よ っ て 合 意 形 成 す る 【 自 己 決 定 に よ
る 合 意 へ の 導 き 】 方 略 を 用 い る に 至 っ て い た 。 こ れ ら の 方 略 は 何 度
も 繰 り 返 し 用 い ら れ て 、 異 な る 形 で の 合 意 が 積 み 重 ね ら れ て 交 渉 が
成 立 し て い た 。  
齋 藤 ( 2 0 1 3 )は 、 看 護 管 理 に お け る 交 渉 に つ い て 、 経 済 産 業 省 が 示
し た 交 渉 の 構 成 要 素 8 つ を 用 い て 説 明 し て い る 。中 で も 、「① ゴ ー ル
設 定 」「② 問 題 把 握 と ニ ー ズ 創 出 」「③ 価 値 ポ ジ シ ョ ニ ン グ 」「④ 期 待
値 調 整 」「 ⑤ 駆 け 引 き 」「 ⑥ 合 意 形 成 」 の 6 つ の 構 成 要 素 は 、 プ ロ セ
ス と し て 説 明 さ れ て い る 。「① ゴ ー ル 設 定 」と は 、相 手 の 情 報 を 収 集
し 、 自 分 の 状 況 を 評 価 し 、 優 先 順 位 を つ け る こ と に よ っ て 、 交 渉 の
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運 び 方 を 計 画 し 、交 渉 の 主 目 的 を 設 定 す る こ と で あ る 。「② 問 題 把 握
と ニ ー ズ 創 出 」 と は 、 情 報 を 収 集 し 、 相 手 の 潜 在 的 な ニ ー ズ を 掘 り
起 こ し て 把 握 す る こ と ま で 含 め 、 問 題 の 本 質 に つ い て 知 る こ と で あ
る 。 次 に 「 ③ 価 値 ポ ジ シ ョ ニ ン グ 」 と は 、 提 供 可 能 な 価 値 を 相 手 の
立 場 に 立 っ て 洗 い 出 す こ と 、 相 手 が 提 供 可 能 な 価 値 を 自 分 の 立 場 か
ら 洗 い 出 し 、整 理 す る こ と で あ る 。「④ 期 待 値 調 整 」と は 、交 渉 に 対
す る 相 手 の 期 待 を 現 実 的 な レ ベ ル に 調 整 す る こ と で あ り 、 相 手 が 交
渉 の メ リ ッ ト や 価 値 を 十 分 認 識 し て 交 渉 の 土 台 に の る よ う に 、 動 機
づ け を 強 化 す る こ と で あ る 。「 ⑤ 駆 け 引 き 」と は 、自 分 が 何 か を 譲 る
こ と を 引 き 換 え 条 件 と し て 、 相 手 の 譲 歩 を 要 求 す る こ と で あ り 、 相
手 を 交 渉 の 土 俵 に 乗 せ る た め に 、 自 分 の 伝 え た い こ と を ど の よ う に
相 手 に 伝 え る か 考 え 、 相 手 が 疑 心 暗 鬼 に な ら な い よ う に 、 フ ェ ア に
交 渉 が 進 展 し て い る と 感 じ さ せ る 演 出 を す る 必 要 が あ る と 説 明 さ れ
て い る 。「 ⑥ 合 意 形 成 」と は 、利 害 の 異 な る 複 数 の 人 間 が 最 終 的 に 何
ら か の 結 論 を 出 す こ と で あ る 。  
齋 藤 ( 2 0 1 3 )の 看 護 管 理 に お け る 交 渉 の プ ロ セ ス と 、 本 研 究 結 果 を
比 較 す る 。 本 研 究 で は 、 ま ず 【 脆 さ と 固 さ へ の 徹 底 的 な 寄 り 添 い 】
方 略 に て 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 に あ る 脆 さ と 固 さ に 働 き か け 、 交 渉
に 向 け て 対 象 者 の 安 心 感 を 育 ん で い た 。 し か し 、 看 護 管 理 に お け る
交 渉 に こ れ に 相 当 す る 要 素 は な か っ た 。 次 に 、 看 護 師 は 【 内 に 潜 む
可 能 性 と 本 音 の 追 究 】 方 略 を 用 い て 、 対 象 者 と の 普 段 の 関 わ り の 中
か ら 、時 間 を か け て 本 音 を 追 究 し 、可 能 性 を 見 立 て て い た 。こ れ は 、
看 護 管 理 に お け る 交 渉 の「 ① ゴ ー ル 設 定 」「 ② 問 題 把 握 と ニ ー ズ 創 出 」
「 ③ 価 値 ポ ジ シ ョ ニ ン グ 」 に 相 当 す る 。 看 護 管 理 に お け る 交 渉 と 比
べ る と 、 交 渉 相 手 の 可 能 性 を 見 極 め る こ と が 、 本 研 究 に お け る 交 渉
の 特 徴 で あ る 。 次 に 、【 方 向 づ け 】 方 略 は 、【 巧 み な 押 し 引 き 】 方 略
と 組 み 合 わ せ て 対 象 者 を 交 渉 に 動 機 づ け る 。こ れ ら は 、そ れ ぞ れ「 ④
期 待 値 調 整 」、「 ⑤ 駆 け 引 き 」 に 相 当 す る と 考 え ら れ る が 、 動 機 づ け
る た め に 体 験 を 用 い る こ と 、 関 係 性 を 見 極 め て 感 情 も 用 い な が ら 押
し 引 き す る こ と が 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 へ の 看 護 師 の 交 渉 の 特 徴 で
あ る 。最 後 に【 自 己 決 定 に よ る 合 意 へ の 導 き 】方 略 は 、「⑥ 合 意 形 成 」
に 相 当 す る も の の 、 対 象 者 の 自 己 決 定 に よ る 合 意 へ と 導 く と い う 点
が 、 本 研 究 結 果 の 特 徴 で あ る 。  
以 上 よ り 、統 合 失 調 症 を も つ 人 へ 看 護 師 が 行 う 交 渉 は 、【脆 さ と 固
さ へ の 徹 底 的 な 寄 り 添 い 】 方 略 を 用 い 、 対 象 者 の 可 能 性 を 見 極 め な
が ら 、 日 常 的 な 体 験 を 活 用 し 、 関 係 性 を 見 極 め て 看 護 師 の 感 情 を も
用 い な が ら 押 し 引 き し 、 対 象 者 の 自 己 決 定 に よ る 合 意 へ と 導 く と い
う 点 が 看 護 管 理 に お け る 交 渉 と 比 較 し た 際 の 違 い で あ り 、 特 徴 で あ
る も の の 、 そ の 他 の 点 で は 類 似 し た 交 渉 の プ ロ セ ス を 踏 む こ と と 考
察 さ れ た (表 6 参 照 )。  
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表  6  交 渉 の プ ロ セ ス の 比 較  
 
 
統 合 失 調 症 に は 幻 覚 や 妄 想 と い っ た 激 し い 陽 性 症 状 、 無 為 自 閉 を
き た す 陰 性 症 状 、 そ し て も の ご と を 理 解 し 、 実 行 す る た め の 認 知 機
能 の 障 害 と い っ た 生 活 に 影 響 を 与 え る 多 様 な 症 状 が あ る 。 さ ら に 、
統 合 失 調 症 を も つ 人 は 慣 れ に く く 、 応 用 が 難 し く 、 過 去 を 現 在 に 生
か す こ と が で き な い た め に 、 頑 固 に 自 己 の 希 望 に 固 執 し 、 同 じ 行 動
パ タ ー ン を 守 り 続 け る と い う 特 性 が あ る (昼 田 ，1 9 8 9 a )。そ の た め 対
象 者 は 、 症 状 と 生 活 の し づ ら さ に よ る 苦 悩 や 不 安 を 抱 え る 。 野 嶋 ，
岸 田 ， 中 野 ら ( 1 9 9 5 )は 、 心 の 看 護 の 構 成 要 素 、 看 護 技 術 を 明 ら か に
す る こ と を 目 的 と し 、 イ ン タ ビ ュ ー 調 査 に よ っ て 、「 保 護 す る 行 為 」
「 安 心 を も た ら す 行 為 」と い う 構 成 要 素 が あ る こ と を 明 ら か に し た 。
そ し て 、 自 我 が 脅 か さ れ た 状 態 に あ る 対 象 者 が 自 律 的 に 行 動 す る た
め に は 、 対 象 者 の 自 我 を 強 化 す る 必 要 が あ り 、 対 象 者 自 身 が 安 心 感
を 得 ら れ る よ う な ケ ア が 重 要 で あ る と 考 察 し て い る 。 つ ま り 、 統 合
失 調 症 を も つ 対 象 者 が 、 看 護 師 と 自 律 的 に 交 渉 し 、 交 渉 成 立 す る た
め に は 、 ま ず 【 脆 さ と 固 さ へ の 徹 底 的 な 寄 り 添 い 】 方 略 に よ っ て 、
統 合 失 調 症 に 起 因 す る 不 安 や 苦 悩 に 対 す る 看 護 が な さ れ る 必 要 性 が
あ る こ と が 分 か る 。  
以 上 よ り 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 へ の 看 護 師 の 交 渉 は 、 一 般 的 な 交
渉 と 同 様 の プ ロ セ ス を 経 る も の の 、 対 象 者 の 疾 患 に 起 因 す る 脆 さ と
固 さ に 寄 り 添 う 方 略 に よ っ て 安 心 感 を 育 む こ と が 必 要 で あ り 、 対 象
者 の 特 性 を 踏 ま え た 方 略 が 用 い ら れ て い る こ と が 考 察 さ れ た 。  
 
I I I .  看 護 師 が 用 い る 交 渉 行 動 群  
こ こ で は 、ま ず 1 3 交 渉 行 動 群 を 一 つ ず つ 考 察 す る 。次 に 1 3 行 動
群 に 共 通 し て 見 ら れ た 自 我 発 達 を 促 し て 自 己 決 定 に 導 く 視 点 、 認 知
機 能 障 害 に 配 慮 し て 変 化 を 促 す 視 点 、の 2 点 に つ い て 考 察 を 加 え る 。 
時間軸 統合失調症をもつ人への看護師の交渉 看護管理における交渉(齋藤,2013)
【自己決定による合意への導き】 「合意形成」
【巧みな押し引き】 「駆け引き」
【方向づけ】 「期待値調整」
【内に潜む可能性と本音の追究】
「価値ポジショニング」
「問題把握とニーズ創出」
「ゴール設定」
【脆さと固さへの徹底的な寄り添い】
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１ .  交 渉 の 中 で 看 護 師 が 用 い た 交 渉 行 動 群  
１ ）  〔 波 長 を 合 わ せ て 小 さ な 合 意 を 待 つ 〕 交 渉 行 動 群   
統 合 失 調 症 を も つ 人 へ 交 渉 す る 看 護 師 は 、 自 分 や 看 護 師 を 信 頼 す
る こ と が 困 難 な 対 象 者 に 波 長 を 合 わ せ 、 対 象 者 が 看 護 師 の 意 見 を 理
解 し た り 、 看 護 師 を 信 頼 し た り で き る よ う に 関 わ り つ つ 、 最 終 的 に
は 対 象 者 が 納 得 し た 内 容 に 看 護 師 が 歩 み 寄 り 、 対 象 者 自 身 が 意 思 決
定 し た 内 容 で の 小 さ な 合 意 を 交 わ す こ と を 待 っ て い た 。  
統 合 失 調 症 を も つ 人 は 、 他 者 と 関 わ る 上 で の 安 全 保 障 感 が 弱 く 、
自 我 が 脆 弱 で あ る ( S u l l i v a n，1 9 5 6 b／ 1 9 8 3 )。自 我 が 脅 か さ れ た 状 態
に あ る 対 象 者 が 自 律 的 に 行 動 す る た め に は 、 対 象 者 の 自 我 を 強 化 す
る 必 要 が あ り (野 嶋 ら ， 1 9 9 5 )、 こ れ は 対 象 者 が 合 意 を 交 わ す た め に
欠 か す こ と の で き な い 要 素 で あ る 。 そ の た め 看 護 師 は 、 対 象 者 に 波
長 を 合 わ せ て 、 無 理 に 距 離 感 を 縮 め た り 、 説 明 を し た り す る こ と は
せ ず 、 対 象 者 の ニ ー ズ を 読 み 取 っ て 交 渉 し て い た 。  
ビ ジ ネ ス に お け る 交 渉 で は 、合 意 に 代 わ る 最 善 の 代 案 又 は 選 択 肢 、
合 意 で き る 余 地 を 持 っ て い る こ と が 大 切 で あ る と 言 わ れ て い る ( 産
業 能 率 大 学 総 合 研 究 所 ，2 0 11 c )。こ れ ら を イ メ ー ジ し て お く こ と で 、
交 渉 を 決 裂 さ せ ず に 合 意 に 導 く こ と が で き る 。 ま た 、 交 渉 術 の 一 つ
と し て 、段 階 的 要 請 法 と 呼 ば れ る も の が 紹 介 さ れ て い る (産 業 能 率 大
学 総 合 研 究 所 ， 2 0 11 c )。 こ れ は 、 本 来 要 求 し た い 事 柄 の 前 後 に 難 易
度 の 異 な る 要 求 を 織 り 交 ぜ 、 相 手 の 態 度 を 操 作 し よ う と す る も の で
あ る 。 特 に 、 f o o t  i n  t h e  d o o r  技 法 で は 、 は じ め に 小 さ な 提 案 を 行
う 。 小 さ な 提 案 を 受 け 入 れ た 交 渉 相 手 は 、 行 動 が 一 貫 す る よ う に し
た い と 思 う 心 理 が 働 き 、 次 の 提 案 も 受 け 入 れ や す く な る と 述 べ ら れ
て い る (御 手 洗 ，2 0 1 3 c )。統 合 失 調 症 を も つ 人 と 交 渉 を す る 看 護 師 も 、
〔 波 長 を 合 わ せ て 小 さ な 合 意 を 待 つ 〕 交 渉 行 動 群 に よ っ て 、 対 象 者
が 納 得 し て 受 け 入 れ ら れ た 内 容 ま で 歩 み 寄 り 、 折 り 合 い を つ け て 合
意 形 成 し て い た 。 そ し て 、 図 ２ の 概 念 図 に 示 し た よ う に 、 看 護 師 は
こ の 過 程 を 何 度 も 繰 り 返 し 、 合 意 形 成 を 段 階 的 に 積 み 重 ね て い た 。
つ ま り 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 と 交 渉 す る 看 護 師 は 、 合 意 で き る 余 地
を 広 く 持 ち 、 看 護 師 の 考 え は 傍 ら に 置 き 、 対 象 者 に 合 わ せ て 折 り 合
い を つ け 、 段 階 的 な 合 意 形 成 を 図 る こ と で 、 交 渉 の 可 能 性 を 広 げ て
い る と 考 え ら れ る 。  
萱 間 ， 田 中 ， 中 山 ( 1 9 9 5 )は 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 の 社 会 復 帰 を 促
す た め の 看 護 師 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技 術 と し て 、「自 立 心 を 鼓 舞 し
て 盛 り 上 げ る 」「 不 安 を 持 っ た 存 在 と し て の 患 者 を 受 け 入 れ る 」「 仲
間 が い る こ と の 保 障 」「現 実 へ 目 を 向 け る 、患 者 が 現 実 的 で あ る こ と
の フ ィ ー ド バ ッ ク 」「 具 体 的 な 行 動 の 指 示 」「 意 思 の 確 認 と 強 化 」 の
6 つ が あ る こ と を 明 ら か に し た 。 中 で も 、「 意 思 の 確 認 と 強 化 」 は 、
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ど ん な 場 面 で も 目 立 っ た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技 術 で あ っ た と 説 明 さ
れ て い る 。 こ れ は 、 語 尾 を ぼ や か し て お い て 、 そ れ を 患 者 自 身 の 口
で 言 わ せ る と い う も の で あ り 、 こ れ に よ っ て 患 者 の 社 会 復 帰 へ の 意
欲 を 強 化 し 、 退 院 へ の 意 思 決 定 の 主 体 は 患 者 自 身 で あ る こ と を 確 認
し て い る 、 と 萱 間 ら ( 1 9 9 5 )は 考 察 し て い る 。 本 研 究 で 明 ら か に な っ
た 〔 波 長 を 合 わ せ て 小 さ な 合 意 を 待 つ 〕 交 渉 行 動 群 も 、 対 象 者 が 納
得 し た 形 ま で 看 護 師 が 歩 み 寄 り 、 対 象 者 自 身 が 意 思 決 定 し て 合 意 す
る の を 待 っ て い た 。 こ れ は 、 対 象 者 の 意 思 の 尊 重 を し 、 対 象 者 自 身
が 決 定 す る こ と を 重 視 し て お り 、 萱 間 ( 1 9 9 5 )が 示 し た 「 意 思 の 確 認
と 強 化 」 に 類 似 す る 。 合 意 を 交 わ す 際 に は 、 対 象 者 が 自 ら 意 思 決 定
す る こ と が 重 要 で あ る こ と が 分 か る 。 萱 間 ( 1 9 9 5 )の 研 究 で は 、 コ ミ
ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技 術 に 焦 点 が あ て ら れ て い る が 、 本 研 究 で は 、 対 象
者 と 合 意 を 交 わ す た め の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技 術 を 含 む 様 々 な 交 渉
行 動 群 が 明 ら か に な っ て お り 、こ れ が 本 研 究 の 意 義 で あ る と 考 え る 。 
以 上 よ り 、〔 波 長 を 合 わ せ て 小 さ な 合 意 を 待 つ 〕 交 渉 行 動 群 で は 、
看 護 師 は 、 統 合 失 調 症 を も つ 対 象 者 の 脆 弱 な 自 我 に 影 響 さ れ る 特 有
の 波 長 に 合 わ せ て 、 対 象 者 が 意 思 決 定 す る の を 重 視 し 、 看 護 師 は 対
象 者 の 意 向 に 歩 み 寄 っ て 、 小 さ な 合 意 を 繰 り 返 し 交 わ し て い る と 考
察 さ れ た 。  
 
２ ）  〔 現 実 と の 折 り 合 わ せ を 提 案 す る 〕 交 渉 行 動 群  
現 代 の 医 療 は 、 医 療 者 が 治 療 方 針 を 決 め る パ タ ー ナ リ ス テ ィ ッ ク
な 医 療 に 変 わ っ て 、 消 費 者 の 知 る 権 利 ・ 自 己 決 定 権 を 尊 重 し た 医 療
へ と 変 化 し て い る (中 山 ， 2 0 1 2 )。 加 え て 精 神 科 医 療 に お い て は 、 病
気 に よ る 限 界 は あ っ て も 満 足 し 、 希 望 が あ り 、 貢 献 で き る 生 活 の 仕
方 を 取 り 戻 す 、 と い う 意 味 の リ カ バ リ ー 獲 得 に 向 け た 援 助 へ と シ フ
ト し て い る ( R a p p  &  G o s c h a， 2 0 0 6／ 2 0 0 8 )。 R a g i n s ( 2 0 0 2 a／ 2 0 0 5 )
は 、 リ カ バ リ ー に は 希 望 、 エ ン パ ワ メ ン ト 、 自 己 責 任 、 生 活 の な か
の 有 意 義 な 役 割 、と い う 4 つ の 段 階 が あ る と 説 明 し て い る 。そ し て 、
人 が 希 望 を 抱 き 、 将 来 へ の ビ ジ ョ ン を 持 ち 、 エ ン パ ワ ー さ れ た と 感
じ る よ う に な る と 、 自 分 で 生 活 を 管 理 で き る よ う に な り 、 多 く の 責
任 を 引 き 受 け 、 人 に 対 す る 非 難 を し な く な る と 述 べ て い る ( R a g i n s，
2 0 0 2 b／ 2 0 0 5 )。す な わ ち 、統 合 失 調 症 を も つ 人 と 交 渉 を 行 う 際 に は 、
対 象 者 の 希 望 に 添 い 、 対 象 者 の 自 己 決 定 に よ っ て 合 意 に 導 く こ と が
重 要 で あ る こ と が 分 か る 。  
一 方 、 中 井 ( 1 9 8 4 )は 、 統 合 失 調 症 は 、 ゆ と り の あ る 状 態 か ら 無 理
の 状 態 に 移 行 し 、 焦 り と 不 安 の 中 で 発 病 に 至 る と 説 明 し て い る 。 統
合 失 調 症 に な り や す い 人 、 再 発 し や す い 人 は 、 苦 手 な こ と に 取 り 組
む 傾 向 、 大 問 題 ・ 難 問 題 か ら 手 を 付 け る 傾 向 に あ る (中 井 ， 1 9 8 4 )。
同 様 に 昼 田 ( 1 9 8 9 a )は 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 は 、 現 実 吟 味 力 が 弱 く 、
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高 望 み し が ち で あ り 、 焦 り 先 走 る 行 動 特 性 を 持 つ と 説 明 し て い る 。
つ ま り 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 は 、 現 実 的 な 目 標 を 定 め る こ と が 苦 手
で 、 無 理 を し や す い 傾 向 に あ る こ と が 分 か る 。 そ の た め 、 回 復 期 は
本 人 が 言 い 出 し て も 十 分 ゆ と り が で き る ま で 待 つ よ う に す す め る 方
が 良 い 、 と 中 井 ( 2 0 1 5 )は 述 べ て い る 。  
以 上 の こ と よ り 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 と 交 渉 す る 看 護 師 は 、 対 象
者 の 自 己 決 定 を 促 し て し て 自 律 的 な 生 活 を 営 め る よ う に す る こ と と 、
対 象 者 が 現 実 的 な 目 標 を 立 て る こ と を 促 し て 不 利 益 を 減 ら せ る よ う
す こ と の 両 立 を 目 標 に 、 交 渉 す る こ と に な る 。 畠 山 ， 大 山 ， 竹 内 ら
( 2 0 1 5 )は 、 精 神 科 看 護 に お け る 患 者 参 画 と は 、 対 象 者 の 希 望 、 家 族
が 望 む こ と 、 そ の 人 の 生 活 が 破 綻 し な い よ う に 医 師 や 看 護 師 が 望 む
こ と 、 そ れ ら を 全 て ひ っ く る め た 上 で の 落 し ど こ ろ を 対 象 者 と 共 に
見 つ け る こ と で あ る と 述 べ て い る 。本 研 究 に お い て も 看 護 師 は 、〔現
実 と の 折 り 合 わ せ を 提 案 す る 〕 交 渉 行 動 群 を 使 っ て 、 何 度 も お 互 い
の 考 え を 率 直 に ぶ つ け 合 い 、 対 象 者 が 示 し た 大 き な 目 標 を 、 現 実 的
で 具 体 的 な 目 標 に 変 換 で き る よ う 、 現 実 と の 折 り 合 わ せ を 提 案 し て
い た 。 い わ ゆ る ス モ ー ル ス テ ッ プ の 設 定 で あ る (岡 田 ， 2 0 1 5 )。  
ビ ジ ネ ス や 外 交 な ど の 一 般 的 な 交 渉 に お い て は 、 複 数 の 選 択 肢 を
た く さ ん 出 し 合 っ て 、 異 な る レ ベ ル の 合 意 を 用 意 す る ( F i s h e r  e t  a l .， 
1 9 9 1／ 1 9 9 8； 産 業 能 率 大 学 総 合 研 究 所 ， 2 0 11 c )。人 は 選 択 肢 を 並 べ
ら れ る と 、 選 択 肢 の 中 か ら だ け 選 ぼ う と す る た め 、 一 つ の 案 を 取 り
入 れ る か ど う か を 迫 る よ り は 、 い く つ か の 選 択 肢 を 提 示 し て 選 択 権
を 与 え る 方 が 合 意 を 取 り や す い と い わ れ て い る ( 産 業 能 率 大 学 総 合
研 究 所 ， 2 0 11 c )。 つ ま り 、 合 意 で き る 範 囲 を 考 え た 上 で の 選 択 肢 の
提 示 は 、交 渉 の 余 地 を 広 げ る こ と に な る ( F i s h e r  e t  a l .，1 9 9 1／ 1 9 9 8 )。 
看 護 に お い て も 、 情 報 提 供 し 、 選 択 肢 や 具 体 案 を 提 示 す る と い う
「 広 げ る 」 行 動 群 を 使 っ て 、 看 護 師 が 患 者 の 意 思 決 定 を 支 え て い る
こ と が 明 ら か に さ れ て い る (野 嶋 ら ， 2 0 0 0 )。 ま た 青 木 ， 中 野 ， 藤 田
ら ( 1 9 9 8 )は 、 看 護 師 が 患 者 の 意 志 決 定 を 支 え る 際 の 選 択 肢 を 提 示 す
る 技 術 に 着 目 し て 質 的 研 究 を 行 い 、「 選 択 肢 捻 出 の 準 備 段 階 」「 選 択
肢 の 捻 出 段 階 」「意 志 決 定 支 援 段 階 」「意 志 決 定 後 の フ ォ ー ロ ー 段 階 」
の 4 つ の 段 階 が あ る こ と を 明 ら か に し た 。 そ の 中 の 「 選 択 肢 捻 出 の
準 備 段 階 」 で は 、 看 護 師 は 情 報 を 収 集 し 、 患 者 の 意 志 に 添 い 、 家 族
の 意 向 を く み 取 り 、意 志 決 定 能 力 を 信 じ 、尊 重 し て い た 。そ し て「 選
択 肢 捻 出 の 段 階 」 で は 、 選 択 肢 に 幅 を 持 た せ 、 具 体 的 ・ 現 実 的 な 選
択 肢 を 提 示 す る な ど し て い た 。 本 研 究 に お い て も 、 統 合 失 調 症 を も
つ 人 と 交 渉 す る 看 護 師 は 、 対 象 者 の 考 え や 意 向 を 聴 い た う え で 、 対
象 者 の 意 向 に 沿 っ て 、 現 実 的 か つ 具 体 的 で 達 成 可 能 な 目 標 に 変 換 で
き る よ う 提 案 し て い た 。統 合 失 調 症 を も つ 人 と は 、計 画 、意 思 決 定 、
問 題 解 決 な ど が 上 手 く で き な く な る 認 知 機 能 障 害 が あ り 、 状 況 に 合
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わ せ た 判 断 を 行 う こ と が 難 し い た め ( L i b e r m a n， 2 0 0 8 a／ 2 0 11 )、 提
案 さ れ る こ と で 思 考 が 促 進 さ れ 、 合 意 形 成 へ の 援 助 と な っ て い る と
考 え る 。  
つ ま り 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 と 交 渉 す る 看 護 師 は 、 対 象 者 が 大 き
す ぎ な い 適 度 な 目 標 に 取 り 組 む こ と が で き る よ う 、 選 択 の 余 地 を 広
く 持 っ て 選 択 肢 を 提 示 す る こ と で 、 対 象 者 が 現 実 的 に 考 え 、 自 ら 決
断 で き る よ う 導 く 〔 現 実 と の 折 り 合 わ せ を 提 案 す る 〕 交 渉 行 動 群 を
用 い て 交 渉 し て い る こ と が 分 か っ た 。  
 
３ ）  〔 チ ャ ン ス を 捉 え て 直 面 化 を 促 す 〕 交 渉 行 動 群  
統 合 失 調 症 を も つ 人 は 、 言 葉 を 用 い た 説 明 だ け で そ れ が 正 し い と
理 解 す る こ と が 困 難 で ( S u l l i v a n，1 9 5 6 a／ 1 9 8 3 )、行 動 パ タ ー ン を 変
え る こ と に も 困 難 が 伴 う (昼 田 ，1 9 8 9 b )。そ の た め 、看 護 師 は チ ャ ン
ス を 捉 え て 直 面 化 を 促 し て い た 。 直 面 化 と は 、 特 定 の 現 象 に 患 者 の
意 識 を 向 け さ せ 、 そ れ ま で は 避 け て き た が 、 今 後 は 理 解 さ れ な け れ
ば な ら な い も の を 患 者 に 直 面 さ せ て い く プ ロ セ ス で あ る (名 島 ，鑪 幹 ，
1 9 9 0 )。こ の 際 、対 象 者 の 行 動 に 対 す る 知 覚 、あ る い は 言 っ て い る こ
と と 行 動 の 矛 盾 を 提 示 す る た め 、 認 め た く な い 現 実 、 受 け 入 れ た く
な い 現 実 と 向 き 合 う こ と に な る 。 そ の た め 、 対 象 者 に 対 し 、 支 持 的
に 関 わ る こ と が 必 要 で あ る (久 保 田 ， 2 0 0 0 )。  
ハ ー バ ー ド 流 交 渉 術 で は 、 公 正 で 効 果 的 で 科 学 的 な 利 点 を 基 準 と
し て 示 し 、 問 題 に 取 り 組 め ば 、 そ れ だ け で 懸 命 で 公 正 な 最 終 案 を 実
現 し や す い と し 、 客 観 的 基 準 を 強 調 す る こ と が 大 切 で あ る と 説 明 さ
れ て い る ( F i s h e r  e t  a l .， 1 9 9 1／ 1 9 9 8 )。〔チ ャ ン ス を 捉 え て 直 面 化 を
促 す 〕 交 渉 行 動 群 で も 、 看 護 師 は 対 象 者 が 理 解 し や す い よ う に 、 メ
リ ッ ト を 強 く ア ピ ー ル し て い た 。こ れ ら よ り 、合 意 に 導 く た め に は 、
効 果 的 な 説 明 の 技 術 が あ る と 考 え ら れ る 。  
精 神 科 看 護 師 の 説 明 の 技 術 を 、 グ ラ ウ ン デ ッ ド ・ セ オ リ ー を 用 い
て 明 ら か に し た 畦 地 ， 野 嶋 ( 2 0 1 0 )の 研 究 が あ る 。 畦 地 ら ( 2 0 1 0 )は 、
説 明 の 技 術 と し て 、【 言 葉 が 意 味 を 持 つ 関 係 を 育 む 技 術 】【 自 ら が 判
断 し 選 択 す る 力 を 支 え る 技 術 】【そ の 人 の 正 当 性 や 有 効 性 に 働 き か け
る 技 術 】 の 3 つ の 技 術 が あ る こ と を 明 ら か に し た 。 こ れ ら 3 つ の う
ち【 自 ら が 判 断 し 選 択 す る 力 を 支 え る 技 術 】【そ の 人 の 正 当 性 や 有 効
性 に 働 き か け る 技 術 】 の 2 つ は 、 本 研 究 結 果 で あ る 〔 チ ャ ン ス を 捉
え て 直 面 化 を 促 す 〕 交 渉 行 動 群 に お け る 説 明 と 共 通 す る と 考 え ら れ
る 。畦 地 ら ( 2 0 1 0 )が 示 し た【 自 ら が 判 断 し 選 択 す る 力 を 支 え る 技 術 】
と は 、 精 神 疾 患 を 抱 え る 人 が 、 病 状 や 病 理 に よ る 影 響 を 最 小 限 に 抑
え た 思 考 プ ロ セ ス の 中 で 、 そ の 人 の 責 任 に 基 づ い た 判 断 や 選 択 が で
き る よ う に 支 え る 技 術 で あ る 。 こ れ ら に は 、「 繰 り 返 し 伝 え る 」「 考
え を 整 理 す る こ と を 助 け る 」 な ど を 含 む 「 混 乱 か ら 守 る 技 術 」 な ど
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が 含 ま れ た 。ま た 、【そ の 人 の 正 当 性 や 有 効 性 に 働 き か け る 技 術 】は 、
ケ ア 対 象 者 が 納 得 し 、 合 意 し て 行 動 が 起 こ せ る よ う に 、 正 当 性 や 有
効 性 に 働 き か け る 説 明 の 技 術 で あ り 、「 そ の 人 の 体 験 か ら つ な げ る 技
術 」 な ど が 含 ま れ て い た 。 本 研 究 で 明 ら か に な っ た 〔 チ ャ ン ス を 捉
え て 直 面 化 を 促 す 〕 交 渉 行 動 群 で も 、 看 護 師 は 、 対 象 者 が 理 解 し 、
考 え を ま と め ら れ る よ う に 、 体 験 と 結 び 付 け 、 理 解 し や す い チ ャ ン
ス を 見 定 め て 繰 り 返 し 説 明 し て い た 。つ ま り 、〔チ ャ ン ス を 捉 え て 直
面 化 を 促 す 〕 交 渉 行 動 群 は 、 説 明 の 技 術 を 用 い た 交 渉 行 動 群 で あ る
こ と が 示 さ れ た 。  
ま た 、〔チ ャ ン ス を 捉 え て 直 面 化 を 促 す 〕交 渉 行 動 群 と は 、対 象 者
の 理 解 が 促 さ れ る よ う に 説 明 の 技 術 を 用 い て 外 発 的 に 動 機 づ け る 行
動 群 で あ る と い え る 。 動 機 づ け 理 論 に お い て は 、 活 動 す る こ と 自 体
が 目 的 で あ り 、 報 酬 を 必 要 と し な い 内 発 的 動 機 づ け が 重 要 だ と 言 わ
れ て い る 。 し か し 、 も と も と は 外 発 的 で あ っ た 動 機 づ け が 、 自 律 的
な 動 機 づ け へ と 変 化 す る こ と が 分 か っ て い る (上 淵 ，2 0 0 4 )。“し な く
て は な ら な い ” と い う 義 務 的 な 感 覚 を 持 っ て い る 状 態 で も 、 外 部 か
ら 評 価 さ れ 、 有 能 感 を 得 る こ と で 、 課 題 の 価 値 を 内 在 化 し 、 内 発 的
動 機 づ け が さ れ る 。 ま た 、 看 護 師 が 行 っ た 直 面 化 に は 、 体 験 す る 前
に あ ら か じ め 説 明 し て お き 、 体 験 す る こ と で 理 解 を 促 す と い う も の
も あ っ た 。 こ れ は 、 B a n d u r a ( 1 9 7 7／ 1 9 7 9 )の 言 う 予 期 学 習 に あ た る
有 効 な 行 動 群 で あ る 。 つ ま り 、 直 面 化 を 促 す こ と は 、 将 来 的 に 内 発
的 動 機 づ け に 結 び つ く 可 能 性 の あ る 重 要 な 行 動 群 で あ る と 考 え る 。  
以 上 よ り 、〔 チ ャ ン ス を 捉 え て 直 面 化 を 促 す 〕交 渉 行 動 群 は 、対 象
者 の 内 発 的 動 機 づ け を 高 め る た め の 前 段 階 と し て 必 要 で あ り 、 対 象
者 に と っ て つ ら い 現 実 に 直 面 す る こ と も あ る た め 、 説 明 の 技 術 を 用
い て 直 面 化 を 促 し 、 変 化 に 導 い て い る と 考 え ら れ た 。 ま た こ れ は 、
看 護 師 が 提 案 す る 方 法 に 対 象 者 が 歩 み 寄 る 〔 波 長 を 合 わ せ て 小 さ な
合 意 を 待 つ 〕 交 渉 行 動 群 と 比 較 す る と 、 看 護 師 の 提 案 に 対 象 者 を 引
き 寄 せ る と い う 点 で 、 対 照 的 な 交 渉 行 動 群 で あ る と 考 え る 。  
 
４ ）  〔 巧 み に 乗 せ る 〕 交 渉 行 動 群  
入 院 中 の 子 ど も と 交 渉 す る 看 護 師 の 技 術 を 明 ら か に し た 石 浦 ら
( 2 0 0 9 )は 、 看 護 師 が 子 ど も の 力 を 引 き 出 す 技 術 を 用 い て い る こ と を
明 ら か に し た 。 そ し て 、「 子 ど も に 応 じ た 対 処 方 法 を 考 え る 」「 子 ど
も に 快 刺 激 を 与 え る 」 と い う 内 容 を 含 む 【 子 ど も が で き る 雰 囲 気 を
つ く る 】、「 気 分 転 換 を 図 る 」な ど の 内 容 を 含 む【 生 活 環 境 を 整 え る 】、
「 褒 め る 」「頑 張 り を 認 め る 」と い う 内 容 を 含 む【 が ん ば り を 支 持 す
る 】 な ど の ５ つ の 技 術 が 明 ら か に さ れ た 。 精 神 科 看 護 に お い て は 、
萱 間 ら ( 1 9 9 5 )が 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 の 社 会 復 帰 を 促 す た め の 看 護
師 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技 術 と し て 、「自 立 心 を 鼓 舞 し て 盛 り 上 げ る 」
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「 具 体 的 な 行 動 の 指 示 」 な ど が あ る こ と を 明 ら か に し て い る 。 本 研
究 に お い て も 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 と 交 渉 す る 看 護 師 は 、 非 常 に 巧
み に 、 希 望 に 添 う こ と と 強 く 押 す こ と を 使 い 分 け 、〔 巧 み に 乗 せ る 〕
交 渉 行 動 群 を 用 い て い た 。 こ れ ら は 、 前 述 し た 〔 波 長 を 合 わ せ て 小
さ な 合 意 を 待 つ 〕〔 現 実 と の 折 り 合 わ せ を 提 案 す る 〕〔 チ ャ ン ス を 捉
え て 直 面 化 を 促 す 〕 交 渉 行 動 群 が 言 葉 を 用 い て 説 明 を し 、 合 意 点 を
探 り 合 う の に 比 べ 、 強 く 勧 め る こ と と 勧 め ず に 待 つ こ と 、 理 屈 と 感
情 を 巧 み に 使 い 分 け る こ と と い っ た 言 葉 の 使 い 方 を 工 夫 す る こ と で 、
対 象 者 の 気 持 ち を 盛 り 立 て て 傾 け 、 動 機 づ け て い く と い う 点 で 、 対
照 的 な 行 動 群 で あ る 。  
文 献 検 討 で 述 べ た よ う に 、 交 渉 に は 大 別 し て 競 合 的 交 渉 と 協 調 的
交 渉 が あ り 、 一 般 的 に は 協 調 的 交 渉 が 目 指 さ れ る (鈴 木 ， 2 0 0 4 a； 産
業 能 率 大 学 総 合 研 究 所 ， 2 0 11 b； 佐 々 木 ， 2 0 1 2 a； 御 手 洗 ， 2 0 1 3 b )。
ま た 、 相 手 へ の 配 慮 と 自 分 へ の 配 慮 の 2 面 に 注 目 す る と 、 そ れ ぞ れ
の 強 さ に よ っ て 、 回 避 、 服 従 、 強 制 、 妥 協 、 協 調 の 5 つ の ス ト ラ テ
ジ ー に 分 け ら れ 、 妥 協 で は な く 、 十 分 な 話 し 合 い に よ っ て 協 調 す る
こ と が 望 ま し い と 言 わ れ て い る (鈴 木 ，2 0 0 4 a )。本 研 究 で 明 ら か に な
っ た 〔 巧 み に 乗 せ る 〕 交 渉 行 動 群 は 、 押 し た り 引 い た り し た り 、 な
だ め す か し た り 、 情 に 訴 え た り す る 行 動 群 で あ り 、 対 象 者 か ら 見 る
と 、 妥 協 に 当 た る 行 動 群 か も し れ な い 。  
冨 川 ， 野 嶋 ( 2 0 1 4 )は 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 の r e s i l i e n c e を 明 ら か
に す る た め に ナ ラ テ ィ ブ イ ン タ ビ ュ ー を 行 い 、「頼 れ る 人 を 見 つ け て
従 う 」「 し ょ う が な く ア ド バ イ ス を 受 け 入 れ て 進 む 」「 損 得 を 考 え つ
つ 人 に 任 せ る 」 な ど の 内 容 を 含 む 【 人 を 頼 る 力 】 が あ る こ と を 明 ら
か に し た 。 こ れ は 、 看 護 師 の 提 案 を 十 分 に 理 解 、 納 得 す る こ と は で
き な く て も 、 任 せ て み よ う と い う も の で あ り 、 対 象 者 の r e s i l i e n c e
で あ る と さ れ て い る 。 本 研 究 の 〔 巧 み に 乗 せ る 〕 交 渉 行 動 群 は 、 言
葉 を 用 い て 説 明 し 、理 解 を 促 し て 合 意 点 を 決 め る 行 動 群 で は な い が 、
対 象 者 の r e s i l i e n c e に 働 き か け る 行 動 群 で あ る と 考 え る こ と が で き
る 。  
以 上 よ り 、 一 般 的 な 交 渉 で は 協 調 的 交 渉 が 目 標 と さ れ る が 、 統 合
失 調 症 を も つ 人 へ の 交 渉 で は 、 言 葉 を 用 い て 対 象 者 が 理 解 、 納 得 で
き る よ う に 働 き か け る ば か り で は な く 、対 象 者 が 看 護 師 に 任 せ よ う 、
頼 ろ う と 思 え る よ う な 、 対 象 者 の r e s i l i e n c e を 高 め る コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン 術 を 用 い た 〔 巧 み に 乗 せ る 〕 交 渉 行 動 群 が 、 交 渉 の 過 程 と し
て 用 い ら れ て い る 考 え る 。  
 
５ ）  〔 い っ た ん 添 う 〕 交 渉 行 動 群  
統 合 失 調 症 を も つ 人 に 交 渉 す る 看 護 師 は 、 い っ た ん は 提 案 を 保 留
し 、対 象 者 の 意 向 に 添 う〔 い っ た ん 添 う 〕交 渉 行 動 群 を 用 い て い た 。  
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萱 間 ( 1 9 9 9 )は 、 熟 練 看 護 師 が 精 神 科 訪 問 看 護 で 用 い る 看 護 技 術 と
し て 、 7 つ の 技 術 が あ る こ と を 明 ら か に し た 。 そ の 中 の 「 関 係 性 を
作 る 技 術 」 に は 、 さ っ さ と 引 き 上 げ る 、 薬 の こ と を 言 い す ぎ な い 、
ケ ー ス の 言 い 分 を 入 れ る 、 ケ ー ス が 望 む ペ ー ス で の 訪 問 、 な ど の サ
ブ カ テ ゴ リ ー が 含 ま れ て い た 。 つ ま り 、 本 研 究 で 抽 出 さ れ た 〔 い っ
た ん 添 う 〕 交 渉 行 動 群 も 、 対 象 者 と の 信 頼 関 係 構 築 を 促 す 行 動 群 で
あ る と 考 え ら れ る 。  
B e n n e r ( 1 9 8 4／ 1 9 9 2 )は 、熟 練 看 護 師 の 技 能 に「 指 導・手 ほ ど き の
機 能 」 が あ り 、 看 護 師 は 指 導 す る 際 に 、 患 者 が 学 習 す る 準 備 が 整 っ
て い る か 、 す な わ ち 患 者 の 学 習 レ デ ィ ネ ス は ど の よ う な も の か を 把
握 し 、 早 い 時 期 か ら 指 導 し よ う と は せ ず 、 適 切 な 時 機 を 見 極 め て 指
導 を 行 っ て い る と 述 べ て い る 。 同 様 に 、 野 嶋 ら ( 2 0 0 0 )は 、 意 志 決 定
を 支 え る 看 護 技 術 を 明 ら か に す る 研 究 に お い て 、「共 に い る 」行 動 群
の 中 に 、 患 者 に 無 理 強 い せ ず 、 心 の 変 化 や 状 況 の 変 化 が 生 じ る こ と
を 待 つ と い う 行 動 が あ る こ と を 明 ら か に し た 。加 え て 昼 田 ( 1 9 8 9 b )は 、
統 合 失 調 症 を も つ 人 に は 、 時 期 を 失 せ ず 、 具 体 的 ・ 断 定 的 に 反 復 し
て 働 き か け る こ と が 大 切 だ と 述 べ て い る 。 つ ま り 、 統 合 失 調 症 を も
つ 対 象 者 に 変 化 を 期 待 し た い 時 に は 、 適 切 な 時 期 が 来 る ま で 共 に い
て 待 ち 、 チ ャ ン ス を 活 用 す る こ と が 重 要 で あ る こ と が 分 か る 。 本 研
究 で も 同 様 に 、 看 護 師 は 、 い っ た ん は 自 分 の 意 見 を 保 留 す る 〔 い っ
た ん 添 う 〕 交 渉 行 動 群 を 用 い て い た 。 看 護 師 は 、 介 入 せ ず に 見 守 っ
た り 、 そ の 先 に あ る 方 針 を い っ た ん 隠 し た り 、 敢 え て 対 象 者 の 意 向
に あ わ せ た り と 、 看 護 師 自 身 の 方 針 の 表 し 方 を コ ン ト ロ ー ル し て 、
意 図 的 に 対 象 者 の 意 向 や ペ ー ス に 焦 点 を 合 わ せ て い た 。 こ れ は 、 統
合 失 調 症 を も つ 人 の 特 性 を 踏 ま え た 行 動 群 で あ る と 考 え る 。  
以 上 よ り 、〔い っ た ん 添 う 〕交 渉 行 動 群 は 、対 象 者 と の 信 頼 関 係 構
築 を 促 す 行 動 群 で あ る と と も に 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 の 特 性 を 踏 ま
え た 変 化 を 促 す た め の 行 動 群 で あ る と 考 え る 。  
 
６ ）  〔 対 峙 す る 〕 交 渉 行 動 群  
統 合 失 調 症 を も つ 人 と 交 渉 す る 看 護 師 は 、 必 要 性 を 見 極 め て 、 包
み 隠 さ ず に 本 音 で 意 見 し 、 対 象 者 を 動 機 づ け て い た 。  
こ の よ う な 対 象 者 と 〔 対 峙 す る 〕 交 渉 行 動 群 は 、 終 末 期 の 看 護 で
行 わ れ て い る こ と も 明 ら か に さ れ て い る 。 G l a s e r  e t  a l . ( 1 9 6 5 ／
1 9 8 8 )は 、終 末 期 に あ る 患 者 と 相 互 作 用 す る 看 護 師 が 、患 者 を 受 容 さ
れ る 死 に 方 へ と 導 く 際 に 、 命 令 し た り 、 叱 責 し た り 、 諭 し た り 、 小
言 を 言 っ た り 、 時 に は 脅 し た り 、 と い う 具 合 に 戦 術 を 使 い 分 け て い
る こ と を 明 ら か に し た 。 ま た 、 こ れ は 他 の 戦 術 を 使 用 し た 後 の 最 後
の 手 段 で あ っ た 。 本 研 究 に お い て も 、 看 護 師 は 、 対 象 者 の 本 音 を 引
き 出 す と き や 、 対 象 者 が 社 会 的 に 許 さ れ な い こ と や 不 可 能 な こ と を
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要 求 す る 時 に 、〔 対 峙 す る 〕 交 渉 行 動 群 を 用 い て い た 。  
R i l e y ( 2 0 0 4 a／ 2 0 0 7 )は 本 当 の 考 え や 感 情 を 言 語 的 ・ 非 言 語 的 に 相
手 に 表 す こ と を 純 粋 性 と し て 説 明 し て い る 。 こ れ は 、 カ ウ ン セ リ ン
グ の 技 法 で も あ り 、 対 象 者 と の 関 係 性 が 築 か れ て い な け れ ば 、 対 象
者 の 抵 抗 を 生 じ や す く す る (長 尾 ， 2 0 0 8 )。 本 研 究 で 明 ら か に な っ た
〔 対 峙 す る 〕交 渉 行 動 群 は 、【巧 み な 押 し 引 き 】方 略 に 所 属 す る 。す
で に 考 察 し た よ う に 、先 だ っ て【 脆 さ と 固 さ へ の 徹 底 的 な 寄 り 添 い 】
方 略 と 【 内 に 潜 む 可 能 性 と 本 音 の 追 究 】 方 略 に よ っ て 保 護 的 な 関 わ
り が さ れ 、 信 頼 関 係 構 築 が 進 ん で い る と 考 え ら れ 、 適 し た タ イ ミ ン
グ で 用 い ら れ て い る と 考 え る 。  
ま た 、 対 象 者 に 率 直 で 建 設 的 に 反 応 を 返 す こ と で 、 対 象 者 は 自 己
概 念 を 変 化 さ せ 、経 験 を あ る が ま ま に 受 け 止 め ら れ る よ う に な る (長
尾 ，2 0 0 8 )。こ れ は 後 述 す る〔 脆 い 自 我 に 寄 り 添 う 〕交 渉 行 動 群 が 保
護 的 な か か わ り で あ る の に 対 し 、 偽 り の な い 率 直 な 関 わ り で あ り 、
対 照 的 で あ る 。 し か し 、 対 照 的 な 関 わ り 方 で は あ る が 、 自 己 一 致 し
た 率 直 な 表 現 で あ る た め 、 看 護 師 に 対 す る 信 頼 感 を 育 て 、 自 己 表 現
を 促 す と 言 わ れ て い る ( R i l e y， 2 0 0 4 a／ 2 0 0 7 )。  
一 方 で 、 本 研 究 で 特 徴 的 だ っ た の は 、〔 対 峙 す る 〕 交 渉 行 動 群 が 、
信 頼 関 係 構 築 の 有 無 に 関 わ ら ず 用 い ら れ る 場 合 が あ っ た こ と で あ る 。
対 象 者 の 判 断 能 力 が 低 下 し 、 消 極 的 な 自 己 加 害 を 含 む 自 己 加 害 や 他
者 加 害 が 予 測 さ れ る と き に は 、 対 象 者 を 保 護 す る た め に パ タ ー ナ リ
ス テ ィ ッ ク な 制 約 や 、援 助 の 手 を 差 し 伸 べ る こ と が 求 め ら れ る (北 村 ，
北 村 ，2 0 0 0 )。そ の た め 、統 合 失 調 症 を も つ 人 と 交 渉 す る 看 護 師 は 、
た と え 対 象 者 と の 信 頼 関 係 が ま だ 構 築 さ れ て い な く て も 、 敢 え て 毅
然 と 対 象 者 に 意 見 を し て い た 。 こ れ は 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 と の 交
渉 の 特 徴 で あ る と 考 え る 。  
以 上 よ り 、〔 対 峙 す る 〕交 渉 行 動 群 と は 、対 象 者 と の 信 頼 関 係 が 構
築 さ れ た 中 で な さ れ る 交 渉 行 動 群 で あ り 、 率 直 な 関 わ り で あ る た め
に 、 さ ら に 信 頼 関 係 を 発 展 さ せ る と と も に 、 対 象 者 の 自 己 表 現 を 促
進 さ せ 、 自 己 洞 察 を 深 め る こ と に 役 立 つ 高 度 な 行 動 群 で あ る こ と が
示 さ れ た 。 一 方 で 、 対 象 者 を 自 己 加 害 ・ 他 者 加 害 か ら 守 る た め に 、
信 頼 関 係 構 築 の 有 無 に 関 わ ら ず 、 敢 え て 〔 対 峙 す る 〕 行 動 群 を 用 い
る の が 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 へ の 交 渉 の 特 徴 で あ る こ と が 考 察 さ れ
た 。  
 
７ ）  〔 体 験 か ら 動 機 づ け て 固 め る 〕 交 渉 行 動 群  
本 研 究 で 抽 出 さ れ た〔 体 験 か ら 動 機 づ け て 固 め る 〕交 渉 行 動 群 は 、
安 心 や 可 能 性 を 感 じ ら れ る 体 験 、 失 敗 に よ り 気 づ く 体 験 を は じ め と
し 、 多 様 な 体 験 を 積 み 重 ね て 気 持 ち の 変 化 を 促 す 行 動 群 で あ り 、 こ
の 後 に 続 く 自 己 決 定 と 合 意 に 向 け て 動 機 づ け を 高 め る も の で あ る 。  
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B a n d u r a ( 1 9 7 7／ 1 9 7 9 )は 、 人 間 は 、 直 接 体 験 と モ デ リ ン グ に よ り
学 習 す る と 述 べ て い る 。 看 護 に お い て は 、 宇 佐 美 ( 2 0 0 0 )は 、 対 象 者
の 学 習 を 促 進 す る た め に は 、 対 象 者 の 準 備 状 態 を 整 え 、 適 切 な 学 習
内 容 を 提 供 し 、 学 習 意 欲 を 持 て る よ う に 手 助 け す る こ と が 必 要 で あ
り 、 そ れ に は 対 象 者 自 身 の 体 験 を 基 盤 と す る こ と が 最 も 効 果 的 で あ
る と 述 べ て い る 。 加 え て 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 は 、 言 葉 を 用 い た 説
明 だ け で そ れ が 正 し い と 理 解 す る こ と が 困 難 で ( S u l l i v a n ，  1 9 5 6 a
／ 1 9 8 3 )、行 動 パ タ ー ン を 変 え る こ と に も 困 難 が 伴 う (昼 田 ，1 9 8 9 b )。
そ の た め 、具 体 的 に 反 復 し て 働 き か け る こ と (昼 田 ，1 9 8 9 b )、直 接 的
に 言 語 で 関 わ る の で は な く 間 接 的 に 関 わ る こ と ( S u l l i v a n， 1 9 5 6 a／
1 9 8 3 )が 必 要 で あ る 。つ ま り 、体 験 す る こ と は 、統 合 失 調 症 を も つ 人
を 動 機 づ け る た め に 非 常 に 効 果 的 な 方 法 で あ る こ と が 分 か る 。 本 研
究 に お い て も 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 と 交 渉 す る 看 護 師 は 、 安 心 や 可
能 性 を 感 じ ら れ る 体 験 、 失 敗 に よ り 気 づ く 体 験 を は じ め と し 、 多 様
な 体 験 を 積 み 重 ね て 気 持 ち の 変 化 を 促 す 〔 体 験 か ら 動 機 づ け て 固 め
る 〕 交 渉 行 動 群 を 用 い て い た 。 こ れ は 、 対 象 者 を 動 機 づ け る た め に
有 効 な 行 動 群 で あ る こ と が 示 さ れ た 。  
さ ら に 、 慢 性 病 患 者 へ の 看 護 援 助 を 分 析 し た 正 木 ( 1 9 9 4 )は 、 学 習
過 程 で 生 ず る 迷 い や 挫 折 感 、 あ る い は 自 信 や 意 欲 と い っ た 気 持 ち を
受 け 止 め て 支 え つ つ 、 そ の 過 程 を 共 に 歩 ん で い く こ と に よ り 、 対 象
者 が セ ル フ ケ ア プ ロ セ ス を 習 得 で き て い く こ と を 目 指 す 、 と い う 意
味 の 「 学 習 援 助 的 ア プ ロ ー チ 」 が あ る こ と を 明 ら か に し て い る 。 同
様 に 、 野 嶋 ら ( 2 0 0 0 )は 、 先 に 説 明 し た 意 志 決 定 を 支 え る 看 護 行 動 群
を 明 ら か に し た 研 究 に お い て 、 看 護 師 が 「 体 験 さ せ る 」 こ と を 含 む
「 導 く 」 行 動 群 を 用 い て 、 対 象 者 を 意 志 決 定 に 導 い て い る こ と を 明
ら か に し た 。 つ ま り 、 た だ 体 験 を 促 す の で は な く 、 体 験 に よ る 心 の
揺 れ を 受 け 止 め て 支 え 、 導 く 看 護 が 必 要 で あ る こ と が 分 か る 。 そ の
た め に 、 看 護 師 は 後 述 す る 〔 方 針 を 共 有 す る 〕 交 渉 行 動 群 に よ っ て
対 象 者 の 学 習 を 支 え 、〔 体 験 か ら 動 機 づ け て 固 め る 〕交 渉 行 動 群 で 気
持 ち の 変 化 を 促 し た 後 、〔 現 実 と の 折 り 合 わ せ を 提 案 す る 〕〔 波 長 を
合 わ せ て 小 さ な 合 意 を 待 つ 〕〔チ ャ ン ス を 捉 え て 直 面 化 を 促 す 〕交 渉
行 動 群 へ と 続 け て 学 習 を 支 え 、 導 い て い る の だ と 考 え る 。  
加 え て 、 動 機 づ け の 側 面 か ら は 、 教 え 込 む の で は な く 、 内 発 的 動
機 づ け を 高 め 、 自 律 性 が 尊 重 さ れ る 中 で 個 人 の 目 標 と 価 値 観 に し た
が っ て 選 択 で き る よ う 援 助 す る こ と が 重 要 で あ る と 言 わ れ て い る
( D e c i  &  F l a s t e， 1 9 9 5／ 1 9 9 9； M i l l e r  &  R o l l n i c k ， 2 0 0 2／ 2 0 0 7 )。
体 験 を 積 み 重 ね て 動 機 づ け る こ と は 、 教 え 込 ま れ る の で は な く 、 自
身 の 体 験 か ら 学 び 取 る も の で あ る た め 、 自 律 性 が 尊 重 さ れ て お り 、
対 象 者 の 自 己 効 力 感 を 高 め る た め に も 有 効 で あ る と 考 え る 。  
以 上 よ り 、統 合 失 調 症 を も つ 人 と 交 渉 す る 看 護 師 は 、対 象 者 が 様 々
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な 体 験 を 積 み 重 ね て 動 機 づ け が 確 か な も の と な る よ う 、 次 の 行 動 群
へ と 引 き 継 い で 交 渉 し て い る と 考 察 さ れ た 。  
 
８ ）  〔 方 針 を 共 有 す る 〕 交 渉 行 動 群  
統 合 失 調 症 を も つ 人 と 交 渉 す る 看 護 師 は 、 交 渉 相 手 と チ ー ム の 状
況 を 整 え 、 全 体 的 に 方 向 づ け ら れ る よ う に 調 整 ・ 協 力 す る 〔 方 針 を
共 有 す る 〕 交 渉 行 動 群 を 用 い て い た 。  
石 浦 ら ( 2 0 0 9 )は 、 入 院 中 の 子 ど も と 交 渉 す る 看 護 師 の 技 術 を 質 的
に 分 析 し 、【子 ど も と の 関 係 を 保 つ 】【子 ど も の こ と を よ り 知 る 】【子
ど も と 交 渉 す る た め の 体 制 を 整 え る 】【 子 ど も の 力 を 引 き 出 す 】【 子
ど も と 看 護 者 双 方 で 意 見 交 換 し 合 意 に 達 す る 】 の 5 つ の 技 術 を 抽 出
し た 。【子 ど も と 交 渉 す る た め の 体 制 を 整 え る 】と は 、子 ど も を 取 り
巻 く 人 と 協 力 し な が ら 、 子 ど も の 療 養 環 境 を 整 え て い こ う と す る 技
術 で あ り 、 家 族 の 治 療 内 容 や 療 養 生 活 の 必 要 性 の 理 解 を 促 し 、 家 族
と パ ー ト ナ ー シ ッ プ を 結 び 、 家 族 と 一 緒 に 取 り 組 む こ と な ど を 含 ん
だ 。 本 研 究 で も 、 看 護 師 は チ ー ム 内 に 根 回 し し 、 交 渉 を 進 め や す く
し て お り 、石 浦 ら ( 2 0 0 9 )の 結 果 に 類 似 す る 。し か し 、〔方 針 を 共 有 す
る 〕 交 渉 行 動 群 は 、 対 象 者 と 交 渉 を 行 う か ど う か 、 ど の よ う に 交 渉
す る か と い う こ と に つ い て 、 慎 重 に 検 討 し 、 方 針 を 編 み 出 す と い う
内 容 も 含 ん だ 。 こ れ は 石 浦 ら ( 2 0 0 9 )の 結 果 と の 相 違 点 で あ る 。  
ま た 、 こ れ ま で に も 述 べ て き た よ う に 、 対 象 者 を エ ン パ ワ メ ン ト
し 、 リ カ バ リ ー を 促 進 す る た め に は 、 対 象 者 が 自 己 決 定 を 行 い 、 た
と え 失 敗 す る こ と が 予 測 さ れ て も 、 対 象 者 の 力 を 試 す こ と に 骨 を 折
る こ と が 必 要 で あ る ( R a p p  e t  a l .， 2 0 0 6／ 2 0 0 8 )。 そ の た め 、 統 合 失
調 症 を も つ 人 と 交 渉 す る 看 護 師 は 、 対 象 者 の 自 律 性 を 尊 重 し 、 か つ
重 大 な リ ス ク を 負 わ な い よ う に 、 ど の よ う に 交 渉 す る の か と い う こ
と を 、 時 間 を か け て 慎 重 に 考 え 、 方 針 を 編 み 出 し て い た 。 そ し て 、
方 針 を 定 め る と 、 対 象 者 が 安 全 に 体 験 を 積 み 重 ね る こ と が で き る よ
う に 、 チ ー ム 全 体 で 方 針 を 共 有 し 、 協 力 し 合 う 体 制 を 整 え て い た 。  
つ ま り 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 と 交 渉 を 行 う 際 は 、 対 象 者 の 自 律 性
を 尊 重 し 、 か つ リ ス ク が 重 大 と な ら な い よ う に す る た め に 、 交 渉 内
容 を 慎 重 に 定 め 、 方 針 を チ ー ム 全 体 で 共 有 す る こ と で 対 象 者 の リ ス
ク を 大 き く し な い よ う チ ー ム 構 成 員 が お 互 い に 支 え 合 っ て い る こ と
が 分 か っ た 。  
 
９ ）  〔 チ ー ム を 調 整 す る 〕 交 渉 行 動 群  
統 合 失 調 症 を も つ 人 と 交 渉 す る 看 護 師 は 、〔チ ー ム を 調 整 す る 〕交
渉 行 動 群 に よ っ て 、自 分 自 身 と 家 族 を 含 め た チ ー ム の 状 況 を 理 解 し 、
調 整 し て い た 。  
R o l l n i c k ,  M i l l e r ,  B u t l e r. ( 2 0 0 8／ 2 0 1 0 )は 、 人 を 助 け る 専 門 職 は 、
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物 事 を 正 し 、 損 害 を 防 ぎ 、 幸 せ を 促 そ う と す る 強 い 願 望 を 持 っ て い
る た め 、 他 者 の 方 向 性 を 衝 動 的 に 修 正 し よ う と す る 傾 向 が あ る こ と
を 指 摘 し て い る 。 対 象 者 の 行 動 の 変 化 を 求 め る 願 い が 強 く な る と 、
対 象 者 の 自 律 性 を 尊 重 す る こ と が 難 し く な り 、 患 者 の 動 機 づ け を す
る こ と が 困 難 と な る 。 そ の た め 、 自 分 が ど れ ほ ど 患 者 の 行 動 の 変 化
を 重 要 と 感 じ て い る か 注 意 深 く 観 察 す る 必 要 が あ る ( R o l l n i c k  e t  a l .，
2 0 0 8／ 2 0 1 0 )。ま た 、岡 谷 ( 2 0 1 3 )は 、対 象 者 － 看 護 師 関 係 の 視 点 か ら 、
援 助 者 と し て の 看 護 師 に 必 要 な 条 件 の 中 に 、 自 分 を 知 る こ と 、 自 分
の 感 情 を 見 つ め る こ と が あ る と 述 べ て い る 。 そ し て 、 看 護 師 が 自 分
の 価 値 観 を 認 識 す る こ と で 、 価 値 観 の 違 い か ら く る 葛 藤 を 理 解 す る
こ と が で き る と 述 べ て い る 。  
本 研 究 に お い て も 、統 合 失 調 症 を も つ 人 と 交 渉 す る 看 護 師 は 、〔 チ
ー ム を 調 整 す る 〕 交 渉 行 動 群 を 用 い 、 交 渉 の 過 程 で 自 ら を 振 り 返 る
き っ か け を 得 、 自 分 自 身 の 気 持 ち や 先 入 観 を 見 つ め 直 し 、 考 え 方 を
転 換 し て 対 象 者 の こ と を 捉 え 直 し た り 、 ケ ア を 評 価 し 直 し た り し て
交 渉 を 進 め て い た 。 対 象 者 を 正 そ う と せ ず 、 対 象 者 の 意 思 に 沿 っ て
話 し 合 う 時 、 対 象 者 の 行 動 の 変 化 が 誘 導 さ れ る と 言 わ れ て い る よ う
に ( R o l l n i c k  e t  a l .， 2 0 0 8／ 2 0 1 0 )、〔 チ ー ム を 調 整 す る 〕 交 渉 行 動 群
は 、 対 象 者 の 意 思 決 定 を 支 え る た め に 不 可 欠 な 行 動 群 で あ る と 考 え
る 。 加 え て 交 渉 は 、 対 象 者 と の 間 に コ ン フ リ ク ト が 存 在 す る 、 あ る
い は 存 在 す る か も し れ な い と こ ろ か ら 開 始 さ れ る 。 コ ン フ リ ク ト そ
の も の が ど の よ う な も の で あ る か 理 解 す る た め に も 、 看 護 師 が 自 分
自 身 を 見 直 す こ と が 重 要 で あ る 。  
ま た 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 と 交 渉 す る 看 護 師 は 、 看 護 チ ー ム や 多
職 種 チ ー ム 、 家 族 と 対 象 者 と の 思 い の 橋 渡 し を し た り 、 必 要 に 応 じ
て チ ー ム メ ン バ ー を 調 整 し た り し て 、 チ ー ム 内 で リ ー ダ ー シ ッ プ を
取 っ て い た 。 萱 間 ( 1 9 9 9 )は 、 保 健 師 と 訪 問 看 護 師 へ の イ ン タ ビ ュ ー
に よ っ て 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 へ の 訪 問 ケ ア で 用 い ら れ る 熟 練 看 護
職 の 看 護 技 術 と し て 、【関 係 性 を 作 る 技 術 】【家 族 と の 関 わ り 】【他 職
種・住 民 と の 協 働 】な ど の ７ つ が あ る こ と を 明 ら か に し た 。【 関 係 性
を 作 る 技 術 】に は 、「ケ ー ス な り の 文 脈 を 理 解 し 、通 訳 す る 」と い う
内 容 が 含 ま れ 、 看 護 師 は 対 象 者 の こ と を 周 囲 の 人 が 理 解 で き る よ う
に 助 け て い る こ と が 明 ら か に さ れ た 。【家 族 と の 関 わ り 】と は 、ケ ー
ス の 家 族 に 関 わ る 技 術 で あ り 、「 家 族 の 保 護 」「 家 族 へ の
P s y c h o e d u c a t i o n 」「家 族 の ス ト レ ス を 発 散 さ せ る 」「変 化 を フ ィ ー ド
バ ッ ク し 、家 族 の 変 化 を 促 す 」が 含 ま れ て い た 。【 他 職 種・住 民 と の
協 働 】は 、看 護 職 が 他 職 種 と 協 働 し 、地 域 住 民 と 関 わ る 技 術 で あ り 、
「 近 隣 へ の 教 育 的 関 わ り 」「 住 民 の 力 を 活 用 す る 」「 他 職 種 の 力 を 借
り る 」「ヘ ル パ ー と の 協 働 」「看 護 婦 の 訪 問 の 地 域 へ の 移 行 を 助 け る 」
「 ケ ア の 方 針 を 協 議 す る 」 が 含 ま れ た 。 本 研 究 で は 、 交 渉 に 焦 点 を
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あ て た た め 、 こ れ ら は い ず れ も 、 対 象 者 を 合 意 に 導 く た め の 〔 チ ー
ム を 調 整 す る 〕 交 渉 行 動 群 に 集 約 さ れ た と 考 え る 。 交 渉 の 影 響 要 因
に 、 交 渉 に 関 わ る 人 が あ る と い わ れ て い る よ う に (浦 野 ら ， 1 9 8 6 )、
統 合 失 調 症 を も つ 人 と 交 渉 す る 看 護 師 も 、 家 族 や 他 職 種 を は じ め と
す る 周 囲 の 人 々 へ の 働 き か け を し て い る こ と が 分 か っ た 。 一 方 、 本
研 究 で は 、 萱 間 ( 1 9 9 9 )の 研 究 に 含 ま れ な か っ た 同 職 種 間 を つ な げ る
技 術 が 抽 出 さ れ た 。 こ れ は 、 本 研 究 の 研 究 参 加 者 は 訪 問 看 護 師 だ け
で な く 、 退 院 を 促 進 す る 病 棟 や 、 地 域 で 生 活 し て い た 人 の 再 入 院 を
受 け 入 れ る 病 棟 の 看 護 師 や 管 理 職 、 さ ら に 看 護 師 へ の コ ン サ ル テ ー
シ ョ ン を 行 う 専 門 看 護 師 と い っ た 、 同 職 種 が 多 い 場 で 働 く 研 究 参 加
者 が い た た め で あ る と 考 え る 。  
以 上 よ り 、統 合 失 調 症 を も つ 人 と 交 渉 す る 看 護 師 は 、〔チ ー ム を 調
整 す る 〕交 渉 行 動 群 に よ っ て 、自 分 自 身 を コ ン ト ロ ー ル す る と 共 に 、
対 象 者 の 思 い が チ ー ム 内 に 浸 透 す る よ う に 、 チ ー ム 全 体 を 調 整 し 、
対 象 者 の 変 化 を 促 し て い る と 考 え ら れ た 。  
 
１ ０ ）  〔 広 く 可 能 性 を 見 極 め る 〕 交 渉 行 動 群  
統 合 失 調 症 を も つ 人 が リ カ バ リ ー を 果 た す こ と が で き る よ う 援 助
す る 際 に 、 助 け と な る の が ケ ー ス マ ネ ジ メ ン ト の 分 野 で 生 ま れ た ス
ト レ ン グ ス モ デ ル で あ る ( R a p p  e t  a l .， 2 0 0 6／ 2 0 0 8； 萱 間 ， 2 0 1 3 )。
ス ト レ ン グ ス に は 、単 に 対 象 者 の 性 格 や 才 能 だ け で は な く 、環 境 や 、
対 象 者 の 関 心 と 願 望 が 含 ま れ る 。 対 象 者 と 対 話 し な が ら ス ト レ ン グ
ス を 発 見 し 、 目 標 を 立 て て い く こ と に よ っ て 、 対 象 者 の 可 能 性 が 広
が り 、エ ン パ ワ メ ン ト さ れ て い く と 言 わ れ て い る ( R a p p  e t  a l .，2 0 0 6
／ 2 0 0 8； 伊 藤 ， 2 0 1 2 )。  
地 域 で 生 活 す る 精 神 障 害 者 の ス ト レ ン グ ス に 取 り 組 む 看 護 師 の 姿
勢 を 明 ら か に し た 塩 見 ， 畦 地 ( 2 0 1 6 )は 、 6 名 の 看 護 師 を 対 象 に 半 構
成 的 イ ン タ ビ ュ ー を 行 い 、 6 つ の テ ー マ を 抽 出 し た 。 6 つ の テ ー マ
の う ち 【 人 と の 多 様 な つ な が り が 地 域 生 活 を 豊 か に す る こ と が で き
る と い う 姿 勢 】【目 標 を も ち 、自 信 を 取 り 戻 す こ と に よ り 自 ら 歩 む こ
と が で き る と い う 姿 勢 】【失 敗 を 含 め 様 々 な 体 験 を す る こ と で 、学 ぶ
こ と が で き る と い う 姿 勢 】【一 社 会 人 と し て 、責 任 を 返 し て い く 姿 勢 】
【 ス ト レ ン グ ス は 必 ず 存 在 す る も の で あ り 、 か つ 変 化 す る も の で あ
る と い う 姿 勢 】 と い う 5 つ の テ ー マ は 、 対 象 者 の 強 さ を 信 じ 、 対 等
な 関 わ り の 中 で 、 失 敗 を し な が ら リ カ バ リ ー を 果 た す こ と を 支 え る
と い う テ ー マ で あ っ た 。そ し て も う 一 つ の テ ー マ は 、【 強 さ だ け で は
な く 弱 さ や ど ろ ど ろ し た 人 生 の プ ロ セ ス を 受 け 止 め る と い う 姿 勢 】
で あ り 、 回 復 過 程 を 見 極 め 、 回 復 の ペ ー ス に 合 わ せ る こ と が 重 要 で
あ る と 考 察 さ れ て い る 。  
本 研 究 に お い て も 看 護 師 は 、〔 広 く 可 能 性 を 見 極 め る 〕交 渉 行 動 群
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で 、対 象 者 の 生 活 史 と 病 歴 を 踏 ま え て 困 難 を 見 極 め る こ と と 同 時 に 、
対 象 者 の 人 柄 、 能 力 、 楽 し み 、 人 付 き 合 い の 特 徴 、 病 気 の 理 解 力 と
い っ た 対 象 者 の 能 力 を 把 握 し て い た 。 こ れ は 、 ケ ア の 導 入 や 継 続 、
退 院 促 進 な ど 、 対 象 者 に 変 化 が 望 ま れ る 場 面 で 、 パ タ ー ナ リ ス テ ィ
ッ ク な 介 入 を 避 け 、 対 象 者 を エ ン パ ワ メ ン ト す る た め で あ る 。  
す な わ ち 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 へ の 交 渉 に お い て は 、 問 題 志 向 型
の ア セ ス メ ン ト と ス ト レ ン グ ス 志 向 型 の ア セ ス メ ン ト の 両 方 が バ ラ
ン ス よ く 同 時 に な さ れ る 必 要 が あ る 。 し か し 、 現 在 の 精 神 看 護 学 に
は 、 旧 来 の 看 護 理 論 と 前 述 し た ス ト レ ン グ ス モ デ ル を 融 合 し た も の
は ま だ な い 。 看 護 師 が 両 方 の 視 点 か ら ア セ ス メ ン ト を し て い く た め
の モ デ ル の 作 成 が 急 務 で あ る と 考 え る 。  
つ ま り 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 と 交 渉 す る 看 護 師 は 、 対 象 者 の 変 化
を 生 み 、 エ ン パ ワ メ ン ト す る た め に 、 対 象 者 を 広 い 視 野 で 捉 え て 可
能 性 を 見 極 め て い る こ と が 考 察 さ れ た 。  
 
１ １ ）  〔 内 に 潜 む 本 音 を 汲 み 取 る 〕 交 渉 行 動 群  
和 田 ， 中 西 ( 2 0 0 6 )は 、 医 療 メ デ ィ エ ー シ ョ ン に お け る 問 題 は 、 争
点 で あ る イ シ ュ ー 、 双 方 の 立 場 ・ 主 張 ・ 見 解 で あ る ポ ジ シ ョ ン 、 そ
の よ う な ポ ジ シ ョ ン を 取 ら せ て い る 背 後 の 利 益 ・ 価 値 ・ ニ ー ズ で あ
る イ ン タ レ ス ト 、 の 3 つ か ら な る I P I 構 造 を と る と 説 明 し て い る 。
そ し て 、 協 働 型 の 解 決 に 導 く に は 、 イ ン タ レ ス ト す な わ ち ニ ー ズ を
理 解 す る こ と が 必 要 で あ る と 述 べ て い る 。 看 護 に お い て は 、 中 野 ，
畦 地 ，宮 田 ら ( 2 0 0 2－ 0 3 )は 、精 神 科 看 護 師 を 含 む 看 護 師 を 対 象 と し 、
意 志 決 定 を す る こ と が 困 難 な 患 者 へ の 看 護 行 動 群 と し て 、「 患 者 の 意
志 を 掴 も う と 試 み る 」 と い う 内 容 が 含 ま れ る 【 あ り の ま ま の 患 者 を
受 け 入 れ る 】と い う 看 護 行 動 群 が あ る こ と を 明 ら か に し た 。「 患 者 の
意 志 を 掴 も う と 試 み る 」 と は 、 意 思 決 定 を す る こ と が 困 難 な 患 者 に
対 し て 、 看 護 者 が 積 極 的 に 患 者 に 近 づ き 、 何 と か し て 患 者 の 意 志 を
掴 も う と 努 力 す る も の で あ っ た 。 具 体 的 に は 、 看 護 師 は 日 常 的 な ケ
ア の 中 で 共 感 的 に 五 感 を 活 用 し 、 話 を 聴 き な が ら 察 す る と と も に 、
生 活 史 を 含 め て 患 者 を 把 握 し 、 患 者 像 を 形 成 し て い た 。 つ ま り 、 表
面 的 な 言 葉 の 背 後 に あ る 対 象 者 の 真 の ニ ー ズ を 汲 み 取 る こ と が 重 要
で あ る こ と が 分 か る 。  
統 合 失 調 症 を も つ 人 に は 思 考 障 害 や 認 知 機 能 障 害 が あ る 。加 え て 、
急 性 期 に は 行 動 制 限 な ど の 自 律 性 が 脅 か さ れ る 経 験 を し て い る こ と
が 多 く 、 自 分 の 意 思 や 思 い を 看 護 師 に 上 手 く 伝 え る こ と が で き な く
な っ て い る (片 倉 ら ，2 0 0 7；L i b e r m a n，2 0 0 8 b／ 2 0 11；K e l v i n  e t  a l .，
2 0 0 8；小 山 ，2 0 1 3 )。よ っ て 、論 理 的 で 理 性 的 な 話 し 合 い や フ ォ ー マ
ル な 話 し 合 い に は 限 界 が あ り 、 対 象 者 の 意 思 や 意 向 を る 理 解 す る た
め に は 、 時 間 と 空 間 を 共 有 す る ケ ア の 積 み 重 ね が 重 要 で あ る (野 嶋 ，
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2 0 0 4 )。  
そ の た め 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 と 交 渉 す る 看 護 師 は 、 言 葉 に さ れ
な い 本 音 や 苦 労 、 不 安 、 看 護 師 を は じ め と す る 周 囲 へ の 信 頼 感 を 、
普 段 の 関 わ り の 中 か ら 意 識 的 に 拾 い 上 げ 、 推 し 量 っ て 交 渉 を し て い
た 。 ま た 、 病 状 と 経 過 、 病 識 、 現 実 見 当 識 を 含 む 認 知 機 能 、 不 安 や
自 尊 心 、 人 と の 距 離 感 な ど を 含 む 自 我 機 能 を 理 解 し 、 価 値 観 を 把 握
し て 多 面 的 に 対 象 者 を 捉 え る こ と に よ り 、 対 象 者 の 目 線 に 立 っ て 本
音 を 理 解 し て い た 。  
交 渉 に 類 似 し た 概 念 に S h a r e d  d e c i s i o n  m a k i n g が あ る 。 こ れ は
対 象 者 と 共 に 意 思 決 定 を 行 う プ ロ セ ス で あ り 、 対 象 者 と 情 報 を 共 有
し 、話 し 合 い 、意 思 決 定 を 行 う と い う 意 味 を 持 つ (山 口 ，種 田 ，下 平
ら ，2 0 1 3 )。そ れ に 対 し て 交 渉 で は 、日 々 の 関 わ り の 中 か ら 時 間 を か
け て 〔 内 に 潜 む 本 音 を 汲 み 取 る 〕 交 渉 行 動 群 を 用 い て 本 音 を 推 し 量
り 、 次 に 【 方 向 づ け 】【 巧 み な 押 し 引 き 】【 自 己 決 定 に よ る 合 意 へ の
導 き 】 と い っ た 直 接 的 な 交 渉 へ と つ な げ ら れ て お り 、 関 わ り 方 に 違
い が あ る こ と 分 か る 。  
以 上 よ り 、 自 我 が 脅 か さ れ や す い 統 合 失 調 症 を も つ 人 と 交 渉 を 進
め る た め に 、 多 様 な 情 報 を 用 い て 、 そ の 背 後 に あ る ニ ー ズ と し て の
本 音 を 汲 み 取 る こ と が 重 要 で あ る こ と が 考 察 さ れ た 。  
 
１ ２ ）  〔 脆 い 自 我 に 寄 り 添 う 〕 交 渉 行 動 群  
〔 脆 い 自 我 に 寄 り 添 う 〕 交 渉 行 動 群 と は 、 精 神 疾 患 に 起 因 す る 不
安 や 苦 悩 、 低 い 自 尊 心 と 安 心 感 を 脅 か さ な い よ う に 、 共 感 的 ・ 受 容
的 に 寄 り 添 う 、 と い う 行 動 群 で あ る 。 苦 痛 や 苦 悩 、 低 い 自 尊 心 や 不
安 は 、 自 我 を 脅 か す 。 自 我 が 脅 か さ れ て い る 状 況 で は 、 人 は 新 た な
意 見 を 取 り 入 れ て い く こ と は で き な い 。 そ の た め 、 統 合 失 調 症 を も
つ 人 と 看 護 師 は 、 対 象 者 の 不 安 を 和 ら げ る よ う 、 共 感 的 関 わ り を 行
っ て い た 。  
共 感 と は 、 相 手 の 感 情 と そ の 感 情 を 持 つ に 至 っ た 理 由 を 理 解 し た
こ と を 相 手 に 伝 達 す る 行 為 で あ り 、 対 象 者 は 共 感 さ れ る こ と で 、 自
分 が 重 視 さ れ 、 気 遣 わ れ 、 あ る が ま ま に 受 容 さ れ た と い う 感 覚 を 経
験 す る ( R i l e y ， 2 0 0 4 b／ 2 0 0 7 ) 。 受 容 さ れ る こ と で 対 象 者 は 安 堵 し 、
自 己 受 容 の 可 能 性 が 高 ま る 。 そ の 結 果 、 対 象 者 に 新 た な 感 情 が 生 ま
れ 、 柔 軟 性 を 持 っ て 新 た な 気 づ き へ と 進 み 、 自 己 の 内 部 か ら の 成 長
が 促 進 さ れ 、 行 動 を 変 容 さ せ る ( R i l e y， 2 0 0 4 b／ 2 0 0 7 )。 言 い 換 え る
と 、 対 象 者 が 力 を 蓄 え 、 成 長 す る た め に は 、 他 者 に 共 感 ・ 受 容 さ れ
る こ と が 必 要 な の で あ る 。  
ま た 、 そ も そ も 統 合 失 調 症 を も つ 人 は 、 他 者 と 関 わ る 上 で の 安 全
保 障 感 が 弱 く 、自 我 が 脆 弱 で あ る ( S u l l i v a n，1 9 5 6 b／ 1 9 8 3 )。そ の た
め 、 看 護 師 が 統 合 失 調 症 を も つ 人 の 意 思 決 定 を 支 え る 際 や 、 セ ル フ
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ケ ア マ ネ ジ メ ン ト を 促 す 際 に も 安 心 感 を 構 築 し 、 自 我 を 支 え る こ と
が 基 盤 と し て 行 わ れ て い る こ と が 、 近 年 明 ら か に さ れ て い る (藤 野 ，
2 0 1 4； 田 井 ， 野 嶋 ， 2 0 1 5 )。  
本 研 究 に お い て も 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 と 交 渉 す る 看 護 師 は 、 対
象 者 と 家 族 が 統 合 失 調 症 に よ る 不 安 や 苦 悩 を 抱 え て い る こ と 、 他 者
に 非 難 さ れ て い る と 感 じ や す く 、 自 尊 心 が 傷 つ き や す い と い う 特 性
を も っ て い る こ と を 理 解 し 、 対 象 者 に 共 感 的 に 寄 り 添 い 、 交 渉 し て
い た 。 看 護 師 は 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 の 生 活 ス タ イ ル や 治 療 ・ ケ ア
の 変 更 な ど を 目 標 に 交 渉 す る た め に 、 自 我 を 支 え 、 安 定 し た 基 盤 を
作 っ て い る の だ と 考 え ら れ る 。  
以 上 よ り 、〔脆 い 自 我 に 寄 り 添 う 〕交 渉 行 動 群 と は 、安 全 保 障 感 が
弱 く 、 自 我 が 脆 弱 で 、 病 に よ る 不 安 や 苦 悩 を も つ 対 象 者 が 、 安 心 し
て 看 護 師 と 交 渉 し 、 変 化 す る た め に 、 交 渉 の 基 盤 と し て 不 可 欠 な 行
動 群 で あ る と 考 え る 。  
 
１ ３ ）  〔 枠 を 破 っ て も 意 志 に 追 従 す る 〕 交 渉 行 動 群  
対 象 者 を エ ン パ ワ メ ン ト し 、リ カ バ リ ー 獲 得 に 向 け て 援 助 す る 時 、
看 護 師 に は パ ー ト ナ ー シ ッ プ の 姿 勢 が 求 め ら れ る 。 野 嶋 ( 2 0 1 2 )は 、
看 護 に お け る パ ー ト ナ ー シ ッ プ を 「 適 切 な ケ ア ・ 技 術 ・ 知 識 を 提 供
で き る 能 力 を 有 す る 看 護 者 が 、 ケ ア 対 象 者 の 権 利 を 守 り 、 平 等 関 係
を 形 成 し た 上 で 、 課 題 を 協 働 し て 解 決 す る こ と で あ る 」 と 定 義 し て
い る 。 ま た 、 パ ー ト ナ ー シ ッ プ に 関 す る 概 念 分 析 で は 、 共 通 し て
p o w e r  s h a r i n g  と n e g o t i a t i o n が 導 き 出 さ れ て お り ( G a l l a n t ,  B e a u -
l i e u ,  C a r n e v a l e，2 0 0 1；H o o k，2 0 0 6 )、p o w e r を 分 か ち 合 う た め に 、
交 渉 が な さ れ て い る こ と が 分 か る 。中 で も G a l l a n t  e t  a l . ( 2 0 0 1 )は 、
p o w e r の タ イ プ を p o w e r — f r o m —w i t h i n、 p o w e r —w i t h、 p o w e r — o v e r
の 3 つ に 分 け て 説 明 し 、パ ー ト ナ ー シ ッ プ と は p o w e r —w i t h で あ り 、
協 働 す る こ と で あ る と 述 べ て い る 。  
本 研 究 に お い て も 、看 護 師 は 通 常 な ら 優 先 す る 枠 組 み を 度 外 視 し 、
対 象 者 の 力 、 価 値 観 、 希 望 を 信 じ て 対 象 者 の 意 志 を 尊 重 し て い た 。
こ れ は p o w e r - w i t h で は あ る が 、p o w e r  を 分 か ち 合 っ た 結 果 、p o w e r
が 対 象 者 側 に 移 り つ つ 、 看 護 師 が そ れ を 支 え 、 対 象 者 に 追 従 し て い
る 状 態 で あ る と 捉 え る こ と が で き る 。  
ま た 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 と 交 渉 し た 看 護 師 は 、 対 象 者 の 望 み ど
お り に し た 場 合 に 、 病 状 の 悪 化 が 予 測 さ れ る リ ス ク を も 度 外 視 し て
い た 。 前 述 し た よ う に 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 は 、 現 実 的 な 目 標 を 定
め る こ と が 苦 手 で 無 理 を し や す い 傾 向 に あ る た め 、 看 護 師 と し て は
十 分 ゆ と り が で き る ま で 待 つ よ う (中 井 ， 2 0 1 5 )交 渉 し た い と こ ろ で
あ る 。 し か し 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 は 認 知 機 能 障 害 が あ る た め 、 言
葉 だ け に よ っ て 看 護 師 の 考 え を 理 解 す る こ と が 困 難 で あ り 、 か つ 固
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い 意 志 を 持 っ て い る 。ま た 、対 象 者 が リ カ バ リ ー を 果 た す た め に は 、
対 象 者 が 自 己 同 一 性 を 確 立 し 、 自 己 決 定 を 行 い 、 失 敗 す る 権 利 を 行
使 し 、 情 報 を 入 手 す る と い う よ う な こ と の 中 で 、 対 象 者 の 力 を 試 す
こ と に 骨 を 折 る こ と が 必 要 で あ る ( R a p p  e t  a l .， 2 0 0 6  ／ 2 0 0 8 )。 こ
の 相 反 す る 状 況 で あ る か ら こ そ 交 渉 が な さ れ る わ け で あ る が 、 そ の
中 で 看 護 師 は 、 対 象 者 の 固 い 意 志 に 追 従 す る と い う 姿 勢 を 根 底 に 持
っ て い る こ と が 、 本 研 究 に よ っ て 明 ら か に な っ た 。  
加 え て こ の 行 動 群 は 、【 固 さ と 脆 さ へ の 徹 底 的 な 寄 り 添 い 】方 略 に
含 ま れ て い る 。 概 念 図 ( 図 ２ )に 示 し た よ う に 、 こ の 方 略 は 交 渉 の 当
初 よ り 用 い ら れ て い る 方 略 で あ る 。つ ま り 、〔 枠 を 破 っ て も 意 志 に 追
従 す る 〕 交 渉 行 動 群 は 、 交 渉 を 開 始 し た 当 初 か ら な さ れ て い る 。 対
象 者 の 強 い 意 志 を 脅 か さ な い 看 護 師 の 態 度 が 交 渉 当 初 か ら 示 さ れ て
い る こ と で 、 対 象 者 と の 信 頼 関 係 構 築 が 進 み や す く な り 、 対 象 者 が
変 化 す る こ と に も つ な が っ て い る と 考 え ら れ る 。  
ま た 看 護 師 は 、 対 象 者 の ニ ー ズ を 優 先 す る た め に 、 リ ス ク の み な
ら ず 、 病 棟 ル ー ル や 病 院 の 方 針 と い っ た 枠 組 み も 度 外 視 し 、 特 別 な
対 応 を 行 っ て い た 。 こ れ は 、 対 象 者 理 解 の み な ら ず 、 所 属 す る 組 織
や 看 護 師 自 身 の 力 量 、 リ ス ク の 大 き さ が 分 か ら な け れ ば で き な い 高
度 な 行 動 群 で あ る と 考 え る 。  
つ ま り 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 と 交 渉 す る 看 護 師 は 、 認 知 機 能 障 害
に よ っ て 変 化 が 困 難 な 対 象 者 が 、 エ ン パ ワ メ ン ト し 、 リ カ バ リ ー を
叶 え る た め に 、 リ ス ク や ル ー ル を 度 外 視 し て 交 渉 を す す め る と い う
高 度 な 実 践 力 を 持 っ て 交 渉 を 進 め 、 こ の こ と に よ っ て 対 象 者 と の 信
頼 関 係 を 構 築 す る と と も に 、 変 化 を 促 し て い る の だ と 考 察 さ れ た 。  
 
２ .  各 交 渉 行 動 群 に 内 在 す る 視 点  
本 研 究 で 明 ら か に さ れ た 1 3 の 交 渉 行 動 群 に は 、 表 7 に 示 し た よ
う に 自 我 発 達 を 促 し て 自 己 決 定 に 導 く 視 点 、 認 知 機 能 障 害 に 配 慮 し
て 変 化 を 促 す 視 点 の 2 つ が あ る と 考 え ら れ た 。す な わ ち 、〔波 長 を 合
わ せ て 小 さ な 合 意 を 待 つ 〕〔い っ た ん 添 う 〕〔対 峙 す る 〕〔方 針 を 共 有
す る 〕〔 内 に 潜 む 本 音 を 汲 み 取 る 〕〔 脆 い 自 我 に 寄 り 添 う 〕 交 渉 行 動
群 は 、自 我 発 達 を 促 し て 自 己 決 定 に 導 く 視 点 、〔現 実 と の 折 り 合 わ せ
を 提 案 す る 〕〔チ ャ ン ス を 捉 え て 直 面 化 を 促 す 〕〔巧 み に 乗 せ る 〕〔体
験 か ら 動 機 づ け て 固 め る 〕〔 チ ー ム を 調 整 す る 〕〔 広 く 可 能 性 を 見 立
て る 〕〔枠 を 破 っ て も 意 志 に 追 従 す る 〕交 渉 行 動 群 は 、認 知 機 能 障 害
に 配 慮 し て 変 化 を 促 す 視 点 を 持 っ て い る と 考 え た 。 以 下 に 、 そ れ ぞ
れ の 視 点 ご と に 考 察 を 加 え る 。  
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表  7  各 方 略 に 共 通 す る 視 点  
 
 
１ ）  自 我 発 達 を 促 し て 自 己 決 定 に 導 く 視 点  
自 我 と は 、 無 意 識 の 中 に 存 在 す る 本 能 的 な 欲 動 と 、 社 会 的 規 範 や
両 親 な ど の 重 要 他 者 と の 対 象 関 係 か ら 取 り 入 れ ら れ た 超 自 我 、 外 的
環 境 を 結 び つ け る 機 能 で あ り 、 個 人 が 経 験 を 組 織 づ け 、 合 理 的 な 計
画 を 立 て る 中 枢 で あ る ( E r i k s o n，1 9 5 9／ 2 0 11；阿 保 ，2 0 0 0 )。ま た 、
子 ど も は 親 や 教 育 者 ら の 影 響 を 受 け 、 評 価 を 得 ら れ る 行 動 を 取 っ て
自 我 を 確 立 し 、 評 価 を 受 け る 過 程 で 自 尊 感 情 を 獲 得 し て い く
( E r i k s o n， 1 9 5 9／ 2 0 11 )。  
本 研 究 で 明 ら か に な っ た 交 渉 行 動 群 の う ち 、〔 波 長 を 合 わ せ て 小 さ
な 合 意 を 待 つ 〕〔 い っ た ん 添 う 〕〔 対 峙 す る 〕〔 方 針 を 共 有 す る 〕〔 内
に 潜 む 本 音 を 汲 み 取 る 〕〔脆 い 自 我 に 寄 り 添 う 〕の 6 つ は 、自 我 発 達
を 促 す 視 点 を も っ た 行 動 群 で あ る と 考 え る 。  
ま ず 、 看 護 師 は 、 対 象 者 の 病 に よ る 不 安 や 、 傷 つ き や す い 自 尊 心
と 安 心 感 を 脅 か さ な い よ う に 受 容 し 、 肯 定 的 に 関 わ る 〔 脆 い 自 我 に
寄 り 添 う 〕交 渉 行 動 群 を 用 い て 対 象 者 の 安 心 感 を 育 ん で い た 。次 に 、
認 知 機 能 障 害 や 過 去 の 自 律 性 が 脅 か さ れ る 経 験 に よ っ て 自 我 が 脅 か
さ れ 、 表 現 す る こ と が 困 難 な 対 象 者 の 本 音 を 推 し 量 る 〔 内 に 潜 む 本
音 を 汲 み 取 る 〕 交 渉 行 動 群 に よ っ て 、 対 象 者 を 脅 か さ な い よ う な 交
渉 を 可 能 と し て い た 。 そ し て 看 護 師 は 、 対 象 者 が 脅 か さ れ る こ と な
く 、 安 心 体 験 や 失 敗 体 験 な ど を 積 み 重 ね る こ と が で き る よ う 、 慎 重
に 方 針 を 定 め 、 チ ー ム の 協 力 体 制 を 整 え る 〔 方 針 を 共 有 す る 〕 交 渉
行 動 群 を 用 い て い た 。〔 い っ た ん 添 う 〕交 渉 行 動 群 で は 、対 象 者 が 受
け 入 れ ら れ る と き が 来 る ま で 、 看 護 師 の 方 針 を 隠 し て い た 。 ま た 、
こ れ ら と は 反 対 に 、〔対 峙 す る 〕交 渉 行 動 群 で は 、包 み 隠 さ ず に 率 直
に 意 見 し て い た 。 先 に 考 察 し た よ う に 、 こ れ は 〔 脆 い 自 我 に 寄 り 添
う 〕交 渉 行 動 群 に よ っ て 関 係 構 築 の 土 台 が で き た 上 に な さ れ て お り 、
ま た 裏 の な い 率 直 な 表 現 で あ る た め 、看 護 師 に 対 す る 信 頼 感 を 育 て 、
配 慮 さ れ た 視 点 交渉行動群 属 し た 方 略
〔 波 長 を 合 わ せ て 小 さ な 合 意 を 待 つ 〕【 自 己 決 定 に よ る 合 意 へ の 導 き 】
〔 い っ た ん 添 う 〕
〔 対 峙 す る 〕
〔 方 針 を 共 有 す る 〕 【 方 向 づ け 】
〔 内 に 潜 む 本 音 を 汲 み 取 る 〕 【 内 に 潜 む 可 能 性 と 本 音 の 追 究 】
〔 脆 い 自 我 に 寄 り 添 う 〕 【 脆 さ と 固 さ へ の 徹 底 的 な 寄 り 添 い 】
〔 現 実 と の 折 り 合 わ せ を 提 案 す る 〕
〔 チ ャ ン ス を 捉 え て 直 面 化 を 促 す 〕
〔 巧 み に 乗 せ る 〕 【 巧 み な 押 し 引 き 】
〔 体 験 か ら 動 機 づ け て 固 め る 〕
〔 チ ー ム を 調 整 す る 〕
〔 広 く 可 能 性 を 見 立 て る 〕 【 内 に 潜 む 可 能 性 と 本 音 の 追 究 】
〔 枠 を 破 っ て も 意 志 に 追 従 す る 〕【 脆 さ と 固 さ へ の 徹 底 的 な 寄 り 添 い 】
【 巧 み な 押 し 引 き 】
【 方 向 づ け 】
自 我 発 達 を 促 し て
自 己 決 定 に 導 く
認 知 機 能 障 害 に 配 慮 し て
変 化 を 促 す
【 自 己 決 定 に よ る 合 意 へ の 導 き 】
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自 己 表 現 を 促 し 、自 己 概 念 を 変 化 さ せ る こ と が で き る (長 尾 ，2 0 0 8 )。
こ の よ う に 段 階 を 経 て 、 看 護 師 は 対 象 者 に 波 長 を 合 わ せ て 理 解 ・ 信
頼 で き る よ う に 関 わ り 、 対 象 者 が 納 得 し た 形 に 歩 み 寄 っ て 、 対 象 者
自 身 に よ る 決 定 の 積 み 重 ね を 待 つ 、 と い う 〔 波 長 を 合 わ せ て 小 さ な
合 意 を 待 つ 〕 交 渉 行 動 群 を 用 い て い た 。  
遠 藤 ( 2 0 0 5 )は 、 自 ら の 看 護 実 践 を 分 析 す る こ と に よ り 、 統 合 失 調
症 を 有 す る 人 の 自 我 発 達 を 支 援 す る 看 護 援 助 に は 、【 存 在 肯 定 を 伝 え
る 援 助 】 と 【 自 己 再 考 ・ 再 編 を 支 え る 援 助 】 の 2 つ が あ る こ と を 明
ら か に し た 。 そ し て そ れ ら に は 、「 存 在 性 ・ 応 答 性 の 提 示 」「 自 己 表
現 の 保 障 」「肯 定 的 側 面 の 焦 点 化・支 持 」「異 な る も の (視 点 、選 択 肢 、
反 応 な ど )の 提 示 」「 事 実 ・ 現 実 の 提 示 ／ 主 観 へ 向 か う 問 い か け の 投
入 」「選 択・決 定 の 保 障 」と い う 6 つ の 援 助 の 性 質 が あ っ た 。以 下 に 、
本 研 で 明 ら か に さ れ た 交 渉 行 動 群 と 、 遠 藤 ( 2 0 0 5 )の 結 果 を 時 間 軸 に
沿 っ て 比 較 す る (表 8 参 照 )。  
 
表  8  自 我 発 達 を 促 し て 自 己 決 定 に 導 く 視 点 を も つ 交 渉 行 動 群 と
先 行 研 究 と の 比 較  
 
 
ま ず 、遠 藤 ( 2 0 0 5 )が 明 ら か に し た【 存 在 肯 定 を 伝 え る 援 助 】に は 、
「 存 在 性・応 答 性 の 提 示 」「自 己 表 現 の 保 障 」「 肯 定 的 側 面 の 焦 点 化・
支 持 」 と い う 援 助 の 性 質 が 含 ま れ た 。  
「 存 在 性 ・ 応 答 性 の 提 示 」 と は 、 対 象 者 と 共 に あ る こ と を 示 す 援
助 で あ る (遠 藤 ， 2 0 0 5 )。 こ れ は 、 本 研 究 の 〔 脆 い 自 我 に 寄 り 添 う 〕
交 渉 行 動 群 に 類 似 す る 。ま た 、「 存 在 性 ・ 応 答 性 の 提 示 」に は 、対 象
交 渉 行 動 群 属 し た 方 略 援 助 の 性 質
援 助 の 性 質 の
統 合
〔 波 長 を 合 わ せ て
小 さ な 合 意 を 待 つ 〕
【 自 己 決 定 に よ る
合 意 へ の 導 き 】
「 選 択 ・ 決 定 の 保 障 」
「 異 な る も の （ 視 点 、 選 択 肢 、 反 応
な ど ） の 提 示 」
「 肯 定 的 側 面 の 焦 点 化 ・ 支 持 」
「 自 己 表 現 の 保 障 」
〔 方 針 を 共 有 す る 〕 【 方 向 づ け 】
〔 内 に 潜 む 本 音 を 汲 み 取 る 〕
【 内 に 潜 む 可 能 性 と
本 音 の 追 究 】
〔 脆 い 自 我 に 寄 り 添 う 〕
【 脆 さ と 固 さ へ の
徹 底 的 な 寄 り 添 い 】
時 間 軸
統 合 失 調 症 を も つ 人 へ の 看 護 師 の 交 渉
慢 性 的 に 統 合 失 調 症 を 有 す る 人 の 自 我 発 達 を 支 援 す
る 看 護 援 助 の 構 造 ( 遠 藤 , 2 0 0 5 )
「 存 在 性 ・ 応 答 性 の 提 示 」
【 存 在 肯 定 を
伝 え る 援 助 】
【 自 己 再 考 ・ 再 編
を 支 え る 援 助 】
〔 い っ た ん 添 う 〕
〔 対 峙 す る 〕
【 巧 み な 押 し 引 き 】
「 事 実 ・ 現 実 の 提 示 」 / 「 主 観 へ 向
か う 問 い か け の 投 入 」
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者 に 応 答 し 、 関 心 を 寄 せ 続 け 、 対 象 者 の 求 め を 理 解 し よ う と し 、 必
要 に 応 じ る 姿 勢 を 示 し 、 体 験 を た ど る こ と に 同 伴 し た り 共 有 す る こ
と も 含 ま れ た (遠 藤 ，2 0 0 5 )。こ の 点 で 、「 存 在 性・応 答 性 の 提 示 」は 、
言 葉 に さ れ な い 本 音 や 苦 労 、 不 安 な ど を 普 段 の 関 わ り か ら 推 し 量 る
と い う 〔 内 に 潜 む 本 音 を 汲 み 取 る 〕 交 渉 行 動 群 に も 相 当 す る と 考 え
ら れ る 。ま た 、〔 方 針 を 共 有 す る 〕交 渉 行 動 群 は 、対 象 者 の 自 律 性 を
尊 重 し 、 か つ リ ス ク が 重 大 と な ら な い よ う に す る た め に 交 渉 内 容 を
慎 重 に 定 め 、 方 針 を チ ー ム 全 体 で 共 有 し て い る と 考 察 さ れ て お り 、
「 存 在 性 ・ 応 答 性 の 提 示 」 の 範 疇 に 含 ま れ る と 考 え た 。 看 護 師 個 人
で は な く 、 チ ー ム 全 体 で 理 解 し よ う と す る の が 、 交 渉 の 特 徴 で あ る
と も い え る 。  
次 に 、「自 己 表 現 の 保 障 」は 、対 象 者 か ら 提 示 さ れ る 表 現 を 批 判 や
評 価 を 加 え な い で ま ず 受 け と め 、 尊 重 し 、 更 な る 表 現 を 促 す こ と で
あ る (遠 藤 ， 2 0 0 5 )。 本 研 究 で 抽 出 さ れ た 〔 い っ た ん 添 う 〕 交 渉 行 動
群 は 、 対 象 者 の 意 向 を 批 判 す る こ と な く ひ と ま ず 受 け 止 め 、 添 う と
い う も の で あ り 、 対 象 者 の 意 志 の 表 現 を 促 し て 聞 き 取 り 、 そ れ を 肯
定 的 に 受 け 止 め て い る と 考 え ら れ る 。 よ っ て 〔 い っ た ん 添 う 〕 交 渉
行 動 群 は 、「 自 己 表 現 の 保 障 」と「 肯 定 的 側 面 の 焦 点 化 ・ 支 持 」に 相
当 す る と 考 え た 。  
遠 藤 ( 2 0 0 5 )の【 自 己 再 考 ・ 再 編 を 支 え る 援 助 】に は 、「 異 な る も の
の 提 示 」「事 実・現 実 の 提 示 ／ 主 観 へ 向 か う 問 い か け の 投 入 」「選 択・
決 定 の 保 障 」 と い う 3 つ の 援 助 の 性 質 が 含 ま れ た 。  
「 異 な る も の の 提 示 」 と は 、 新 た な 視 点 や 選 択 肢 、 反 応 、 態 度 、
表 現 な ど を 加 え て い く 援 助 で あ る 。「 事 実・現 実 の 提 示 ／ 主 観 へ 向 か
う 問 い か け の 投 入 」 は 、 自 己 の 認 識 や 感 情 、 行 為 及 び そ の 行 為 の 予
測 や 結 果 に 焦 点 を あ て 、 客 観 視 し 、 自 己 内 及 び 自 己 内 外 を よ り 現 実
的 に 調 整 す る 機 会 を 提 供 す る 援 助 で あ る 。 本 研 究 で 明 ら か に な っ た
〔 対 峙 す る 〕 交 渉 行 動 群 は 、 包 み 隠 さ ず に 本 音 で 意 見 し て 対 象 者 を
動 機 づ け る 行 動 群 で あ り 、「事 実・現 実 の 提 示 ／ 主 観 へ 向 か う 問 い か
け の 投 入 」「 異 な る も の の 提 示 」に 類 似 す る と 考 え ら れ る 。ま た 遠 藤
( 2 0 0 5 )は 、「 存 在 性 ・ 応 答 性 の 提 示 」「 自 己 表 現 の 保 障 」「 肯 定 的 側 面
へ の 焦 点 化 ・ 支 持 」 な ど の 存 在 の 承 認 や 肯 定 に 関 わ る 援 助 が 十 分 に
行 き 届 い て い る 時 に 、 対 象 者 は 物 事 の 見 方 の 修 正 や 転 換 が で き る と
述 べ て い る 。 つ ま り 、 自 我 発 達 を 促 し て 自 己 決 定 に 導 く 視 点 を 持 つ
方 略 に は プ ロ セ ス が あ る 。 本 研 究 に お い て も 、 先 に 示 し た 〔 脆 い 自
我 に 寄 り 添 う 〕 交 渉 行 動 群 で 保 護 的 な 関 わ り が な さ れ 、 対 象 者 の 安
心 感 と 看 護 師 へ の 信 頼 感 を 育 ま れ て い た か ら こ そ 、〔対 峙 す る 〕交 渉
行 動 群 で 率 直 で 包 み 隠 さ な い 関 わ り が 実 施 で き 、 対 象 者 の 洞 察 を 深
め る こ と が で き て い た と 考 え ら れ る 。  
最 後 に 、〔 波 長 を 合 わ せ て 小 さ な 合 意 を 待 つ 〕交 渉 行 動 群 で は 、対
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象 者 に 波 長 を 合 わ せ て 理 解 ・ 信 頼 で き る よ う に 関 わ る が 、 対 象 者 が
納 得 し た 形 に 歩 み 寄 っ て 、 対 象 者 が 意 思 決 定 し た 内 容 で の 小 さ な 合
意 を 待 つ 。こ れ は 、対 象 者 の 思 い を 十 分 に 聞 い た う え で 、歩 み 寄 り 、
決 定 す る の を 待 つ も の で あ り 、 遠 藤 ( 2 0 0 5 )の 「 選 択 ・ 決 定 の 保 障 」
に 相 当 す る と 考 え る 。ま た 、「 選 択 ・ 決 定 の 保 障 」は 、遠 藤 ( 2 0 0 5 )が
明 ら か に し た 援 助 の 性 質 の 中 で 、 最 後 に 現 れ た も の で あ る と 示 さ れ
て い る 。 本 研 究 に お い て も 〔 波 長 を 合 わ せ て 小 さ な 合 意 を 待 つ 〕 交
渉 行 動 群 は 、 交 渉 の 最 後 の 段 階 で 用 い ら れ て お り 、 遠 藤 ( 2 0 0 5 )の 結
果 と 一 致 す る 。  
以 上 よ り 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 へ の 交 渉 を 行 う 中 で 、 対 象 者 の 自
我 発 達 を 促 す 視 点 を も つ 交 渉 行 動 群 が 用 い ら れ て い る こ と が 考 察 さ
れ た 。 そ し て 、 自 我 発 達 が 段 階 的 に 促 さ れ る か ら こ そ 、 対 象 者 は 選
択 ・ 決 断 を す る こ と が で き る よ う に な っ た と 考 え ら れ た 。 ま た 、 自
我 発 達 を 促 す 視 点 を も つ 6 交 渉 行 動 群 は 表 8 に 示 し た よ う に 、 5 方
略 す べ て に 所 属 し て い る 。 こ の こ と か ら 、 自 我 発 達 を 促 す 視 点 は 、
交 渉 の 全 プ ロ セ ス に 横 た わ る 視 点 で あ る と 考 え る 。  
 
２ ）  認 知 機 能 に 配 慮 し て 変 化 を 促 す 視 点  
統 合 失 調 症 を も つ 人 に は 、 注 意 を 維 持 し に く い 、 社 会 的 ・ 情 緒 的
サ イ ン を 正 確 に 認 識 で き な い 、 言 語 記 憶 が 制 限 さ れ る 、 計 画 ・ 意 志
決 定 ・ 問 題 解 決 な ど が う ま く で き な く な る な ど と い っ た 認 知 機 能 障
害 が あ る た め ( L i b e r m a n， 2 0 0 8 a／ 2 0 11 )、 情 報 を 得 て 判 断 す る こ と
に 困 難 を 伴 う 。同 様 に 、S u l l i v a n ( 1 9 5 6 a／ 1 9 8 3 )は 、統 合 失 調 症 を も
つ 人 は 、困 難 を 避 け て 通 る こ と が で き る 生 き 方 を 援 助 者 が 示 し て も 、
そ れ を 正 し い と 理 解 す る こ と が 難 し い と 述 べ て い る 。 ま た 昼 田
( 1 9 8 9 a )は 、統 合 失 調 症 を も つ 人 は 慣 れ に く く 、応 用 が 難 し く 、過 去
を 現 在 に 生 か す こ と が で き な い た め に 、失 敗 が な か な か 身 に つ か ず 、
頑 固 に 自 己 の 希 望 に 固 執 し 、 同 じ 行 動 パ タ ー ン を 守 り 続 け る と 述 べ
て い る 。  
近 年 の 精 神 科 医 療 は 、 疾 病 の 治 療 か ら 、 エ ン パ ワ メ ン ト を 促 し 、
リ カ バ リ ー 獲 得 に 向 け た 援 助 へ と シ フ ト し て い る 。 そ し て 、 対 象 者
が 自 己 同 一 性 を 確 立 し 、 自 己 決 定 を 行 い 、 失 敗 す る 権 利 を 行 使 し 、
情 報 を 入 手 す る と い う よ う な こ と の 中 で 、 看 護 師 は 対 象 者 の 力 を 試
す こ と に 骨 を 折 る 必 要 が あ る と い わ れ て い る ( R a p p  e t  a l .， 2 0 0 6  ／
2 0 0 8 )。ま た 、人 が 希 望 を 抱 き 、将 来 へ の ビ ジ ョ ン を 持 ち 、エ ン パ ワ
ー さ れ た と 感 じ る よ う に な る と 、 自 分 で 生 活 を 管 理 で き る よ う に な
り 、 自 分 で 自 分 の 責 任 を 取 り 、 人 を 非 難 し な く な る と も 言 わ れ て い
る ( R a g i n s，2 0 0 2 b／ 2 0 0 5 )。一 方 で 、対 象 者 の 判 断 能 力 が 低 下 し た 状
態 の 時 は 、対 象 者 を 保 護 す る た め に パ タ ー ナ リ ス テ ィ ッ ク な 制 約 や 、
援 助 の 手 を 差 し 伸 べ る こ と が 求 め ら れ る (北 村 ら ， 2 0 0 0 )。 制 約 が 求
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め ら れ る の は 、 自 己 加 害 ・ 他 者 加 害 が あ る 時 の み な ら ず 、 社 会 人 と
し て 機 能 し 得 な く な る 状 況 に 陥 る と い う 消 極 的 自 己 加 害 も 含 ま れ る
(北 村 ら ， 2 0 0 0 )。 そ の た め 、 精 神 科 看 護 師 に は 、 対 象 者 の 安 全 の 程
度 を 判 断 し た 上 で ( B e a u c h a m p  &  C h i l d r r e s s，2 0 0 1／ 2 0 0 9 )、対 象 者
の 自 律 性 を 尊 重 し 、 意 向 に 添 っ て リ カ バ リ ー を 支 援 す る 、 と い う 非
常 に 高 度 な 技 が 求 め ら れ る 。 す な わ ち 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 と 交 渉
す る 看 護 師 は 、 対 象 者 の 自 律 性 を 尊 重 し て 意 向 に 添 い 、 か つ 対 象 者
が 制 約 を 受 け る 状 態 を 避 け る た め の 方 法 を 、 対 象 者 自 ら が 選 択 す る
よ う 、 対 象 者 の 考 え が 変 化 す る よ う に 働 き か け る 必 要 性 が あ る 。  
本 研 究 に お い て は 、統 合 失 調 症 を も つ 人 へ 交 渉 す る 看 護 師 は 、〔 現
実 と の 折 り 合 わ せ を 提 案 す る 〕〔 チ ャ ン ス を 捉 え て 直 面 化 を 促 す 〕〔巧
み に 乗 せ る 〕〔体 験 か ら 動 機 づ け て 固 め る 〕〔チ ー ム を 調 整 す る 〕〔広
く 可 能 性 を 見 立 て る 〕〔 枠 を 破 っ て も 意 志 に 追 従 す る 〕と い う 7 交 渉
行 動 群 を 用 い 、 対 象 者 の 認 知 機 能 に 配 慮 し て 変 化 を 促 し て い る と 考
え る こ と が で き た 。  
統 合 失 調 症 を も つ 人 は 、 認 知 機 能 障 害 の た め に 、 自 分 の 力 を 正 確
に 捉 え 、 他 者 の 意 見 を 取 り 入 れ 、 目 標 を 立 て る こ と が 難 し い
( S u l l i v a n，1 9 5 6 a／ 1 9 8 3；昼 田 ，1 9 8 9 a；L i b e r m a n，2 0 0 8 a／ 2 0 11 )。
そ の た め 、 ま ず 看 護 師 は 対 象 者 の 固 い 意 志 を 否 定 せ ず 、 尊 重 し て 関
わ る 〔 枠 を 破 っ て も 意 志 に 追 従 す る 〕 交 渉 行 動 群 を 用 い て い た 。 ま
た 対 象 者 と 家 族 を 、 そ の 持 て る 力 と 困 難 の 両 側 面 か ら 広 く 多 角 的 に
捉 え 、 可 能 性 を 見 極 め る 〔 広 く 可 能 性 を 見 立 て る 〕 交 渉 行 動 群 を 用
い て い た 。そ し て 、〔 チ ー ム を 調 整 す る 〕交 渉 行 動 群 に よ っ て 、自 分
自 身 を コ ン ト ロ ー ル す る と 共 に 、 対 象 者 の 思 い が チ ー ム 内 に 浸 透 す
る よ う 、チ ー ム 全 体 を 調 整 し て 対 象 者 の 変 化 を 促 し て い た 。さ ら に 、
状 況 を 見 極 め 、 理 屈 を 言 葉 で 説 明 し て 直 接 的 に 働 き か け る の で は な
く 、 押 し た り 引 い た り 、 な だ め す か し た り 、 情 に 訴 え た り 、 引 っ 張
っ た り し て 、 対 象 者 の 気 持 ち を 盛 り 立 て 、 気 持 ち が 傾 き や す く な る
よ う な 巧 み な 技 を 駆 使 し て 提 案 に 乗 せ て い く 〔 巧 み に 乗 せ る 〕 交 渉
行 動 群 も 使 っ て い た 。〔 巧 み に 乗 せ る 〕交 渉 行 動 群 を 使 っ て 体 験 に 導
く と 同 時 に 、対 象 者 が 繰 り 返 し 体 験 で き る 機 会 を 作 り 、〔体 験 か ら 動
機 づ け て 固 め る 〕 交 渉 行 動 群 に よ っ て 動 機 づ け て い た 。 そ し て 、 こ
れ ま で に 実 施 し た 行 動 群 に よ っ て 気 持 ち が 傾 き や す く な っ た チ ャ ン
ス を 見 定 め て 問 い か け 、 ア ピ ー ル す る こ と で 、 直 面 化 と 看 護 師 の 意
見 へ の 理 解 を 促 す こ と を 何 度 も 繰 り 返 す 〔 チ ャ ン ス を 捉 え て 直 面 化
を 促 す 〕交 渉 行 動 群 を 用 い て い た 。最 後 に 、看 護 師 は 、〔 現 実 と の 折
り 合 わ せ を 提 案 す る 〕 交 渉 行 動 群 に よ っ て 、 対 象 者 が も っ て い る 大
き な 目 標 を 小 さ な 目 標 に 転 換 す る こ と を 提 案 し て い た 。  
M i l l e r  e t  a l . ( 2 0 0 2／ 2 0 0 7 )は 、 動 機 づ け の 問 題 、 準 備 や 意 志 の は
っ き り し な い 行 動 の 変 化 の 問 題 、 両 価 的 問 題 が あ る 状 況 で 用 い る 動
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機 づ け 面 接 法 を 紹 介 し て い る 。 こ の 方 法 は 依 存 症 を も つ 人 を 対 象 と
し て 考 案 さ れ た も の で あ る が 、 今 日 で は 様 々 な 疾 患 に 応 用 さ れ 、
M c C r a c k e n  &  C o r r i g a n ( 2 0 0 8／ 2 0 1 6 )に よ っ て 統 合 失 調 症 を も つ 人
へ の 薬 物 療 法 に 対 す る 動 機 づ け 面 接 法 も 紹 介 さ れ て い る 。 そ こ で 次
に 、 本 研 究 結 果 と 統 合 失 調 症 を も つ 人 へ の 動 機 づ け 面 接 法 を 比 較 す
る (表 9 参 照 )。  
 
表  9  認 知 機 能 障 害 に 配 慮 し て 変 化 を 促 す 視 点 を も つ 交 渉 行 動 群
と 先 行 研 究 の 比 較  
 
 
M c C r a c k e n  e t  a l . ( 2 0 0 8／ 2 0 1 6 )は 、 重 度 な 認 知 の ゆ が み を も つ 統
合 失 調 症 を も つ 人 に 動 機 づ け 面 接 を 行 う 場 合 、 対 象 者 の 目 標 に 焦 点
を 合 わ せ る こ と が 有 効 で あ る と 述 べ て い る 。 本 研 究 で も 看 護 師 は 、
〔 枠 を 破 っ て も 意 志 に 追 従 す る 〕 交 渉 行 動 群 を 用 い て 、 対 象 者 を 尊
重 し 、 意 志 を 否 定 せ ず 、 追 従 し て い た 。 ま た 、 対 象 者 に 認 知 機 能 障
害 が あ る た め 、 援 助 者 は ま ず い く つ か の 領 域 を 概 観 し て 、 そ の 領 域
に お け る 目 標 を い く つ か 設 定 す る こ と が 必 要 と な る ( M c C r a c k e n  e t  
a l .， 2 0 0 8／ 2 0 1 6 )。 こ れ は 、 本 研 究 の 〔 広 く 可 能 性 を 見 立 て る 〕 交
渉 行 動 群 に 該 当 す る 。 次 に 、 動 機 づ け 面 接 法 で は 、 対 象 者 自 身 で 決
め た 目 標 に 到 達 す る た め に 、あ る 行 動 が ど の よ う に 役 に 立 ち そ う か 、
あ る い は 妨 げ に な り そ う か 、 と い う こ と に つ い て 、 具 体 的 で 分 か り
や す い 問 題 を 使 っ て 、 対 象 者 の 見 解 を 引 き 出 す こ と が さ れ る
( M c C r a c k e n  e t  a l .， 2 0 0 8／ 2 0 1 6 )。 本 研 究 に お い て も 〔 体 験 か ら 動
機 づ け て 固 め る 〕 交 渉 行 動 群 に よ っ て 、 日 々 の 生 活 の 中 で 体 験 す る
慣 れ 親 し ん だ 分 か り や す い 具 体 的 な 問 題 を 扱 い 、 現 実 へ の 気 づ き を
促 し 、 動 機 づ け て い た 。  
そ し て 、 動 機 づ け 面 接 法 の 後 半 は 、 対 象 者 の 目 標 を 同 定 す る 。 そ
交渉行動群 属した方略
〔現実との折り合わせを提案する〕 利用可能な選択肢を概観する
〔チャンスを捉えて直面化を促す〕
利益と損失を比較対照する
議論の展開
〔巧みに乗せる〕 【巧みな押し引き】
〔体験から動機づけて固める〕
慣れ親しんだ分かりやすい
問題を扱う
〔チームを調整する〕
〔広く可能性を見立てる〕 【内に潜む可能性
と本音の追究】
いくつかの領域を概観して、その領域に
おける目標をいくつか設定する
〔枠を破っても意志に追従する〕
【脆さと固さへの
徹底的な寄り添い】
対象者の目標に焦点を合わせる
時間軸
統合失調症をもつ人への看護師の交渉 統合失調症患者の薬物療法アドヒアラ
ンスと動機づけ面接法(McCracken &
Corrigan,2008/2016)
【方向づけ】
【自己決定による
合意への導き】
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こ で ま ず 看 護 師 は 、 対 象 者 が も っ て い る 目 標 を 達 成 す る た め に 、 あ
る 行 動 が 妨 げ に な る の か 、ま た は 促 進 す る の か と い う こ と に つ い て 、
対 象 者 と 対 話 を 通 し て 考 察 を 行 い 、 対 象 者 の 目 標 と そ の 行 動 の 矛 盾
を 明 ら か に す る 議 論 を 展 開 す る ( M c C r a c k e n  e t  a l .， 2 0 0 8／ 2 0 1 6 )。
こ れ は 、 利 益 と 損 失 を 比 較 対 照 す る 議 論 の 展 開 と 言 わ れ て お り 、 直
面 化 と 看 護 師 の 意 見 へ の 理 解 を 促 す と い う 〔 チ ャ ン ス を 捉 え て 直 面
化 を 促 す 〕 交 渉 行 動 群 と 類 似 す る 。 ま た 、 利 用 可 能 な 選 択 肢 を 概 観
す る こ と も か な り 効 果 的 で あ る と 言 わ れ て お り ( M c C r a c k e n  e t  a l .， 
2 0 0 8／ 2 0 1 6 )、現 実 的 で 分 か り や す い 目 標 に 変 更 す る と い う〔 現 実 と
の 折 り 合 わ せ を 提 案 す る 〕 交 渉 行 動 群 に 類 似 す る 。 利 益 と 損 失 を 比
較 対 照 す る 議 論 と 可 能 な 選 択 肢 を 概 観 す る こ と は 、 対 象 者 の 心 理 的
な 抵 抗 が あ る 場 合 に お い て も 、か な り 効 果 的 に 働 く と M c C r a c k e n  e t  
a l . ( 2 0 0 8／ 2 0 1 6 )は 説 明 し て い る 。  
以 上 の よ う に 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 へ の 看 護 師 の 交 渉 で 用 い ら れ
た 7 交 渉 行 動 群 は 、 M c C r a c k e n  e t  a l . ( 2 0 0 8／ 2 0 1 6 )の 動 機 づ け 面 接
と 内 容 が 一 致 し て い る と 考 え ら れ た 。ま た 、こ れ ら 7 交 渉 行 動 群 は 、
表 9 に 示 し た 様 に 、 交 渉 の 全 て の 方 略 に 所 属 し て い る こ と か ら 、 認
知 機 能 に 配 慮 し て 変 化 を 促 す 視 点 を 持 つ 交 渉 行 動 群 は 、 交 渉 の 全 プ
ロ セ ス に 横 た わ る 視 点 で あ る と 考 え る 。  
さ ら に 、 M c C r a c k e n  e t  a l . ( 2 0 0 8／ 2 0 1 6 )は 、 対 象 者 の 目 標 に 焦 点
を 合 わ せ る 過 程 で は 対 象 者 の 両 価 性 や 躊 躇 を 抵 抗 と し て 扱 う の で は
な く 、 変 化 に 伴 う 自 然 な 態 度 と し て 受 容 す る こ と が 必 要 だ と 説 明 し
て い る 。M i l l e r  e t  a l . ( 2 0 0 2／ 2 0 0 7 )  は 、こ れ を「 抵 抗 に 巻 き 込 ま れ 、
転 が り な が ら 進 む 」 と い う 言 葉 を 用 い 、 動 機 づ け 面 接 法 の 原 理 と し
て 説 明 し て い る 。 対 象 者 は 様 々 な 体 験 や 看 護 師 と の 関 わ り を 経 て 動
機 づ け が 試 み ら れ て い る が 、 躊 躇 を 伴 っ て い る 。 そ の た め 、 こ れ ら
の 過 程 は 何 度 も 繰 り 返 さ れ る と い う こ と を 読 み 取 る こ と が で き る 。
こ れ は 、 交 渉 で 用 い ら れ る 方 略 が 何 度 も 繰 り 返 し 用 い ら れ る と い う
結 果 と 一 致 す る 。  
一 方 、 M c C r a c k e n  e t  a l . ( 2 0 0 8／ 2 0 1 6 )の 動 機 づ け 面 接 法 に は 、 本
研 究 の 〔 巧 み に 乗 せ る 〕 交 渉 行 動 群 と 〔 チ ー ム を 調 整 す る 〕 交 渉 行
動 群 に 相 当 す る も の は な か っ た 。 動 機 づ け 面 接 は 、 セ ラ ピ ス ト の 面
接 で 用 い ら れ る も の で あ る 。 こ れ に 対 し 、 本 研 究 は 日 常 生 活 場 面 で
の 看 護 師 と 統 合 失 調 症 を も つ 人 と の 交 渉 に 焦 点 を 当 て て い る 。 そ の
た め 、 チ ー ム 全 体 で 協 力 し 、 対 象 者 が 体 験 し 、 考 え る こ と へ の チ ャ
レ ン ジ を 言 葉 巧 み に 進 め る 〔 巧 み に 乗 せ る 〕 交 渉 行 動 群 と 〔 チ ー ム
を 調 整 す る 〕 交 渉 行 動 群 を 抽 出 す る こ と が で き た の で あ ろ う と 考 え
る 。  
ま た 、 対 象 者 を 動 機 づ け て い く 際 に は 、 対 象 者 を 操 作 す る こ と が
な い よ う に 、 倫 理 的 違 和 感 に 対 処 す る こ と も 重 要 で あ る ( M i l l e r  e t  
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a l .， 2 0 0 2／ 2 0 0 7 )。 前 項 で 説 明 し た よ う に 、 看 護 師 は 対 象 者 の 自 我
発 達 を 促 し な が ら 、 自 己 決 定 に 導 く 視 点 を も つ 交 渉 行 動 群 を 並 行 し
て 用 い て お り 、 倫 理 的 な 交 渉 が な さ れ て い る と 考 え ら れ る 。  
以 上 よ り 、 看 護 師 は 認 知 機 能 障 害 を も つ 対 象 者 が 変 化 を 起 こ す こ
と が で き る よ う 、 対 象 者 の 認 知 機 能 に 配 慮 し て 可 能 性 を 見 極 め 、 時
間 と 空 間 を 共 有 す る ケ ア を 積 み 重 ね な が ら (野 嶋 ， 2 0 0 4 )、 巧 み に 動
機 づ け 、時 期 を 失 せ ず 、具 体 的 ・ 断 定 的 に 反 復 (昼 田 ， 1 9 8 9 b )し て 交
渉 し て い る と 考 え ら れ た 。 ま た 、 先 の 自 我 発 達 を 促 す 視 点 を も つ 交
渉 行 動 群 と 同 様 に 、 交 渉 の 全 過 程 に お い て 、 認 知 機 能 に 配 慮 し て 動
機 づ け が さ れ て い た こ と が 考 察 さ れ た 。  
 
I V .  統 合 失 調 症 を も つ 人 へ の 看 護 師 の 交 渉 の 特 徴   
以 上 よ り 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 へ の 看 護 師 の 交 渉 は 、 一 般 的 な 交
渉 と の 共 通 点 と 相 違 点 が あ る こ と が 分 か っ た 。 こ こ で は 、 一 般 的 な
交 渉 と の 相 違 点 と し て 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 へ の 看 護 師 の 交 渉 の 特
徴 に つ い て ま と め る 。  
ま ず 、 一 般 的 な 交 渉 が 協 働 関 係 で あ る の に 対 し 、 対 象 者 と 看 護 師
の 関 係 性 に お い て は 、【脆 さ と 固 さ へ の 徹 底 的 な 寄 り 添 い 】方 略 と【 内
に 潜 む 可 能 性 と 本 音 の 追 究 】 方 略 を 用 い る 、 ケ ア 提 供 者 と し て の 関
係 性 か ら 始 ま っ て 、協 働 関 係 へ と 移 行 す る こ と が 考 察 さ れ た 。ま た 、
ケ ア 提 供 者 と し て の 関 係 性 に よ る 方 略 に よ っ て 、 信 頼 関 係 の 土 台 が
構 築 さ れ て い る と 考 え ら れ た 。  
次 に プ ロ セ ス の 面 で は 、 一 般 的 な 交 渉 に 類 似 し て い た が 、 統 合 失
調 症 を も つ 人 へ の 交 渉 に は 、【脆 さ と 固 さ へ の 徹 底 的 な 寄 り 添 い 】方
略 が あ る こ と が 特 徴 で あ っ た 。 自 我 が 脆 弱 な 統 合 失 調 症 を も つ 人 に
と っ て 、安 心 感 を 育 む【 脆 さ と 固 さ へ の 徹 底 的 な 寄 り 添 い 】方 略 は 、
対 象 者 が 交 渉 に よ っ て 合 意 を 交 わ す た め に 不 可 欠 な 方 略 で あ り 、 プ
ロ セ ス で あ る こ と が 考 察 さ れ た 。  
そ し て 、 本 研 究 に お け る 交 渉 は 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 に あ る 自 我
の 脆 弱 さ と 、 認 知 機 能 障 害 に 影 響 を 受 け て お り 、 そ れ に 対 す る ケ ア
や 配 慮 を し な が ら の 交 渉 で あ っ た 。 看 護 師 は 、 対 象 者 の 自 我 発 達 を
促 し な が ら 自 己 決 定 に 導 き 、 認 知 機 能 に 配 慮 し な が ら 変 化 を 促 し て
い た 。 具 体 的 に は 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 に 特 徴 的 な 自 我 の 弱 さ と 無
理 を し や す い 傾 向 に 寄 り 添 い 、 段 階 的 に 自 我 発 達 を 促 す こ と で 、 対
象 者 は 選 択 ・ 決 定 す る こ と が で き る よ う に な っ て い た 。 ま た 、 言 葉
に よ る 交 渉 だ け な く 、 チ ー ム 内 で 慎 重 に 方 針 が 共 有 さ れ た 上 で 、 体
験 を 積 み 重 ね る こ と 、 論 理 的 な 説 明 だ け で な く 、 対 象 者 が 看 護 師 に
頼 ろ う と 思 っ た り 、 対 象 者 の 気 持 ち が 傾 い た り す る よ う に 巧 み に 押
し 引 き す る こ と を し て い た 。 そ し て 、 こ れ ら に よ っ て 対 象 者 の 気 持
ち が 傾 い た と こ ろ で 、言 葉 を 用 い た 説 明 の 技 術 に よ っ て 理 解 を 促 し 、
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自 己 決 定 を 後 押 し し て 合 意 を 交 わ し て い た 。 こ の よ う な 交 渉 行 動 群
を 用 い る こ と に よ っ て 、 対 象 者 の 安 心 感 と 安 全 性 を 確 保 し な が ら 、
対 象 者 の 意 向 に 添 い 、 自 律 性 を 促 す こ と が 両 立 さ れ て い た 。  
目 標 達 成 理 論 を 開 発 し た K i n g ( 1 9 8 1 a／ 1 9 8 5 )は 、 看 護 師 と 対 象 者
と の 人 間 的 な 相 互 行 為 の プ ロ セ ス を 通 し て 、 各 人 は 他 者 と そ の お か
れ て い る 状 況 を 知 覚 し 、コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 通 じ て 目 標 を 設 定 し 、
手 段 を 探 求 し 、 目 標 達 成 の 手 段 に 合 意 す る と 述 べ て い る 。 さ ら に 、
看 護 師 － 患 者 の 相 互 行 為 に お け る 相 互 浸 透 行 為 に 関 す る 研 究 と し て 、
対 話 、 交 渉 、 社 会 ・ 文 化 的 交 流 や 折 衝 な ど を 通 し て 共 通 目 標 の 設 定
を 解 明 す る 必 要 が あ る と 述 べ て い る ( K i n g， 1 9 8 1 b／ 1 9 8 5 )。 本 研 究
で は 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 へ の 看 護 師 の 交 渉 の 全 容 が 明 ら か に な っ
た 。 こ の こ と は 、 本 研 究 の 意 義 で あ る と 考 え る 。  
 
V .  精 神 科 看 護 に お け る 概 念 「 交 渉 」 の 活 用 可 能 性  
文 献 検 討 の 項 で 述 べ た よ う に 、 日 本 に お い て 交 渉 と い う 概 念 は 、
議 論 や 協 議 の 意 味 合 い が 少 な く 、 駆 け 引 き や 取 引 と 捉 え て 交 渉 行 動
を さ げ ず む 傾 向 に あ る と 言 わ れ て い る (御 手 洗 ，2 0 1 3 a )。そ の た め か 、
我 が 国 の 看 護 研 究 で 交 渉 と い う 概 念 は ほ と ん ど 用 い ら れ て こ な か っ
た 。 し か し 、 本 研 究 結 果 に よ り 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 に 看 護 師 が 行
う 交 渉 は 、 議 論 や 協 議 は 看 護 師 と 対 象 者 の 交 渉 の 一 部 で あ り 、 残 り
は 直 接 的 な 言 葉 だ け に 頼 ら な い 押 し 引 き 、 つ ま り 駆 け 引 き の 繰 り 返
し で あ る こ と が 分 か っ た 。  
ま た こ れ は 、 対 象 者 を 意 の ま ま に し よ う と い う よ う な 交 渉 で は な
か っ た 。 統 合 失 調 症 を も つ 人 と 看 護 師 の 交 渉 は 、 対 象 者 が 現 実 的 な
目 標 を 立 て る と い う 、 焦 ら な い 生 き 方 を 模 索 す る 中 で 行 わ れ て い た
と 考 え ら れ る 。 そ の 中 で 看 護 師 は 、 対 象 者 を ケ ア し な が ら 、 対 象 者
の 不 利 益 を 最 小 限 と す る こ と と 、 対 象 者 の 意 思 を 尊 重 す る こ と を 両
立 さ せ る た め に 、 対 象 者 と の 協 働 関 係 の 中 で 交 渉 を 行 っ て い た 。 つ
ま り 、 交 渉 の 目 的 が 一 般 的 な 交 渉 と は 異 な っ て い た 。 そ し て 、 対 象
者 が こ れ ま で に も っ て い な か っ た 新 し い 考 え や 方 法 を 、 強 要 さ れ る
こ と な く 自 律 的 に 選 び 取 る こ と を 促 進 す る の が 、 統 合 失 調 症 を も つ
人 と の 交 渉 で あ っ た 。  
ま た 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 へ の 交 渉 は 、 一 般 的 な 交 渉 と も 類 似 す
る と こ ろ が あ っ た 。 本 研 究 で は 、 交 渉 と い う 概 念 を 用 い る こ と に よ
っ て 、 他 の 学 問 分 野 に あ る 交 渉 の 知 識 を 活 用 し な が ら 、 統 合 失 調 症
を も つ 人 と 看 護 師 が 行 う 交 渉 を 明 ら か に す る こ と が で き た 。  
以 上 よ り 、 精 神 科 看 護 に お い て 交 渉 は 、 対 象 者 を エ ン パ ワ メ ン ト
し 、 リ カ バ リ ー を 促 進 す る た め の 看 護 を 構 築 す る た め の 有 用 な 概 念
で あ る と 考 え る 。  
 
105 
V I .  研 究 の 限 界  
本 研 究 は 、 看 護 師 へ の イ ン タ ビ ュ ー か ら デ ー タ を 得 て お り 、 研 究
参 加 者 の 想 起 ・ 認 識 に 頼 っ て い る 。 そ の た め 、 語 り そ の も の が 現 実
と は 異 な っ て い る こ と も あ る か も し れ な い 。 ま た 交 渉 の 結 果 、 双 方
の 合 意 が 得 ら れ た か ど う か と い う こ と に つ い て は 看 護 師 側 の 判 断 と
な る こ と も 研 究 の 限 界 で あ る 。 そ の た め 、 今 後 は ケ ア の 対 象 者 を 研
究 参 加 者 と し た 研 究 や 、 参 加 観 察 も 取 り 入 れ た 研 究 が 必 要 で あ る と
考 え る 。ま た 、理 論 的 飽 和 を 確 認 し た も の の 、研 究 参 加 者 は 1 5 名 、
2 9 事 例 で あ る た め 、す べ て の 交 渉 を 明 ら か に し た と は 言 え な い こ と
が 本 研 究 の 限 界 で あ る 。   
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第 6 章  結 論  
地 域 で 生 活 す る あ る い は 地 域 で の 生 活 を 予 定 し て い る 統 合 失 調 症
を も つ 人 へ の 看 護 師 の 交 渉 を 、 看 護 師 の 視 点 か ら 明 ら か に す る こ と
を 研 究 目 的 と し 、グ ラ ウ ン デ ッ ド・セ オ リ ー ( G l a s e r，B . G .  &  S t r a u s s，
A . L . ， 1 9 6 7／ 1 9 9 6 ) を 用 い た 質 的 記 述 的 研 究 デ ザ イ ン を 用 い た 質 的
帰 納 的 記 述 研 究 を 行 っ た 。  
結 果 、 5 方 略 【 自 己 決 定 に よ る 合 意 へ の 導 き 】【 巧 み な 押 し 引 き 】
【 方 向 づ け 】【 内 に 潜 む 可 能 性 と 本 音 の 追 究 】【 脆 さ と 固 さ へ の 徹 底
的 な 寄 り 添 い 】と 、 1 3 交 渉 行 動 群〔 波 長 を 合 わ せ て 小 さ な 合 意 を 待
つ 〕〔 現 実 と の 折 り 合 わ せ を 提 案 す る 〕〔 チ ャ ン ス を 捉 え て 直 面 化 を
促 す 〕〔 巧 み に 乗 せ る 〕〔 い っ た ん 添 う 〕〔 対 峙 す る 〕〔 体 験 か ら 動 機
づ け て 固 め る 〕〔方 針 を 共 有 す る 〕〔チ ー ム を 調 整 す る 〕〔内 に 潜 む 本
音 を 汲 み 取 る 〕〔 広 く 可 能 性 を 見 立 て る 〕〔 脆 い 自 我 に 寄 り 添 う 〕〔枠
を 破 っ て も 意 志 に 追 従 す る 〕 が 抽 出 さ れ た 。  
そ し て 、5 つ の 方 略 の 関 係 性 を 分 析 し た 結 果 、「看 護 師 は【 脆 さ と
固 さ へ の 徹 底 的 な 寄 り 添 い 】 方 略 に よ っ て 、 交 渉 を 進 め る た め に 交
渉 相 手 の 安 心 感 を 高 め 、【内 に 潜 む 可 能 性 と 本 音 の 追 究 】方 略 に て 交
渉 の 方 向 性 を 定 め て 交 渉 の 基 盤 づ く り を 行 っ て い た 。 そ し て 【 方 向
づ け 】 方 略 と 【 巧 み な 押 し 引 き 】 方 略 を 組 み 合 わ せ て 繰 り 返 し 用 い
て 交 渉 相 手 を 動 機 づ け 、 最 終 的 に 【 自 己 決 定 に よ る 合 意 へ の 導 き 】
方 略 を 用 い て 交 渉 を 成 立 さ せ て い た 。 こ れ ら は 一 方 向 性 の も の で は
な く 、 行 き つ 戻 り つ し な が ら 何 度 も 繰 り 返 さ れ 、 異 な る 内 容 の 合 意
が 積 み 重 ね ら れ て い た 。」 と 説 明 す る こ と が で き た 。  
以 上 の 結 果 に 考 察 を 加 え た 結 果 、 統 合 失 調 症 を も つ 人 へ の 看 護 師
の 交 渉 は 、 初 め に 【 脆 さ と 固 さ へ の 徹 底 的 な 寄 り 添 い 】 方 略 と 【 内
に 潜 む 可 能 性 と 本 音 の 追 究 】 方 略 に よ っ て 、 ケ ア 提 供 者 と し て の 関
係 性 で 信 頼 関 係 の 構 築 を 図 っ た 後 、【 方 向 づ け 】方 略 と【 巧 み な 押 し
引 き 】方 略 、【 自 己 決 定 に よ る 合 意 へ の 導 き 】方 略 で 協 働 関 係 へ と 移
行 し て 交 渉 を 成 立 さ せ て い る こ と が 考 察 さ れ た 。 そ し て 、 交 渉 の プ
ロ セ ス と し て は 一 般 的 な 交 渉 と 同 様 の プ ロ セ ス を 経 る が 、 対 象 者 の
疾 患 に 起 因 す る 脆 さ と 固 さ へ 寄 り 添 う 【 脆 さ と 固 さ へ の 徹 底 的 な 寄
り 添 い 】 方 略 が あ る こ と 、 対 象 者 の 可 能 性 を 見 極 め な が ら 、 日 々 の
体 験 を 活 用 し 、 関 係 性 を 見 極 め て 看 護 師 の 感 情 を も 用 い な が ら 押 し
引 き し 、 対 象 者 の 自 己 決 定 に よ る 合 意 へ と 導 く と い う 点 が 一 般 的 な
交 渉 と 比 べ た 相 違 点 で あ り 、特 徴 で あ る こ と が 考 察 さ れ た 。そ し て 、
1 3 交 渉 行 動 群 を 用 い 、 対 象 者 の 自 我 発 達 を 促 し て 自 己 決 定 に 導 き 、
認 知 機 能 障 害 に 配 慮 し て 変 化 を 促 し て い る と 考 え ら れ た 。 そ し て 、
看 護 師 が 統 合 失 調 症 を も つ 人 と 行 う 交 渉 は 、 対 象 者 が 新 た な 選 択 肢
の 選 択 を 検 討 し 、 現 実 的 な 目 標 を も つ こ と を 目 指 し て 、 自 己 決 定 権
と 安 全 を 保 つ 権 利 を 両 立 さ せ る た め に 、 体 験 か ら の 学 習 、 論 理 的 な
107 
説 明 の み な ら ず 、 巧 み に 押 し 引 き が さ れ る こ と が 特 徴 で あ る こ と が
分 か っ た 。  
今 後 は 、 地 域 で 生 活 す る 統 合 失 調 症 を も つ 人 と 協 働 的 に 交 渉 す る
た め の 、 新 た な モ デ ル あ る い は ガ イ ド ラ イ ン を 作 成 す る こ と が 課 題
で あ る 。  
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バ リ ー 、エ ン パ ワ メ ン ト 、ス ト レ ン グ ス モ デ ル の 関 連 ，精 神 看 護 ，
1 6 ( 6 )， 6 8 - 7 1 .  
K e l v i n ,  M .  &  F u n g ,  T.  ( 2 0 0 8 ) :  S e l f - s t i g m a  o f  p e o p l e  w i t h  s c h i z o -
p h r e n i a  a s  p r e d i c t o r  o f  t h e i r  a d h e r e n c e  t o  p s y c h o s o c i a l  t r e a t -
m e n t ,  P s y c h i a t r i c  r e h a b i l i t a t i o n  j o u r n a l ,  3 2 ( 2 ) ,  9 5 - 1 0 4 .  
K i n g ,  I . M .  ( 1 9 8 1 a ) :  A t h e o r y  f o r  n u r s i n g ( 1 s t ) .  J o h n  Wi l e y  &  S o n s .  
杉 森 み ど 里 ( 1 9 9 5 )， キ ン グ 看 護 理 論 ， 1 - 2 0， 医 学 書 院 .  
K i n g ,  I . M .  ( 1 9 8 1 a ) :  A t h e o r y  f o r  n u r s i n g ( 1 s t ) .  J o h n  Wi l e y  &  S o n s .  
杉 森 み ど 里 ( 1 9 9 5 )， キ ン グ 看 護 理 論 ， 6 9 - 1 3 8， 医 学 書 院 .  
北 村 總 子 ，北 村 俊 則 ( 2 0 0 0 ) :精 神 科 医 療 に お け る 患 者 の 自 己 決 定 権 と
治 療 同 意 判 断 能 力 (Ⅰ 精 神 科 に お け る 自 己 決 定 権 ； 問 題 の 所 在 ， Ⅱ
医 療 に お け る 自 己 決 定 ； 法 的 考 察 )， 第 1 版 ， 学 芸 社 ， 3 - 3 6 .  
久 保 田 佳 代 子 (野 嶋 佐 由 美 ， 南 裕 子 編 ) ( 2 0 0 0 )ナ ー ス に よ る 心 の ケ ア
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ハ ン ド ブ ッ ク ； 現 象 の 理 解 と 介 入 方 法 ( 4 .認 知 へ の 介 入 )， 第 1 版 ，
照 林 社 ， 1 9 2－ 2 0 3 .  
久 保 田 崇 ( 2 0 1 2 ) :キ ャ リ ア 官 僚 の 交 渉 術 ；上 司 、部 下 、お 客 さ ん を 思
う よ う に 説 得 す る “霞 が 関 流 ” 8 つ の 方 法 (序 章「 交 渉 」と は 、今 と 未
来 を つ な ぐ も の )， 初 版 ， ア ス コ ム ， 1 5 - 4 0 .  
黒 江 ゆ り 子 ( 2 0 0 2 ) :病 の 慢 性 性 C h r o n i c i t y と 生 活 者 と 言 う 視 点 ； コ
ン プ ラ イ ア ン ス と ア ド ヒ ア ラ ン ス に つ い て ， 看 護 研 究 ， 3 5 ( 4 )， 3 -
1 7 .  
小 林 好 和 ( 1 9 8 9 ) :授 業 場 面 に お け る 理 解 過 程 に 関 す る 研 究 (Ⅱ )；理 解
構 造 を 媒 介 と し た 社 会 的 相 互 交 渉 の 分 析 ， 札 幌 学 院 大 学 人 文 学 会
紀 要 ， 4 6， 3 5 - 6 0 .  
小 林 由 紀 子 ，矢 内 里 英 ，村 山 直 子 ( 2 0 1 2 ) :服 薬 自 己 調 整 に よ り 入 退 院
を 繰 り 返 す 患 者 へ の コ ン コ ー ダ ン ス・ス キ ル を 用 い た 看 護 援 助 ，日
本 看 護 学 会 論 文 集 精 神 看 護 ， 4 2， 9 9 - 1 0 2 .  
古 賀 節 子 ( 2 0 11 ) :「 看 護 師 の 自 律 性 」の 構 成 概 念； 専 門 看 護 師 へ の 面
接 調 査 か ら ， 日 本 保 健 科 学 学 会 誌 ， 1 4 ( 2 )， 8 9 - 9 8 .  
小 宮 敬 子 ，鷹 野 朋 実 ，森 真 喜 子 (武 井 麻 子 編 ) ( 2 0 1 3 ) :精 神 看 護 の 展 開
(第 7 章 ケ ア の 人 間 関 係 )， 第 4 版 ， 医 学 書 院 ， 2 5 - 2 7 .  
小 坂 恵 美 ( 2 0 1 2 ) :精 神 疾 患 を も つ 人 の ス ト レ ン グ ス に 焦 点 を 当 て た
援 助 に 関 す る 文 献 研 究 ， 日 本 看 護 科 学 学 会 学 術 集 会 講 演 集 ， 3 2，
5 5 6 .  
桑 水 流 浩 章 ，大 橋 郷 子 ( 2 0 11 ) :精 神 科 社 会 復 帰 病 棟 で「 退 院 準 備 プ ロ
グ ラ ム 」を 活 用 し た 取 り 組 み；服 薬 ア ド ヒ ア ラ ン ス の 向 上 を 目 指 し
て ， 日 本 精 神 科 看 護 学 会 誌 ， 5 4 ( 3 )， 3 8 - 4 2 .  
L i b e r m a n ,  R . P. ( 2 0 0 8 a ) :  R e c o v e r y  f r o m  D i s a b i l i t y；M a n u a l  o f  P s y -
c h i a t r i c  R e h a b i l i t a t i o n ( 1 s t ) .  A m e r i c a n  P s y c h i a t r i c  P u b l i s h i n g .  
西 園 昌 久 監 訳 ( 2 0 11 )，精 神 障 害 と 回 復；リ バ ー マ ン の リ ハ ビ リ テ ー
シ ョ ン ・ マ ニ ュ ア ル ， 6 - 2 8， 星 和 書 店 .  
L i b e r m a n ,  R .  P.  ( 2 0 0 8 b ) :  R e c o v e r y  f r o m  D i s a b i l i t y ； M a n u a l  o f  
P s y c h i a t r i c  R e h a b i l i t a t i o n  ( 1 s t ) .  A m e r i c a n  P s y c h i a t r i c  P u b l i s h -
i n g .西 園 昌 久 監 訳 ( 2 0 11 )，精 神 障 害 と 回 復；リ バ ー マ ン の リ ハ ビ リ
テ ー シ ョ ン ・ マ ニ ュ ア ル ， 6 8 - 11 4， 星 和 書 店 .  
M a d e l a - M n t l a ,  E . N . ,  P o g g e n p o e l ,  M . ,  G m e i n e r ,  A . ( 1 9 9 9 ) :  A m o d e l  
f o r  c u l t u r e - c o n g r u e n t  p s y c h i a t r i c  n u r s i n g ,  t h e  S o u t h  A f r i c a n  
j o u r n a l  o f  n u r s i n g ,  2 2 ( 3 ) ,  6 5 - 7 4 .  
M c C r a c k e n  &  C o r r i g a n  ( 2 0 0 8 ) :  M o t i v a t i o n a l  I n t e r v i e w i n g  i n  t h e  
Tr e a t m e n t  o f  P s y c h o l o g i c a l  P r o b l e m s ( 1 s t ) .  T h e  G u i l f o r d  P r e s s .
後 藤 恵 ( 2 0 1 6 )，動 機 づ け 面 接 法 の 適 用 を 拡 大 す る；心 理 的 問 題 と 精
神 疾 患 へ の 臨 床 適 用 ， 3 0 1 - 3 3 3， 星 和 書 店 ．  
正 木 治 恵 ( 1 9 9 4 ) :慢 性 病 患 者 の 看 護 援 助 の 構 造 化 の 試 み；糖 尿 病 専 門
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外 来 看 護 の 臨 床 経 験 を 通 し て (そ の 3 )， 看 護 研 究 ， 2 7 ( 4 )， 8 1 - 9 4 .  
松 森 直 美 ，二 宮 啓 子 ，蝦 名 美 智 子 ，ほ か ( 2 0 0 4 ) :「 検 査 ・ 処 置 を 受 け
る 子 ど も へ の 説 明 と 納 得 」 に 関 す る ケ ア モ デ ル の 実 践 と 評 価 (そ の
2 )  子 ど も の 力 を 引 き 出 す 関 わ り と 具 体 的 な 看 護 の 技 術 に つ い て ，
日 本 看 護 科 学 会 誌 ， 2 4 ( 4 )， 2 2 - 3 5 .  
松 村 明 監 修 ( 1 9 9 5 ) :大 辞 泉 (交 渉 )， 第 1 版 ， 小 学 館 ， 8 9 7 .  
松 岡 純 子 ，玉 木 敦 子 ，初 田 真 人 ，ほ か ( 2 0 1 2 ) :学 童 期 に あ る 広 汎 性 発
達 障 害 児 と そ の 母 親 の ス ト レ ン グ ス に 焦 点 を 当 て た 看 護 援 助 モ
デ ル の 開 発 ， 日 本 看 護 科 学 学 会 学 術 集 会 講 演 集 ， 3 2， 5 5 5 .  
松 下 佳 弘 ( 2 0 11 ) :占 領 期 京 都 市 に お け る 朝 鮮 人 学 校 政 策 の 展 開；行 政
当 局 と 朝 鮮 人 団 体 と の 交 渉 に 着 目 し て ，日 本 の 教 育 史 学  教 育 史 学
会 紀 要 ， 5 4， 8 4 - 9 6 .  
M i l l e r ,  W. R .  &  R o l l n i c k ,  S .  ( 2 0 0 2 ) :  M o t i v a t i o n a l  I n t e r v i e w i n g  
( 1 s t ) .  T h e  G u i l i f o r d  P r e s s .  松 島 義 博 ， 後 藤 恵 ( 2 0 0 7 )， 動 機 づ け 面
接 法 ； 基 礎 ・ 実 践 編 ， 4 3 - 5 6， 星 和 書 店 .  
御 手 洗 昭 治 ， 秋 沢 伸 哉 ( 2 0 1 3 a ) :問 題 解 決 を は か る ハ ー バ ー ド 流 交 渉
戦 略 (第 1 章 交 渉 と 日 本 人 の 交 渉 観 )， 第 1 版 ， 東 洋 経 済 新 報 社 ，
2 0 - 3 2 .  
御 手 洗 昭 治 ， 秋 沢 伸 哉 ( 2 0 1 3 b ) :問 題 解 決 を は か る ハ ー バ ー ド 流 交 渉
戦 略 (第 2 章 欧 米 人 の 交 渉 観 と ハ ー バ ー ド 4 巨 頭 の 交 渉 哲 学 )，第 1
版 ， 東 洋 経 済 新 報 社 ， 3 3 - 6 5 .  
御 手 洗 昭 治 ， 秋 沢 伸 哉 ( 2 0 1 3 c ) :問 題 解 決 を は か る ハ ー バ ー ド 流 交 渉
戦 略 (第 3 章 交 渉 心 理 学 )， 第 1 版 ， 東 洋 経 済 新 報 社 ， 6 8 - 1 0 0 .  
武 者 小 路 公 秀 ( 1 9 6 7 ) :説 得 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と 交 渉 行 動 ，学 習 院 大
学 法 学 部 教 育 年 報 ， 3， 1 - 4 0 .  
長 峰 伸 治 ( 1 9 9 9 ) :青 年 の 対 人 葛 藤 場 面 に お け る 交 渉 過 程 に 関 す る 研
究；対 人 交 渉 方 略 モ デ ル を 用 い た 父 子・母 子・友 人 関 係 で の 検 討 ，
教 育 心 理 学 研 究 ， 4 7， 2 1 8 - 2 2 8 .  
長 尾 博 ( 2 0 0 8 ) :や さ し く 学 ぶ カ ウ ン セ リ ン グ ； 2 6 の レ ッ ス ン ( 6 .カ ウ
ン セ リ ン グ ス キ ル の レ ッ ス ン )， 第 1 版 ， 金 子 書 房 ， 4 6 - 1 0 2 .  
名 島 潤 慈 ， 鑪 幹 八 郎 (小 此 木 啓 吾 ， 成 瀬 悟 策 ， 福 島 章 編 ) ( 1 9 9 0 ) :臨 床
心 理 学 体 系 第 7 巻 心 理 療 法 ① (第 Ⅲ 章 精 神 分 析 学 )， 初 版 ， 金 子 書
房 ， 7 8－ 8 0 .  
中 井 久 夫 ( 1 9 8 4 ) :中 井 久 夫 著 作 集 精 神 医 学 の 経 験 1 巻 分 裂 病 (『 精 神
科 治 療 へ の 手 引 き 』 よ り )， 第 1 版 ， 岩 崎 学 術 出 版 ， 3 0 4 - 3 2 4 .  
中 井 久 夫 ( 2 0 1 5 ) :中 井 久 夫 と 考 え る 患 者 シ リ ー ズ 1 統 合 失 調 症 を た
ど る (統 合 失 調 症 治 療 へ の 手 引 き )， 第 1 版 ， ラ グ ー ナ 出 版 ， 7 - 4 0 .  
中 川 敦 ( 2 0 0 4 ) :遠 距 離 介 護 と 親 子 の 居 住 形 態；家 族 規 範 と の 言 説 的 な
交 渉 に 注 目 し て ， 家 族 社 会 学 研 究 ， 1 5 ( 2 )， 8 9 - 9 9 .  
中 西 淑 美 ( 2 0 0 9 ) :医 療 コ ン フ リ ク ト・マ ネ ジ メ ン ト 導 入 に お け る 看 護
114 
管 理 者 の た め の 基 礎 知 識 ， 看 護 展 望 ， 3 4 ( 7 )， 4 2 - 4 6 .  
中 野 綾 美 ， 畦 地 博 子 ， 宮 田 留 理 ， ほ か ( 2 0 0 2 - 0 3 ) :意 志 決 定 を す る こ
と が 困 難 な 患 者 に 対 す る 看 護 方 略 の 抽 出 ， 高 知 女 子 大 学 紀 要 看 護
学 部 編 ， 2 7 - 3 7 .  
中 山 和 弘 (中 山 和 弘 ，岩 本 貴 編 ) ( 2 0 1 2 ) :患 者 中 心 の 意 思 決 定 支 援 ； 納
得 し て 決 め る た め の ケ ア (第 1 章 医 療 に お け る 意 思 決 定 支 援 と は 何
か )， 第 1 版 ， 中 央 法 規 出 版 ， 11 - 4 2 .  
中 安 隆 志 ， 谷 藤 伸 恵 ( 2 0 1 2 ) :精 神 科 訪 問 看 護 に お け る コ ン コ ー ダ ン
ス・ス キ ル を 用 い た 介 入 の 効 果 ，日 本 看 護 学 会 論 文 集 精 神 看 護 ，4 2，
3 1 - 3 3 .  
西 田 恵 里 子 ，奥 野 誠 一 ，沢 宮 容 子 ( 2 0 0 9 ) :大 学 生 の ア サ ー シ ョ ン が ラ
イ フ イ ベ ン ト の 体 験 に 及 ぼ す 影 響 ， カ ウ ン セ リ ン グ 研 究 ， 4 2 ( 2 ) ，
11 8 - 1 2 4 .  
野 嶋 佐 由 美 ，阿 部 淳 子 ，中 野 綾 美 ，ほ か ( 2 0 0 0 ) :患 者 の 意 思 決 定 を 支
え る 看 護 の 方 略 ， 高 知 女 子 大 学 看 護 学 会 誌 ， 2 5 ( 1 )， 3 3 - 4 2 .  
野 嶋 佐 由 美 ，岸 田 佐 智 ，中 野 綾 美 ，ほ か ( 1 9 9 5 ) :こ こ ろ の ケ ア 技 術 研
究 ， 平 成 6 年 度 厚 生 省 看 護 対 策 総 合 研 究 事 業 研 究 報 告 書 .  
野 嶋 佐 由 美 (野 嶋 佐 由 美 ，渡 辺 裕 子 ) ( 2 0 1 2 ) :家 族 看 護 選 書 第 1 巻 ； 家
族 看 護 の 基 本 的 な 考 え 方 (家 族 と の パ ー ト ナ ー シ ッ プ 構 築 の 方 略 )，
第 1 版 ， 日 本 看 護 協 会 出 版 会 ， 2 3 - 3 3 .  
野 嶋 佐 由 美 ( 2 0 0 4 ) :人 権 を 尊 重 し 、意 思 決 定 を 具 現 化 す る 看 護 の 方 略 ，
精 神 科 看 護 ， 3 1 ( 7 )， 3 3 - 4 0 .  
N P O 法 人 さ さ え あ い 医 療 人 権 セ ン タ ー C O M L :新 医 者 に か か る 1 0 箇
条 -あ な た が “い の ち の 主 人 公 ・ か ら だ の 責 任 者 ” .  
小 田 心 火 ( 2 0 0 4 ) :精 神 科 訪 問 看 護 の 有 効 性 と 課 題；一 訪 問 看 護 ス テ ー
シ ョ ン に お け る 利 用 者 、看 護 師 双 方 に 対 す る 調 査 か ら ，東 邦 大 学 医
学 部 看 護 学 科 ・ 東 邦 大 学 医 療 短 期 大 学 紀 要 ， 1 8， 5 - 2 1 .  
小 田 原 彰 子 ( 2 0 0 1 ) :看 護 者 - 医 師 関 係 に お け る 看 護 者 の 臨 床 判 断 ， 神
奈 川 県 立 看 護 教 育 大 学 教 育 研 究 収 録 ， 2 6， 2 5 8 - 2 6 4 .  
岡 田 圭 代 ，古 橋 啓 介 ( 2 0 0 9 ) :小 学 生 の 対 人 交 渉 方 略 に 及 ぼ す ソ ー シ ャ
ル ス キ ル ト レ ー ニ ン グ の 効 果 ， 福 岡 県 立 大 学 人 間 社 会 学 部 紀 要 ，
1 7 ( 2 )， 3 3 - 4 6 .  
岡 田 佳 詠 (萱 間 真 美 ，野 田 文 隆 編 ) ( 2 0 1 5 ) :看 護 学 テ キ ス ト N i C E 精 神
看 護 学 Ⅱ 臨 床 で 活 か す ケ ア；こ こ ろ・か ら だ・か か わ り の プ ラ ク テ
ィ ス (第 Ⅷ 章 2 - C 心 理 教 育 )， 第 2 版 ， 南 江 堂 ， 2 4 3 - 2 4 5 .  
岡 谷 恵 子 (野 嶋 佐 由 美 編 ) ( 2 0 1 3 ) :明 解 看 護 学 双 書 3 精 神 看 護 学 ( 8 章
援 助 的 関 係 の 形 成 )， 第 3 版 ， 金 芳 堂 ， 8 3 - 9 4 .  
小 野 智 美 ( 2 0 0 4 ) :日 帰 り 手 術 に 向 け て 取 り 組 む 過 程 に お け る 幼 児 の
自 律 性 に 関 す る 研 究；幼 児 と 母 親 の 相 互 作 用 に 注 目 し て ，日 本 看 護
科 学 会 誌 ， 2 4 ( 3 )， 4 9 - 5 9 .  
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大 熊 恵 子 ( 2 0 0 8 ) :統 合 失 調 症 患 者 の 退 院 後 の 生 活 場 所 に 関 す る 意 思
決 定 に 影 響 す る 要 因 ， 精 神 障 害 者 と リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ， 1 2 ( 1 ) ，
7 3 - 8 0 .  
大 森 不 二 雄 ( 2 0 1 2 ) :貿 易 交 渉 と 高 等 教 育；グ ロ ー バ ル 化 に お け る 政 治
経 済 の 論 理 ， ク ォ リ テ ィ ・ エ デ ュ ケ ー シ ョ ン ， 4， 11 - 4 3 .  
小 山 明 美 ( 2 0 1 3 ) :長 期 入 院 を 経 て 退 院 に 至 っ た 統 合 失 調 症 患 者 の 自
己 決 定 の プ ロ セ ス ， 日 本 看 護 倫 理 学 会 誌 ， 5 ( 1 )， 4 0 - 4 5 .  
小 山 洋 恵 ，小 林 恵 子 ( 2 0 1 2 ) :脳 血 管 疾 患 を も つ 高 齢 患 者 の 退 院 先 の 意
向 と 退 院 支 援 の 検 討；プ ラ イ マ リ ー ナ ー ス へ の 質 問 紙 調 査 か ら ，日
本 在 宅 ケ ア 学 会 誌 ， 1 6 ( 1 )， 1 0 0 - 1 0 6 .  
尾 崎 章 子 ( 2 0 1 2 ) :広 が り ゆ く 睡 眠 医 療 の 可 能 性；包 括 的 ケ ア シ ス テ ム
の 構 築 と 多 職 種 連 携  睡 眠 の ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ ン を 目 指 し た 地
域 保 健 活 動 ， 睡 眠 医 療 ， 6 ( 4 )， 5 3 9 - 5 4 3 .  
P e p l a u ,  H . E . ( 1 9 5 2 ) :  I n t e r p e r s o n a l  R e l a t i o n s  i n  N u r s i n g ； A  C o n -
c e p t u a l  F r a m e  o f  R e f e r e n c e  f o r  P s y c h o d y n a m i c  N u r s i n g ( 1 s t ) .稲
田 八 重 子 ，小 林 富 美 栄 ，武 山 満 智 子 ，ほ か ( 1 9 7 3 )，人 間 関 係 の 看 護
論 ， 1 7 - 4 4， 医 学 書 院 .  
P o l i t ,  D . F.  &  B e c k ,  C . T. ( 2 0 0 4 ) :  N U R S I N G  R E S E A R C H；P r i n c i p l e s  
a n d  M e t h o d s ( 7 t h ) .  近 藤 潤 子 ( 2 0 1 0 )，看 護 研 究 ； 原 理 と 方 法 ， 4 4 4 -
4 5 3， 医 学 書 院 .  
プ レ ジ デ ン ト 編 集 部 ( 2 0 0 6 ) :人 を 動 か す 言 葉 の 戦 略；部 下 が 動 く 、上
司 が 動 く 、顧 客 が 動 く (第 4 章 交 渉 に 勝 て る 人 、負 け る 人 )，第 1 版 ，
プ レ ジ デ ン ト 社 ， 1 8 7 - 2 5 5 .  
R a g i n s ,  M .  ( 2 0 0 2 a ) :  A R o a d  t o  R e c o v e r y  ( 1 s t ) .  M e n t a l  H e a l t h  A s -
s o c i a t i o n .  前 田 ケ イ ( 2 0 0 5 )，ビ レ ッ ジ か ら 学 ぶ リ カ バ リ ー へ の 道；
精 神 の 病 か ら 立 ち 直 る こ と を 支 援 す る ， 2 4 - 3 1， 金 剛 出 版 .  
R a g i n s ,  M .  ( 2 0 0 2 b ) :  A R o a d  t o  R e c o v e r y  ( 1 s t ) .  M e n t a l  H e a l t h  A s -
s o c i a t i o n .  前 田 ケ イ ( 2 0 0 5 )，ビ レ ッ ジ か ら 学 ぶ リ カ バ リ ー へ の 道；
精 神 の 病 か ら 立 ち 直 る こ と を 支 援 す る ， 5 9 - 7 3， 金 剛 出 版 .  
R a p p ,  A .  &  G o s c h a ,  R . J .  ( 2 0 0 6 ) :  T h e  S t r e n g t h s  M o d e l； C a s e  M a n -
a g e m e n t  w i t h  P e o p l e  P s y c h i a t r i c  D i s a b i l i t i e s  ( 2 n d ) .  O x f o r d  U n i -
v e r s i t y  P r e s s .  田 中 秀 樹 監 訳 ( 2 0 0 8 )，ス ト レ ン グ ス モ デ ル；精 神 障
害 者 の た め の ケ ー ス マ ネ ジ メ ン ト ， 7 9 - 1 5 6， 金 剛 出 版 .  
R i l e y,  J . B . ( 2 0 0 4 a ) :  C o m m y u n i c a t i o n  i n  N u r s i n g  ( 5 t h ) .  M o s b y.  渡
部 富 栄 ( 2 0 0 7 )， 看 護 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 原 著 第 5 版 ， 11 4 - 1 2 2， 
エ ル ゼ ビ ア ･ジ ャ パ ン ．  
R i l e y,  J . B . ( 2 0 0 4 b ) :  C o m m y u n i c a t i o n  i n  N u r s i n g  ( 5 t h ) .  M o s b y.  渡
部 富 栄 ( 2 0 0 7 )， 看 護 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 原 著 第 5 版 ， 1 2 3 - 1 4 1， 
エ ル ゼ ビ ア ･ジ ャ パ ン .  
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R o l l n i c k ,  S . ,  M i l l e r ,  W. R . ,  B u t l e r,  C . C .  ( 2 0 0 8 ) :  M o t i v a t i o n a l  I n -
t e r v i e w i n g  i n  H e a l t h  C a r e  ( 1 s t ) .  T h e  G u i l f o r d  P r e s s .  後 藤 恵 ，
荒 井 ま ゆ み ( 2 0 1 0 )，動 機 づ け 面 接 法；あ ら ゆ る 医 療 現 場 で 応 用 す る
た め に ， 2 0 7－ 2 3 1 ,  星 和 書 店 .  
S a h l s t e n，M . J . M .，L a r s s o n，I . E .，S j o s t r o m，e t  a l .  ( 2 0 0 7 ) :  P a t i e n t  
p a r t i c i p a t i o n  i n  n u r s i n g  c a r e ； t o w a r d s  a  c o n c e p t  c l a r i f i c a t i o n  
f r o m  a  n u r s e  p e r s p e c t i v e ,  J o u r n a l  o f  C l i n i c a l  N u r s i n g , 1 6 ( 4 ) ,  
6 3 0 - 6 3 7 .  
齋 藤 由 利 子 ( 2 0 1 3 ) :交 渉 力 ア ッ プ で 看 護 部 を 変 え る 、 病 院 を 変 え る
(第 3 章 病 院 組 織 協 力 体 制 を 築 く た め の 、 と っ て お き の 交 渉 ス キ ル
の ポ イ ン ト ； 職 種 別 ・ 職 位 別 交 渉 の 考 え 方 )， 初 版 ， 経 営 書 院 ， 8 -
1 9 .  
産 業 能 率 大 学 総 合 研 究 所 交 渉 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト 編 ( 2 0 11 a ) :交 渉 の デ
ザ イ ン と 実 践 ス キ ル ； 合 理 的 な 結 論 を 得 る た め の シ ナ リ オ と は (理
論 編 第 2 章 論 理 的 要 因 )， 初 版 ， 産 業 能 率 大 学 出 版 部 ， 2 3 - 6 6 .  
産 業 能 率 大 学 総 合 研 究 所 交 渉 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト 編 ( 2 0 11 b ) :交 渉 の デ
ザ イ ン と 実 践 ス キ ル ； 合 理 的 な 結 論 を 得 る た め の シ ナ リ オ と は (理
論 編 第 1 章 交 渉 の 考 え 方 )， 初 版 ， 産 業 能 率 大 学 出 版 部 ， 4 - 2 2 .  
産 業 能 率 大 学 総 合 研 究 所 交 渉 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト 編 ( 2 0 11 c ) :交 渉 の デ
ザ イ ン と 実 践 ス キ ル ； 合 理 的 な 結 論 を 得 る た め の シ ナ リ オ と は (実
践 編 第 3 章 交 渉 の レ ト リ ッ ク )， 初 版 ， 産 業 能 率 大 学 出 版 部 ， 11 9 -
1 6 0 .  
産 業 能 率 大 学 総 合 研 究 所 交 渉 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト 編 ( 2 0 11 d ) :交 渉 の デ
ザ イ ン と 実 践 ス キ ル ； 合 理 的 な 結 論 を 得 る た め の シ ナ リ オ と は (理
論 編 第 3 章 心 理 的 要 因 )， 初 版 ， 産 業 能 率 大 学 出 版 部 ， 6 7 - 8 8 .  
産 業 能 率 大 学 総 合 研 究 所 交 渉 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト 編 ( 2 0 11 e ) :交 渉 の デ
ザ イ ン と 実 践 ス キ ル ； 合 理 的 な 結 論 を 得 る た め の シ ナ リ オ と は (実
践 編 第 1 章 現 状 認 識 )， 初 版 ， 産 業 能 率 大 学 出 版 部 ， 9 1 - 1 0 0 .  
佐 々 木 美 加 ( 2 0 1 2 a ) :交 渉 の 心 理 学 (第 1 章 交 渉 と は )， 初 版 ， ナ カ ニ
シ ヤ 出 版 ， 1 - 4 3 .  
佐 々 木 美 加 ( 2 0 1 2 b ) :交 渉 の 心 理 学 (第 2 章 説 得 の 心 理 学；交 渉 相 手 の
態 度 を 変 え る )， 初 版 ， ナ カ ニ シ ヤ 出 版 ， 4 5 - 7 7 .  
佐 藤 彰 ，秦 か お り 編 ( 2 0 1 3 ) :ナ ラ テ ィ ブ 研 究 の 最 前 線；人 は 語 る こ と
で 何 を な す の か ( 語 り に 見 る 吃 音 ア イ デ ン テ ィ テ ィ ー 交 渉 ，「 食 わ
せ ら れ る ？ 旦 那 」 に 見 る 伝 統 的 結 婚 観 と そ れ に 拮 抗 す る 新 た な 規
範 の 交 渉 ，「 何 と な く 合 意 」の 舞 台 裏 )，初 版 ，ひ つ じ 書 房 ，1 7 5 - 2 0 0，
2 2 5 - 2 7 2 .  
渋 谷 昌 三 ( 2 0 0 3 ) :面 白 い ほ ど う ま く い く 心 理 戦 術 ，第 1 版 ，東 洋 経 済
新 報 社 ， 5 4 - 1 2 7 .  
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S h y u ,  Y. I . ( 2 0 0 0 ) :  R o l e  t u n i n g  b e t w e e n  c a r e g i v e r  a n d  c a r e  r e -
c e i v e r  d u r i n g  d i s c h a r g e  t r a n s i t i o n； a n  i l l u s t r a t i o n  o f  r o l e  f u n c -
t i o n  m o d e  i n  R o y ' s  a d a p t a t i o n  t h e o r y,  N u r s i n g  S c i e n c e  Q u a r -
t e r l y,  1 3 ( 4 ) ,  3 2 3 - 3 1 .  
下 原 美 子 ( 2 0 1 2 ) :地 域 で 生 活 す る 統 合 失 調 症 患 者 の 主 観 的 Q O L の 実
態 と 精 神 科 訪 問 看 護 と の 関 連 ， 日 本 精 神 保 健 看 護 学 会 誌 ， 2 1 ( 1 ) ，
1－ 11 .  
篠 原 啓 方 ，井 上 充 幸 ，黄 蘊 ，ほ か ( 2 0 1 0 ) :文 化 交 渉 に よ る 変 容 の 諸 相 ，
初 版 ， 関 西 大 学 文 化 交 渉 学 教 育 研 究 拠 点 ， ⅰ -ⅵ .  
塩 見 理 香 ，畦 地 博 子 ( 2 0 1 6 ) :地 域 で 生 活 す る 精 神 障 が い 者 の ス ト レ ン
グ ス を 高 め る ケ ア に 取 り 組 ん で い る 看 護 師 の 姿 勢；6 つ の テ ー マ に
焦 点 を あ て て ， 高 知 女 子 大 学 看 護 学 会 誌 ， 4 1 ( 2 )， 4 2 - 5 0 .  
白 鳥 孝 子 ( 2 0 1 3 ) :心 臓 カ テ ー テ ル 法 を 受 け る 患 者 の 適 切 な イ ン フ ォ
ー ム ド コ ン セ ン ト を 支 え る 看 護 実 践 ，日 本 保 健 科 学 学 会 誌 ，1 5 ( 4 )，
1 9 7 - 2 0 9 .  
菅 原 由 紀 子 ( 2 0 0 7 ) :精 神 科 訪 問 看 護 に 対 す る 利 用 者 の 思 い ，日 本 看 護
学 会 論 文 集 精 神 看 護 ， 3 8， 9 3 - 9 5 .  
S u l l i v a n ,  H . S .  ( 1 9 5 6 a ) :  C l i n i c a l  S t u d i e s  i n  P s y c h i a t r y  ( 1 s t ) .  
W. W. N o r t o n  &  C o m p a n y.  中 井 久 夫 ， 山 口 直 彦 ， 松 川 周 悟 ( 1 9 8 3 )，
精 神 医 学 の 臨 床 研 究 ， 1 3 - 2 1， み す ず 書 房 .  
S u l l i v a n ,  H . S .  ( 1 9 5 6 b ) :  C l i n i c a l  S t u d i e s  i n  P s y c h i a t r y  ( 1 s t ) .  
W. W. N o r t o n  &  C o m p a n y.  中 井 久 夫 ， 山 口 直 彦 ， 松 川 周 悟 ( 1 9 8 3 )，
精 神 医 学 の 臨 床 研 究 ， 3 8 1－ 3 9 9， み す ず 書 房 .  
鈴 木 尤 ， 伊 藤 順 一 郎 ( 1 9 9 7 ) : S S T と 心 理 教 育 (第 3 章 心 理 教 育 と は )，
初 版 ， 中 央 法 規 ， 4 9 - 5 8 .  
鈴 木 有 香 ( 2 0 0 4 a ) :交 渉 と ミ デ ィ エ ー シ ョ ン ； 協 調 的 問 題 解 決 の た め
の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン (第 2 章 コ ン フ リ ク ト へ の ア プ ロ ー チ )，第 1
版 ， 三 修 社 ， 4 5 - 6 8 .  
鈴 木 有 香 ( 2 0 0 4 b ) :交 渉 と ミ デ ィ エ ー シ ョ ン ； 協 調 的 問 題 解 決 の た め
の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン (第 1 章 コ ン フ リ ク ト と は ； 対 立 ・ 紛 争 ・ 摩
擦 ・ 葛 藤 )， 第 1 版 ， 三 修 社 ， 2 1 - 4 4 .  
田 井 雅 子 ，野 嶋 佐 由 美 ( 2 0 1 5 ) :統 合 失 調 症 を も つ 人 の セ ル フ ケ ア マ ネ
ジ メ ン ト 促 進 に 向 け て 自 我・自 己 を 支 え る 看 護 ケ ア ，高 知 女 子 大 学
看 護 学 会 誌 ， 4 0 ( 2 )， 3 1 - 4 1 .  
高 田 幸 千 子 ( 2 0 11 ) :院 内 医 療 メ デ ィ エ ー シ ョ ン の 現 場 か ら；看 護 と 医
療 メ デ ィ エ ー シ ョ ン ， 国 立 病 院 総 合 医 学 会 講 演 抄 録 集 ， 6 5， 3 1 .  
武 田 美 奈 子 ，氏 家 恵 子 ，大 倉 育 子 ，ほ か ( 2 0 0 9 ) :創 外 固 定 器 装 着 中 患
者 の 清 潔 ケ ア 変 更 と 生 活 へ の 影 響；シ ャ ワ ー 浴 方 法・回 数 変 更 の 取
り 組 み か ら ， 日 本 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 看 護 学 会 学 術 大 会 集 録 ， 2 1
回 ， 1 5 5 - 1 5 7 .  
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谷 川 須 佐 雄 ( 2 0 0 5 ) :願 望 を 実 現 す る 交 渉 力 ( 2 章 す ぐ 分 か る 交 渉 の 原
理 原 則 )， 初 版 ， カ ナ リ ア 書 房 ， 4 4 - 8 6 .  
Ta y,  S . E . ( 2 0 0 7 ) :  C o m p l i a n c e  t h e r a p y； a n  i n t e r v e n t i o n  t o  i m p r o v e  
i n p a t i e n t s '  a t t i t u d e s  t o w a r d  t r e a t m e n t ，J o u r n a l  o f  P s y c h o s o c i a l  
N u r s i n g ,  4 5 ( 6 ) ,  2 9 - 3 7 .  
T m o b r a n s k i ,  P. H . ( 1 9 9 4 ) :  N u r s e - p a t i e n t  n e g o t i a t i o n ； a s s u m p t i o n  
o r  r e a l i t y ? ,  J o u r n a l  o f  A d v a n c e d  N u r s i n g ,  1 9 ,  7 3 3 - 7 3 7 .  
徳 永 豊 ( 2 0 11 ) :重 度 ・ 重 複 障 害 児 の 対 人 相 互 交 渉 に お け る 共 同 注 意 ； 
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 行 動 の 基 盤 に つ い て (第 1 章 障 害 の あ る 子 ど も
の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 行 動 )， 初 版 ， 慶 應 義 塾 大 学 出 版 会 ， 1 9 - 2 0 .  
冨 川 順 子 ，野 嶋 佐 由 美 ( 2 0 1 4 ) :統 合 失 調 症 を 持 つ 人 の r e s i l i e n c e； 病
と い う 逆 境 か ら の 回 復 過 程 を 表 す テ ー マ ， 高 知 女 子 大 学 看 護 学 会
誌 ， 4 0 ( 1 )， 3 1 - 4 0 .  
土 屋 徹 ， 坂 本 明 子 ， 内 野 俊 郎 (伊 藤 順 一 郎 監 修 ) ( 2 0 0 8 )： 統 合 失 調 症
を 知 る 心 理 教 育 テ キ ス ト 当 事 者 版 あ せ ら ず・の ん び り・ゆ っ く り と
改 訂 新 版 ； 自 分 の 夢 ・ 希 望 へ の 一 歩 ( P a r t 3 薬 の 役 割 ； 副 作 用 と そ
の 対 処 ) ， 改 訂 新 版 ， 特 定 非 営 利 活 動 法 人 地 域 精 神 保 健 福 祉 機 構 ，
2 1， 1 7 - 2 2 .  
上 淵 寿 ( 2 0 0 4 ) :動 機 づ け 研 究 の 最 前 線 ( 2 章 自 律 性 と 関 係 性 か ら 見 た
内 発 的 動 機 づ け 研 究 )， 初 版 ， 北 大 路 書 房 ， 3 0 - 6 0 .  
上 村 朋 子 ，本 田 多 美 枝 ( 2 0 0 5 ) :概 念 分 析 の 手 法 に つ い て の 検 討；概 念
分 析 の 主 な 手 法 と そ の 背 景 ， 日 本 赤 十 字 九 州 国 際 看 護 大 学
I n t r a m u r a l  R e s e a r c h  R e p o r t ， 3， 1 9 4 - 2 0 7 .  
浦 野 起 央 ，信 夫 隆 司 ( 1 9 8 6 ) :交 渉 理 論 の 検 討 ，政 経 研 究 ，2 3 ( 1 )，1 4 1 -
1 7 6 .  
宇 佐 美 し お り (野 嶋 佐 由 美 ， 南 裕 子 編 ) ( 2 0 0 0 )ナ ー ス に よ る 心 の ケ ア
ハ ン ド ブ ッ ク ； 現 象 の 理 解 と 介 入 方 法 ( 1 3 .教 育 的 介 入 )， 第 1 版 ，
照 林 社 ， 3 4 2 - 3 4 5 .  
和 田 仁 孝 ，中 西 淑 美 ( 2 0 0 6 ) :医 療 コ ン フ リ ク ト・マ ネ ジ メ ン ト；メ デ
ィ エ ー シ ョ ン の 理 論 と 技 法 (紛 争 の I P I 構 造 )， 第 1 版 ， シ ー ニ ュ ，
1 9 - 2 2 .  
Wa l k e r,  L . O .  &  Av a n t ,  K . C .  ( 2 0 0 5 ) :  S t r a t e g i e s  f o r  T h e o r y  C o n -
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中・後 を 通 し て 行 っ た 介 入 か ら ，日 本 小 児 看 護 学 会 誌 ， 1 6 ( 1 )， 3 3 -
3 9 .  
秦 野 悦 子 ( 1 9 8 4 ) :前 発 話 期 か ら 発 話 期 に お け る 否 定 表 現 の 展 開 ，教 育
心 理 学 研 究 ， 3 2 ( 3 )， 1 9 1 - 2 0 5 .  
林 千 穂 ，大 井 潤 子 ，谷 本 栄 子 ，ほ か ( 2 0 1 2 ) :チ ー ム 医 療 に お け る 看 護
師 の 調 整 役 割 ； 主 任 看 護 師 に 焦 点 を 当 て て ， 日 本 看 護 学 会 論 文 集 :  
看 護 教 育 ， 4 2， 2 0 0 - 2 0 3 .  
林 康 史 編 ( 2 0 0 9 ) :法 文 化 (歴 史 ・ 比 較 ・ 情 報 )叢 書 ⑥ ネ ゴ シ エ イ シ ョ ン
‐ 交 渉 の 法 文 化 ， 初 版 ， 9 - 1 8， 国 際 書 院 .  
H i l l ,  R .  ( 2 0 1 3 ) :  To w a r d s  E q u i t y  i n  I n d i g e n o u s  C o - M a n a g e m e n t  
o f  P r o t e c t e d  A r e a s - C u l t u r a l  P l a n n i n g  b y  M i r i u w u n g - G a j e r r o n g  
P e o p l e  i n  t h e  K i m b e r l e y,  We s t e r n  A u s t r a l i a ,  G e o g r a p h i c a l  R e -
s e a r c h ,  4 9 ( 1 ) ,  7 2 – 8 5 .  
平 井 清 ，細 井 創 ( 2 0 1 0 ) :発 達 障 害；自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 と 注 意 欠
陥 ／ 多 動 性 障 害 を 中 心 に ，京 都 府 立 医 科 大 学 雑 誌 ，11 9 ( 6 )，3 8 9 - 3 9 5 .  
広 利 吉 治 ，渡 辺 純 ，松 本 和 雄 ，ほ か ( 1 9 9 0 ) :自 閉 症 児 の 愛 着 行 動 と そ
の 指 導；保 育 集 団 内 に お け る 対 人 交 渉 の 分 析 ，小 児 の 精 神 と 神 経 ，
3 0 ( 1－ 2 )， 6 7 - 7 6 .  
広 瀬 美 千 代 ( 2 0 1 0 ) :家 族 介 護 者 の「 ア ン ビ バ レ ン ト な 世 界 」に お け る
語 り の 記 述；も う 1 つ の ス ト ー リ ー 構 築 に 向 け て ，老 年 社 会 科 学 ，
3 1 ( 4 )， 4 8 1 - 4 9 1 .  
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冷 水 来 生 ( 1 9 8 0 ) :言 語 的 表 出 手 段 を 持 た な い ろ う 幼 児 の 表 出 行 動 に
つ い て ， 特 殊 教 育 学 研 究 ， 1 8 ( 3 )， 1 - 6 .  
本 多 英 喜 ( 2 0 1 2 ) :現 場 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン で 悩 む こ と  こ ん な と
き ど う す る ? ； 医 学 的 に 不 当 な 要 求 . レ ジ デ ン ト ノ ー ト ， 1 4 ( 11 ) ，
2 2 2 8 - 2 2 3 7 .  
本 田 り え ，野 口 普 子 ，嶋 美 香 ，ほ か ( 2 0 1 2 ) :ド メ ス テ ィ ッ ク ・ バ イ オ
レ ン ス 被 害 者 へ の 司 法 の プ ロ セ ス に お け る 心 理 的 サ ポ ー ト の 試 み ，
総 合 病 院 精 神 医 学 ， 2 4 ( 3 )， 2 5 3 - 2 6 0 .  
本 田 芳 香 ( 2 0 0 7 ) :認 定 看 護 師 の 行 動 規 範 に 関 す る 研 究 ，埼 玉 県 立 大 学
紀 要 ， 8， 1 3 3 - 1 3 7 .  
本 間 敦 ( 2 0 1 0 ) :手 術 看 護 の 専 門 性 確 立 に 向 け た 支 援；手 術 部 看 護 師 長
と し て 人 事 労 務 管 理 改 善 の た め 行 動 す る ， 日 本 手 術 医 学 会 誌 ，
3 1 ( 4 )， 2 9 4 - 2 9 8 .  
細 川 か お り ，橋 本 創 一 ，池 田 由 紀 江 ( 1 9 8 9 ) :精 神 遅 滞 幼 児 の 母 子 遊 び
場 面 に お け る 相 互 交 渉 の 分 析 ， 心 身 障 害 学 研 究 ， 1 4 ( 1 )， 5 3 - 6 0 .  
細 谷 紀 子 ( 2 0 0 9 ) :市 町 村 中 堅 保 健 師 が 獲 得 し て い る 施 策 化 に 関 わ る
技 術・能 力 と そ の 獲 得 に 影 響 を 与 え た 経 験 の 特 徴 ，千 葉 看 護 学 会 会
誌 ， 1 5 ( 2 )， 9 - 1 7 .  
堀 口 智 美 ，稲 垣 美 智 子 ，多 崎 恵 子 ( 2 0 1 3 ) :日 本 人 2 型 糖 尿 病 患 者 の 家
族 サ ポ ー ト 感 取・対 応 力 尺 度 － 重 度 の 合 併 症 の な い 時 期 ，金 沢 大 学
つ る ま 保 健 学 会 誌 ， 3 7 ( 1 )， 2 3 - 3 2 .  
H o u s l e y,  W.  &  S m i t h ,  R . J .  ( 2 0 11 ) :  M u n d a n e  r e a s o n ,  m e m b e r s h i p  
c a t e g o r i z a t i o n  p r a c t i c e s  a n d  t h e  e v e r y d a y  o n t o l o g y  o f  s p a c e  a n d  
p l a c e  i n  i n t e r v i e w  t a l k ,  Q u a l i t a t i v e  R e s e a r c h ,  11 ( 6 ) ,  6 9 8 - 7 1 5 .  
H t a y,  S . S . ,  O o ,  M . ,  Yo s h i d a ,  Y. ,  e t  a l .  ( 2 0 1 0 ) :ミ ャ ン マ ー の 医 学 生
と 地 域 青 年 に お け る 危 険 行 為 と そ の 関 連 因 子 ， N a g o y a  J o u r n a l  o f  
M e d i c a l  S c i e n c e ,  7 2 ( 1 - 2 ) , 7 1 - 8 1 .  
井 田 健 ，  テ ラ モ ト ・ エ リ カ ， 岡 英 輝 ， ほ か ( 2 0 0 9 ) :国 際 医 療 帰 省 患
者 に 関 す る 考 察 ； ブ ラ ジ ル 人 患 者 の サ ン パ ウ ロ 市 ま で の 搬 送 経 験
か ら ， 公 立 甲 賀 病 院 紀 要 ， 1 2， 3 5 - 4 5 .  
池 田 俊 也 ，小 野 塚 修 二 ( 2 0 0 5 ) :製 薬 企 業 に お け る 薬 剤 経 済 学 へ の 取 り
組 み 状 況 － 薬 価 算 定 時 の 利 用 に お け る 現 状 と 課 題 ， 医 療 と 社 会 ，
1 4 ( 4 )， 1 4 5 - 1 5 8 .  
今 川 真 治 ( 2 0 0 7 ) :幼 稚 園 4 歳 齢 児 の 言 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル
と 遊 び 集 団 に お け る 他 児 と の 相 互 交 渉 ， 広 島 大 学 大 学 院 教 育 学 研
究 科 紀 要 第 二 部 ， 5 6， 3 0 3 - 3 11 .   
狗 巻 修 司 ( 2 0 1 0 ) :自 閉 症 幼 児 の 相 互 交 渉 ス キ ル の 障 害 特 性 と 相 互 交
渉 成 立 要 因 に つ い て の 検 討 ； 保 育 者 の は た ら き か け 方 と 自 閉 症 幼
児 の 応 答 に 着 目 し て ，京 都 府 立 大 学 学 術 報 告 公 共 政 策 ，2，8 5 - 1 0 8 .  
狗 巻 修 司 ( 2 0 1 2 ) :自 閉 症 幼 児 と の 相 互 交 渉 に お け る お と な の か か わ
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り 方 に 関 す る 検 討 ； か か わ り 方 と 子 ど も の と ら え 方 の 関 連 に つ い
て ， 発 達 障 害 研 究 ， 3 4 ( 1 )， 2 9 - 4 2 .  
井 ノ 崎 敦 子 ( 2 0 0 7 ) :ド メ ス テ ィ ッ ク・バ イ オ レ ン ス 被 害 女 性 の た め の
サ ポ ー ト グ ル ー プ に 関 す る 研 究 ， 帝 塚 山 大 学 心 の ケ ア セ ン タ ー 紀
要 ， 2， 3 5 - 3 7 .  
井 上 鈴 ，青 木 豊 ，松 本 英 夫 ，ほ か ( 2 0 0 3 ) :乳 幼 児 養 育 者 の 関 係 性 の 総
合 的 評 価 法 に つ い て ， 児 童 青 年 精 神 医 学 と そ の 近 接 領 域 ， 4 4 ( 3 ) ，
2 9 3 - 3 0 4 .  
石 田 健 司 ， 谷 俊 一 ， 山 本 博 司 ( 2 0 0 4 ) : S a c r a l  a g e n e s i s 児 の 運 動 発 達
経 過 と リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ア プ ロ ー チ の 報 告 ， 中 部 日 本 整 形 外 科
災 害 外 科 学 会 雑 誌 ， 4 7 ( 6 )， 1 2 8 9 - 1 2 9 0 .  
石 原 明 子 ( 2 0 1 0 ) :当 事 者 か ら み る 医 療 事 故 と 保 健 医 療 社 会 学；紛 争 解
決 学 の 視 点 か ら ， 保 健 医 療 社 会 学 論 集 ， 2 0 ( 2 )， 2 6 - 3 9 .  
I s h i i ,  N . ,  I c h i y a m a ,  S . ,  N a k a j i m a ,  H .  e t  a l .  ( 1 9 9 3 ) : H I V 感 染 患 者
に お け る S e x u a l l y  Tr a n s m i t t e d  D i s e a s e s ,  T h e  J o u r n a l  o f  D e r -
m a t o l o g y,  2 0 ( 3 ) ,  1 7 1 - 1 7 4 .  
石 川 博 康 ( 2 0 11 ) :再 交 渉 義 務 の 理 論 ， 初 版 ， 有 斐 閣 .  
石 川 丹 ，大 塚 耕 右 ，植 田 祐 樹 ，ほ か ( 2 0 1 0 ) :反 抗 挑 戦 性 障 害 の 1 幼 児
例 ； 攻 撃 行 動 消 失 へ の 発 達 過 程 ， 小 児 科 臨 床 ， 6 3 ( 9 )， 2 0 11 - 2 0 1 4 .  
石 倉 健 二 ( 2 0 0 1 ) :対 人 関 係 を 拒 絶 す る 肢 体 不 自 由 者 の 動 作 面 接 過 程
に つ い て の 一 考 察；自 体 志 向 性 の 視 点 か ら ，心 理 臨 床 学 研 究 ，1 9 ( 5 )，
4 8 9 - 5 0 0 .  
巌 康 秀 ，三 川 宏 ，加 藤 啓 一 ，ほ か ( 1 9 9 3 ) :定 期 航 空 便 で 集 中 治 療 を し
な が ら 医 療 帰 省 を 行 っ た 頸 髄 損 傷 の 1 例 ， I C U と C C U， 1 7 ( 9 )，
9 1 7 - 9 2 1 .  
岩 崎 麻 美 ，石 井 雄 吉 ( 2 0 0 0 ) :精 神 科 デ イ ケ ア に お け る 対 人 相 互 作 用 プ
ロ セ ス；社 会 生 活 場 面 に 近 い 実 践 活 動 を 通 し て ，神 奈 川 県 精 神 医 学
会 誌 ， 5 0， 3 5 - 4 3 .  
岩 下 具 美 ，上 田 泰 明 ，城 下 聡 子 ，ほ か ( 2 0 11 ) :長 野 県 内 で 脳 卒 中 を 発
症 し た 県 外 出 身 者 の 亜 急 性 期 転 院 に 関 す る 検 討 ， 脳 卒 中 ， 3 3 ( 1 ) ，
1 6 4 - 1 7 0 .  
岩 田 光 児 ( 2 0 0 9 ) :自 閉 性 障 害 に 関 す る 最 近 の 神 経 心 理 学 的 知 見 ，コ ミ
ュ ニ ケ ー シ ョ ン 障 害 学 ， 2 6 ( 2 )， 11 2 - 11 6 .   
加 部 一 彦 ( 2 0 1 0 ) :医 療 事 故 か ら 「 な に 」 を 学 び 、「 ど の 」 様 に 活 か そ
う と し て い る の か ， 保 健 医 療 社 会 学 論 集 ， 2 0 ( 2 )， 1 5 - 1 9 .  
梶 原 充 ，沖 真 実 ，森 山 浩 之 ( 2 0 0 9 ) :陰 茎 皮 膚 に 生 じ た 淋 菌 性 膿 瘍 の 1
例 ， 西 日 本 泌 尿 器 科 ， 7 1 ( 1 2 )， 6 4 7 - 6 4 9 .  
加 村 眞 知 子 ，下 山 真 智 子 ，向 野 賢 治 ( 2 0 1 0 ) :管 理 部 門 を 納 得 さ せ る 具
体 例 ； 経 理 担 当 者 を 納 得 さ せ る ラ ン ニ ン グ コ ス ト 計 算 ，
I N F E C T I O N  C O N T R O L， 1 9 ( 1 0 )， 9 8 3 - 9 8 8 .  
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金 澤 彰 ( 1 9 9 5 ) :意 思 無 能 力 者 制 度 に お け る 心 神 の 常 況 の 鑑 定 の 実 状 ，
日 本 社 会 精 神 医 学 会 雑 誌 ， 4 ( 1 )， 2 5 - 3 0 .  
神 田 良 樹 ( 1 9 8 7 ) :「 自 傷 」の 臨 床 的 研 究 補 遺；症 例 の 紹 介 と そ の 精 神
病 理 の 試 み .昭 和 医 学 会 雑 誌 ， 4 7 ( 5 )， 7 2 3 - 7 3 7 .  
糟 谷 由 香 ( 2 0 11 ) : 視 覚 重 複 障 害 児 を 対 象 と し た 即 興 演 奏 に よ る 音 楽
療 法 介 入 の 効 果 ； 社 会 的 相 互 交 渉 に お け る 行 動 の 増 加 に 伴 い 自 傷
的 特 異 行 動 の 減 少 が 認 め ら れ た 一 事 例 ， 音 楽 心 理 学 音 楽 療 法 研 究
年 報 ， 3 9， 2 3 - 3 1 .  
勝 京 子 ( 2 0 1 0 ) :師 長 が 困 難 と 認 識 し て い る 問 題 と そ の 取 り 組 み；大 学
病 院 病 棟 師 長 の 経 験 に 焦 点 を 当 て て ，日 本 看 護 学 会 論 文 集；看 護 管
理 ， 4 0， 1 8 6 - 1 8 8 .  
K a t z ,  J . ,  J o i n e r,  T. E .  ( 2 0 0 2 ) :  B e i n g  k n o w n ,  i n t i m a t ,  a n d  v a l u e；
g l o b a l  s e l f - v e r i f i c a t i o n  a n d  d y a d i c  a d j u s t m e n t  i n  c o u p l e s  a n d  
r o o m m a t e s ,  J o u r n a l  o f  P e r s o n a l i t y,  7 0 ( 1 ) ,  3 3 - 5 8 .  
河 上 智 香 ，藤 原 千 惠 子 ( 2 0 0 7 ) :在 宅 中 心 静 脈 栄 養 ( H P N )を 施 行 中 の 学
童 期 の 子 ど も と 親 の レ ジ リ エ ン ス .日 本 看 護 学 会 論 文 集；小 児 看 護 ，
3 7， 1 7 3 - 1 7 5 .  
萱 間 真 美 ( 2 0 0 7 ) :よ く わ か る 質 的 研 究 の 進 め 方・ま と め 方；看 護 研 究
の エ キ ス パ ー ト を め ざ し て (グ ラ ウ ン デ ッ ド ・ セ オ リ ー )， 第 1 版 ，
医 歯 薬 出 版 株 式 会 社 ， 7 3 - 8 4 .  
河 田 志 帆 ，藤 井 広 美 ，畑 下 博 世 ( 2 0 11 ) :看 護 実 践 に お け る ヘ ル ス リ テ
ラ シ ー の 概 念 分 析 ，滋 賀 医 科 大 学 看 護 学 ジ ャ ー ナ ル ， 9 ( 1 )， 2 4 - 3 1 .  
金 城 志 麻 ( 2 0 0 8 ) :自 閉 性 障 が い 児 と 母 親 と の 相 互 交 渉 に お け る 母 親
の 子 ど も の「 捉 え 方 」と「 働 き か け 」と の 関 連 性 ，リ ハ ビ リ テ イ シ
ョ ン 心 理 学 研 究 ， 3 5 ( 1 )， 2 3 - 3 4 .  
岸 俊 行 ， 松 尾 聖 一 郎 ， 野 嶋 栄 一 郎 ( 2 0 0 8 ) :一 斉 授 業 に お け る 教 師 - 児
童 間 の 相 互 交 渉 の 契 機 と な り う る 教 師 の 「 働 き か け 」 発 話 の 検 討 -
小 学 校 2 年 の 国 語 の 授 業 に お け る 教 室 談 話 の 分 析 ， 日 本 教 育 工 学
会 論 文 誌 ， 3 2 ( 1 )， 5 7 - 6 6 .  
北 原 誠 ( 2 0 11 ) :楽 泉 園 自 由 地 区 の 形 成 に 至 る 歴 史 的 背 景 の 特 異 性 ( 旧
湯 之 澤 区 と 楽 泉 園 自 由 地 区 の 関 係 ) ， 日 本 ハ ン セ ン 病 学 会 雑 誌 ，
8 0 ( 3 )， 2 4 9 - 2 5 9 .  
K o b a y a s h i ,  R .  ( 2 0 0 3 ) :  摂 食 障 害 と 世 代 間 伝 達 ， 児 童 青 年 精 神 医 学
と そ の 近 接 領 域 ， 4 4， 1 3 8 - 1 5 2 .  
神 戸 誠 ，花 井 弘 和 ( 2 0 0 0 ) :デ イ ケ ア 通 所 者 の 職 業 レ デ ィ ネ ス と 社 会 生
活 能 力 ， 岐 阜 市 民 病 院 年 報 ， 2 0， 1 0 1 - 1 0 4  
久 保 容 二 郎 ( 2 0 0 0 ) :靴 ず れ 防 止 テ ー プ に よ る 接 触 皮 膚 炎 ，皮 膚 病 診 療 ，
2 2 ( 1 2 )， 11 5 7 - 11 6 0 .  
黒 山 竜 太 ( 2 0 0 9 ) :発 達 障 害 児 と セ ラ ピ ス ト と の 相 互 作 用 に 及 ぼ す 音
楽 の 効 果 ， リ ハ ビ リ テ イ シ ョ ン 心 理 学 研 究 ， 3 6 ( 1 )， 1 5 - 2 9 .  
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串 田 秀 也 ( 2 0 0 2 ) : 統 語 的 単 位 の 開 放 性 と 参 与 の 組 織 化 ( 2 )－ 引 き と り
に お け る 参 与 の 交 渉 ―，大 阪 教 育 大 学 紀 要 ，第 Ⅱ 部 門 社 会 科 学 ・ 生
活 科 学 ， 5 1 ( 1 )， 4 3 - 6 6 .  
小 林 八 代 枝 ，星 直 子 ，霜 田 敏 子 ，ほ か ( 2 0 0 3 ) :入 院 児 に 接 す る 看 護 師
の 特 性；相 互 交 渉 傾 向 と 養 育 態 度 か ら の 分 析 ，埼 玉 医 科 大 学 短 期 大
学 紀 要 ， 1 4， 7 - 1 9 .  
小 井 土 雄 一 ，近 藤 久 禎 ，多 田 章 美 ，ほ か ( 2 0 0 1 ) :国 際 災 害 救 援 医 療 へ
の 取 り 組 み と 問 題 点 － 台 湾 地 震 災 害 に お け る 国 際 緊 急 援 助 隊 の 医
療 活 動 を 通 し て ， 日 本 職 業 ・ 災 害 医 学 会 会 誌 ， 4 9 ( 2 )， 1 3 0 - 1 3 5 .  
小 嶋 千 春 ( 2 0 0 7 ) :身 体 合 併 症 治 療 を 拒 否 し 続 け た 統 合 失 調 症 患 者 へ
の か か わ り ;イ ン フ ォ ー ム ド ・ コ ン セ ン ト と 家 族 の 協 力 、 医 療 連 携
が 効 果 的 に 行 わ れ 手 術 が 受 け 入 れ ら れ た 事 例 よ り ， 日 本 精 神 科 看
護 学 会 誌 ， 5 0 ( 2 )， 3 2 9 - 3 3 3 .  
小 宮 豊 一 ， 湯 浅 和 恵 ( 2 0 0 4 ) :  S J S 患 者 会 か ら ド ク タ ー へ の メ ッ セ ー
ジ ， D e r m a， 8 6， 8 3 - 8 8 .  
近 藤 泰 三 ( 2 0 0 9 ) :こ の ポ イ ン ト は は す ぜ な い マ ル チ ベ ン ダ ー 下 で の
部 門 シ ス テ ム の 選 択 ， 新 医 療 ， 3 6 ( 1 0 )， 7 2 - 7 4 .  
L e - D a n t e c ,  C . A . ,  Yi - L u e n ,  D . E .  ( 2 0 0 9 ) :  T h e  M e c h a n i s m s  o f  Va l u e  
Tr a n s f e r  i n  D e s i g n  M e e t i n g s ,  D e s i g n  S t u d i e s ,  3 0 ( 2 ) ,  11 9 - 1 3 7 .  
L e s l e y, B . ( 1 9 8 3 ) :  T h e  N e w  S h o r t e r  O x f o r d  E n g l i s h  D i c t i o n a r y  o n  
H i s t o r i c a l  P r i n c i p l e s ( 4 t h ) ,  O x f o r d  U n i v e r s i t y  P r e s s， 1 9 0 0 .  
L i ,  Y. ,  S a t o ,  Y.  ( 2 0 0 8 )： 中 国 黒 竜 江 省 の 大 学 生 に お け る 社 会 経 済 学
的 因 子 、健 康 行 動 及 び 精 神 的 健 康 の 関 係 ，S c h o o l  H e a l t h，4，9 - 1 5 .  
L i n d h e i m  S R ,  P o r a t  N， J a e g e r  A S ( 2 0 11 ) :生 殖 補 助 医 療 お よ び 遺 伝
的 リ ス ク 情 報 の 存 在 に 関 連 し 、 配 偶 子 提 供 者 お よ び 被 移 植 者 の 両
者 の 希 望 に 関 す る 調 査 報 告 ， T h e  J o u r n a l  o f  O b s t e t r i c s  a n d  G y -
n a e c o l o g y  R e s e a r c h ,  3 7 ( 4 ) ,  2 9 2 - 2 9 9 .  
M a l t a ,  M . ,  M o n t e i r o ,  S . ,  L i m a ,  R . M .  e t  a l . ( 2 0 0 8 ) :  H I V ／ A I D S  
r i s k  a m o n g  f e m a l e  s e x  w o r k e r s  w h o  u s e  c r a c k  i n  S o u t h e r n  B r a -
z i l ,  R e v  S a u d e  P u b l i c a ,  4 2 ( 5 ) ,  8 3 0 - 7 .  
M a r c i a ,  A .  &  P e t r i n i ,  R . N  ( 2 0 0 2 ) :小 児 の ク リ ニ カ ル ス ペ シ ャ リ ス
ト に な る た め の ヘ ル ス ア セ ス メ ン ト － 小 児 を 専 門 領 域 と す る 看 護
師 の 役 割 .小 児 看 護 ， 2 5 ( 4 )， 5 0 1 - 5 1 2 .  
丸 山 圭 一 ( 1 9 8 9 ) :主 要 が ん の 全 国 登 録 に 基 づ く 患 者 情 報 の 基 礎 的 並
び に 臨 床 的 解 析 に 関 す る 研 究 ， 厚 生 省 が ん 研 究 助 成 金 に よ る 研 究
報 告 集 昭 和 6 3 年 度 ， 1 2 0 - 1 2 3 .  
正 木 太 朗 ，中 村 敦 子 ，谷 昌 寛 ( 2 0 0 4 ) : H I V 感 染 者 に 発 症 し た 2 期 梅 毒
疹 の 1 例 ， 皮 膚 の 科 学 ， 3 ( 5 )， 4 9 7 - 5 0 0， 4 4 7 - 4 4 8，  
真 下 綾 子 ，小 澤 未 緒 ，井 上 幸 子 ，菅 田 勝 也 ( 2 0 0 9 ) : P F I 導 入 に よ る 経
営 環 境 変 化 に 対 応 す る た め に 発 揮 さ れ た 看 護 管 理 者 の コ ン ピ テ ン
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シ ー .日 本 看 護 管 理 学 会 誌 ， 1 3 ( 2 )， 3 1 - 4 0 .  
正 岡 経 子 ，丸 山 知 子 ( 2 0 11 ) :産 婦 ケ ア に お け る 助 産 師 の『 語 り 』か ら
経 験 知 を 抽 出 す る ナ ラ テ ィ ヴ 分 析 ，日 本 保 健 医 療 行 動 科 学 会 年 報 ，
2 6， 1 5 8 - 1 6 8 .  
松 田 直 ， 大 坪 明 徳 ( 1 9 8 4 ) :重 複 障 害 児 の 視 覚 機 能 の 発 達 に つ い て  後
頭 部 に 髄 膜 脳 瘤 の み ら れ た 事 例 を 中 心 と し て ， 国 立 特 殊 教 育 総 合
研 究 所 研 究 紀 要 ， 11， 8 9 - 9 7 .  
松 尾 久 枝 ，加 藤 孝 正 ( 1 9 8 4 ) :精 神 遅 滞 児 の 母 子 関 係；プ レ イ ル ー ム 場
面 に お け る 母 子 言 語 行 動 ，発 達 障 害 研 究 所 社 会 福 祉 学 部 研 究 報 告 ，
9， 1 - 1 0 .  
松 尾 久 枝 ， 加 藤 孝 正 ( 1 9 8 5 ) :母 子 交 渉 場 面 に お け る 母 親 の 応 答 性  前
言 語 期 の 重 度 ・ 中 度 精 神 遅 滞 児 と 健 常 児 の 場 合 ， 聴 覚 言 語 障 害 ，
1 3 ( 4 )， 1 7 3 - 1 8 6 .  
松 崎 丈 ， 菅 井 邦 明 ( 2 0 0 3 ) :聾 学 校 幼 稚 部 に お け る 聴 者 教 師 ─聴 覚 障 害
児 集 団 の 相 互 交 渉 の 形 成 ─ 4 歳 児 ク ラ ス の 手 話 併 用 に よ る 話 し 合 い
活 動 を 中 心 に ， 東 北 大 学 大 学 院 教 育 学 研 究 科 研 究 年 報 ， 5 1， 2 3 5 -
2 5 0 .  
M c C o r m a c k ,  B .  ( 2 0 0 3 ) :  A  c o n c e p t u a l  f r a m e w o r k  f o r  p e r s o n - c e n -
t r e d  p r a c t i c e  w i t h  o l d e r  p e o p l e ,  I n t e r n a t i o n a l  J o u r n a l  o f  N u r s -
i n g  P r a c t i c e ,  9 ( 3 ) ,  2 0 2 - 9 .  
三 鴨 廣 繁 ( 2 0 0 7 ) :女 性 の た め の プ ラ イ マ リ・ケ ア  ク ラ ミ ジ ア 感 染 症 ，
治 療 ， 8 9 ( 1 0 )， 2 8 3 3 - 2 8 3 8 .  
三 鴨 廣 繁 ，田 中 香 お 里 ，渡 邉 邦 友 ( 2 0 0 5 ) :性 器 ク ラ ミ ジ ア 感 染 症 の 現
況 と 対 策 ， 化 学 療 法 の 領 域 ， 2 1 ( 8 )， 111 3 - 11 2 0 .  
南 田 智 子 ( 2 0 0 8 ) :分 娩 直 後 の 早 期 接 触 に 関 す る 研 究；ビ デ オ を 通 し た
相 互 関 係 の 行 動 観 察 ， 母 性 衛 生 ， 4 9 ( 1 )， 1 3 0 - 1 3 7 .  
三 浦 広 志 ，佐 藤 朗 ，斎 藤 悦 子 ，ほ か ( 2 0 1 3 ) :戻 り 搬 送 で 自 己 血 が 使 用
で き な か っ た 前 置 胎 盤 症 例 を ふ ま え て ，秋 田 県 産 科 婦 人 科 学 会 誌 ，
1 8， 1 7 - 1 9 .  
宮 部 剛 実 ，波 多 野 博 ，藤 原 伊 津 子 ，ほ か ( 2 0 0 5 ) :シ ッ ク ス シ グ マ に よ
る 物 品 購 入 プ ロ セ ス の 構 築 ，済 生 会 吹 田 病 院 医 学 雑 誌 ，11 ( 1 )，4 5 -
5 0 .  
宮 本 昌 子 ，石 倉 康 子 ( 2 0 0 8 ) :自 閉 症 幼 児 に 対 す る モ デ リ ン グ を 中 心 と
し た 相 互 交 渉 型 指 導 の 効 果 ， 目 白 大 学 健 康 科 学 研 究 ， 1， 3 7 - 4 7 .  
宮 内 和 美 ， 尾 上 博 美 ， 末 田 雅 彦 ， ほ か ( 2 0 0 8 ) :未 収 金 は 削 減 で き る ；
未 収 金 防 止 策 と 回 収 策 ， 新 医 療 ， 3 5 ( 3 )， 1 4 3 - 1 4 6 .  
溝 辺 和 成 ，野 上 智 行 ，稲 垣 成 哲 ( 1 9 9 6 ) :コ ン セ プ ト マ ッ プ を 利 用 し た
理 科 授 業 に お け る 子 ど も の 相 互 交 渉 に 関 す る 研 究 ， 神 戸 大 学 発 達
科 学 部 研 究 紀 要 ， 3 ( 2 )， 1 0 3 - 1 0 9 .  
水 内 豊 ( 2 0 1 0 ) :ピ ン チ を チ ャ ン ス に 変 え る 具 体 例；反 対 勢 力 を 味 方 に
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付 け る ， I N F E C T I O N  C O N T R O L， 1 9 ( 1 0 )， 1 0 0 7 - 1 0 1 0 .  
水 摩 明 美 ( 2 0 0 8 ) :医 療 紛 争 に お け る 院 内 メ デ ィ エ ー シ ョ ン の 効 果 ，日
本 医 療 マ ネ ジ メ ン ト 学 会 雑 誌 ， 9 ( 2 )， 3 4 1 - 3 4 5 .  
M o r e a u ,  A . ,  C a r o l ,  L . ,  D e d i a n n e ,  M . C . ,  e t  a l .  ( 2 0 1 2 ) :  W h a t  p e r -
c e p t i o n s  d o  p a t i e n t s  h a v e  o f  d e c i s i o n  m a k i n g  ( D M ) ?  To w a r d  a n  
i n t e g r a t i v e  p a t i e n t - c e n t e r e d  c a r e  m o d e l ；  A  q u a l i t a t i v e  s t u d y  
u s i n g  f o c u s - g r o u p  i n t e r v i e w s ,  P a t i e n t  E d u c a t i o n  a n d  C o u n s e l -
i n g ,  8 7 ( 2 ) ,  2 0 6 - 11 .  
森 久 美 子 ( 2 0 0 6 ) :広 汎 性 発 達 障 害 児 に お け る 分 配 行 動 の 研 究 ，関 西 学
院 大 学 社 会 学 部 紀 要 ， 1 0 0， 1 3 3 - 1 4 3  
森 利 光 ，武 田 研 ，小 嶺 俊 ( 2 0 0 6 ) :自 賠 責 後 遺 症 診 断 の 問 題 点 ，北 海 道
整 形 外 科 外 傷 研 究 会 会 誌 ， 2 2， 2 - 4 .  
森 川 美 絵 ( 2 0 0 9 ) :介 護 人 材 の 確 保 育 成 策；諸 外 国 の 経 験 か ら ，保 健 医
療 科 学 ， 5 8 ( 2 )， 1 2 9 - 1 3 5 .  
森 崎 博 志 ( 2 0 0 5 ) :自 閉 的 な 子 ど も へ の 身 体 を 介 し た 関 わ り の 意 義；発
達 的 視 点 か ら の 理 論 的 考 察 ， リ ハ ビ リ テ イ シ ョ ン 心 理 学 研 究 ，
3 2 ( 2 )， 4 9 - 6 2 .  
森 田 多 明 衣 ，四 日 市 章 ( 2 0 0 6 ) :聴 覚 障 害 児 と 健 聴 児 と の き ょ う だ い 関
係 ， 聴 覚 言 語 障 害 ， 3 5 ( 2 )， 4 7 - 5 8 .  
本 村 嘉 仲 ，村 尾 さ お り ，後 野 喜 代 美 ，森 下 世 希 子 ( 2 0 0 4 ) :術 前 の 看 護
計 画 共 有 に お け る 看 護 師 の 援 助；積 極 的 交 渉 モ デ ル を 用 い て ，日 本
看 護 学 会 論 文 集 :  成 人 看 護 I， 3 4， 1 3 2 - 1 3 4 .  
村 中 千 栄 子 ( 2 0 1 2 ) :リ フ レ ク シ ョ ン に み る 看 護 係 長 の 看 護 管 理 実 践
活 動 ； 看 護 係 長 の 教 育 プ ロ グ ラ ム の 一 考 察 ， 日 本 看 護 学 会 論 文 集 :  
看 護 管 理 ， 4 2， 1 2 3 - 1 2 6 .  
永 井 敦 ，真 鍋 和 史 ，渡 部 昌 実 ，ほ か ( 1 9 9 9 ) :岡 山 大 学 医 学 部 附 属 病 院
泌 尿 器 科 に お け る 新 婚 E D (勃 起 障 害 )の 臨 床 的 検 討 ， 日 本 性 科 学 会
雑 誌 ， 1 7 ( 1 )， 2 4 - 2 9 .  
永 井 弥 生 ( 2 0 1 3 ) :皮 膚 科 医 の た め の 臨 床 ト ピ ッ ク ス  苦 情 ・ ク レ ー ム
か ら 医 療 紛 争 ま で ； 対 話 に よ る 解 決 を 図 る 医 療 メ デ ィ エ ー シ ョ ン
と は ?， 臨 床 皮 膚 科 ， 6 7 ( 5 )， 1 7 2 - 1 7 5 .  
長 峰 伸 治 ( 1 9 9 6 ) :青 年 期 の 対 人 的 交 渉 方 略 に 関 す る 研 究；I N S モ デ ル
の 検 討 と 対 人 的 文 脈 に よ る 効 果 ， 名 古 屋 大 学 教 育 学 部 紀 要 ， 4 3，
1 7 5 - 1 8 6 .  
長 峰 伸 治 ， 加 藤 麻 登 佳 ， 辻  正 次 ( 2 0 11 ) :定 型 発 達 児 ・ 者 と の 比 較 に
よ る 高 機 能 広 汎 性 発 達 障 害 児・者 の 対 人 交 渉 方 略 の 検 討 ，聖 隷 ク リ
ス ト フ ァ ー 大 学 看 護 学 部 紀 要 ， 1 9， 2 7 - 4 0 .  
長 縄 友 子 ，日 本 薬 学 図 書 館 協 議 会 雑 誌 問 題 検 討 委 員 会 ( 2 0 1 2 ) :日 本 医
学 図 書 館 協 会 ／ 日 本 薬 学 図 書 館 協 議 会 電 子 ジ ャ ー ナ ル コ ン ソ ー シ
ア ム 活 動 の あ ゆ み ， 薬 学 図 書 館 ， 5 7 ( 1 )， 1 9 - 2 4 .  
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長 野 宏 一 朗 ( 2 0 0 7 ) :地 域 医 療 連 携 か ら 見 た 終 末 期 医 療  東 京 大 学 医
学 部 附 属 病 院 に お け る 退 院 支 援 の 実 践 か ら ， 医 薬 ジ ャ ー ナ ル ，
4 3 ( 8 )， 2 0 3 9 - 2 0 4 2 .  
N a g a o ,  K . ( 2 0 0 7 ) :日 本 に お け る 正 常 な 既 婚 夫 婦 の 性 的 活 動 ； ア ン ケ
ー ト 調 査 ， R e p r o d u c t i v e  M e d i c i n e  a n d  B i o l o g y ， 6 ( 2 )， 1 3 3 - 1 3 8 .  
長 瀬 修 ( 2 0 0 9 ) :障 害 者 の 権 利 条 約 と 知 的 障 害 者 ，発 達 障 害 研 究 ，3 1 ( 1 )，
1 3 - 2 1 .  
中 島 そ の み ，仙 石 泰 仁 ( 2 0 0 5 ) :統 合 保 育 場 面 に お け る 障 害 児 の 相 互 交
渉 能 力 を 視 点 に し た 行 動 評 価 の 試 み － 精 神 発 達 遅 滞 を 有 す る 1 症
例 を 通 し て ， 作 業 療 法 ， 2 4 ( 4 )， 3 6 8 - 3 7 5 .  
中 島 隆 信 ( 2 0 0 6 ) :経 済 学 の 視 点 か ら 見 た 障 害 者 自 立 支 援 法 ，精 神 科 臨
床 サ ー ビ ス ， 6 ( 4 )， 4 0 3 - 4 1 2 .  
中 島 俊 思 ( 2 0 0 8 ) : N I C U 入 院 を 経 験 し た 子 を 育 て る 母 親 の 主 観 的 体
験 と 養 育 行 動 の 連 続 性 に 関 す る 研 究 ， リ ハ ビ リ テ イ シ ョ ン 心 理 学
研 究 ， 3 5 ( 1 )， 3 5 - 4 7 .  
中 元 誠 ( 2 0 11 ) : 公 私 立 大 学 図 書 館 コ ン ソ ー シ ア ム ( P U L C ) 2 0 0 3 ～
2 0 1 0  P U L C は 何 を し て き た か ， 薬 学 図 書 館 ， 5 6 ( 3 )， 2 7 1 - 2 7 7 .  
中 村 和 彦 ， 上 村 大 輔 ( 2 0 0 7 ) :生 理 活 性 物 質 の ケ ミ カ ル バ イ オ ロ ジ ー  
生 物 現 象 の 不 思 議 に 迫 る ケ ミ カ ル バ イ オ ロ ジ ー  未 解 明 生 命 現 象 ，
蛋 白 質 ・ 核 酸 ・ 酵 素 ， 5 2 ( 1 3 )， 1 6 6 1 - 1 6 6 6 .  
中 村 博 ( 2 0 0 7 ) :老 人 介 護 施 設 か ら の 高 齢 傷 病 者 救 急 搬 送 要 請 へ の 対
応 ， 救 急 医 療 ジ ャ ー ナ ル ， 1 5 ( 5 )， 2 4 - 2 8 .  
中 西 淑 美 ( 2 0 11 ) :「 対 人 関 係 へ の コ ン フ リ ク ト 」に メ デ ィ エ ー シ ョ ン
ア プ ロ ー チ を 使 っ て み よ う !，  ナ ー ス マ ネ ジ ャ ー ， 1 2 ( 6 )， 7 1 - 7 5  
中 西 淑 美 ( 2 0 1 2 ) :院 内 医 療 メ デ ィ エ ー シ ョ ン の 現 場 か ら  医 学 部 1 年
生 に お け る 共 感 と 医 療 メ デ ィ エ ー シ ョ ン 教 育 の 可 能 性 ， 医 療 ，
6 6 ( 1 0 )， 5 5 9 - 5 6 5 .  
中 野 良 哉 ( 2 0 1 3 ) :学 生 の 学 習 動 機 づ け に 影 響 を 及 ぼ す 要 因；進 路 決 定
時 の 親 の 関 わ り と 進 路 自 己 決 定 性 ，理 学 療 法 科 学 ，2 8 ( 4 )，5 5 1 - 5 5 6 .  
N e l s o n ,  A . M .  ( 2 0 0 3 ) :  Tr a n s i t i o n  t o  m o t h e r h o o d ,  J o u r n a l  o f  O b -
s t e t r i c ,  G y n e c o l o g i c ,  &  N e o n a t a l  N u r s i n g ,  3 2 ( 4 ) ,  4 6 5 - 7 7 .  
根 本 明 宜 ( 2 0 1 0 ) : H I S の ハ ー ド ウ ェ ア は 自 分 で 選 ぶ  自 主 選 択 の た め
の 具 体 的 方 向 性  H I S 構 築 時 の ハ ー ド ウ ェ ア 自 主 的 選 択 を 可 能 に
す る 仕 様 書 の 作 成 ， 新 医 療 ， 3 7 ( 1 2 )， 1 4 2 - 1 4 5 .  
丹 生 健 一 ( 2 0 1 3 ) :救 急 ・ 急 変 対 応 の 心 得  救 急 搬 送 を す る 際 、 受 け る
際 の ポ イ ン ト ， 耳 鼻 咽 喉 科 ・ 頭 頸 部 外 科 ， 8 5 ( 5 )， 1 4 - 1 5 .  
N i s h i m u r a ,  H . ,  S u g a w a r a ,  K . ,  K i t a m e ,  F. ,  ほ か ( 1 9 8 7 ) :フ ィ リ ピ ン
の 一 山 村 住 民 に お け る C 型 イ ン フ ル エ ン ザ ウ イ ル ス に 対 す る 抗 体
保 有 状 況 ， M i c r o b i o l o g y  a n d  I m m u n o l o g y ， 3 1 ( 11 )， 11 3 7 - 11 4 3 .  
ニ ッ テ レ 債 権 回 収 業 務 本 部・営 業 部 ( 2 0 0 8 ) :サ ー ビ サ ー に よ る 医 療 未
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収 金 管 理 の 現 状 と 今 後 の 展 望 ， 新 医 療 ， 3 5 ( 3 )， 1 5 3 - 1 5 6 .  
O b e i d i ,  A . ,  H i p e l ,  K . ,  K i l g u r ,  D .  ( 2 0 0 5 ) :  T h e  R o l e  o f  E m o t i o n s  i n  
E n v i s i o n i n g  O u t c o m e s i n  C o n f l i c t  A n a l y s i s ,  G r o u p  D e c i s i o n  a n d  
N e g o t i a t i o n ,  1 4 ( 6 ) ,  4 8 1 - 5 0 0 .  
O b s t f e l d e r ,  A . ,  E n g e s e t h ,  K . H . ,  Wy n n ,  R .  ( 2 0 0 7 ) :  C h a r a c t e r i s t i c s  
o f  s u c c e s s f u l l y  i m p l e m e n t e d  t e l e m e d i c a l  a p p l i c a t i o n s ,  I m p l e -
m e n t a t i o n  S c i e n c e ,  2 7 ,  2 2 5 .  
O c h o c k a ,  J . ,  N e l s o n ,  G . ,  J a n z e n ,  R . ( 2 0 0 5 ) :  M o v i n g  f o r w a r d；  n e -
g o t i a t i n g  s e l f  a n d  e x t e r n a l  c i r c u m s t a n c e s  i n  r e c o v e r y ,  P s y c h i -
a t r i c  R e h a b i l i t a t i o n  J o u r n a l ,  2 8 ( 4 ) ,  3 1 5 - 2 2 .  
尾 城 孝 一 ( 2 0 11 ) :国 立 大 学 図 書 館 協 会 の 電 子 ジ ャ ー ナ ル・コ ン ソ ー シ
ア ム 活 動  過 去 ・ 現 在 ・ 未 来 ， 薬 学 図 書 館 ， 5 6 ( 2 )， 1 5 8 - 1 6 5 .  
及 川 隆 司 ，松 坂 薫 ，近 江 谷 留 里 子 ，ほ か ( 2 0 1 2 ) :国 立 病 院 機 構 八 戸 病
院 に お け る 東 日 本 大 震 災 時 の 寝 た き り 患 者 の 管 理 ， 医 療 ， 6 6 ( 5 ) ， 
1 9 7 - 2 0 1 .  
岡 野 純 毅 ，長 尾 哲 男 ( 1 9 9 0 ) :障 害 老 人 4 事 例 の 在 宅 時 と 老 人 デ イ ケ ア
参 加 時 の 生 活 行 為 の 対 比 ， 作 業 療 法 ， 9 ( 1 )， 3 7 - 4 4 .  
岡 澤 慎 一 ( 2 0 1 2 ) :超 重 症 児 へ の 教 育 的 対 応 に 関 す る 研 究 動 向 ，特 殊 教
育 学 研 究 ， 5 0 ( 2 )， 2 0 5 - 2 1 4 .  
奥 田 幸 助 ( 1 9 7 1 ) :バ ー ナ ー ド の 交 渉 体 協 働 ， 関 西 大 学 社 会 学 部 紀 要 ，
2 ( 1 )， 1 - 1 9 .  
奥 平 さ や か ， 鈴 木 俊 治 ( 2 0 0 4 ) :高 齢 者 に 発 症 し た 陰 唇 癒 着 症 の 1 例 ，
臨 床 婦 人 科 産 科 ， 5 8 ( 1 )， 9 7 - 9 9 .  
O l d r i c h ,  B .  ( 2 0 0 7 ) :  Wa n t e d - A  M i d - R a n g e  T h e o r y  o f I n t e r n a t i o n a l  
P e a c e k e e p i n g ,  I n t e r n a t i o n a l  S t u d i e s  R e w i e w,  9 ( 3 ) ,  4 0 7 - 4 3 6 .  
大 場 龍 男 ，松 田 啓 一 ( 2 0 0 1 ) :脳 血 管 障 害 者 の 復 職 交 渉 開 始 時 期 に つ い
て ， リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 研 究 紀 要 ， 11， 4 7 - 5 0 .  
大 平 整 爾 ( 2 0 0 7 ) :透 析 患 者 の 心 理 的 特 徴 と ス タ ッ フ の 対 応 ，臨 床 透 析 ，
2 3 ( 11 )， 1 6 4 7 - 1 6 5 2 .  
大 石 敬 子 ( 2 0 0 2 ) :言 語 発 達 の 遅 れ ， 小 児 科 診 療 ， 6 5 ( 4 )， 5 7 7 - 5 8 1 .  
大 石 敬 子 ( 2 0 0 9 ) : 発 達 障 害 の 言 語 聴 覚 療 法 ， M E D I C A L  R E H A B I L I -
TAT I O N， 1 0 3， 5 6 - 6 2 .  
太 田 知 子 ，鶴 田 来 美 ，蒲 原 真 澄 ，ほ か ( 2 0 1 2 ) :高 校 生 の 性 に 関 す る 意
識 と 自 己 効 力 感・自 尊 感 情 に 関 す る 研 究 ，高 崎 健 康 福 祉 大 学 紀 要 ，
11， 9 1 - 9 8 .  
小 野 礼 子 ( 2 0 0 3 ) :脳 性 麻 痺 児 の 前 言 語 的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 諸 問 題 ，
M E D I C A L  R E H A B I L I TA T I O N ， 3 5， 5 5 - 5 9 .  
大 河 内 二 郎 ，原 祐 一 ，鍋 島 史 一 ，ほ か ( 2 0 0 5 ) :新 規 開 業 医 師 に お け る
医 療 コ ン サ ル タ ン ト 利 用 状 況 の 分 析 ； 福 岡 県 メ デ ィ カ ル セ ン タ ー
保 健 医 療 福 祉 研 究 機 構 に よ る 調 査 結 果 ，病 院 管 理 ，4 2 ( 3 )，3 3 7 - 3 4 6 .  
131 
大 野 裕 美 ， 佐 藤 瑞 美  高 橋 光 子 ， 千 田 敏 恵 ( 2 0 0 6 ) :慢 性 期 患 者 の 会 話
行 動 の 改 善 を 支 援 す る － 4 事 例 に 対 す る S S T お よ び 対 人 交 渉 評 価
の 試 み ， 日 本 精 神 科 看 護 学 会 誌 ， 4 9 ( 1 )， 2 2 6 - 2 2 7 .  
太 田 啓 子 ( 2 0 0 8 ) :社 会 参 加 に お け る「 軽 度 」身 体 障 害 者 の 特 性 に 関 す
る 研 究；人 生 を 送 る な か で「 獲 得 し た も の 」に 焦 点 を あ て て ，社 会
福 祉 学 ， 4 9 ( 3 )， 2 9 - 4 0 .  
大 薮 泰 ，大 薮 素 枝 ，田 口 良 雄 ( 1 9 8 2 ) :乳 児 の 行 動 状 態 に 関 す る 研 究 ( 2 )
満 期 産 新 生 児 を 対 象 に し て ， 小 児 保 健 研 究 ， 4 1 ( 5 )， 3 4 5 - 3 5 0 .  
小 山 正 ( 1 9 8 5 ) :言 語 発 達 遅 滞 児 の 前 言 語 的 行 動 の 発 達 に 関 す る 一 考
察 ， 児 童 青 年 精 神 医 学 と そ の 近 接 領 域 ， 2 6 ( 5 )， 3 2 8 - 3 4 1 .  
P e r r e t t ,  S . E . ,  B i l e y,  F. C . ( 2 0 1 3 ) :  N e g o t i a t i n g  u n c e r t a i n t y ；  t h e  
t r a n s i t i o n a l  p r o c e s s  o f  a d a p t i n g  t o  l i f e  w i t h  H I V,  J o u r n a l  A s -
s o c i a t i o n  o f  N u r s e s  i n  A I D S  C a r e ,  2 4 ( 3 ) ,  2 0 7 - 1 8 .  
P o l l o c k ,  D .  ( 1 9 9 6 ) :  P e r s o n h o o d  a n d  i l l n e s s  a m o n g  t h e  K u l i n a ,  
M e d i c a l  A n t h r o p o l o g y  Q u a r t e r l y,  1 0 ( 3 ) ,  3 1 9 - 4 1 .  
R a i k ,  D . R . ,  Wi l s o n ,  A . L . ( 2 0 0 6 ) :  P l a n n i n g  i n  c o l l a b o r a t i v e  w i l d -
l i f e  m a n a g e m e n t；  A  c r i t i c a l  p e r s p e c t i v e ,  J o u r n a l  o f  E n v i r o n -
m e n t a l  P l a n n i n g  &  M a n a g e m e n t ,  4 9 ( 3 ) ,  3 2 1 - 3 3 6 .  
R i p a t ,  J . D . ,  Wo o d g a t e ,  R . L . ( 2 0 1 2 ) :  S e l f - p e r c e i v e d  p a r t i c i p a t i o n  
a m o n g  a d u l t s  w i t h  s p i n a l  c o r d  i n j u r y； a  g r o u n d e d  t h e o r y  s t u d y,  
S p i n a l  C o r d ,  5 0 ( 1 2 ) ,  9 0 8 - 1 4 .  
R o b e r t s o n ,  ‡ ,  M o r g a n ,  M . ,  Wa i n w r i g h t ,  J . D .  ( 2 0 11 ) :  T h e  Va l u e  o f  
N a t u r e  t o  t h e  S t a t e ,  A n n a l s  o f  t h e  A s s o c i a t i o n  o f  A m e r i c a n  G e -
o g r a p h e r s ,  1 0 3 ( 4 ) ,  8 9 0 - 9 0 5 .  
李 珊 ，渋 谷 昌 三 ( 2 0 1 2 ) :信 頼 で き る 行 動 に 対 す る「 笑 い 」の 認 知 に 関
す る 日 中 比 較 ， 目 白 大 学 心 理 学 研 究 ， 8， 3 5 - 4 8 .  
サ ミ ュ エ ル ・ ラ パ ル ム リ マ ス ， 浜 田  久 之 ( 2 0 1 0 ) :カ ナ ダ ・ オ ン タ リ
オ 州 に お け る 研 修 医 の 労 働 環 境 ， 医 学 教 育 ， 4 1 ( 2 )， 11 5 - 11 7 .  
S a l a z a r ,  L . F.， D i C l e m e n t e ,  R . J . ,  Wi n g o o d ,  G . M . ,  e t  a l .  ( 2 0 0 4 ) :   
S e l f - c o n c e p t  a n d  a d o l e s c e n t s '  r e f u s a l  o f  u n p r o t e c t e d  s e x； a  t e s t  
o f  m e d i a t i n g  m e c h a n i s m s  a m o n g  A f r i c a n  A m e r i c a n  g i r l s ,  P r e -
v e n t i o n  S c i e n c e ,  5 ( 3 ) ,  1 3 7 - 4 9 .  
齋 藤 泰 紀 ，武 田 和 憲 ，赤 間 紀 子 ，ほ か ( 2 0 1 2 ) :院 内 医 療 メ デ ィ エ ー シ
ョ ン の 現 場 か ら；患 者・医 療 者 間 の 対 立 的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 改
善 を 目 指 し た 院 内 医 療 メ デ ィ エ ー シ ョ ン 研 修 の 試 み ，医 療 ，6 6 ( 1 0 )，
5 6 6 - 5 6 9 .  
齋 藤 由 利 子 ( 2 0 1 5 ) :交 渉 に 必 要 な 準 備 と テ ク ニ ッ ク ，看 護 管 理 ，4 0 ( 3 )，
4 9 - 5 4 .  
坂 巻 弘 之 ，広 森 伸 康 ，油 谷 由 美 子 ，ほ か ( 2 0 0 1 ) :我 が 国 に お け る 製 薬
企 業 の 薬 剤 経 済 学 研 究 の 実 施 状 況 に 関 す る 調 査 ， 薬 剤 疫 学 ， 6 ( 1 )，
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4 9 - 5 8 .  
坂 巻 弘 之 ，  広 森 伸 康 ，  油 谷 由 美 子 ，ほ か ( 2 0 0 2 ) :わ が 国 の 新 薬 薬 価
算 定 に お け る 薬 剤 経 済 学 資 料 の 現 状 と 政 策 利 用 に お け る 課 題  
1 9 9 7～ 2 0 0 0 年 に 収 載 さ れ た 11 4 品 目 に お け る 日 本 製 薬 工 業 協 会
加 盟 会 社 へ の 調 査 ， 薬 剤 疫 学 ， 6 ( 2 )， 8 3 - 1 0 0 .  
坂 本 典 子 ，石 橋 大 海 ( 2 0 0 1 ) :消 化 器 疾 患 の 指 導 法；慢 性 肝 炎・肝 硬 変
の 生 活 指 導 ， 治 療 ， 8 3 ( 11 )， 2 9 9 3 - 2 9 9 5 .  
S c h i c k ,  L .  ( 2 0 0 8 ) :  B r e a k i n g  f r a m e  i n  a  r o l e - p l a y  s i m u l a t i o n；  
A  l a n g u a g e  s o c i a l i z a t i o n  p e r s p e c t i v e ,  S i m u l a t i o n  G a m i n g  
O n l i n e F i r s t ,  p u b l i s h e d  o n  F e b r u a r y  7 .  
笹 川 寿 之 ， 村 角 直 子 ( 2 0 0 8 ) :男 子 大 学 生 の 性 に 対 す る 意 識 や 行 動 と
H P V、ク ラ ミ ジ ア 感 染 の 実 態 ，日 本 性 感 染 症 学 会 誌 ，1 9 ( 1 )，7 0 - 7 9 .  
佐 藤 博 ( 2 0 11 ) :地 域 を 考 え る  地 域 分 権 に 伴 う 病 院 薬 剤 師 配 置 の 流
動 化 ， 医 薬 ジ ャ ー ナ ル ， 4 7 ( 1 2 )， 2 8 7 3 - 2 8 7 5 .  
佐 藤 正 二 ，佐 藤 容 子 ，高 山 巌 ( 1 9 8 8 ) :拒 否 さ れ る 子 ど も の 社 会 的 ス キ
ル ， 行 動 療 法 研 究 ， 1 3 ( 2 )， 1 2 6 - 1 3 3， 1 9 8 8 .  
佐 藤 武 ，木 道 圭 子 ( 2 0 0 3 ) :ど う き 患 者 対 応 に 必 要 な 基 礎 知 識；心 療 内
科 ・ 精 神 科 編 ， カ レ ン ト テ ラ ピ ー ， 2 1 ( 8 )， 7 2 4 - 7 2 7 .  
勢 尾 佐 和 子 ，内 田 芳 夫 ，上 国 料 里 美 ，ほ か ( 2 0 0 2 ) :ダ ウ ン 症 児 の コ ミ
ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 関 す る 研 究 ， 鹿 児 島 失 語 症 研 究 会 会 誌 ， 1 3 ( 1 ) ，
3 1 - 3 4 .  
S e n g ,  F. T. ,  Wa h ,  Y. L . ,  S h a i f u l ,  B . I . ,  e t  a l .  ( 2 0 11 ) :  P h y s i c i a n ’ s  
i n t e n t i o n  t o  i n i t i a t e  h e a l t h  c h e c k - u p  d i s c u s s i o n s  w i t h  m e n ；  a  
q u a l i t a t i v e  s t u d y,  F a m i l y  P r a c t i c e ,  2 8 ,  3 0 7 – 3 1 6 .  
紫 藤 忠 博 ，服 部 俊 夫 ( 1 9 9 1 ) : A I D S に 関 す る 治 療 と 予 防 ，医 療 ，4 5 ( 1 0 )，
9 5 4 - 9 5 8 .  
柴 田 秀 子 ，井 部 俊 子 ，小 山 田 恭 子 ( 2 0 0 3 ) :看 護 管 理 に お け る 継 続 教 育
と 看 護 管 理 者 に 求 め ら れ る 能 力 － 日 本 看 護 協 会 認 定 看 護 管 理 者 教
育 課 程 サ ー ド レ ベ ル を 修 了 し た 看 護 部 長 の 認 識 ， 日 本 看 護 管 理 学
会 誌 ， 7 ( 1 )， 5 - 1 6 .  
柴 田 和 美 ，森 崎 博 志 ( 2 0 0 8 ) :自 閉 的 な 子 ど も へ の 早 期 の 発 達 支 援 に 関
す る 研 究 ( I I )， 治 療 教 育 学 研 究 ， 2 8， 7 5 - 8 3 .  
下 田 渉 ，大 黒 康 史 ( 2 0 11 ) :市 立 病 院 に お け る 医 事 紛 争 ，京 都 市 立 病 院
紀 要 ， 3 1 ( 1 )， 2 9 - 3 0 .  
白 石 義 人 ( 2 0 0 7 ) :緊 急 麻 酔 に 欠 か せ な い ス キ ル ，日 本 臨 床 麻 酔 学 会 誌 ，
2 7 ( 2 )， 1 0 1 - 1 0 8 .  
清 水 隆 司 ，溝 上 哲 也 ，久 保 田 進 也 ，ほ か ( 2 0 0 3 ) :日 本 の 看 護 師 に お け
る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技 術 ト レ ー ニ ン グ と バ ー ン ア ウ ト の 関 係
(予 備 調 査 )， J o u r n a l  o f  O c c u p a t i o n a l  H e a l t h ， 4 5 ( 3 )， 1 8 5 - 1 9 0 .  
新 村 出 編 ( 2 0 0 8 ) :広 辞 苑 (交 渉 )， 第 5 版 ， 岩 波 書 店 ， 9 4 3 .  
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篠 倉 敏 彦 ，小 田 浩 伸 ，冨 永 良 喜 ( 2 0 0 0 ) :自 閉 症 児 の 母 子 相 互 交 渉 に 及
ぼ す 動 作 法 の 効 果 ， 発 達 心 理 臨 床 研 究 ， 7， 3 9 - 5 2 .  
篠 島 由 一 ，當 間 由 子 ( 2 0 0 7 ) :梅 毒 血 清 反 応 高 値 、尖 圭 コ ン ジ ロ ー マ よ
り 発 見 さ れ た H I V 感 染 症 ， 臨 床 皮 膚 科 ， 6 1 ( 3 )， 2 3 9 - 2 4 1 .  
塩 野 悦 子 ，吉 田 俊 子 ，丸 山 真 紀 子 ，ほ か ( 2 0 0 9 ) :看 護 職 を 対 象 と し た
災 害 へ の 備 え 教 育 実 施 後 の 継 続 調 査 ， 宮 城 大 学 看 護 学 部 紀 要 ，
1 2 ( 1 )， 9 - 1 9 .  
志 澤 美 保 ，実 藤 和 佳 子 ，毛 利 育 子 ( 2 0 1 2 ) :母 子 相 互 交 渉 に み る 明 示 的
手 が か り ‐ 自 閉 症 児 と 定 型 発 達 児 の 事 例 比 較 ， 特 殊 教 育 学 研 究 ，
4 9 ( 6 )， 7 4 5 - 7 5 4 .  
祖 父 江 正 代 ， 三 輪 恵 美 ， 大 岩 美 紀 ， ほ か ( 2 0 1 0 ) :褥 瘡 発 生 率 1 %未 満
を 維 持 す る た め の デ ー タ・情 報 活 用 の 視 点 ，日 本 創 傷・オ ス ト ミ ー・
失 禁 管 理 学 会 誌 ， 1 3 ( 2 )， 1 7 - 2 5 .  
S t r i e p e ,  M . I . ,  To l m a n ,  D . L . ( 2 0 0 3 ) :  M o， d a d， I ' m  s t r a i g h t； t h e  
c o m i n g  o u t  o f  g e n d e r  i d e o l o g i e s  i n  a d o l e s c e n t  s e x u a l - i d e n t i t y  
d e v e l o p m e n t ,  J o u r n a l  o f  C l i n i c a l  C h i l d  &  A d o l e s c e n t  P s y c h o l g y,   
3 2 ( 4 ) ,  5 2 3 - 3 0 .  
杉 村 僚 子 ( 2 0 0 4 ) :保 育 所 の 給 食 場 面 に お け る 障 害 を も つ 幼 児 と 保 育
者 と の 相 互 交 渉 に 関 す る 研 究 ， 東 北 大 学 大 学 院 教 育 学 研 究 科 研 究
年 報 ， 5 2， 3 4 7 - 3 6 1 . .  
鈴 木 孝 明 ，風 間 芳 樹 ( 2 0 0 3 ) :思 春 期 外 来 で の 性 体 験 と ク ラ ミ ジ ア 感 染 ，
新 潟 県 立 病 院 医 学 会 誌 ， 5 1， 2 4 - 2 7 .  
鈴 木 徹 ，野 口 和 人 ，細 川 徹 ( 2 0 1 3 ) :あ る 自 閉 症 児 の 対 人 相 互 交 渉 に お
け る ト ラ ブ ル の 変 遷 ； 観 察 記 録 お よ び 保 護 者 へ の 聞 き 取 り を 通 し
て ， 東 北 大 学 大 学 院 教 育 学 研 究 科 研 究 年 報 ， 6 1 ( 2 )， 1 5 9 - 1 6 9 .  
高 見 沢 重 隆 ，海 渡 健 ，堀 誠 治 ，ほ か ( 1 9 9 0 ) :国 内 に て 感 染 し た 日 本 人
男 性 同 性 愛 A I D S 患 者 2 例 の 臨 床 経 過 と 剖 検 所 見 ，感 染 症 学 雑 誌 ，
6 4 ( 2 )， 2 1 0 - 2 1 7 .  
田 口 樹 美 ，高 橋 雪 子 ，鷲 見 尚 己 ，ほ か ( 2 0 0 2 ) :退 院 支 援  病 棟 で の 実
施 と 専 門 部 署 へ の 依 頼 の 比 較 ‐ 東 大 病 院 老 年 病 科 に お け る 分 析 ，
保 健 の 科 学 ， 4 4 ( 2 )， 1 6 1 - 1 6 6 .  
高 木 誠 一 郎 ， 上 田 義 治 ， 梅 野 英 輔 ， ほ か ( 2 0 0 5 ) :平 成 1 6 年 小 児 科 診
療 所 の 経 営 に 関 す る 実 態 調 査 ，日 本 小 児 科 医 会 会 報 ，2 9，1 7 4 - 1 7 7 .  
高 橋 亜 紀 子 ( 2 0 0 6 ) :日 本 人 学 生 と 留 学 生 と が 共 に 学 ぶ 意 義 ─『 異 文 化
間 教 育 論 』受 講 者 の コ メ ン ト 分 析 か ら ，宮 城 教 育 大 学 紀 要 ，4 0，1 5 -
2 5 . .  
武 弘 道 ，中 山 英 樹 ，五 十 嵐 久 二 ，ほ か ( 1 9 8 9 ) :成 人 T 細 胞 白 血 病 ウ イ
ル ス の 家 族 内 感 染 状 況 ， 日 本 医 事 新 報 ， 3 4 2 4， 3 2 - 3 4 .  
武 田 愛 雄 ，明 石 要 一 ( 1 9 8 9 ) :異 年 令 学 習 に お け る 向 社 会 的 行 動 に 関 す
る 研 究；対 人 的 相 互 交 渉 の 分 析 を 通 し て ，千 葉 大 学 教 育 学 部 研 究 紀
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要 ， 3 7 ( 1 )， 7 3 - 8 9  
武 田 京 子 ，荒 井 美 紀 ( 1 9 9 8 ) :予 定 手 術 を 受 け る 学 童 が 家 庭 待 機 中 に と
る コ ー ピ ン グ 行 動 ， 松 江 赤 十 字 病 院 医 学 雑 誌 ， 1 0 ( 1 )， 1 0 1 - 1 0 3 .   
田 倉 智 之 ( 2 0 0 4 ) :病 院 の 評 価 と 経 済 効 果；品 質 評 価 管 理 の 費 用 対 効 果 ，
東 京 女 子 医 科 大 学 雑 誌 ， 7 4 ( 4 )， 2 1 7 - 2 2 2 .  
田 邉 昇 ( 2 0 1 0 ) :ク レ ー ム 対 応 時 に や っ て は い け な い こ と ， D e r m a . ，
1 6 5， 7 3 - 7 9 .  
田 中 英 一 ( 2 0 0 8 ) :自 治 体 病 院 等 に 対 す る 医 療 未 収 金 回 収 業 務 の 企 画
提 案 と 実 績 ， 新 医 療 ， 3 5 ( 3 )， 1 4 7 - 1 4 9 .  
田 中 千 枝 子 ( 2 0 0 2 ) :排 尿 障 害 患 者 へ の ソ ー シ ャ ル ワ ー ク (各 種 社 会 資
源 の 活 用 )， M E D I C A L  R E H A B I L I TA T I O N ， 1 4， 7 2 - 7 8 .  
田 上 正 範 ( 2 0 11 ) :交 渉 学 の 学 部 生 向 け 講 義 の 実 践 報 告 ，教 育 研 究 所 紀
要 ， 2 9， 4 8 - 5 4 .  
田 中 美 郷 ，玉 井 ふ み ，児 玉 和 夫 ( 1 9 9 4 ) :聴 ・ 視 覚 障 害 ，口 蓋 裂 お よ び
精 神 遅 滞 を 合 併 す る 重 複 障 害 児 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 指 導  症 例
報 告 ，厚 生 省 精 神 ・ 神 経 疾 患 研 究 委 託 費 研 究 報 告 書  重 症 心 身 障 害
児 の 病 態・長 期 予 後 と 機 能 改 善 に 関 す る 研 究 平 成 5 年 度 ，2 7 7 - 2 8 3 .  
棚 瀬 慎 治 ( 2 0 0 8 ) :病 院 未 収 金 回 収 に 向 け て の 方 策；任 意 的・法 的 の 両
回 収 方 法 に よ る 効 果 ， 新 医 療 ， 3 5 ( 3 )， 1 3 6 - 1 3 8 .  
田 代 久 男 ，大 竹 ま り 子 ，赤 間 明 子 ，ほ か ( 2 0 0 9 ) :特 定 機 能 病 院 の 退 院
支 援 部 署 に お け る 看 護 相 談 の 実 態 及 び 自 宅 退 院 と 転 院 ・ 施 設 入 所
の 退 院 支 援 の 比 較 ， 日 本 看 護 研 究 学 会 雑 誌 ， 3 2 ( 5 )， 8 3 - 9 3 .  
寺 山 千 代 子 ，佐 賀 啓 男 ( 1 9 7 8 ) :自 閉 的 傾 向 児 の 言 語 能 力 に 関 す る 考 察
‐ ひ ら が な 文 字 の 読 み に つ い て ， 国 立 特 殊 教 育 総 合 研 究 所 研 究 紀
要 ， 5， 8 1 - 8 8 .  
戸 井 間 充 子 ，藤 本 照 代 ，重 安 日 登 美 ，ほ か ( 2 0 0 4 ) :看 護 学 概 論 (看 護 管
理 )の 体 験 実 習 の 学 習 効 果 ； 主 体 的 な 行 動 力 の 育 成 を 目 指 し て ， 看
護 展 望 ， 2 9 ( 4 )， 5 0 4 - 5 1 0 .  
巴 山 玉 蓮 ，山 澄 直 美 ，鶴 田 早 苗 ( 2 0 0 9 ) :組 織 に お け る 看 護 職 者 の 意 思
決 定 に 必 要 な 要 素 の 検 討 ； 病 院 の 政 策 形 成 過 程 に お け る 看 護 職 副
院 長 の 活 動 内 容 を 通 し て ， 日 本 看 護 管 理 学 会 誌 ， 1 3 ( 2 )， 5 - 1 2 .  
寺 西 秀 豊 ，西 条 旨 子 ( 2 0 1 3 ) :タ イ の カ ド ミ ウ ム 汚 染 と イ タ イ イ タ イ 病 ，
社 会 医 学 研 究 ， 3 0 ( 2 )， 5 5 - 6 1 .  
富 和 清 隆 ，岡 崎 伸 ，岡 田 眞 子 ，ほ か ( 2 0 0 6 ) :ウ イ リ ア ム ス 症 候 群 に 合
併 し た 自 閉 症 状 の 検 討 ， 大 阪 市 勤 務 医 師 会 研 究 年 報 ， 3 3， 6 3 - 6 8 .  
友 永 雅 己 ( 2 0 0 5 ) :チ ン パ ン ジ ー の 認 知 と そ の 発 達 ， 分 子 精 神 医 学 ，
5 ( 4 )， 3 9 1 - 3 9 9 .  
友 永 雅 己 ( 2 0 0 6 ) :コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 起 源 と 進 化；進 化 の 隣 人 ヒ ト
と チ ン パ ン ジ ー ， 作 業 療 法 ， 2 5 ( 6 )， 4 8 6 - 4 9 1 .  
鳥 越 隆 士 ( 2 0 1 2 ) :聴 覚 障 害 児 へ の イ ン ク ル ー シ ブ な 教 育 実 践 に 関 す
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る 研 究 動 向 ， 特 殊 教 育 学 研 究 ， 5 0 ( 1 )， 8 7 - 9 6 .  
問 川 博 之 ， 高 橋 美 雪 ( 2 0 1 0 ) :リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 科 を 受 診 す る A S D
の 子 ど も の 現 状 と 診 療 の 実 際 療 育 専 門 機 関 現 状 と 作 業 療 法 の 実 際 ，
M E D I C A L  R E H A B I L I TA T I O N ， 1 2 5， 7 - 1 2 .  
都 成 祥 子 ，秋 田 穂 束 ( 2 0 0 8 ) :医 療 費 未 収 問 題 に お け る 医 療 ソ ー シ ャ ル
ワ ー カ ー と し て の 貢 献 ， 病 院 ， 6 7 ( 6 )， 5 2 0 - 5 2 2 .  
富 安 芳 和 ，小 塩 允 護 ，中 根 一 男 ( 1 9 8 3 ) :精 神 遅 滞 者 居 住 施 設 に お け る
ケ ア の パ タ ー ン に 関 す る 研 究 ( 3 )  ケ ア パ タ ー ン と 居 住 児 者 の 行 動 ，
発 達 障 害 研 究 ， 5 ( 3 )， 2 0 2 - 2 11 .  
富 安 芳 和 ，小 塩 允 護 ，中 根 一 男 ( 1 9 8 3 ) :精 神 遅 滞 者 居 住 施 設 に お け る
ケ ア の パ タ ー ン に 関 す る 研 究 ( 2 )  ケ ア パ タ ー ン と 居 住 棟 職 員 の 行
動 ， 発 達 障 害 研 究 ， 5 ( 2 )， 1 3 3 - 1 4 0 .  
萬 谷 隆 一 ( 2 0 0 9 ) :小 学 校 英 語 活 動 で の 絵 本 読 み 聞 か せ に お け る 教 師
の 相 互 交 渉 ス キ ル に 関 す る 事 例 研 究 ， 北 海 道 教 育 大 学 紀 要 教 育 科
学 編 ， 6 0 ( 1 )， 6 9 - 8 0 .  
面 家 敏 宏 ， 矢 野 充 保 ， 高 橋 幸 志 ， ほ か ( 2 0 0 6 ) :ア メ ー バ 性 大 腸 炎 の 3
例 ， 消 化 管 の 臨 床 ， 11， 7 9 - 8 5 .  
都 築 繁 幸 ( 2 0 0 7 ) :人 工 内 耳 装 用 児・補 聴 器 装 用 児 と 教 師 の 相 互 交 渉 に
関 す る 事 例 的 考 察 ， 治 療 教 育 学 研 究 ， 2 7， 6 5 - 7 2 .  
都 築 繁 幸 ，小 木 曽 誉 ( 2 0 0 3 ) :聴 覚 障 害 両 親 と 健 聴 児 の 遊 び 場 面 の コ ミ
ュ ニ ケ ー シ ョ ン 行 動 に 関 す る 事 例 的 考 察 ， 愛 知 教 育 大 学 教 育 実 践
総 合 セ ン タ ー 紀 要 ， 2 3， 1 0 1 - 1 0 8 .  
塚 本 妙 子 ( 1 9 9 6 ) :極・超 低 出 生 体 重 児 の 就 学 前 に お け る 親 子 の コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス タ イ ル ，神 戸 大 学 医 学 部 紀 要 ， 5 7 ( 1～ 2 )， 3 9 - 4 6 .  
塚 本 妙 子 ，高 岸 由 香 ，今 村 淳 子 ，ほ か ( 1 9 9 7 ) :極 低 出 生 体 重 児 の 就 学
前 に お け る 親 子 関 係  行 動 評 定 尺 度 法 に よ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
ス タ イ ル の 分 析 ， 小 児 保 健 研 究 ， 5 6 ( 4 )， 5 1 3 - 5 2 0 .  
劒 陽 子 ( 2 0 0 2 ) :北 九 州 近 郊 地 域 に お け る 高 校 生 の 性 行 動・性 意 識 調 査
か ら ， Q u a l i t y  N u r s i n g ， 8 ( 11 )， 8 9 7 - 9 0 4 .  
堤 啓 ，飯 田 雅 知 ( 1 9 9 3 ) :自 虐 症 者 と 対 象 と の 間 に み ら れ た 相 互 二 重 拘
束 ， 精 神 分 析 研 究 ， 3 7 ( 2 )， 1 2 3 - 1 3 8 .  
Ts u t s u m i ,  S .  ( 1 9 9 6 ) :成 熟 に 関 す る 発 達 心 理 学 的 病 理 症 状 を も つ 若
年 者 ， P s y c h i a t r y  a n d  C l i n i c a l  N e u r o s c i e n c e s， 5 0 ( 3 )， 1 0 1 - 1 0 7 .  
U c h i d a ,  C .  ( 2 0 1 0 ) :日 本 の 大 学 生 に お け る 無 気 力 症 と 世 間 と の 没 交
渉  ひ き こ も り と 学 生 無 気 力 症 に つ い て ，J o u r n a l  o f  M e d i c a l  a n d  
D e n t a l  S c i e n c e s， 5 7 ( 1 )， 9 5 - 1 0 8 .  
上 畠 照 美 ，高 橋 舞 巳 ，杉 浦 譲 ，ほ か ( 2 0 0 8 ) :当 院 に お け る 医 業 未 収 金
回 収 業 務 の 現 状 ， 済 生 会 吹 田 病 院 医 学 雑 誌 ， 1 3 ( 1 4 1 )， 2 0 - 2 3 .  
内 田 芳 夫 ，上 国 料 里 美 ( 2 0 0 3 ) :精 神 遅 滞 児 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 関
す る 研 究 ， 鹿 児 島 失 語 症 研 究 会 会 誌 ， 1 4 ( 1 )， 1 2 - 1 4 .  
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上 村 佳 世 子 ，田 島 信 元 ( 1 9 9 5 ) :子 ど も の 仲 間 同 士 の 交 渉 と 意 思 決 定 過
程 ， 早 稲 田 大 学 人 間 科 学 部 ， 8 ( 1 )， 7 5 - 8 4 .  
内 村 美 子 ( 2 0 0 7 ) :プ リ セ プ タ ー と の 共 同 実 践 に よ る 新 人 看 護 師 の 熟
達 の 関 係 論 的 ア プ ロ ー チ ， 日 本 看 護 学 教 育 学 会 誌 ， 1 6 ( 3 )， 4 9 - 5 6 .  
内 海 千 種 ，宮 井 宏 之 ，加 藤 寛 ( 2 0 0 9 ) :大 規 模 交 通 災 害 負 傷 者 の 健 康 被
害 (第 I I I 報 )事 故 後 3 年 半 に お け る 調 査 協 力 者 の 現 状 ，心 的 ト ラ ウ
マ 研 究 ， 5， 4 1 - 5 0 .  
臼 田 寛 ，玉 城 英 彦 ，紺 野 圭 太 ，ほ か ( 2 0 0 3 ) :た ば こ 規 制 枠 組 み 条 約 の
成 立 過 程 と 今 後 の 運 用 方 向 性 ， 日 本 公 衆 衛 生 雑 誌 ， 5 0 ( 11 )， 1 0 5 8 -
1 0 6 5 .  
若 林 上 総 ，加 藤 哲 文 ( 2 0 1 2 ) :発 達 障 害 の あ る 高 校 生 が 参 加 す る グ ル ー
プ 学 習 で の 集 団 随 伴 性 の 適 用 ， 行 動 療 法 研 究 ， 3 8 ( 1 )， 7 1 - 8 2 .  
脇 田 満 里 子 ，野 村 幸 子 ( 2 0 11 ) :離 乳 食 場 面 に お け る 母 と 子 の 相 互 交 渉
の 経 時 的 変 化 ， 奈 良 県 立 医 科 大 学 医 学 部 看 護 学 科 紀 要 ， 7， 1 6 - 2 3 .   
涌 井 恵 ( 2 0 0 3 ) :発 達 障 害 児 集 団 に お け る 集 団 随 伴 性 に よ る 仲 間 相 互
交 渉 促 進 に 関 す る 条 件 分 析 ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 障 害 学 ， 2 0 ( 2 ) ，
6 3 - 7 3 .  
渡 部 和 成 ( 2 0 0 5 ) :患 者 と 家 族 に 対 す る 心 理 教 育 へ の 継 続 参 加 が 再 入
院 防 止 に 役 立 っ て い る 外 来 慢 性 期 統 合 失 調 症 の 一 症 例 ， 精 神 科 治
療 学 ， 2 0 ( 6 )， 6 1 3 - 6 1 8 .  
渡 部 玲 二 郎 ( 1 9 9 5 ) :仮 想 的 対 人 葛 藤 場 面 に お け る 児 童 の 対 人 交 渉 方
略 に 関 す る 研 究 ‐ 年 齢 、性 、他 者 と の 総 合 作 用 、及 び 人 気 の 効 果 ―，
教 育 心 理 学 研 究 ， 4 3 ( 3 )， 11 - 1 8 .  
渡 部 玲 二 郎 ( 1 9 9 3 ) : 児 童 に お け る 対 人 交 渉 方 略 の 発 達 ― 綾 会 的 情 報
処 理 と 対 人 交 渉 方 略 の 関 係 性 ―， 教 育 心 理 学 研 究 ， 4 1， 4 5 2 - 4 6 1 .  
渡 辺 明 広 ( 2 0 0 8 ) :通 常 学 校 の「 特 別 支 援 教 育 コ ー デ ィ ネ ー タ ー チ ー ム 」
の 取 り 組 み ； S 県 内 の 特 別 支 援 教 育 コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 複 数 指 名
校 に つ い て の 調 査 研 究 ， 発 達 障 害 研 究 ， 3 0 ( 2 )， 1 2 8 - 1 3 6 .  
渡 邉 理 香 ，稲 富 雄 一 郎 ，米 原 敏 郎 ，ほ か ( 2 0 0 5 ) :急 性 期 病 院 に お け る
虚 血 性 脳 血 管 障 害 の 在 院 日 数 延 長 因 子 ， 臨 床 神 経 学 ， 4 5 ( 6 )， 4 0 5 -
4 1 0 .  
亘 智 絵 ，川 島 幸 枝 ，狩 野 雪 美 ( 2 0 0 2 ) : 2 1・実 践 へ の ア ド バ イ ス  マ ジ
ッ ク 病 衣 が で き る ま で － 上 肢 関 節 拘 縮 の あ る 患 者 及 び 持 続 点 滴 中
の 患 者 の 病 衣 の 工 夫 .看 護 実 践 の 科 学 ， 2 7 ( 1 3 )， 9 2 - 9 3 .  
Wi g n y o s u m a r t o ,  S . ,  M u k h l a s ,  M . ,  S h i r a t a k i ,  S . ( 1 9 9 2 ) :イ ン ド ネ シ
ア ， Yo g y a k a r t a に お け る 自 閉 症 児 の 疫 学 的 お よ び 臨 床 的 研 究 .  
K o b e  J o u r n a l  o f  M e d i c a l  S c i e n c e s ,  3 8 ( 1 ) , 1 - 1 9 .  
山 田 咲 樹 子 ，栗 田 直 央 子 ( 2 0 1 3 ) :看 護 師 に よ る プ レ パ レ ー シ ョ ン の 実
践 が 医 師 の 認 識 に 及 ぼ す 影 響 ，日 本 小 児 看 護 学 会 誌 ，2 2 ( 1 )，2 5 - 3 1 .  
山 田 徹 ，藤 澤 真 奈 美 ，内 藤 厚 子 ，ほ か ( 2 0 0 8 ) : H I V 感 染 に お け る 非 戦
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略 的 中 断 の 実 例 に つ い て ， 日 本 エ イ ズ 学 会 誌 ， 1 0 ( 1 )， 5 0 - 5 3 .  
山 井 理 恵 ( 2 0 0 6 ) :信 頼 に 値 す る サ ー ビ ス を 供 給 す る た め の サ ー ビ ス
供 給 機 関 へ の 介 入 方 法 ― 在 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー に お け る ケ ア マ ネ
ジ ャ ー に 対 す る 質 的 調 査 ， ケ ア マ ネ ジ メ ン ト 学 ， 5， 9 1 - 1 0 0 .  
山 中 康 裕 ( 2 0 0 9 ) :今 、 改 め て 「 不 登 校 」 を 考 え る ；「 思 春 期 内 閉 」 の
概 念 と セ ラ ピ ー ， 小 児 の 精 神 と 神 経 ， 4 9 ( 1 )， 4 3 - 5 2 .  
山 下 和 範 ，福 崎 誠 ，寺 尾 嘉 彰 ( 2 0 0 5 ) :星 状 神 経 節 ブ ロ ッ ク 後 に 発 生 し
た 合 併 症 に よ り 示 談 交 渉 と な っ た 1 症 例 ， 日 本 臨 床 麻 酔 学 会 誌 ，
2 5 ( 7 )， 6 9 3 - 6 9 5 .  
山 下 俊 幸 ( 1 9 9 4 ) : 国 語 科 学 習 へ の 状 況 論 的 ア プ ロ ー チ ― 表 現 活 動 の
学 習 状 況 化 に つ い て ， 国 語 科 教 育 ， 4 1， 7 5 - 8 2 .  
山 末 英 典 ( 2 0 0 9 ) :自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 の 脳 形 態 異 常 と そ の 起 源 ，
医 学 の あ ゆ み ， 2 3 1 ( 1 0 )， 1 0 6 6 - 1 0 7 1 .  
山 末 英 典 ( 2 0 1 0 ) :発 達 障 害；社 会 行 動 の 障 害 の 脳 解 剖 学 的 基 盤 ，実 験
医 学 ， 2 8 ( 5 )， 7 1 3 - 7 1 9 .  
山 崎 智 子 ( 2 0 0 8 ) : イ ギ リ ス に お け る 大 学 補 助 金 委 員 会 ( U G C ) 創 設 過
程 の 分 析 ； 教 育 院 と 大 蔵 省 の 管 轄 権 を め ぐ る 交 渉 に 着 目 し て ，  教
育 学 研 究 ， 7 5 ( 3 )， 2 8 9 - 2 9 8 .  
柳 谷 聡 子 ，中 島 そ の み ，仙 石 泰 仁 ( 2 0 0 5 ) :保 育 場 面 に お け る 1 障 害 児
の 相 互 交 渉 に つ い て；関 わ り 相 手 の 違 い に よ る 相 互 交 渉 の 比 較 ，北
海 道 作 業 療 法 ， 2 1 ( 2 )， 8 7 - 9 4 .  
柳 谷 聡 子 ， 中 島 そ の み ， 中 村 裕 二 ，  ほ か ( 2 0 0 7 ) :業 療 法 場 面 に お け
る 発 達 障 害 児 の 社 会 的 行 動 の 評 価 ， 作 業 療 法 ， 2 6 ( 4 )，  3 3 7 - 3 4 7 .  
康 永 秀 生 ，井 出 博 生 ，今 村 知 明 ( 2 0 0 7 ) :「 立 会 い 」制 限 が 医 療 供 給 シ
ス テ ム を 再 編 す る ， 日 本 医 事 新 報 ， 4 3 5 1， 8 1 - 8 4 .  
輿 石 薫 ( 2 0 0 2 ) :育 児 不 安 に 影 響 を 与 え る 要 因 に つ い て の 縦 断 的 研 究；
予 期 不 安 尺 度 と 期 待 感 尺 度 の 作 成 ，小 児 保 健 研 究 ，6 1 ( 5 )，6 8 6 - 6 9 1 .  
輿 石 薫 ( 2 0 0 2 ) :母 子 相 互 交 渉 の 質 と 母 親 の 育 児 不 安 及 び 子 ど も の 言
語 発 達 と の 関 連 性 に つ い て ， 小 児 保 健 研 究 ， 6 1 ( 4 )， 5 8 4 - 5 9 2 .  
Yo o n ,  J . ,  H a a m ,  I . K . B . ,  C h u n g ,  K . Y.  e t  a l .  ( 1 9 9 3 ) :再 発 性 梅 毒 ，
T h e  J o u r n a l  o f  D e r m a t o l o g y,  2 0 ( 7 ) ,  4 3 6 - 4 4 0 .  
吉 田 裕 彦 ，井 上 雅 彦 ( 2 0 0 8 ) :自 閉 症 児 に お け る ボ ー ド ゲ ー ム を 利 用 し
た 社 会 的 ス キ ル 訓 練 の 効 果 ， 行 動 療 法 研 究 ， 3 4 ( 3 )， 3 11 - 3 2 3 .  
吉 川 啓 司 ( 2 0 0 0 ) :服 薬 指 導 の 際 の 注 意；コ ン プ ラ イ ア ン ス を 高 め る 患
者 説 明 ， 臨 床 と 薬 物 治 療 ， 1 9 ( 11 )， 11 0 6 - 11 0 8 .  
吉 川 知 夫 ( 2 0 1 3 ) :重 度・重 複 障 害 児 の 相 互 交 渉 に お け る 視 覚 的 注 意 の
共 有 と 大 人 の 支 持 的 行 動 ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 障 害 学 ， 3 0 ( 1 )， 1 -
8 .  
吉 住 秀 之 ( 2 0 1 2 ) :院 内 医 療 メ デ ィ エ ー シ ョ ン の 現 場 か ら  医 療 安 全 管
理 研 修 に よ る 医 療 メ デ ィ エ ー シ ョ ン 導 入 の 試 み ， 医 療 ， 6 6 ( 1 0 ) ，  
138 
5 5 6 - 5 5 8 .  
弓 削 美 鈴 ( 2 0 0 8 ) :ピ ア カ ウ ン セ リ ン グ 技 法 に よ る 性 教 育；女 子 高 校 生
の 性 行 動 意 識 の 変 化 ， ヘ ル ス サ イ エ ン ス 研 究 ， 1 2 ( 1 )， 5 9 - 6 4 .  
Z d z i s a w,  P.  ( 1 9 9 8 ) :  A n  i n q u i r y  i n t o  a n a t o m y  o f  c o n f l i c t s ,  I n f o r -
m a t i o n  S c i e n c e s ,  1 0 9 ( 1 – 4 ) ,  6 5 - 7 8 .  
Z h a n g ,  J ,  X u e ,  L . ,  Z u ,  L .  ( 2 0 1 3 ) :  F a r s i g h t e d  f r e e  t r a d e  n e t w o r k s ,  
I n t e r n a t i o n a l  J o u r n a l  o f  G a m e  T h e o r y,  4 2 ( 2 ) ,  3 7 5 - 3 9 8 .  
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(資料1:施設用研究依頼書) 
平成 27年 ○月 ○日 
看護部長  様 
 
研究協力へのお願い 
                              
   
謹啓 ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。                さて私は 
高知県立大学大学院看護学研究科博士後期課程に在籍しております藤代知美と申します。現在、博
士論文として「地域で生活する統合失調をもつ人と看護師の交渉」のテーマで研究に取り組んでお
ります。 
統合失調症をもつ人が、医療者との間で納得のいく合意を交わすことは、アドヒアランスを高め、
リカバリーを果たすために重要であると言われています。しかし、患者が医療者との関係悪化を恐
れて意見を表明せず、医療者と納得のいく合意を交わすことが困難であることが明らかにされてい
ます。そのため、統合失調症をもつ人と納得のいく合意を交わすためには、対象者の特性を十分に
把握した特別なスキルが必要であると考えました。 
そこで本研究では、「看護の方針と対象者の意向との間にズレがある時、あるいはズレがあるかも
しれない時に、関係性を基盤とし、様々な方略を駆使しながら話し合い、納得のいく合意に導く継
続したプロセス」を『交渉』と定義します。そして、地域で生活する、あるいは地域での生活を予
定している統合失調症をもつ人と看護師との交渉の全容を、看護師の視点で明らかにすることを目
的とします。このことにより、納得のいく合意を交わすために看護師が駆使している方略が明らか
になり、状況に合わせた交渉を行うための示唆を得ることができると考えます。 
つきましては、地域で生活する、あるいは地域での生活を予定している統合失調症をもつ人と関
わったことのある看護師様をご紹介いただき、インタビューをさせていただきたく存じます。研究
内容・方法に関しては、別紙「研究計画書概要」に記載しております。なお、本研究は高知県立大
学看護研究倫理審査委員会の承認を得ています。 
お忙しいところ大変恐縮ですが、本研究への協力をご検討いただけますよう、よろしくお願い申
し上げます。 
                                      謹白 
 
 
研究者 
高知県立大学大学院看護学研究科博士後期課程  
藤代 知美  
連絡先：〒771-1192 徳島市応神町古川 四国大学 
電話番号：090-○○○○-○○○○ 
 
指導教員 
高知県立大学大学院看護学研究科 教授 
野嶋 佐由美 
連絡先：〒781-8515 高知市池 2751番地 高知県立大学 
電話番号：088-○○○-○○○○ 
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＜お願いしたいこと＞ 
1) 本研究への協力は自由意思です。説明をお聞きになり、研究への協力にご承諾いただける場合
は、承諾書 2枚に署名をお願いします。 
2) 本研究への協力にご承諾いただけましたら、研究協力者となる看護師様を 2～3 名ご推薦下さ
い。推薦条件は、①療養型病棟を除く精神科病棟、訪問看護、外来、デイケア等の社会復帰施
設などでの経験を有すること、②地域で生活する、あるいは地域での生活を予定している統合
失調症をもつ人と合意を交わすための交渉を行っていること、の２つです。 
3) ご推薦いただいた看護師様に『研究協力依頼説明用文書』をお渡しいただき、研究者から説明
を行うことについて打診してください。 
4) 了承いただいた看護師様がいらっしゃいましたら、後日お教えください。研究者より看護師様
に連絡を取り、研究の主旨をご説明いたします。 
5) インタビューの日時と場所は、看護師様と相談をして決めます。 
 
＜ご協力いただく際に、お約束すること＞ 
1) 研究協力への承諾は、いつでも撤回することができます。このことにより不利益を被ることは
一切ありません。 
2) インタビュー中は、個人が特定される情報は扱いません。データは研究者と指導教員のみが使
用し、本研究の目的以外で使用することは一切ありません。記録物はコード化し、研究者が責
任をもって鍵がかかる棚に保管し、研究終了後個人が特定されるデータは速やかに廃棄します。
看護師様が研究協力に同意したか否か、ならびに語られた内容に関してどなたにも報告致しま
せん。 
3) インタビューにより精神的負担が生じた場合は、回答を拒否できること、研究協力への辞退や
撤回ができることをあらかじめ説明し、保証します。インタビュー中は研究参加者の表情や口
調に注意を払い、必要に応じてインタビューや研究参加の中止を提案します。また、この研究
は行った看護を評価するものではないことを保証致します。 
4) 本研究は、博士論文としてまとめ、専門領域の学会、学術雑誌に公表いたします。公表の際に
は、個人や施設が特定されないように致します。 
5) 研究に関する質問や疑問がありましたら、本文書１枚目に記載した連絡先までお問い合わせく
ださい。いつでもお返事することをお約束します。 
 
＜承諾書の保管について＞ 
ご署名いただきました承諾書１枚は、「研究協力へのお願い」「研究計画書概要」とともに、平成 28
年 3月 31日まで保管していただけますようお願いします。それ以降は破棄してください。 
 
＜承諾の取り消しについて＞ 
承諾の取り消しを希望される場合は、承諾取り消し書 2枚に署名し、お渡しした封筒にて研究者
まで郵送してください。研究者が承諾取り消し書を受け取った時点で、承諾取り消しが成立いたし
ます。また受け取った承諾取り消し書は、研究者が署名後に返送いたします。研究への協力を取り
消された場合は、それまでに研究参加者から得たデータは一切使用いたしません。ただし、承諾取
り消しの申し出については、平成27年7月31日までと致します。それ以降は論文のまとめ作業に
入り、取り消しができなくなりますことを予めご了承ください。 
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(資料2:研究協力依頼説明用文書) 
 
 平成○年 ○月 ○日 
 
 
研究協力へのお願い 
                                
謹啓 時下、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。             さて私は 
高知県立大学大学院看護学研究科博士後期課程に在籍しております藤代知美と申します。現在、博
士論文として「地域で生活する統合失調をもつ人と看護師の交渉」のテーマで研究に取り組んでお
ります。 
統合失調症をもつ人が、医療者との間で納得のいく合意を交わすことは、アドヒアランスを高め、
リカバリーを果たすために重要であると言われています。しかし、患者が医療者との関係悪化を恐
れて意見を表明せず、医療者と納得のいく合意を交わすことが困難であることが明らかにされてい
ます。そのため、統合失調症をもつ人と納得のいく合意を交わすためには、対象者の特性を十分に
把握した特別なスキルが必要であると考えました。 
そこで本研究では、「看護の方針と対象者の意向との間にズレがある時、あるいはズレがありそう
な時に、関係性を基盤とし、様々な方略を駆使しながら話し合い、納得のいく合意に導く継続した
プロセス」を『交渉』と定義します。そして、地域で生活する、あるいは地域での生活を予定して
いる統合失調症をもつ人と看護師との交渉の全容を、看護師の視点で明らかにすることを目的とし
ます。このことにより、納得のいく合意を交わすために看護師が駆使している方略が明らかになり、
状況に合わせた交渉を行うための示唆を得ることができると考えます。 
統合失調症をもつ人と行っている交渉についてインタビューをさせていただくため、研究の目的
や方法について説明をさせてください。説明の日時はご希望をお伺いし、調整させていただきます。
説明終了後、本研究への協力に同意いただけるかを確認させていただきますが、協力に同意された
か否かについては、貴施設にお知らせすることはありません。なお、本研究は高知県立大学看護研
究倫理審査委員会の承認を得ています。 
お忙しいところ大変恐縮ですが、本研究への協力をご検討いただけますよう、よろしくお願い申
し上げます。 
                                      謹白 
 
 
研究者 
高知県立大学大学院看護学研究科博士後期課程  
藤代 知美  
連絡先：〒771-1192 徳島市応神町古川 四国大学 
電話番号：090-○○○○-○○○○ 
 
指導教員 
高知県立大学大学院看護学研究科 教授 
野嶋 佐由美 
連絡先：〒781-8515 高知市池 2751番地１ 高知県立大学 
電話番号：088-○○○-○○○○ 
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 (資料3:研究参加者用研究依頼書) 
 
平成  年  月  日 
○○病院  
○○ ○○ 様 
 
研究協力へのお願い 
                                
謹啓 晩冬の候、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。           さて私は 
高知県立大学大学院看護学研究科博士後期課程に在籍しております藤代知美と申します。現在、博
士論文として「地域で生活する統合失調をもつ人と看護師の交渉」のテーマで研究に取り組んでお
ります。 
統合失調症をもつ人が、医療者との間で納得のいく合意を交わすことは、アドヒアランスを高め、
リカバリーを果たすために重要であると言われています。しかし、患者が医療者との関係悪化を恐
れて意見を表明せず、医療者と納得のいく合意を交わすことが困難であることが明らかにされてい
ます。そのため、統合失調症をもつ人と納得のいく合意を交わすためには、対象者の特性を十分に
把握した特別なスキルが必要であると考えました。 
そこで本研究は、「看護の方針と対象者の意向との間にズレがある時、あるいはズレがあるかもし
れない時に、関係性を基盤とし、様々な方略を駆使しながら話し合い、納得のいく合意に導く継続
したプロセス」を『交渉』と定義します。そして、地域で生活する、あるいは地域での生活を予定
している統合失調症をもつ人と看護師との交渉の全容を、看護師の視点で明らかにすることを目的
とします。このことにより、納得のいく合意を交わすために看護師が駆使している方略が明らかに
なり、状況に合わせた交渉を行うための示唆を得ることができると考えます。 
つきましては、〇〇様に、統合失調症をもつ人と行っている交渉についてお聞かせいただきたく
お願いします。ご協力いただきたい具体的な内容と方法につきましては、本文書２枚目以降に記載
しております。なお、本研究は高知県立大学看護研究倫理審査委員会の承認を得ています。 
お忙しいところ大変恐縮ですが、本研究への協力をご検討いただけますよう、よろしくお願い申
し上げます。  
                                     謹白 
 
 
研究者 
高知県立大学大学院看護学研究科博士後期課程  
藤代 知美  
連絡先：〒771-1192 徳島市応神町古川 四国大学 
電話番号：080-○○○○-○○○○ 
 
指導教員 
高知県立大学大学院看護学研究科 教授 
野嶋 佐由美 
連絡先：〒781-8515 高知市池 2751番地 高知県立大学 
電話番号：088-847-8724 
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＜お願いしたいこと＞ 
1) 本研究への協力に同意いただけましたら、インタビューをさせていただきます。インタビュー
では、統合失調症をもつ人との間で上手くいった交渉と、上手くいかなかった交渉について、
それぞれどのような内容であったかということについてお話しいただきます。インタビューの
中では、語られる人が特定されぬよう、個人名や年齢、職業名などはお伏せください。 
2) インタビューは１時間程度とし、1～2回行います。またよろしければインタビュー内容を IC
レコーダーに録音させてください。録音されたくない場合は、内容をメモに取らせてください。 
3) インタビューの日時と場所は相談させていただきます。 
4) インタビュー内容の分析が妥当であるか否かを確認するために、後日分析結果をご覧いただき、
ご意見をいただくために面接あるいは質問紙へのご回答にご協力いただく場合があります。 
5) 本研究への協力は自由意思です。説明をお聞きになり、研究への協力に同意いただける場合は、
同意書2枚に署名をお願いします。 
 
＜ご協力いただく際に、お約束すること＞ 
1) 研究協力への同意はいつでも撤回することができます。このことにより不利益を被ることは一
切ありません。 
2) データは本研究の目的以外で使用することは一切なく、研究者と指導教員のみが使用します。
記録物はコード化し、研究者が責任をもって鍵がかかる棚に保管し、研究終了後個人が特定さ
れるデータは速やかに廃棄します。研究協力に同意したか否か、ならびに語られた内容に関し
てどなたにも報告致しません。 
3) インタビューに際し、答えたくない内容には答えなくてもかまいません。精神的負担が生じぬ
よう配慮してインタビューを行いますが、負担が生じた場合はいつでも中断しますので、仰っ
てください。研究への協力の辞退や撤回によって不利益を被ることは一切ありません。また、
この研究は行った看護を評価するものではないことを保証致します。 
4) 本研究は、博士論文としてまとめ、専門領域の学会、学術雑誌に公表いたします。公表の際に
は、個人や施設が特定されないように致します。また公表前に〇〇様に論文を確認していただ
き、了承が得られたものだけを記載します。 
5) 研究に関する質問や疑問がありましたら、本文書の１枚目に記載した連絡先までお問い合わせ
ください。いつでもお返事することをお約束します。 
 
＜同意書の保管について＞ 
ご署名いただきました同意書１枚は、「研究協力へのお願い」「研究計画書概要」とともに、平成
28年 3月 31日まで保管していただけますようお願いします。それ以降は破棄してください。 
 
＜同意の取り消しについて＞ 
同意の取り消しを希望される場合は、同意取り消し書 2枚に署名し、お渡しした封筒にて研究
者まで郵送してください。研究者が同意取り消し書を受け取った時点で、同意取り消しが成立い
たします。また受け取った同意取り消し書は、研究者が署名後に返送いたします。研究への協力
を取り消された場合は、それまでに研究参加者から得たデータは一切使用いたしません。ただし、
同意取り消しの申し出については、平成27年7月31日までと致します。それ以降は論文のまと
め作業に入り、取り消しができなくなりますことを予めご了承ください。 
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(資料4:インタビューガイド) 
 
インタビューガイド 
 
本研究では、交渉を、「看護の方針と対象者の意向との間にズレがある時、あるいはズレがありそ
うな時に、関係性を基盤とし、さまざまな方略を駆使しながら話し合い、納得のいく合意に導く継
続したプロセス」と定義しています。 
 
このようなことが、上手くいった事例あるいは、上手くいかなかった事例について教えてくださ
い。 
 
1. 交渉について 
1) どのような方針や意向の差がありましたか 
2) それはどのような人でしたか？(年齢、性別、性格、その人の家族、など) 
3) どのようなことから始まりましたか？そしてどのようになっていきましたか？(前回のケース
との違いはどのようなことですか？) 
・ その人をどのようにとらえていたか 
・ どのような状況でのやりとりだったか 
・ 何を目指していたのか 
・ どのような話し合いをしたのか 
・ どのように変化していったか 
4) それらの過程で、工夫したことはどんなことですか？／工夫したけど上手くいかなかったのは
どのようなことでしたか？(前回のケースと何が違いましたか？) 
5) それらの過程で関係性はどのように変わっていきましたか？／変わらなかったですか？(前回
のケースとどのような違いがありましたか？) 
6) どのようなポリシーがありましたか？ 
＊ データとして使ってほしくないところはありますか？ 
 
2. 看護師の属性 
年齢 
看護師経験年数 
精神科経験年数 
学歴 
資格など(CNS、認定看護師など) 
完成したものの送付先 
2回目のインタビューのお願い 
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(資料 5:承諾書) 
 
承諾書 
                                   
 
 
 私は、この度、「地域で生活する統合失調症をもつ人と看護師の交渉」の研究
に関する目的、意義、研究方法、守秘義務、研究協力への任意性、協力中断の
自由、心身負担への配慮、研究結果の公表の仕方、ならびに看護上の貢献に関
する説明を受け、研究の主旨を理解しましたので研究に協力いたします。 
 
 
施設責任者   
                平成   年   月   日 
 
 
署名             
 
 
 
 研究依頼者 
                  平成   年   月   日 
 
 
署名             
 
 
研究者 
高知県立大学大学院看護学研究科博士後期課程  
藤代 知美  
連絡先：080-○○○○-○○○○ 
住所：〒771-1192 徳島市応神町古川 四国大学 
 
指導教員 
高知県立大学大学院看護学研究科 教授 
野嶋佐由美 
連絡先：088-○○○-○○○○ 
 
 
この承諾書と別紙の「研究協力へのお願い」、「研究計画書概要」は、研究期間(平成２８年
３月３１日)が終了するまで、大切に保管していただきますよう、お願い致します。 
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(資料 6:同意書) 
 
同意書 
                                 
 
 
 私は、この度、「地域で生活する統合失調症をもつ人と看護師の交渉」の研究
に関する目的、意義、研究方法、守秘義務、研究協力への任意性、協力中断の
自由、心身負担への配慮、研究結果の公表の仕方、ならびに看護上の貢献に関
する説明を受け、研究の主旨を理解しましたので研究に協力いたします。 
 
 
                  平成   年   月   日 
 
 
研究協力者   
                 
 
署名             
 
 
 研究依頼者 
                   
 
署名             
 
                 
研究者 
高知県立大学大学院看護学研究科博士後期課程  
藤代 知美  
連絡先：〒771-1192 徳島市応神町古川 四国大学 
電話番号：080-○○○○-○○○○ 
 
指導教員 
高知県立大学大学院看護学研究科 教授 
野嶋 佐由美 
連絡先：088-○○○-○○○○ 
 
 
この同意書と別紙の「研究協力へのお願い」は、研究期間(平成２８年３月３１日)が終了
するまで、大切に保管していただきますよう、お願い致します。 
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(資料 7:承諾取り消し書) 
 
承諾取り消し書 
                                  
 
 
 
高知県立大学大学院 看護学研究科 博士後期課程 
藤代 知美 宛 
 
 
 
私は自由意思に基づいて、「地域で生活する統合失調症をもつ人と看護師の交
渉」の研究への協力を承諾しましたが、その承諾を撤回します。 
 
 
 
 
平成   年   月   日 
 
 
 
               署名 (施設責任者)                 
 
 
 
                 署名 (研究依頼者)            
 
 
研究者 
高知県立大学大学院看護学研究科博士後期課程  
藤代 知美  
連絡先：〒771-1192 徳島市応神町古川 四国大学 
電話番号：080-○○○○-○○○○ 
 
指導教員 
高知県立大学大学院看護学研究科 教授 
野嶋 佐由美 
連絡先：088-○○○-○○○○ 
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(資料 8:同意取り消し書) 
 
同意取り消し書 
                                   
 
 
高知県立大学大学院 看護学研究科 博士後期課程 
藤代 知美 宛 
 
 
 
私は自由意思に基づいて、「地域で生活する統合失調症をもつ人と看護師の交
渉」の研究への協力に同意しましたが、その同意を撤回します。 
 
 
 
 
平成   年   月   日 
 
 
 
               署名                  
 
 
 
 
 
 
研究者 
高知県立大学大学院看護学研究科博士後期課程  
藤代 知美  
連絡先：〒771-1192 徳島市応神町古川 四国大学 
電話番号：080-○○○○-○○○○ 
 
指導教員 
高知県立大学大学院看護学研究科 教授 
野嶋 佐由美 
連絡先：088-○○○-○○○○ 
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同意取り消し書 
                                  
 
 
高知県立大学大学院 看護学研究科 博士後期課程 
藤代 知美 宛 
 
 
私は自由意思に基づいて、「地域で生活する統合失調症をもつ人と看護師の交
渉」の研究への協力に同意しましたが、その同意を撤回します。 
 
 
平成   年   月   日 
 
 
               署名(研究協力者)                  
 
                 本文書を受領したという確認のため、研究依頼者が 
                 署名し、貴方に返送致しますので、下記に返送先を
記載して下さいますよう、お願い致します。 
 
                  
                 ご住所                  
 
 
 
署名(研究依頼者)            
 
研究者 
高知県立大学大学院看護学研究科博士後期課程  
藤代 知美  
連絡先：〒771-1192 徳島市応神町古川 四国大学 
電話番号：080-○○○○-○○○○ 
 
指導教員 
高知県立大学大学院看護学研究科 教授 
野嶋 佐由美 
連絡先：088-○○○-○○○○ 
